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“ARIMI5TUIME FITY( ア ー ム スト ン シ テ ィ )” で は 
“ナッ ツク ラッ ク ” と 呼ば れる 壁 に 囲ま れ た リン グ の 中 で 
アー マー を 着け て 闘う 遊び が 流行 中 。 

ナッ ツク ラッ ク の プレ イヤ ー は “バイ バー" と 呼ば れ て いる 。 
市 長 の 呼び か け で 単なる 遊び だ つた ナッ ツク ラッ ク が 

市 主催 の 大 会 に まで 発展 し た が 、 

実は 影 で 大 掛か りな 賭博 が 行わ れ 、 

市 長 達 が 儲かる 仕組 み に な っ て いた 。 

決勝 戦は "CITY THWER( シ ティ タワ ー)” で 行わ れ 、 
最後 まで 勝ち 抜い た バイ パー は 市 長 か ら その 腕 を 買わ れる が 、 
裏 の 事情 に 気付 いた バイ バー は それ を 断り 、 

市 長 で ある 昌 .MI. と 直接 対決 する 。 


昌 .IM. と バイ バー と の 直接 対決 か ら 選 年 。 

市 長 (BIM-) は 大 会 を 開い た と き と は 態度 を 一 変 させ 、 

ナッ ツク ラッ ク を 禁止 する 柔 例 を 作り 、 

バイ パー 達 を 街 か ら 排除 すべ く “バイパー 狩り " を 行 つ た 。 

この バイ バー 狩り に よっ て 、 

大 勢 の バイ パー 達 が アー ム ス ト ン シ テ ィ の 沖 に ある 監 獄 島 に 投獄 され て し まう 。 
わずか に 残っ た バイ バー 達 も 、 

市 長 の 弾圧 に 屈し 、 

その ほとん ど が バイ バー で ある こと を 辞め て し まっ た 。 

し か し 、 市 長 の 弾圧 に も 負け ず に 闘い 続け る バイ バー 達 も いた 。 
この "残さ れ し 、 最後 の バイ バー" 達 こそ が 、 


ファ イ テ ィ ング バイ パー ズ 選 の 主人 公 で ある 。 


人 還 是 還 斬 凍 是 是 是 且 FEHEITVE VIP ビ ER 上 


本 書 は ゲー ムシ ステ ム を 紹介 する シス テム 解説 部 、 そ し て その シス テム か ら 考 え 
た 基本 戦術 構築 論 、 そ し て キャ ラク ター 別 攻略 、 最後 に コマ ンド 一 覧 表 と 、 全部 
で 3 部 構成 で 、 下記 の よう な 流れ に な っ て いる 。 始め か ら 読 み 解い て いっ て も 
いい が 、 自分 の レベ ル に 合わ せ て 必要 な 場所 か ら 読 ん で いっ て も 問題 は な い 。 


本 書 の 流 れ @ 


FV 忌 の シス テム を 網羅 し た コー ナー。 FV 加 を さわ っ た こと が あま りな い 人 は 、 ここ か ら 熟 読 する と 
いい 。 FV 忌 の イン スト カー ド で は アナ ウン ス さ れ て いな い シ ステ ム が 多い 。 シス テム を 完全 に 把握 し 
て いる と 思っ て いる 中 ・ 上 級 者 の 人 も 、 再 確認 の た め に 必ず 読ん で 欲し い 。 


FV 忌 の 基本 戦術 の 立て 方 を 解説 し た コー ナー。 闘い の 流れ 、 打 撃 連 係 の 組み 方 の 基本 な ど を 筆頭 に 、 
シス テム 上 考え られ る 基本 戦術 構築 に 必要 な 知識 を 盛り 込ん で ある 。 自分 の 闘い 方 が シス テム 上 、 正 
し いか どう か の 判断 に 迷っ た ら 、 参考 まで に この コー ナー を 読ん で みる と いい 。 


本 書 の メイ ン と な る の が 、 こ の コー ナー。 キャ ラク ター 紹介 か ら 始ま り 、 その 後 は 各 キ ャ ラク ター が 
対戦 で 使う 技 群 を 残像 処理 の モー ショ ン と 本 文 で 徹底 的 に 解説 。 まず は この コー ナー を 熟読 し 、 キ ャ 
ラク ター の こと を 知り つく そう 。 な お 、 技 の 性 質 に 関し て は モー ショ ン に 直接 添付 し て ある 。 その 見 方 
に 関し て は 下記 の 表 組 を 参照 し て 欲し い 。 この 技 紹 介 の 後に は 「 基 本 戦術 」 が 掲載 され て いる 。 


kd / ド 表 _ 8 IKUHIN を 除く 、 FV 思 全 キャ ラク ター の コマ ンド 表 を 一 学 に 掲載 し て ある 。 


@ 技 紹介 の 見 方 と 表記 に 関し て @ 


技 紹 介 で は コマ ンド 表記 が 本 文 と 表 組 で 多少 異な る 。 まず 、 本 文 で は パン チ ボ タ ン を 「 選 ボタ ン 」、 
キッ クボ タン を 「 上 ボタ ン 」、 ガー ド ボ タ ン を 「 提 ボタ ン 」 と 表記 し て いる 。 な お 、 レバ ー 入 力 の 方 向 は 、 
基本 的 に 1 下 側 と 考え て 表記 し て ある 。 な お 、 技 解説 部 の ウイ ンド ウ 内 の 表記 は 多少 異な る 。 見 た 目 で 
分 か る と 思う が 、 一 応 表 組 に まとめ て お いた の で 、 確認 し て 欲し い 。 


本 文 表 組 本 文 表 組 
短く 入力 > > キッ クボ タン KK ボタ ン K 
入れ っ ぱな し L う し ス ガー ド ボ タ ン 后 ボ タン 后 
パン チ ボ タ ン ロボ タン 選 同時 押し 二 上 


@ 特 性 の 見 方 @ 


特性 は 残像 処理 で 掲載 され た モー ショ ン に 直接 書き 込ま れ て いる 。 連係 技 の 場合 は 、 そ の 特性 を 持 
っ た 攻撃 判定 の 場所 に 書き 込ん で ある 。 な お 、 特 性 表記 は 全て 英語 で 行っ て いる 。 内 容 を 確認 し た 
い 場 合 は 下記 の 一 覧 を 参照 し て ほし い 。 


表記 特性 内 容 

表記 な し 特に な し 

UPPER 5UARD LRU55H! 上 段 ガ ー ド 外し 

UINDER 5UARID LRU5H 下段 ガー ド 外 し 

UPPER ARMIOR LRU5H! 上 段 ア ー マ ー 破 壊 

UINIER ARMIUOR LRU5HI 下段 アー マー 破壊 

5UARD ATTALK LRU5H! ガー ドア タッ ク 外 し の み の 場 合 
LAINLELLATIUIN 呈 ボ タン に よる キャ ン セ ル 可 能 
后 .IK. ロ 旧 K ロ 技 


編 


人 還 還 還 還 還 症 是 且 FIEHTITNVE VIP ビ ER Kill テ 


FV 己 の 画面 構成 


ファ イ テ ィ ング バイ バ パーズ 忌 (以降 FV 己 ) の 
画面 構成 は 右 の 写真 の 通り 。 体 カ ゲー ジ 、 残 
り ラ ウン ド タ イ ム 、 セッ トカ ウン ト な ど 、 試合 状 
況 を 確認 する た め の 項 目 が 常に 表示 され て い 
る 。 体力 ゲー ジ の 横 に は 、 FV シリ ー ズ な ら で 
は の アー マー に 関す る 情報 を 表示 し て くれ る 
ダメ ー ジ 男 こ と 「 ダ メ 男 」 が いる 。 基本 的 に 表 
示 の 見 方 や 配置 な ど は 前 作 と あま り 変わ っ て 
いな い の で 、 別段 悩む お こと は な い だ ろ う 。 


FPU 戦 の 場合 は … 


対戦 で は な く 、 FPU 戦 を 行っ て いる と き は 上 記 
の 表示 以外 に 、 左下 に ステ ー ジ 数 、 右 下 に プレ イ 時 
間 が 表示 され る 。 ちな み に 、 この プレ イ 時 間 は 後述 
する ボー ナス ステ ー ジ に 行く た め の 条 件 を 満た す 
た め に 必要 な の で 、 ボー ナス ステ ー ジ を 目指 す 人 
は 気 に し な が ら 戦 お う 。 


硬貨 を 投入 し て 、 スタ ー ト ボタ ン を 押す と 右 
の 写真 の キャ ラク ター 選択 画面 に な る 。 自分 
の 使い た い キ ャ ラク ター に レバ ー 左 右 で カー 
ソル を 合わ せ 、P、IK、 呈 の いずれ か の ボ 
タン を 押し て キャ ラク ター を 決定 する 。 ちな 
み に キ ャ ラク ター 選択 時 間 は 忌 秒 。 これ を 
過ぎ る と 自動 的 に キャ ラク ター が 決ま っ て し 
まう の で 注意 し よう 。 


ダメ 男 


キャ ラク ター ネー ム 


き 思 側 の キャ ラク ター 


ゲー ジ の 上 に 表示 され る も の 


体 カ ゲー ジ の 上 に は 、 挑戦 者 か 否 か を 見 分 ける 
「EHAMPI ロ IM」、「EHALLEINEER」 と いう 
表示 や 、 連勝 中 に は 連勝 記録 を 示す 「 一 連勝 中 」 と 
いう 文字 が 表示 され る 。 また 、 後述 する スー パー 
K. ロ - 技 が 使用 可能 な 状況 に な っ た 場合 、 こ こ に 
[UPER K. ロ .」 と いう 文字 が 表示 され る 。 


アー マー 脱衣 後 、 ア ー マ ー を 両方 礁 われ た と き は 「 旧 UPER 
K, ロ ,| の 表示 が つく 。 


く 


は 
[ 
| 


ククル の 


"の 


ea 


1 選 カー ソル 


器 思 カー ソル 


の 
8 
0 朋 
セッ ト 数 軸 
獲得 セッ ト 数 
互選 側 の キャ ラク ター 


ダメ 男 の 仕事 


体力 ゲー ジ の 横 に 表示 され て いる ダメ 男 は 、 アー 
マー に 関す る 情報 を 知ら せ て くれ る 。 アー マー が ピ 
ンチ な と き に は 点滅 し て 知ら せ 、 な く な っ た と き に は 
赤く な っ て 危険 を 知ら せる 。 また 、 スー パー 上 K, 加 技 
使用 可能 時 に は 青く 点滅 する 。 


き 『 ー ロ ロロ . 天 ロビ 
還 ーー 


胸 q 
/ ん た 


レバ ー を 信 mr に 入力 する だ け 。 


ナッ ツク ラッ ク の ルー ル 


各 キ ャ ラク ター が 自作 の アー マー を まとい 、 壁 に 囲ま れ た リン グ の 中 
で 戦う ナッ ツク ラッ ク 。 特に 細か い 制 限 は な く 、 ラ クセ ル の ギタ ー、 ピ 
ッ キ ー の スケ ー ト ボー ド 、 チャ ー リ ー の BIMX な ど 、 武器 と な りう る 道 
具 の 使用 も 許可 され て いる 。 また 、 試合 上 の 基本 ルー ル は 1 セッ ト 4 
秒 で 、 規定 され た ポイ ント 数 を 先 に 奪っ た 方 が 勝者 と な る 。 


ラウ ンド タイ ム 


試合 時 間 の 基本 設定 は 対戦 が 4 所 秒 、 
CEPU 戦 が ヨロ 秒 と な っ て いる 。 試合 時 間 
の 経過 は 画面 上 部 の 中 央 に ある タイ マー 
で 確認 可能 で 、 残り 時 間 が 1 ロ 秒 を 切る と 
タイ マー が 点滅 し 出す 。 


セッ ト ポ イ ント 


其 本 設定 は 対戦 が コ 本 先取 、 FPU 戦 が 
忌 本 先取 と な っ て お り 、 14 ラウ ンド 勝つ ご 
と に ゲー ジ 下 に ある ラン プ が 黄色 く 点 灯 
する 。 ちなみに 、 筐 体内 の 設定 次 第 で 最 
大 所 本 先取 に まで 変更 可能 だ 。 


リン グ は 必ず 壁 に 囲ま れ て いる 。 その た め 、 リ ング 
アウ トル ー ル が な い 。 リン グ の 外 に 出る と き は 戦い 
に 敗れ た と きのみ だ 。 


各 キャ ラク ター は アー マー を 装着 し て いる 。 この ア 
ー マ ー は 壊す こと も で きれ ば 、 自ら 脱ぎ 捨て る こと 
も 可能 だ 。 


FV 忌 の 体力 ゲー ジ は 基本 数 値 が 己 I ロ と な っ て いる 。 この ゲー ジ が 先 に な く な っ た 方 が 負け と な り 、 前 述 の セッ ト ポ ボイン ト が 加算 さ 
れ て いく 。 また 、 勝利 条件 に も いく つか 種類 が あり 、 今 作 で は 一 気 に 豆 ポイ ント 取得 で きる シス テム が 加わ つた 。 ここ で は 、 いく つか が あ 


る 勝利 条件 の 種類 を 解説 し よう 。 


相手 に 攻撃 を 与え 続け 、 体力 ゲー ジ 
を ロロ に すれ ば KK, ロロ , と な り 1 ポ イン ト 取 
得 で きる 。 最も オー ソ ド ッ クス な 勝利 バ 
ター ン だ 。 ちな み に 、 自分 が 無傷 の 状態 
で 相手 を 放 , ロ 。 す る と 画面 上 に バー フェ 
クト と 表示 され る 。 


IME I5 UP 


制限 時 間 内 に 決着 が つか な か っ た 場 
合 は 、 残り 体力 ゲー ジ の 多い 方 が 勝者 
と 見 な され る 。 緊迫 し た 試合 な ど 、 お 互 
い 様 子 を 見 合っ て 戦っ て いる と な りや す 
い 。 対戦 で は も っ と も 煮え 切ら な い 勝 
ち 方 と 言え る 。 


由 


今 作 か ら 導 入 さ れ た 新 シ ステ ム の スー パーMK,D。( 以 降 呈 .K. ロ )。 呈 -K- ロ の 奈 件 は 、 アー 
マー の な い 状態 で 出せ る 昌 。K。 ロ 技 で 相手 の 体力 ゲー ジ を に する だ け 。 旧 -IK- ロ で 倒す と 
派手 な 背景 が 出現 し 、 一 気 に 加 ポイ ント 取得 で きる と いう 仕組 み に な っ て いる 。 この 昌 -IK- ロ 
を 生み 出す 昌 ,KK, ロ 技 は 全 キ ャ ラク ター 共通 コマ ンド の や P+K+ 呈 で 出す こと が 可能 だ 。 た 
だ し 、 1 試合 に 1 回 し か 出せ な い の で 常に 狙え る わけ で は な い 。 また 、 筐 体内 の 設定 に よっ て 
は 1 ポイ ント し か 取得 で き な い 場合 が ある 。 な お 、 昌 ,IKK, ロ , 技 で 相打ち に な っ た 場合 は 通常 ・ 
の ドロ ウ と 同じ 扱い に な り 、 お 互い に 4 ポイ ント ずつ 加算 され る 。 


RWWV 


何ら か の 条件 で 同時 に 体力 ゲー ジ が ロ 
に な っ た 場合 、 また は TIMIMIE I 呈 UP 時 
に お 互い の 体力 が 同一 の 場合 は 
RAW と な る 。 この 場合 は お 互い に 1 
ポイ ント ずつ 加算 され る 。 


派手 な グラ フィ ッ ク が 出現 し 、 
記 ポ イン トゲ ッ ト ! 


UDIUEN HEATH 


お 互い マッ チ ポ イン ト の 状態 で ドロ ウ 
と な っ た 場合 、 こ の サド ン デ ス に な り 、 
残り 体力 4 呈 と いう 過酷 な 状況 で 戦う こ 
と に な る 。 これ で も 決着 が つか な い 場 
合 は 、 先 に ゲー ム を プレ イ し て いた 方 
(チャ ン ピ オ ン 側 ) が 勝者 と な る 。 
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介 還 還 還 - 還 還 是 是 且 FIEHTITVGE VIP ビ ER kill ァ 


LPU 戦 を 楽し む 


コイ ン を 投入 し スタ ー ト ボタ ン を 押す 。 その と き 対 戦 
相手 が いな い 場 合 、 CPU が 探 る ファ イタ ー と の 戦い に な 
る 。 この CPU 戦 に は 、 上 PU 順番 固定 で 打倒 旭 ,IM を 目 
指し 勝ち 進む ノー マル モー ド 。 打倒 刀 。M の 目的 は 変わ ら 
ず 、 その 道のり が 変化 する ラン ダム モー ド 。 そ し て 、 時 間 
制限 あり で 、 その 時 間 内 に どれ だ け の 敵 を 倒す こと が で 
きる か を 競う サバ イ バ ル モー ド の ヨ つ の モー ド が 用 意 さ 
れ て いる 。 これ ら の モー ド で 技 を 磨き 、 対戦 に 備え て 練 


ルル 症 -1 試合 開始 前 に レバ ー を 含 に 入力 し て お く と 、 普 段 と は 違う カメ ラ ゲー ム オ ー バ ー 画 面 に な る と FPLU が 君 の プレ イ を 評価 し て くれ 
習 し と お く と いい だ ろう 。 アン グル で ラウ ンド スタ ー ト 前 を 演出 し て くれ る 。 る 。 ラン ク に は FーA、 そ れ 以 上 に な る と 昌 UPER A と な り 、 


ラン ダム モー ド に し た い 場 合 は 、 キ ャ ラク ター 選択 画面 で スタ ー ト ボタ ン を 押し な が ら キ 
ャ ラク ター を 決定 すれ ば いい 。 完全 に ラン ダム な の で 、 上 記 の フロ ー チ ャ ー ト と は 違っ た 順 
番 で EPU と 戦う こと が で きる 。 その た め 、 前 半 に 登場 する ヒ 上 HARILIE や EIMI が 後半 に 
登場 し て 強く な っ て いた り 、 逆 に 一 人 目 か ら IMIAHILER と いき な り 戦 っ た り と 、 今 まで と 違 
っ た 感覚 で EPU 戦 楽し お こと が で きる 。 また 、 謎 の キャ ラク ターMEL 呈 IL が 登場 する 
可能 性 も ある 。 


モー ド 紹 介 


コイ ン を 投入 し 、 +IK+ 后 を 押し な が ら ス ター ト ボ タン を 押せ ば サバ イ バ ル モー ド に な る 。 
この モー ド で は プレ イヤ ー の 体力 ゲー ジ が 84 ロ 、 FPU は 1 互 と な っ て お り 、 1B ロ 秒 、 つ 
まり ヨ 分 以内 に どれ だ け の 敵 を 倒せ る か を 競う モー ド な の だ 。 好 記 録 を 出す に は 一 気 に 選 
人 分 倒し た こと に な る 旧 .IKK. ロ が 鍵 と な る 。 た だ し 、 アー マー は 生 .KK. ロ 以外 で は 一 切 復活 
し な い の で 狙い すぎ に は 注意 し よう 。 な お 、 こ の モー ド の 最 中 は 乱入 対戦 され る こと は な 
い 。 練習 し た いと き に 活用 し よう 。 


MA5TER が 最高 ラン ク と な っ て いる 。 


@ さ 牛 ま : 


LC 1 


コマ ンド を 入力 すれ ば 「 民 AINDOIVI IMIDDEI 本 来 な ら # 人 目 は チャ ー リ ー だ が 、 違 う キ ャ ラク 
と 表示 され る 。 ター が 登場 。 


P+K+ 后 スタ ー ト で ゲー ム を 始め る と 次 々 と 現れ る 敵 を な ぎ 倒 し 、 隙 あら ば スー パー 
「 品 UIRVIVAL MIUDDE| こ 表示 され る 。 IK, 昌 を 決め て いこ う 。 


分 岐 某 件 に つい て 


フロ ー チ ャ ー ト を 見 れ ば わか る 通り 、 ス テー ジ 己 、 号 、 、 に 
は 分 岐 が ある 。 ちな み に ス テー ジ 5、 プ は ステ ー ジ 王 で 分 岐 し 、 
上 の ルー ト を 進ん だ 場合 の み 分 岐 が 現れ る 。 これ ら の 分 岐 に は 右 
記 の 条件 が 必要 と され 、 その 奈 件 を 満た せ ば フロ ー チ ャ ー ト 上 の 
赤 線 の ルー ト を 進み 、 条件 を 満た せな か っ た 場合 は 黒 線 の ルー ト 
を 進む よう な 仕組 み に な っ て いる 。 また 、 ステージ 7 プア に の み 追 加 
条件 が あり 、 これ を 満た せ ば 最強 の 戦士 カー ン の 待ち 受け る ボー 
ナス ステ ー ジ へ と 進む こと が で きる 。 た だ し 、 コン ティ ニュ ー し 
た 場合 は ボー ナス ステ ー ジ に 進め な いよ うに な っ て いる 。 


WVF シ リー ズ の 戦士 デー タ を 有する 最強 戦士 


ボー ナス ステ ー ジ に 登場 する 銀色 の 戦士 UHIN。 ど こ か で 見 た こと ある 技 を 、 


分 岐 


【 ス テー ジ 2、5、 6、 7 に 影 け す る 分 岐 条件 


吉 ス テー ジ の 最終 ラウ ンド 終了 時 
① 相 手 と の 体力 差 が 

MAX 体 力 バ ベロ , 呈 以上 ある 
5 提 . 紅 で 勝利 する 


① は 体力 設定 が 基本 設定 の 思 1 四 の 場合 、 そ の 3 
10 呈 以上 、 つ まり 体 力 ゲー ジ が 半分 以上 あ 

ラウ ンド を 勝利 すれ ば いい 

る は 説明 する まで も な い 


未 


件 


【 ス テー ジ 7 に の み 影 響 す る 追加 分 設 条 件 】 
ステ ー ジ 7 終了 時 

トー タル タイ ム が 

セッ トカ ウン ト ※ 避 号 X 以下 の 時 


これ は セッ トカ ウン ト の 設定 が 基本 設定 の 思 本 だ 
合 、 加 X 呈 ペ ヨ 呈 と な る の で 、 ヨ 5 
= 呈 分 呈 員 秒 以内 に ステ ー ジ アプ を クリ ア す れ ば いい 


アー ム ス ト ン シ テ ィ ー の 極悪 市 長 


ファ イナ ルス テー ジ に 待ち 受け る の は 前 作 で も 登場 し た ボス 、 本 MI, だ 。 さら に 


し か も 強化 され た 状態 で 使っ て くる 。 中 で も 厄介 な の が 下段 攻撃 か ら 繰 り 出さ れ 
る 連続 攻撃 で 、 例 え ガ ー ド に 成功 し て も ガー ド を 弾 か れ て し まう 。 こ の IKUHIN 
に 勝つ に は 相当 の 腕 が 必要 と され る 。 ちな み に 負 け て も ゲー ム オ ー バ ー に な ら ず 、 
次 の 昌 ,IM, が 待ち 受け る ファ イナ ルス テー ジ へ と 進め る 。 


強化 され た 肉体 と 技 の 数 々 、 そ し て 驚異 の 連 コ ン ビ ネー ショ ン も 健在 。 こい つ を 
倒せ ば エン ディ ング を 迎え る こと が で きる 。 ボー ナス ステ ー ジ に 登場 する カー ン を 
倒し て いれ ば 、 ラウ ンド スタ ー ト 時 に アー マー を 脱ぎ 捨て て か ら 戦い を 挑ん で くる 。 


^、 


計 、 々 


トミ て の ) 2 の の と っ の 4 


カー ン を 倒し て ファ イナ ルス テー ジヘ へ アー マー を 脱ぎ 捨て て 戦い を 挑ん で くる 
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方 向 レバ ー キッ クボ タン 


FV 忌 の 操作 形態 を 把握 し よう 


FV の 操作 形態 は 前 作 と 同じ よう に 、 8 方 向 レ し バー と ヨ つ の ボ 
タン で 操作 する 。 まず 、 虹 方 向 し バー は キャ ラク ター の 移動 な ど を 
行う 。 この レバ ー だ け を 使っ た 動作 に 関し て は 下記 の 囲み を 参照 
し て ほし い 。 次 に ボタ ン だ が 、 ガー ド ボ タ ン (以降 ポ タン) な ら 
ガー ド 、 バン チ ボ タ ン (以降 P ボ タン ) な ら パ ンチ 系 の 技 を 、 キッ ク 
ポタ ン (以降 K ボ タン) な ら キ ッ ク 系 の 技 を 繰り 出し た いと き に 使 
用 する 。 この ボタ ン 操 作 に は P+ 呈 や P+IK+ 号 な ど 、 己 つ 以上 の ボ 
タン を 同時 に 入力 する コマ ンド や 、 レバ ー と ボタ ン を 組み 合わ せ 
た 操作 な ども ある 。 


バンチ ボタ ン 


ガー ド ボ タ ン 


呈 ボ タン を 押し な が ら レ バー 珍 で 前 進 、 年 で 後退 する 。 后 レバ ー を や や と 入力 すれ ば 前 方 へ すばやく 移動 し 、 逆 相手 と の 間合い が 一 定 距 離 以上 離れ て いる と き に レバ ー 
ボタ ン を 押し て いる た め 立ち ガー ド 状 態 に なか つて いる 。 ラウ の < や < ぐ や と 入力 すれ ば 後方 へ 飛び 退く 。 前 進 、 後退 と 比べ 必 珍 、 ま た は 方 向 に 入力 し 続け れ ば キャ ラク ター が 走り 
ンド スタ ー ト 時 以外 は 意識 し て 使う こと は な い だ ろ う 。 移動 が すばやく 、 間合い 調整 に 適し て いる 。 その た め 、 対 出す 。 この ダッ シュ 中 は 様々 な 攻撃 を 出す こと が 可能 。 ダッ 

戦 で は 重要 な 動作 の 一 つと 言え よう 。 シュ 攻撃 に つい て は mnt を 参照 し こ ほ し い 。 


レバ ー を 方 向 に 入力 する と キャ ラク ター が し ゃ が お 動 しゃ が み 動 作 な ど で し ゃ が み 状 態 を 作っ た と き に の み 行 え いな ら 後 方 、 人 な ら 垂直 、 の な ら 前 方 に キャ ラク ター が 
作 を 行う 。 また 、 拓 な らし ゃ が み 前 進 、 礎 な らし ゃ が み 後 退 る 動作 で 、 し ゃ が ん だ 状態 の まま すばやく 移動 する 。 基本 ジャ ンプ を する 。 また 、 レ バー を 短く 入力 すれ ば 小 ジ ャ ンプ 
を 行う 。 この 状態 は 上 段 攻 撃 を 回 避 す る こと が で き 、 還 ボ 的 に は クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド 、 ク イッ ク バ ッ ク と 同じ よう な 使い に な り 、 長 く 入 力 す れ ば 大 ジャ ンプ に な る 。 この 小 ジャ ンプ 、 
タン を 押す こと に よっ て し ゃ が み ガ ー ド を 行う 。 方 が 可能 で 、 し ゃ が ん で いる の で 相手 の 上 段 攻撃 を 回 避 し 大 ジャ ンプ 中 は 様々 な 攻撃 を 出す こと が 可能 だ 。 

な が ら 移 動 で きる の が 利点 だ 。 


コマ ンド 及び その 説明 は 、 操作 キャ ラク ター が 相手 より 左 に いる と き の も の で す 。 


(人 還 還 還 EC 還 是 是 且 FIEHTITVG VIP ビ ER ご kill ァ 


壁 を 利用 し た 
アク ショ ン 


ター が 行え る 行動 を 覚え て お こう 。 


レバ ー 入 力 は 必 方 向 な ら どこ で も 受け 付け て お り 、 3 な ら 斜 め 下 方 向 へ 、 な ら 斜 め 上 方 
向 に 三角 跳び を する 。 この 動作 は 全 キ ャ ラク ター が 使用 する こと が で き 、 壁際 に 追い つめ ら 
れ た 状況 か ら 脱出 する と き や 、 吹き 飛ば され た 後に 、 壁 に 接触 する 前 に 受け 身 を 取り 、 そ の 
まま 跳ね 返る と いっ た 使い 方 が で きる 。 な お 、 こ の と き 思 を 同時 に 入力 し て お く と 「 相 手 の 前 
に 着地 する 」 こ と が 目的 と な る 。 その た め 、 相手 と の 距離 が 離れ て いる と 、 + 還 を 入力 し た 
三角 跳び は その 距離 が 格段 に 伸び る 。 


『 
LILHTTHI 昌 8 
「 


壁際 に 追い つめ られ た 状況 で 三角 跳び 。 相手 の 背後 に 回 り 、 ジ ャ ンプ 攻撃 で 反撃 を 試み る 。 


今 作 か ら 可 能 に な っ た 特殊 動作 。 使用 で きる の は RAXEL、 HHINEY、PILIKY、EIMI 
の 4 キ ャ ラク ター だ 。 壁 と 密着 し て いな く て も 、 コ マン ド を 入力 すれ ば 最も 近い 壁 を 自動 的 
に 選び 、 そ の 方 向 へ と ジャ ンプ する 。 壁 に 接触 し た 後 は 壁 の ば り と 同じ 動作 が 可能 だ が 、 ジ 
ャ ンプ 攻撃 の コマ ンド を ジャ ンプ し 始め に 入力 し て し まう と 、 壁 に の ぼる 前 に 技 が 出 て し まう 
の で 注意 が 必要 だ 。 


この 後 の 動作 は 壁 の ぼり と 同じ だ 。 


最も 近い 壁 を 選択 し 、 そ の 方 向 へ と ジャ ンプ 。 


FV シリ ー ズ の リン グ に は 壁 が 存在 し 、 こ の 壁 を 利用 し た 動作 が いく つか ある 。 一 見 、 単なる 見 せ 技 ぐ らい の 使い 
道 し か な さそ うだ が 、 壁際 に 追い つめ られ た 状況 か ら 脱 出す る と き に 使え る 行動 も ある 。 行動 の 種類 は 下記 の 4 種類 。 
すべ て の 動作 を 全 キ ャ ラク ター が 行え る わけ で は な く 、 キャ ラク ター ご と に で きる 動作 が 制限 され る の で 、 自 キャ ラク 


この 動作 は RAXEL、 JAINE、 HUINEY、 PIEIKY、 EMII の 号 キ ャ ラク ター が 使用 可 
能 で 、 壁 に の ぼっ た と 同時 に 全 を 入力 すれ ば 固有 技 を 出す こと が で きる 。 だ が 、 こ の 技 は 
まず ヒッ ト す る こと が な い の で 、 完全 な 見 せ 技 と 思 つ て いい だ ろう 。 ちな み に 壁 に 合っ た 後 、 
な に も 行動 を し な けれ ば 、 そ の まま ジャ ンプ し て 降り よう と する 。 この 後 は ジャ ンプ と 同じ 扱 
いな の で ジャ ンプ 攻撃 を 出す こと が で きる 。 固有 技 を 出す より は こち ら の 方 が いく ぶん 使い 
道 が ある 。 


壁 に 手 を か け て 登っ た 後 。。。 な に も し な けれ ば ジャ ンプ する 。 


ウォ エル ジ ャ ンチ 


壁際 で コマ ンド を 入力 する と 壁 を 蹴っ て 上 に の ぼり 、 相手 の 側面 へ と 降り る 。 この 行動 
は BAHIN、RAXEL、FHARILIE 以 外 の キャ ラク ター が 使用 可能 で 、 提 AINMAIN の 
み 相 手 の 側 面 へ 回 り 込 むように 前 転 を する 。 基本 的 に は 壁際 脱出 の た め に 用 いら れる 行動 
だ が 、 一 部 の キャ ラク ター は 技 を 出せ る た め 、 攻撃 に 転じ る こと が で きる 。 また 、 フェ イン 
ト と し て キャ ン セ ル が で きる キャ ラク ター も いる 。 と は いえ 、 行動 に 移る まで の モー ショ ン 
が 大 きい た め 、 大 抵 の 場合 、 壁 に の ぼる 前 に つぶ され て し まう 。 


壁 を 蹴っ て 上 に の ぼり … その まま 相手 の 側面 へ と 降り る 。 


前 作 で は ほとん ど 使 い 道 の な か っ た バク 転 。 今 作 か ら は 無敵 時 間 が つい た た め 、 使い 方 に よっ て は 有効 な も の と な る 。 その 無敵 


バク 転 


時 間 に つ いて だ が 、 右 下 記 の 図 を 見 て も ら え ば 分 か る と お り 、 バク 転 を し て か ら 1 ロ フレ ー ム 目 に 無敵 時 間 が 発生 し 、 そ れ か ら 1 
フレ ー ム 無 英 時 間 が 持続 する 。 これ を 利用 すれ ば 相手 の 攻撃 を か わす こと が 可能 だ 。 た だ し 、 残り の 時 間 は 硬直 時 間 と な っ て いる 


た め 、 使い どこ ろ を 間違え れ ば 相手 に スキ を 与え る だ け に な っ て し まう 。 な お 、 BBAHIN と 55AINMIAIN は バク 転 が で き な い 。 


ーー 【 人 語 二 こ エコ 


無敵 時 間 を 利用 し て か わす 。 無敵 時 間 の 後半 部 で 
か わす よう に する と 反撃 に 移り や すい 。 


中 間 距 離 か ら の ダッ シュ 攻撃 な ど 、 相 手 の 攻撃 タ 
イミ ング を 読め る と き に … 


人 還 還 還 還 " 還 C 症 還 較 及 FIGHTITVE VIP ビ ER ご ki 上 l テ 


人 還 是 還 CE 還 是 及 FEHTITVE VIPER コ 己 Ki 四 テ 


ガー ド に つい て 


相手 の 打撃 を 防ぐ た め の 手 段 で ある ガー ド 。 ガー ド に は 刀 種 類 あ る 。 呈 ボタ 
ン を 押し て いれ ば 立ち ガー ド 、 レバ ー 下 方 向 + 呈 ボタ ン を 押し て いれ ば し ゃ 
が み ガ ー ド に な る 。 対戦 で は この ふた つの ガー ド を 相手 の 攻撃 判定 に 応じ て 
使い 分 ける 必要 が あり 、 どの ガー ド が どの 攻撃 判定 を ガー ド で きる か を 覚え 
な く て は な ら な い 。 当然 、 ガー ド を 完璧 に 行え れ ば 、 打撃 に よる ダメ ー ジ を 
受け る こと が な いた め 、 対戦 で の 勝率 は 格段 に 上 が る 。 た だ 、 ガー ド を 打ち 
破る 、 投げ 技 や ガー ド 不 能 技 と いっ た 攻撃 が ある の で 、 ガー ド を 完璧 に 行う 
こと は 難し い 。 


立ち わから しゃ が み 状 態 へ の 移行 に つい て 


立ち 状態 か らし ゃ が み 状 態 に 移行 する まで の 時 間 は 通常 40 フレ ー ム か か る 。 
つま り 、 立ち 状態 か ら レ バー を 下方 向 に 入れ て か ら 1 ロ フレ ー ム 過ぎ な いと し 
ゃ が み 状 態 と 認識 され な い 。 で は 、 ガー ド の 場合 は どう な る の が? 通常 、G ボ 
タン を 押し て いて も 1 ロフ レー ム か か っ て し まう が 、 相手 が 打撃 を 出し て きた 
場合 に 限り 、 レ バー 入力 で 見 て いる 。 し か も 、 1 フレ ー ム 単位 で 見 て いる た め 、 
1 ヨ フ レー ム の 下段 攻撃 を d 思 フレ ー ム まで 引き 付け て ガー ド し て も 防ぐ こと が 
可能 と いう わけ だ 。 当然 、 逆 パ ター ン の し ゃ が み 状 態 か ら 中 段 攻撃 を ガー ド す 
る と き で も 、 攻撃 発生 フレ ー ム まで に レバ ー を 方 向 か ら 離し て いれ ば ガー ド 
で きる 。 ちな み に 投 げ 技 は 打撃 と 判断 され て いな い の で 、 投げ 技 が 成立 する 
際 に レバ ー が 入っ て いて も 回 避 す る こと は で き な い 。 この こと か ら 投 げ 技 に 対 
し て は 「 打 撃 を 出す ]」 と いう の が 最善 の 回 避 方 法 と いう こと が わか る 。 


攻撃 判定 と 回 避 法 


攻撃 判定 は 上 段 、 中 段 、 特殊 下 自 、 下段 の 4 種類 。 それ ぞ れ の 攻撃 判定 に 対 
する ガー ド 方 法 は 右記 の 表 の よう に な っ て いる 。 まず 、 立ち ガー ド で 防げ る 攻 
撃 判定 は 上 段 攻撃 、 中 段 攻撃 、 特殊 下 眉 の ヨ つ 。 た だ し 、 上 段 攻撃 は し ゃ が み 
ガー ド だ と 当ら ない の で 、 し ゃ が ん で か わす の が 最良 の 回 避 法 と 言え る 。 次 に 
し ゃ が み ガ ー ド が 可能 な 攻撃 は 下段 攻撃 と 特殊 下段 の 忌 つ 。 特殊 下段 は 立ち 
ガー ド 、 しゃ が み ガ ー ド の どちら で も 回 避 で きる と いう こと に な る 。 結論 か ら 言 
えば 中 段 攻撃 と 下段 攻撃 に 対し て の み ガ ー ド を 使い 分 けれ ば いい 。 


レバ ー を 人 nr 空 に 入力 すれ ば 、 移 動 し な が ら ガ レバ ー は 下方 向 な ら ど こ で も 受け 付け て くれ る 。 
ー ド 可能 だ 。 


操 入 力 後 、 す ぐに し ゃ が み ガ ー ド に な る 。 状 態 の 移行 と は 関係 な く 、 ガ ー 
ド 判 定 は どこ に レバ ー を 入力 し て いる か に よっ て 変化 する の だ 。 


立ち ガー ド しゃ が み ガ ー ド 


上 段 攻 撃 @ @ 
中 段 攻撃 @ X 
特殊 下段 攻撃 @ 旬 
下段 攻撃 X @ 


ガー ド 不 能 技 と は その 名 の 通り 、 ガー ド で き な い 攻撃 の こと だ 。 この 


ガー ド 不 能 技 と ガー ド 外 し ガー ド 不 能 技 を 使用 で きる キャ ラク ター は 一 部 の キャ ラク ター で 、 特 
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定 の 技 を ボタ ン 押 し っ ぱな し 、 要 は 溜め る こと に よっ て ガー ド 不 能 技 
へ と 派生 させ る 。 攻撃 発生 まで の 時 間 は 極端 に 長く 、 出 の 早い 技 な ど 
で つぶ すこ と が で きる が 、 ガー ド 不 能 技 に 派生 する 前 の 技 を 出さ れる 
こと も ある た め 、 状況 に よっ て 対処 法 が 変わ る 。 次 に ガー ド 外 し 技 。 
ガー ド 外 し 技 と は 相手 の ガー ド を 崩す 攻撃 で 、 各 キャ ラク ター の 一 部 
の 技 に 設定 され て いる 。 種類 は 上 段 ガ ー ド 外し と 下段 ガー ド 外し の 
た つが あり 、 それぞれ 立ち ガー ド 、 し ゃ が み ガ ー ド を 崩す 。 技 に よっ て 
その 性 能 は 異な る が 、 ガー ド を 崩す と 相手 より も 早く 動け る よう に な 
っ た り 、 さら に は 後述 する 哲 &A も 崩す こと が で きる の で 、 相手 に か 
な り の プレ ッ シ ャ ー を 与え る こと が で きる 。 試合 を 有利 に 展開 し て い 


ガー ド 不 能 技 は ガー ド に 徹し て いて も 食らっ て し まう 。 ガー ド 外 し で 代表 的 な の が 旭 AHIN の 超 和 剛三 。 く た め に 、 対戦 で は どん どん 組み 込ん で いき た い 攻 撃 手段 だ 。 


小 ジ ャ ンプ 攻撃 


計 5 


小 ジ ャ ンプ か ら 出 せる バン チ 攻 撃 は 1 種類 。 ジャ ンプ と 同時 に ボ タン を 押す こ 
と で 出す こと が で きる 。 この 技 か ら は 還 AHIN、gRALEE、 呈 AINMIAIM を 除い て 、 
立ち パン チ 始動 の 技 が その まま 出せ る よう に な っ て いる 。 ちな み に 届 AXEL の 場 
合 は 例外 で 、 小 ジャ ンプ バン チ か ら の 派生 技 を 固有 技 と し て 持っ つて いる た め 、 立 ち 
バン チ 始 動 の 技 へ は つなが ら な い 。 


すず 1 パ 
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立ち パン チ 始 動 の 技 に つなげ る こと が で きる 。 


小 ジ ャ ンプ バン チ か ら は … 


キャ ラク ター 名 技 名 コマ ンド 
ラク セル ハン マリ ング 全 記 
サン マン サン マン ハン マー 全 記 


大 ジャ ンプ 攻撃 
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大 ジャ ンプ パンチ は ジャ ンプ と 同時 に を 入力 する も の と 、 ジャ ンプ 中 に 入力 する も の と 
で 合計 豆 種 類 ある 。 後者 は 小 ジ ャ ンプ バン チ と ほとん ど 同 じ 性 能 で 使い 道 は あま りな い 。 
前 者 は ガー ド さ せる と よろ け を 誘発 で き 、 こ の よろ け 中 を 攻め 立て る こと が で きる 。 た だ し 、 
品 AINMIAIN と EIMII の 場合 は 他 の 技 が 出 て し まい 、 ガー ド さ れ た と き の ス キ が 大 きい た め 
反撃 を 受け て し まう 。 


キャ ラク ター 名 技 名 コマ ンド 
サン マン スカ イ バ ー ナ ー 【 條 JP 
エミ アレ ックス キッ ド 【 人 JP 


| 、< 


大 ジャ ンプ キッ ク に は 右記 の 写真 の 様 に 7 種類 も の 攻撃 が ある 。 前 作 で 猛威 を ぬる っ た ジャ ンプ トー は さす が 
に 弱体 化し 、「 困 っ た ら 出 す 」 と いっ た 使い 方 は で き な い 。 だ が 、 今 作 か ら は ジャ ンプ トー を 当て た 後 は 空中 で も 
う 1 回 技 を 出せ る よう に な っ た 。 これ を 利用 すれ ば 、 ジ ャ ンプ トー か ら ロ ー リ ング ソバ ッ ト な ど を つなげ る こと で 
空中 コン ボ を 行え る 。 ちな み に 、 サン マン は ロー リン グ ソ バッ ト を 出せ な いた め 、 こ の 空中 コン ボ は 狙え な い 。 


キャ ラク ター 名 技 名 コマ ンド 
民 ホッ パー ロボ 全 K 
バッ クエ アキ ッ ク 大 ジャ ンプ 中 < ぐ で や K 
グレ イス ブレ ー ド スラ ッシュ エア 大 ジャ ンプ 中 YK 
シン ・ ス ライ ス 大 ジャ ンプ 着地 際 YK 


小 ジ ャ ンプ か ら 出 せる キッ ク 攻 撃 は 前 作 と 同じ で 、 ロー リン グ ソ バッ ト ( 合 +K)、 
ホッ ピン グ キ ッ ク ( 全 放 )、 ロー カッ トキ ッ ク ( 全 KK) の ヨ つ だ 。 ロー リン グ ソ バッ ト 
は 下段 すか し の 特性 を も っ て いる の で 相手 の 下段 攻撃 に 合わ せ て 出す と 、 そ の 下 
段 を か わし な が ら 攻 撃 で きる 。 また 、 バッ クジ ャ ン ブ で 出す と 退避 し な が ら の 攻撃 
と な る の で 、 意 外 と 強力 。 残り の 中 段 蹴り と 下段 蹴り は 技 が 出る まで が 遅い も の の 、 
モー ショ ン が 酷似 し て いる の で 、 単純 に 択 攻撃 を 迫る こと が で きる 。 相手 の 起き 
上 が りな ど に 使う と 高 確率 で 当て る こと が で きる は ず だ 。 


特殊 下段 だ が 、 何 か と 厄介 な し ゃ が み バ ンチ 。 完全 に 読ん で いれ ば ロー リン グ ソ バッ ト で つぶ せ 


る 。 


キャ ラク ター 名 技 名 コマ ンド 
ビッキー, チャーリー, グレ イス コイ ン 公 放 
グレ イス ブレ ー ド カッ ター 小 ジ ャ ンプ YK 


大 ジャ ンプ バン チ の ナッ クル ハン マー を ガー ド さ 相手 は 大 きく よろ ける 。 こ の 後 は 思 択 を 仕掛 け 
せる と 、 よう 。 


還 還 斬り 還 C 症 是 是 FIGHTITVE VIP ビ ER ご Ki 


(人 還 還 還 - 四 C 症 還 症 且 FIGEHTITUE い VI ビ ER ご 上 ki 上 l テ 


ダッ シュ 攻撃 を 出す に は 、 まず 走り 状態 を 作ら な けれ ば な ら な い 。 基本 動作 
の ペー ジ で も 解説 し た 通り 、 相手 と の 間合い が 一 定 以上 離れ て いる と き に 
層 形 また は 補 を 入力 すれ ば キャ ラク ター が 走り 出す 。 後 は コマ ンド を 入力 す 
れ ば 様々 な 攻撃 を 繰り 出す こと が で きる 。 それ で は 、 難 ダッ シュ 攻撃 の 性 能 
に つい て 解説 し て いこ う 。 


- ラ ン ニ ング スト レー ト 


ダッ シュ 中 に ロボ タン を 押せ ば 、 こ 
の ラン ニン グスト レー ト か が 出る 。 下 段 
ガー ド 外 し に な っ て いる た め 、 し ゃ が 
み ガ ー ド に ヒッ ト す る こと は な い が 、 
その 分 攻撃 発生 時 間 が 早い の で 、 カ 
ウン ター を 取り や すい 。 また 、 前 作 で 
は ヒッ ト 時 の 効果 は 吹っ飛ば し だ っ た 
が 、 今 作 か ら は よろ け を 誘発 する 技 
に な っ て いる 。 この よろ け 中 は 制御 
不能 な の で コン ボ を 叩き 込む こと が 
可能 だ 。 


キャ ラク ター 名 
呈 AIMIMIAIM 
PILIK ヤ 


サン マン アタ ッ ク 
ラン ニン グ ボ ー ド スラ ッ プ 


スラ イデ ティ ング キッ ク 


ダッ シュ か ら の 下段 攻撃 。 当然 ダッ 
シュ ニー や ラン ニン グ タ ッ ク ル な ど 、 
中 段 攻撃 と の 思 択 を 迫 れ る 。 また 、 数 
少な い 下段 アー マー 破壊 技 の ひと つ = 
で も ある 。 た だ し 、 ガー ド さ れ た と き > ーー 
の スキ が 非常 に 大 きい の で 、 使 う 際 ダ 
に は 、 相手 に 中 段 攻 撃 を 十分 意識 さ 
せる 必要 が ある 。 
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キャ ラク ター 名 技 名 
CHARLIE スラ イダ ー ド リフ ト 


ラン ニン グ タ ッ ク ル 


上 段 ガ ー ド 外し と 上 段 ア ー マ ー 破 
壊 の 両方 の 性質 を 持っ て いる 技 。 攻撃 
発生 は 遅い が 、 ガー ド さ れ て も 五 分 に 
な る た め 、 安心 し て 使っ て いけ る 。 た 
だ し 、 MIAHLER の 場合 は 例外 で 、 ぁ 一 
他 の キャ ラク ター の も の と 比べ 硬化 N クー 
時 間 が 少し 長く な っ て いる 。 また 、 の 
PILIKY と 昌 AINMIAIN の 忌 キ ャ ラク 
ター が この ラン ニン グ タ ッ ク ル を 出 そ ニレ ター 名 投 名 
うと する と 、 固有 技 が 出 て し まう 。 PICKY 

7 アパ い たい | ※ 


- ラ ン ニ ング ニー 


この ラン ニン グ ニ ー は ダッ シュ 攻撃 
中 最も 攻撃 発生 時 間 が 早く 、 ヒッ ト 時 
に は 多少 浮く の で 状況 に よっ て は 空 
中 コン ボ を 狙え る 。 た だ し 、 上 段 ガ ー 
ド 外 し の 性 質 を 持っ て いる の に も か 
か わら ず 、 ガー ド さ れ た 場合 の スキ は 
大 きい 。 シビ ア で は ある が 投げ 技 が 
返し 技 と し て 入っ て し まう 。 


> 
に 人 


キャ ラク ター 名 
TDIKID 
ERACLE 

品 AIWMIAIN 
HUIWNEY 


ファ イヤ ー ダ ー ツ 
ダッ シュ ブレ ー ド 

ラン ニン グ ビ ピー チ ポ ボン パー 
ラン ニン グ ピ ー チ アタ ッ ク 
カウ ンタ ー ラ ン 


ラン ニン グ ジ ャ ン プ キ ッ ク 


ダッ シュ か ら の ジャ ンプ キッ ク 。 上 
段 ガ ー ド 外し の 性 質 を 持っ て いて 、 下 
段 攻 撃 を か わし な が ら 攻 撃 で きる 。 
また 、 ヒット し た と き の 状 況 に よっ て 
は バウ ンド コン ボ を 狙え る こと が あ 
る 。 ちな み に 呈 RALE、PILIKY 、 
EHARILIE が この 技 を 出 そ う と する 
と 小 ジ ャ ンプ 攻撃 の コイ ン が 出 て し 


まう の で 注意 。 キャ ワン ギニー 衝 


ERALE 
PILKY 
CHARILIE 


固有 技 の ダッ シュ 攻撃 

ダッ シュ 攻撃 に は ここ で 紹介 し た 以外 に も キャ ラク ター が 固有 技 と し て 
も 持っ て いる も の が ある 。 例え ば 、 ピッ キー の ダッ シュ エア は 相手 の 裏 に 
回 り 込む 攻撃 で あっ た り 、 EMII の スー パー ブレ イク オー プン は 攻撃 判定 
が 移行 し た り と 、 性 質 と 用 法 が 異な る 。 この 例外 の 技 に 関し て は 各 キ ャ ラ 
クタ ー の 技 表 で 確認 し 、 使い 方 を 研究 し て ほし い 。 


下段 か ら 中 段 へ と 派生 する EMI の 
スー バー ブレ イク オー ブン 。 


PIEKY の ダッ シュ エア 。 裏 に 回 っ 
た 後に 攻撃 可能 だ 。 


HUINEY の ディ ッ プ . ザ - レ ッ グ は スラ 
イデ ティ ング より すばやく スキ が 少な い 。 


振り 向き 攻撃 に つい て 


相手 に 背中 を 向け た 状態 で コマ ンド を 入力 する と 、 相手 方 向 に 振り 向き な 
が ら 攻 撃 を 出す 。 振り 向き 攻撃 の 種類 は 所 種類 ある 。 相手 に 背 を え 向け る と い 
う 状況 は 比較 的 少な い が 、 RALE、 TDIKID、LHAIRILIE な ど 、 一 部 の 
キャ ラク ター は 攻撃 後 、 自ら 背中 を 向け る こと が 可能 。 また 、 隠し キャ ラク 
ター の EL5L は 単に 相手 に 背 を 向け る と いう 行動 を 持っ て いる 。 これ ら 
の キャ ラク ター に 関し て は 、 振り 向き 攻撃 を 多用 する こと に な る の で 、 難 技 
の 性 質 を 把握 し 、 使い こなし て いこ う 。 


ター ン ナ ッ ク ル 


振り 向き な が ら の 上 段 パ ンチ 。 スキ が 少な く 、 ヒッ ト 、 ガー ド に か か わら ず 有 利 な 状 
況 を 作り 出す こと が で きる 。 その た め 、 こ の 技 か ら の 中 段 と 投げ の 思 択 は か な り 強 力 。 
た だ し 、 上 段 判定 な の で 、 当然 下段 を 意識 し て し ゃ が ん で いる 相手 に は 当ら な い 。 後 
述 す る スピ ン キ ッ ク タ ー ン を 使っ て 立ち ガー ド を 意識 させ て か ら 使っ た 方 が いい 。 


キャ ラク ター 名 
LHARLIE 


ロー ター ン バ ン チ 相手 に 背 を 向け て YP 


振り 向き 攻撃 の 中 で 最も 使用 頻度 の 高い 技 が この ロー ター ン バ パン チ だ 。 ガー ド さ 
れ て も 打撃 に よる 反撃 は 受け ず 、 最速 の 下段 授 げ し か 返し 技 と し て 入ら な い 。 また 、 
その タイ ミン グ は か な り シ ビア な の で 、 実戦 で 確実 に 決め る の は 難し い 。 ちな み に 、 
TDIKI ロ は と 入力 する と 固有 技 の レッ グ ス ク ー プ が 出る 。 ロー ター ン パ ンチ を 出 
す 場合 は し ゃ が み 状 態 か ら を 作っ て か ら Y 選 を 入力 し な けれ ば な ら な い の で 、 間違え 
な いよ うに 。 


技 名 


om 
スピ シン キッ クタ ー ン シー 計 K3S 


チャ ー リ ー は > 記 の ダブ ル ラ ッシュ を 出し た 後 、 記 +IK+ 暫 を 入力 する こと で 自ら 振り 向く こと が で きる 


一 見 、 攻撃 発生 が 遅 そ うだ が 、 実は ター ン ナ ッ ク ル より 早く 、 ヒット し た と き の ダ メ 
ー ジ が 大 きい 。 と は いっ て も 、 判定 は 上 段 。 さら に ガー ド さ れ た と き の ス キ が 大 きい 
の で 使う 必要 は な い だ ろ う 。 た だ し 、 RAFE の 場合 この 技 か ら コ ン ビ ネー ショ ン を 
出す こと が で きる た め 、 連係 を 組み 立て る 際 に 使っ て いけ る 。 


デー デー ゃ \ 


を ・。 2 で ーー ァ ン ーー 


キャ ラク ター 名 技 名 

TDIKID バッ ク フ リ ッ プ キッ ク 
MIAHLER ター ン ハ イキ ッ ク 
CHARIE ター ン ニ ー 


ロメ Py キッ クタ ー ツ 


攻撃 発生 時 間 、 ダ メー ジ 、 リ ー チ 、 ど れ を と っ て も ロー ター ン パ ンチ より 性 能 が いい 。 
また 、 ロータ ー ン パン チ が ヒッ ト 時 に 五 分 な ら 、 こ ちら は 有利 に な る 。 た だ し 、 硬直 差 
は ロー ター ン パ ンチ と 同じ に も か か わら ず 、 全体 硬直 時 間 が 長い た め 、 ガー ド さ れる 
と 下段 授 げ で の 反撃 を 受け や すい の で 、 多 用 は 禁物 で は ある 。 な お 、 HHINEY の み 
ダブ ル ロ ー キ ッ ク に スイ ッ チ させ る こと が で きる 。 その た め 、 他 の キャ ラク ター と 比 
べ 、 使用 頻度 が 高く な る 。 


ダン ・ キ ッ ク 


固有 技 の 振り 向き 攻撃 


振り 向き 攻撃 の 固有 技 と いっ て も 、 その ほとん ど が TIKI ロ の 技 で あ 


全 キ ャ ラク ター が 使用 で きる 唯一 の 中 段 振り 向き 攻撃 。 要 は 小 ジャ ンプ 攻撃 の ロー る 。 TUIKI は 攻撃 を 出し た 後 、 背中 を 向け る 技 が 多く 、 ここ で 紹介 し た 
リン グ ソ バッ ト を 振り 向き な が ら 出 す 技 で 、 下段 攻撃 が スカ る の は も ちろ ん の こと 、 ロ 技 を 含み 、 そ の 固有 技 を 使う こと で コン ビ ネ ー シ ョ ン に バリ エー ショ ン を 


ー タ ー ン バン チ な どの 下段 攻撃 と 戸 択 に な る 。 ガー ド さ れ た と き の ス キ は か な り 大 き 
い が 使 っ て いく 価値 は 十分 に ある 。 


増やす こと が で きる 。 


振り 向き か ら の アッ パー。 相手 を 立 KK+ 呈 の ロー スピ ン キ ッ ク は 振り ロー ター ン バ パン チ に 似 て いる が 、 
浮か すこ と が で きる 。 向き 攻撃 と し て も 出せ る 。 ダウ ン を 奪え る 。 


す 后 旧 TRIG VER ご 己 Ki 良 テ 


投げ 技 に つい て 


ガー ド を 無力 化 で きる 攻撃 で ある 投げ 技 。 この 投げ 技 
は 大 きく 分 け て 、 上 段 授 げ と 下段 投げ の 種 類 が ある 。 
上 段 投げ は P+ 后 を 始め と し 、 相手 の 立ち ガー ド を 衣 す た 
め の 最 良 の 攻撃 。 逆 に 下段 投げ は し ゃ が み ガ ー ド を 月 す 
た め の 最 良 の 攻撃 と な る 。 また 、 今 作 か ら は 投げ 技 の 成 
立 条件 が ノー マル 投げ と タッ チ 投 げ の 種 類 に な っ た た 
め 、 投 げ 技 は 非常 に 決ま りや すく な っ た と 言え る 。 


密着 時 に 立ち 状態 の 相手 を 投げ る 上 段 投げ 。 基本 投げ の + 暫 は 上 段 投 げ と は 逆 に し ゃ が み 状 態 を 投げ る 下段 投げ 。 今 作 か ら は 
壁 に 振る 投げ が ほとん ど 。 SSP+a で 全 キ ャ ラ 使 用 可能 。 


思 つの 投げ 技 、 そ の 性 質 の 違い に つい て 
ノー マル 投げ タッ チ 投げ 


ノー マル 投げ と は 前 作 か ら あ る 投げ 成立 抄 件 
で 、 つかみ モー ショ ン を 出さ すず に 投げ る こと を 
いう 。 上 段 授 げ 、 下段 投げ 共に 投げ 成立 まで の 
時 間 が ヨ フ レー ム か か り 、 4 フレ ー ム 目 に 投げ 
モー ショ ン へ と 移行 する 。 た だ し 、』 フ レー ム で 
あれ ば 相手 の どん な 行動 も 無力 化し て し まう 性 
質 が ある の で 、 実質 加 フ レー ム 目 に は 完全 に 成 
立 す る と いっ て も 問題 は な い だ ろう 。 さら に 、 投 
げ 技 が 壁 投げ だ っ た と き は 相手 が 出し た 技 の 攻 
撃 発生 フレ ー ム の 半分 まで な ら 無 力 化す る 。 つ 
まり 、 相手 が 打撃 を 出し て いる 途中 で も その ま 
ま 、 投げ 技 を 決め る こと が で きる と いう わけ だ 。 


上 上段 投げ ヨコ フレ ー ム 
下段 投げ ヨ フ レー ム 


攻撃 発生 の 半分 まで を 強引 に 投げ る 。 


投げ 技 が 入ら な い 状 況 で 、 投 げ 技 の コマ ンド 
を 入力 する と つか み モ ーション が 出 て し まう 。 
前 作 で は この つか み モ ーション が 打撃 技 扱い に 
な っ て いて 、 例え それ が 触れ て も 投げ 技 に 移行 
する こと は な か っ た 。 し か し 、 今 作 で は その 打撃 
判定 だ っ た 部 分 に 触れ て も 投げ 技 が 成立 する よ 
うに な り 、 さらに 前 述 の 「 相 手 が 出 し た 技 の 攻撃 
発生 フレ ー ム の 半分 を 吸う ] と いう 性 質 を 持っ 
て いる 。 た だ し 、 投げ 成立 まで に か か る 時 間 が 
ノー マル 投げ と 比べ て 長い た め 、 か な り 有 利 な 
状況 で し か タッ チ 投 げに よる 投げ 成功 を 見 る こ 
と は な い だ ろ う 。 


上 段 投げ 1 忌 フ レー ム 
下段 投げ 1 フレーム 


投げ られ な い 時 間 に つ いて 


時 折 、 相手 の 硬化 時 間 中 に 投げ 技 を 狙い 、 相手 が 攻撃 を 出し て いな い に も 関わ 
ら ず 、 ノー マル 投げ が 出 な いで 、 タッ チ 投 げ の モー ショ ン が 出 て し まっ た こと は な 
い だ ろ うか ? 実は これ は コマ ンド 入力 の ミス で は な く 、 投げ 禁止 状態 が 起因 し て 
いる 現象 だ 。 投げ 禁止 状態 と は 、 打撃 が 当たっ た また は ガー ド さ れ た 時 に 起き る 
硬化 時 間 に 発 生 す る 投げ られ な い 時 間 の こと で 、 ゲー ム バ ラン ス 上 、 打撃 後 の 投 
げ 技 に よる 反撃 ば か り に な ら な いよ うに コン ピュ ー タ が 強制 的 に 作り だ し て いる 。 
この 時 間 が 作用 する と 硬化 時 間 中 な の に 投げ られ な い 状 況 が し ば し ば 生ま れる 。 
共 AHIM の 肩 竜 狗 留 (ショ ル ダ ー タ ッ ク ル ) を 例 に 説明 し よう 。 この 技 は ガー ド し た 
段階 で 、 BAHIN 側 が 約 王 フレ ー ム 不利 な 状況 に 陥る 。 つま り 、 数 値 上 で は 投げ 技 
に よる 反撃 が 確実 に 入る は すず だ 。 だ が 、 この 呈 フ レー ム 間 に ヨ フ レー ム の 投げ 禁 
止 状態 が 与え られ る 。 最速 で 投げ 技 を 入力 し た 場合 、 ノーマル 投げ の 成立 時 間 が 
ちょ うど 投げ 禁止 状態 の ヨ フ レー ム 目 に か か っ て し まう の で 、 ノー マル 投げ が 成立 
せ ず 、 タッ チ 投 げに 移行 し て し まう の だ 。 この 肩 竜 狗 留 を 投げ る の で あれ ば 、 1 フ 
レー ム 待 っ て か ら コ マン ド を 入力 し な く て は な ら な いこ と に な る 。 な お 、 この 投げ 
禁止 状態 は 技 ご と に 長 さ が 異な る の で 、 感覚 的 に 把握 する し か な い だ ろ う 。 


投げ 成立 。 壁 投げ 同様 、 攻撃 発生 の 半 
まで を 吸う 。 


BAHIN の 肩 竜 狗 留 は 、 ガ ー ド し た 
段階 で 呈 フ レー ム 人 硬直 が ある 。 


mW で 


年 


罰 だ が 、 早 め に 投げ すぎ る と 、 ヨ フレ 
' 計 一 ム の 投げ 禁止 時 間 に 引 っ か か り 、 
ノー マル 投げ が 成立 し な い 。 


正面 か ら の 投げ 技 に は いく つか の 種類 が ある 。 まず 、 P+ 后 の 全 キ ャ ラク ター が 使用 で きる 基本 投げ 。 特定 の コマ 
ンド 入力 を 必要 と する コマ ンド 投げ 。 前 作 の 旧 AINMIAIM の ファ イナ ルオ ー バ ー ド ライ ブ の よう な 投げ 技 か ら 投 げ 技 
へ と つなぐ 投げ コン ボ が ある 。 そ の 他 例 外 と な る 投げ 技 は 下記 の 7 種類 。 それ ぞ れ 投 げ の 成立 条件 が 正面 投げ と は 


投げ 技 の 種類 


違う の で 、 し っ か り と 読ん で 各 投げ の 性 質 を 知っ て お こう 。 


自分 と 相手 の 位置 関係 で 発生 する 投げ 技 か ら 説 明 し よう 。 まず 相手 の 背 性 
後 か ら P+ 曲 、 また は < や E+ 后 で 投げ る の が 背後 投げ 。 相手 の 左側 面 、 また は 
右側 面 か ら P+ 暫 で 投げ る も の を 側面 投げ と 呼ぶ 。 この ふた つの の 投げ は タ 
ッ チ 投げ で は 成立 する こと は な い 。 その た め 、 常に 相手 キャ ラク ター と 密着 
し て か ら 投 げ 技 の コマ ンド 入力 を 行う よう に 韻 づ ける こと 。 また 、 背後 投げ 
は し ゃ が み 状 態 の 相手 で も 授 げ る こと が で きる が 、 側面 投げ の 場合 は 投げ る 
こと が で き な い 。 この 2 点 に 留意 し て 使 お う 。 


壁 を 背 に し た 状況 、 また は 相手 を 壁 に 追い つめ た 状況 で 投げ コマ ンド を 入 
力 する と 壁 投げ に な る 。 この 壁 授 げに は PP+ 后 だ け で な く 、 キャ ラク ター 固有 
の コマ ンド 投げ も 存在 し 、 左 ペー ジ で 解説 し た 通り 、 相手 の 攻撃 を 無力 化し 、 
投げ て し まう と いう 性 質 を 持っ て いる 。 ちな み に 、 壁 投げ が 成立 する 状況 で 
タッ チ 投 げ を し た 場合 は 、 そ の コマ ンド 入力 を し た 投げ が 出 て し まい 、 壁 投 
げに は な ら な い 。 また 、 壁 授 げ は よろ け 中 の 相手 も 投げ る こと が で きる 。 覚 
えて お こう 。 


空中 投げ 空中 投げ 記 


空中 に いる 相手 を 投げ 飛ば す 空 中 投げ 。 空中 投げ は PICKY、 HINEY、 EMI、 
CHARLIE、 MAHILER の 号 キ ャ ラク ター が 使用 可能 で 、 ある 一 定 の 高 さ 以 上 で 両者 が 
空中 で 密着 し た 状態 の と き に <PP+IK+ 后 で 投げ る こと が で きる 。 投げ 技 が 成立 する まで 
に 1 フレ ー ム し か か か ら ず 、 ジャ ンプ 攻撃 の 攻撃 発生 時 間 の 1 フレ ー ム 前 まで を 吸う こと が 
で きる た め 、 狙わ れる と 回 避 す る の が 難し い 。 


側面 投げ と 背後 投げ 


CHOLLEM6E 和 


投げ を 狙う と き は タッ 


の で 注意 。 


( 左 ) 壁 投げ の 特性 は 打 
撃 を 無力 化す る 以外 に 
も ある 。 まず 、 相手 を よ 
ろ め か せ 、 

( 右 ) 投 げ を 入力 。 本 来 
投げ る こと の で き な い 
よろ け 状 態 だ が 、 壁 投 
剛 げ な ら 投 げ が 成立 する 。 


PICKY と ERALE が 使用 で きる 特殊 な 空中 投げ 。 大 ジャ ンプ 中 に YP+IK+ 品 を 入力 す 
る と 、 打撃 を 兼ね た 投げ モー ショ ン が 出る 。 この 投げ モー ショ ン が 相手 の 立ち 状態 に ヒッ 
ト し た と き は 投げ が 成立 し 、 し ゃ が み 状 態 な ら 打撃 と し て ダメ ー ジ を 与え る 。 その か わり 後 
者 は 自分 も ダメ ー ジ を 受け て し まう 。 


アッ パー な ど で 高 く 浮か し た 後に … 空中 投げ を 狙う 。 最も 基本 的 な 使い 方 だ 。 


大 ジャ ンプ 中 に 刀 + 旗 + 后 と 入力 。 これ が 立ち 状 
態 に ヒッ ト し た ら 、 


投げ 成立 。 失敗 し た 場合 は 自分 が ダメ ー ジ を 受け て 
し まう の で 注意 。 


その 他 の 投げ 技 


上 記 の 投げ 技 以外 に 打撃 投げ と ダウ ン 投 げ の ふた つが ある 。 まず 、 打撃 投げ に つい 
て 。 これ は 提 AIMIMIAIM の コン ボ ・ ピ スト ンド ライ バー な どの 打撃 か ら 投 げ へ と スイ ッ 
チ す る 技 の こと 。 打撃 が ヒッ ト し て 、 投げ コマ ンド が 入力 され て いれ ば 投げ が 成立 する 。 


品 AINMIAIW の ロー キッ ク コン ボ ・ ビ スト ンド ライ バー へ と スイ ッ チ 
が ヒッ ト す る と き に SS 記 + 哲 を 入力 す する 。 
る と …… 


ー 種 の 連続 技 だ と 思っ て くれ れ ば いい だ ろう 。 次 に ダウ ン 投 げ だ が 、 こ れ は その 名 の 
通り ダウ ン し た 相手 を 投げ る た め の 技 で 、 相手 の ダウ ン 状 態 に 見 合っ た コマ ンド を 入力 
し な いと 投げ は 成立 し な い 。 詳し く は 、 旧 AINMIAIN、 MIAHLER の 技 表 を 参照 の こ 


ダウ ン 状 態 の 相手 に 対し て 投げ コマ ンド 
を 入力 。 れれ ば 投げ が 成立 する 。 


投げ モー ショ ン が ダウ ン 状 態 の 相手 に 触 


側面 投げ 、 ま た は 背後 


チ 投 げ だ と 成立 し な い 
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投げ 抜け の 基礎 知識 


投げ 抜け と は 相手 の 投げ に 対し て 投げ 抜け コマ ンド を 入力 し 、 投げ を 回 避 す 
る こと 。 ここ で は 、 その 抜け コマ ンド に つい て 解説 し て いこ う 。 まず 、 正面 投げ 
に つい て だ が 、 これ は 基本 投げ な ら 「 レ バー ニュ ー ト ラル 」+P+ 昌 。 コマ ンド 投 
げ な ら 、「 そ の コマ ンド 投げ の 最後 の 1 コマ ンド 」+P+ 品 で 抜け る こと が で きる 。 
また 、 壁 投げ に 関し て も 同じ こと が 言え る 。 ちな み に JAINE で KK+ 后 を 使っ た 
投げ が ある が 、 その コマ ンド と は 関係 な く 投げ 抜け は P+ 攻 で 行う 。 次 に 側面 投 
げに つい て 。 これ は 自分 の つか まれ る 方 向 に よっ て 抜け コマ ンド が 変わ り 、 右側 
面 投げ で つか まれ た の で あれ ば 、 + 括 、 左側 面 投 げ な ら <P+a ロ と な る 。 ち 
な み に 背 後 投 げ や 下段 投げ 、 空中 投げ 、 一 部 の 打撃 授 げ は 投げ 抜け 不可 。 その 
投げ が 成立 する 前 に 技 を 出す な ど で 回 避 す る し か な い 。 


(上 左 ) 基 本 投げ は P+ 品 。 コマ ンド 投げ な ら 最 後 
の 1 コマ ンド +P+a で 抜け られ る 。 


(上 右 ) 今 作 か ら 加わ っ た 側面 投げ 。 自分 の つか 
まれ た 方 向 +PP+ 加 で 抜け られ る 。 


( 下 左 ) 背後 投げ や 下段 投げ 、 空中 投げ な ど は 投 
げ 抜 ける こと が で き な い 。 


投げ 抜け 受付 時 間 に つ いて 


次 に 投げ 抜け コマ ンド の 受付 時 間 に つ 
いて 。 FV 忌 の 投げ 抜け は 投げ 技 が 成立 し 
て か ら 受 け 付 け て いる 。 その た め 、 先 行 
入力 に よる 投げ 抜け は 受け 付け て くれ な 
い 。 また 、 投げ の 種類 に よっ て 受付 時 間 が 
違う 。 投げ 抜け コマ ンド の P+ ュ を 
PP+IK+a に 変更 する こと で 、 受付 時 間 が 
か な り 変 わる 。 P+ 呈 と P+K+ ロ の 違い は 
右 の 表 を 見 る と 分 か る 通り 、P+K+ 呈 の 
方 が 受付 時 間 が 長く な っ て いる 。 そ の た 
め 、 投げ 抜け を 行う 際 に は P+IK+ 品 で 抜 
けた 方 が いい と いう 結論 が 出る 。 た だ し 、 
PP+IK+ 后 は 後述 する テッ ク ガ ー ド と コマ ン 
ド が 重なっ て いる た め 、 使い どこ ろ に よっ 
て は 相手 に スキ を 与え る こと に な る 。 


投げ コン ボ の 抜け 方 


コマ ンド 受付 時 間 
ロ + 括 投げ 成立 か ら 紀 フレ ー ム 目 ま で 
P+IK+ 投げ 成立 か ら 4 ヨ フレ ー ム 目 ま で 


側面 投げ 


本 コマ ンド 受付 時 間 

P+a 投げ 成立 か ら 4 フ レー ム 目 まで 

P+K+ia 左側 面 投 げ : 投 げ 成立 か ら フ レー ム 目 まで 
右側 面 投げ : 投 げ 成 立 か ら 4 フ レー ム 目 まで 


コマ ンド 受付 時 間 
P+ ロ 投げ 成立 か ら 54 フレ ー ム 目 ま で 
P+K+ 后 で 抜け る の な ら こ こま で 受け 付け て いる P+IK+ ロ 。 投げ 成立 か ら 呈 フレ ー ム 目 ま で 


投げ 抜け 回 復 


投げ コン ボ の 投げ 抜け も 先行 入力 に よる 投げ 抜け は 不可 。 1 段 目 か ら 吾 段 目 な 投げ 抜け 回 復 と は 慌 AXEL の プロ グレ ッ シ ブ ・ ノ イズ や EMII の スポー ツ フ ィ ッ シ 
ど 、 投げ モー ショ ン が スイ ッ チ し た 肢 間 か ら 受 け 付 ける 。 また 、 先ほど 説明 し た と お ング な ど 、 投げ コン ボ 始 動 技 で あり 、1 段 目 で 止め て か ら 打 撃 が 確定 し て し まう 投げ 
り 記 + 攻 より P+K+ 還 の 方 が 受付 時 間 が 長く 、 投げ モー ショ ン 中 の た め テ ッ ク ガ ー ド に 対し て 使う 。 や り 方 は 、 ま ず 投 げ コ ン ボ の 投げ 抜け タイ ミン グ を 覚え 、1 回 の コマ 
が 出る 心配 が な い 。 こう な れ ば 、 当然 下 +IK+ 暫 を 使っ て いく 。 ちな み に 投 げ 抜け 受 ンド 入力 で 投げ 抜け で きる よう に する 。 後 は し バー と ボタ ン を 使っ て 回 復 する だ け 。 
付 時 間 は 技 に よっ て 異な る 。 詳し く は 技 表 参照 の こと 。 下記 の 連続 写真 を 参考 に 練習 し て お こう 。 


投げ コン ボ 始 動 技 か ら 投げ コン ボ 加 段 肌 へ スイ ッ コマ ンド が 入力 され て いれ ば 投げ 抜け る こと が 可 エミ の スポ ー ツ フィ ッ シ ン グ で 投げ られ た ら 、 ま ず 無 回 復 な ら ダ ンク ショ ッ ト な どの 技 が 確定 し て し ま 
チ 。 こ の と き に 投げ 抜け を 受け 付け る 。 能 。 ちな み に 連 打 で も QIK だ 。 投げ 抜け タイ ミン グ で 投げ 抜け を 入力 し 、 その後 レ う が 、 投 げ 抜け 回 復 に 成功 し て いれ ば 投げ コン ボ を 
バ ガ チ ャ で 回 復 。 抜け り 、 さ ら に ダン クシ ョ ッ ト も 回 避 で きる 。 


IRE-E 則 投げ 抜け を 使っ て みる 


FV 己 の 投げ 抜け は 誤 入力 を 認め て いな い 。 要する に 投げ 抜け 受付 時 間 
内 な ら 、 投 げ 抜 け コ マン ド を いく つつ 入力 し て も すべ て 認め られ る 。 その た め 、 
投げ 抜け は 1 種類 に 限定 する 必要 が な く 、 仮に JAINE が 相手 だ と し た ら 
P+a、 ジロ + 折 PP+ ロ 、 マロ + 哲 、 < で ロ + 后 の 合計 王 種 類 の 投げ 抜け コマ 
ンド を 受付 時 間 内 に 入力 すれ ば 、 理論 上 すべ て の 投げ 技 を 封じ る こと が で 
きる 。 この よう に 、 投げ 抜け 受付 時 間 内 に 複数 の コマ ンド を 入力 する 投げ 
抜け 法 を 「IRE-iaUH 投 げ 抜け 」 と 呼称 し 本 書 で は 扱っ て いる 。 た だ し 、 
IRE-igUI 投 げ 抜け の コマ ンド 入力 に は ルー ル が あり 、 ひ と つの コマ ンド を 
入力 し た ら レ バー を 一 度 ニ ュー トラ ル に 通し 、 次 の コマ ンド を 入力 し な く て 
は な ら な い 。 その た め 、 すべ て 1 フレ ー ム 単位 で 入力 し て も 7 アフ レー ム か か 
る 。 これ を 正確 に 入力 する の は 人 間 の 手 で は 不可 能 に 近い 。 無理 に すべ て 
の 投げ を 抜け よう と する の で な く 、 相手 の 使用 頻度 の 高い 投げ 技 に 的 を 絞 
っ て 、 その 投げ 抜け コマ ンド を 入力 すれ ば いい 。 また 、 この 投げ 抜け を する 
際 は 投げ 抜け 受付 時 間 の 長い +IK+ 呈 を 使う よう に ここ ろ が ける 。 そ うす 
れ ば 、 忌 - ヨ 種類 ほど の 投げ は 抜け る こと が で き 、 必然 的 に 相手 の 投げ の 
選択 肢 は 減っ て いく 。 


授 げ 抜け 後 の 攻防 


トーーー フレ ー ム ゴーーーーー 
OO 
ea 
1 ヨ フ レー ム 以 内 に 記 コ マン ド 以 上 を 入力 


正面 投げ の 場合 、 投げ 抜け 受付 時 間 は 選 +IK+ 還 で 行う と 1 ヨ フ レー ム 。 この 時 間 内 
に 投げ 抜け コマ ンド を 豆 つ 以上 入力 すれ ば いい 。 キャ ラク ター ご と に 主力 と な る 投 
げ 技 を 覚え 、 そ れ に 対応 で を きれ ば ベス ト だ 。 


投げ コン ボ に も 応用 可能 


投げ コン ボ に は 和 昌 AIMIMIAIM の エレ ファ ント ハッ グ と シー ライ オン ハッ グ の よ 
うに 投げ 抜け に 対し て 豆 択 が か か る も の が ある 。 し か し 、 これ も ここ で 紹介 し た 
投げ 抜け を 使え ば 、 その 豆 択 を 回 避 で きる 。 前 述 し た 投げ コン ボ の 抜け 方 を 参 
照 し 、 タイ ミン グ 抜 けが で きる よう に な れ ば 抜け られ る 。 た だ し 、 タイ ミン グ は 
シビ ア な た め 、 練習 が 必要 だ ろう 。 


年 


投げ コン ボ 始 動 技 を 食らっ て し まっ た ら 、 投げ 技 
が スイ ッ チ する 周 間 まで 待つ 。 


受け 付け を 開始 し た ら 、 す ば や く 必 P+ 后 と 
や + 哲 を 入力 。 受付 時 間 内 に コマ ンド が 完成 し 
て いれ は ば 加 択 を 回 避 で きる 。 


正面 投げ 、 側面 投げ 、 壁 投 げ の いずれ か を 投げ 抜け る と 下記 の 写真 の よう に 組み 合っ た 状態 に な る 。 この と き 抜 けた 側 は 、 抜け られ た 側 より 1 フレ 
ー ム 先 に 動く こと が で き 、 相手 に 様々 な 選択 肢 を 迫る こと が で きる 。 た だ し 、 この 1 フレ ー ム が 過ぎ る と 相手 に 反撃 の スキ を 与え て し まう の で 、 す ば や 
く 行動 し な く て は な ら な い 。 抜け た 側 の 基本 と な る 選択 肢 は 投げ 技 と 打撃 の 選択 。 そし て 、 その 投げ 技 に は 上 下 左右 の 4 種類 が ある た め 合計 号 択 に な 
る 。 ちな み に 、 ここ で の 読み 合い を 拒否 する 行動 を P+ 品 で 行え る が 、 この 離 す と いう 行動 後 は 五 分 。 し か も 、 ほぼ 密着 状態 な の で 、 有利 な 状況 を 逃し 
て まで 使う 必要 は な い だ ろ う 。 次 に 抜け られ た 側 の 選択 肢 だ が 、 4 方 向 の 投げ に 対す る 投げ 抜け と 打撃 に 対す る ガー ド を 行う 。 た だ し 、 投げ 抜け に 関 
し て は 、 前 述 の 投げ 抜け 方 法 が 可能 な た め 、 完全 に 4 択 を 迫 ら れる わけ で は な い 。 最低 で も 己 つ の 抜け コマ ンド は 入力 し 、 投げ に 対す る 防御 力 を 高め 
て お きた いと ころ だ 。 


抜け られ た 側 


投げ 抜け 公記 
Sr 


と に か く キ ツイ 選択 を 
の 投げ 抜け を 使用 し て 防御 力 
た ら ガ ー ド に 徹する と いい \。 


人 還 還 CT 硬 還 是 且 TITVE UI ビ ER 三 5 コ ki ン 


し DD 衣 馬 語 計 BE 生 E 下 生 = 皇 H 


バイ バー が まとう アー マー に つい て 


アー マー と は 相手 の 攻撃 か ら 身 を 守る た め の 防 具 。 FV シリ ー ズ で は 各 キ ャ ラク ター が 上 半身 、 下半身 に アー マー を 装着 し て お り 、 前 者 は 上 段 アー 
マー、 後者 は 下段 アー マー と 称 さ れる 。 この アー マー は ある 条件 を 満た し 、 特定 の 攻撃 を 受け る と 破壊 され て し まい 、 破壊 され る こと に よっ て 様々 な 
デメ リッ ト が 生じ 、 非常 に 不利 な 状況 へ と 陥る こと に な る 。 だ が 、 逆 に 考え れ ば 相手 の アー マー を 破壊 する こと に よっ て 有利 な 状況 を 作り 出す こと が 可 
能 。 その た め 、 FV の 戦い の 中 で は 体力 の 奪い あい と いっ た 基本 的 な 駆け 引き だ け で な く 、 アー マー に 関す る 駆け 引き も 重要 な 要素 と と な っ て くる 。 


アー マー 耐久 値 に つい て 
@ 上 段 アー マー 


各 キ ャ ラク ター が 装着 し て いる 上 段 アー マー、 下段 アー マー に は そ 上 段 攻撃 、 また は 中 段 攻撃 を 当て る こと で 耐久 値 を 減ら すこ と が 
れ ぞ れ 耐 久 値 が 設定 され て いる 。 この 耐久 値 は 攻撃 を 当て る ご と に で きる 。 耐 久 値 が な く な っ た と き は この ダメ 男 の 上 半身 が 点滅 する 。 
減っ て いき 、 当て た 攻撃 の 判定 に に っ て 上 下 の ア ー マ ー に 割り 振ら れ 
る 。 上 段 攻 撃 な ら 上 段 ア ー マ ー、 下段 攻撃 、 ま た は ダウ ン 攻 撃 な ら 下 1 
段 アー マー、 中 帳 攻 撃 の 場合 は 両方 の アー マー に 対し て ダメ ー ジ を 写 @ 下 段 ア ー マ ー 
えら れ 、 削 り 値 の 度合 は ヒッ ト さ せ た と きよ り ガ ー ド させ た と き の 方 下段 攻撃 、 特殊 下段 、 中段 攻撃 、 さ ら に ダウ ン 攻 撃 を 当て る と 耐 

時 久 値 を 減ら すこ と が で きる 。 この 下段 アー マー の 耐久 値 が な く な っ 
が 大 きい 。 詳し く は 下記 の 囲み を 参照 し て ほし い 。 な お 、 5&A や 0 
Ta、FHIRLIE の カブ ー ス (ライ ド 中 選 +K+ 后 ) と いつ た 特殊 ガー ド 
状態 は ガー ド 時 と 同じ 計算 式 で 耐久 値 が 減っ て いく 。 攻撃 を 加え 続け 
耐久 値 が な く な っ た と き 、 その キャ ラク ター の 体力 ゲー ジ 横 に いる ダ 
メ 男 が 点滅 する 。 この と き 後 述 す る アー マー 破壊 技 を ヒッ ト さ せる こ アー マー の 状態 表示 し て くれ る ダメ 男 。 耐 久 値 が な く な っ た と き は 点 洲 
と で アー マー を 破壊 する こと が 可能 だ する 。 戦 い の 最 中 、 状 況 確認 の た め に 見 る 癖 を つけ て お く と いい だ ろう 。 


アー マー 耐久 値 の 削り 値 に つい て 


※ 上 段 、 下 段 の 計算 式 で 出 た 小数 点 以下 の 数 値 は 切り 捨て 中 段 の 計算 式 で 出 た 小数 点 以下 は 繰り 上 げ 


攻撃 判定 アー マー 計算 式 
ヒッ ト 時 : 威 力 と 同じ 数 値 
上 段 攻 撃 上 展 ア ー マ ー ガー ド 時 = 威力 x1. 王 
ヒッ ト 時 : 威 力 < ロ -7 五 
中 段 攻 撃 上 段 ア ー マ ー& 下 段 ア ー マ ー ガー ド 時 : 威 力 X メ 1.1 選 所 
下 服 攻撃 下 彼 ア ー マ ー ヒッ ト 時 : 威 力 と 同じ 数 値 特殊 下段 


ガー ド 時 = 威力 <1. 呈 ダウ ン 攻 撃 


上 段 ア ー マ ー に 対し て ー に 対し て 


アー マー 破壊 技 を 相手 の アー マー 耐久 値 が な く な っ た 状態 
(ダメ 男 点滅 中 ) に ヒッ ト さ せる こと で 、 アー マー を 破壊 する こ 
と が で きる 。 破壊 で を きる アー マー は 攻撃 判定 に 準じ て お り 、 上 
段 、 ま た は 中 段 判 定 の アー マー 破壊 技 だ っ た 場合 は 上 段 ア ー 
マー を 破壊 し 、 下段 判定 の アー マー 破壊 技 な ら 下段 アー マー 
を 破壊 で きる 。 上 段 ア ー マ ー 破 壊 技 は ダッ シュ 攻撃 の ラン ニン 
グ タ ッ ク ル や 上 段 旨 &A な ど 。 下段 ア ー マ ー 破 壊 技 は ダッ シュ 
攻撃 の スラ イデ ィング や 下段 品 &A な ど が 代表 例 だ 。 各 キ ャ ラ 
クタ ー ご と に 持つ 固有 技 の アー マー 破壊 技 も ある の で 、 その 技 
の 性 能 を 知り 、 使い こなし て 飲 し い 。 


相手 の 上 段 アー マー 耐久 値 を 削り きっ た ら 、 ダ メ 男 の 上 半身 が 点 減 。 比較 的 、 上 段 ア ー マ ー よ り 耐 久 値 の 高い 下段 アー マー。 下 段 攻撃 
この と き に 上 段 、 ま た は 中 段 の アー マー 破壊 技 を ヒッ ト さ せれ ば 上 で 削る より も 、 強力 な 中 段 攻撃 で 削っ た 方 が 効率 が いい 。 
段 ア ー マ ー を 破壊 で きる 。 


アー マー 破壊 後 の 変化 に つい て 


アー マー を 破壊 する こと に よっ て 、 どの よう な メリ ッ ト を 得 ら れる の か ? それ は 、 体重 の 軽量 化 、 


攻撃 力 の 増加 、 さ ら に 一 部 の 技 の 連続 性 の コ 項 目 に 尽き を る 。 ここ で は 、 その 難 項 目 を 解説 し よう 。 


体重 の 軽量 化 
アー マー に は 各 キャ ラク ター ご と に 重量 が あり 、 
その アー マー を 破壊 する こと に よっ て 体重 を 軽く す 
る こと が で きる 。 その た め 浮 き が 高く な り 、 アー マ 
ーー 装着 時 に は 決め る こと の で き な か っ た コン ボ を 決 
め ら れる よう に な る 。 


MAHLER の リバ ー ス 
回生 必 必 E ト 
後 、 通 常 で も 追い 討ち 
可能 だ が 、 


さら に 浮き が 高く な る 
た め 、 空 中 投げ の ブラ 
ッ ク ホ ー ル を 決め る こ 


攻撃 力 の 増加 


アー マー を 破壊 し た 部 位 に 対し て 攻撃 を 加え る と 、 
通常 の 4. 思 占 倍 の ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる 。 
上 段 ア ー マ ー を 破壊 し た 状態 な ら 上 段 攻 撃 と 中 段 攻 
撃 、 下 段 ア ー マ ー を 破壊 し た 状態 な ら 下 段 攻 撃 が そ 
れ に 対応 する 。 上 下 両 方 の アー マー が な い 状 態 な ら 
すべ て の 攻撃 を 
1. 思 占 倍 の 威力 で 
ダメ ー ジ を 与え る 

こと が 可能 だ 。 


アー マー 装着 時 に 受け 
る ダメ ー ジ と 破壊 後に 
受け る ダメ ー ジ を 比べ 
る と 一 目 瞭 然 。 還 AHIW 
の 超 衆 財 麗 斗 な ら 壁 ダ 
メー ジ を 含む と 、 た っ た 


と が で きる ヨ 発 で 瀬 死 状態 に 陥る 


アー マー 脱衣 


アー マー は 壊さ れる 以外 に 全 キ ャ ラク ター 共通 コマ ンド ><P> く < ロロ + 
K+a で 自ら 上 下 両 方 の アー マー を 脱ぎ 捨て る こと が で きる 。 この アー 
マー 脱衣 技 は 攻撃 判定 を 持っ て いる た め 、 アー マー 脱衣 で KK- ロ . と いつ っ 
た 芸当 も 可能 。 し か も 、 前 作 で は 見 せ 技 と し て し か が 役立た な か っ た も の 
が 、 今 作 か ら 加 わっ た 新 シ ステ ム 「 呈 .K. ロ -」 の 性 質 を 持っ た 技 に な っ て 
いる た め 、 狙う 価値 は 十分 に ある 。 詳し く は 下記 の 囲み 参照 。 また 、 大 
ジャ ンプ 中 必 や や < や P+IK+ 后 で 空中 で も アー マー 脱衣 技 を 出せ る よう 
に な っ た た め 、 フ ロン ト ジ ャ ンプ トー か ら 空 中 アー マー 脱衣 と いっ た コン 
ボ を 狙う こと が で きる 。 た だ し 、 アー マー を 脱い で し まう と 、 その 試合 が 
終わ ら な いか ぎり は アー マー が 復活 する こと は な い 。 さら に 、 前 述 の 変 
化 が 自分 に ゆり か か る こと を 考え る と 自ら 脱ぐ と いう 行為 は 自殺 行為 に 
等 し い 。 常勝 を 目指 す の で あれ ば 、 使用 し な いこ と だ 。 


ss 


アー マー 脱衣 フィ ニッ シュ 

今 作 か ら 導 入 さ れ た シス テム [ 旧 。IK.m」。 アー マー の な い 状 態 
で 出す こと の で きる 生 . 試 . ロ 技 以外 に この アー マー 脱衣 で 底 - 
し て も セッ トカ ウン ト を 忌 本 取得 する こと が 可能 だ 。 た だ し 、 
品 .K. が 成立 する の は アー マー が 上 下 共 に ある 状態 の と きのみ 
で 、 片方 し か な い 状 態 で は 成立 し な い 。 また 、 空中 アー マー 脱衣 
で も 昌 .IK. ロ に は な ら な い 。 な お 、 こ の アー マー 脱衣 を 使っ た 
品 .K. ロ コン ボ は 多数 存在 する 。 詳し く は 各 キ ャ ラク ター の 攻略 ペ 
ー ジ を 参照 し 、 ぜひ 対戦 で 決め て 欲し い 


アン ヒー イ 


アー マー 脱衣 の 攻撃 力 は た っ た の 攻 。 この 技 で と ど め を さす の 
は 非常 に 難し い が 、 


わずか な が ら 攻 撃 力 を 持ち 、 上段 ガー ド 
外し の 性 質 を 持っ て いる 。 ちな み に 、 両 
方 の アー マー が ある 状態 と 片方 の アー 
マー し か な い 状 態 で は 性 能 が 違い 、 後者 
の 方 が 攻撃 発生 時 間 が 早く な っ て いる 。 


通常 で は つなが る こと の な い コ ン ビ ネー ショ ン 技 
で も アー マー を 破壊 する こと に よっ て 連続 技 に な る 
も の が ある 。 つなが る 条件 は 技 ご と に 設定 され て お 
り 、 上段 ア ー マ ー を 破壊 し た 状態 で つなが る 技 と 上 
下 両方 の アー マー を 破壊 し な いと つなが ら な い 技 
が ある 。 前 者 は JAINE の コン ボス イッ チア ッ パ ー や 
EHARILIE の アシ ッ ド ビー ト ・ ニ ー な ど 。 後者 は 
RAXEL の ライ ト ハ ンド や 還 RAEE の キャ メル ス 
ピン カッ ター な ど が 代表 例 と な っ て いる 。 


相手 の アー マー を 破壊 
し た 状態 で 連続 に な る 
コン ビ ネ ー シ ョ ン 技 は 
多数 ある 


JAINME で 上 段 ア ー マ ー を 
壊せ ば ば コン ボス イッ チア ッ 
パー が 連続 ヒッ ト す る 。 


て る と いっ た 使い 方 も で きる 


見 事 民 .. で きれ ば 昌 .K. ロ に な る 。 次 の ラウ ンド が 残っ て い 
る 場合 は アー マー が な い 状 態 か ら ス ター ト す る の で 注意 


フロ ント ジャ ンプ トー か ら コ ン ボ を 狙う 
だ け に 限ら ず 、 背中 側 に も ある 攻撃 判定 
を 利用 し て 相手 を 飛び 越え て めく り で 当 


( 。 un 生還 議 NE ま に 王手 は 


ガー ド & ア タッ ク の 種類 と その 性 能 


ガー ド 忘 アタ ッ ク (以降 &A) と は 相手 の 攻撃 を 受け 止 
め つ つ 、 攻撃 に 転じ る ー 連 動作 の こと で 、 種類 は 上 段 アー マ 
ー 破 壊 技 の 性 質 を 持つ 上 段 号 &A と 下段 アー マー 破壊 技 の 
性 質 を 持つ 下段 品 &A の ふた つが ある 。 この 技 は 攻撃 発生 
フレ ー ム まで ガー ド 状 態 が 続き 、 上 段 、 中 段 、 特殊 下段 攻撃 
に 対し て は 、 上 段 還 &A。 特殊 下段 と 下段 攻撃 に 対し て は 下 
段 &A で 返す こと が で きる 。 た だ し 、 上 段 &A は 下段 攻 
撃 に 弱く 、 下段 &A は 中 段 攻撃 に 弱い 。 さら に ガー ド 状 態 
が 続い て いる た め 、 技 が 出る まで の 時 間 は 上 段 還 &A な ら 
上 段 投げ で 投げ られ 、 下段 呈 &A な ら 下 段 投げ で 投げ られ て 
し まう 。 また 、 本 来 攻撃 発生 時 間 の 半分 まで し か 投げ る こと 
の で き な い タッ チ 投 げ で も 、 号 &A に 対し て は 攻撃 発生 の 1 . 
フレ ー ム 前 まで 投げ られ て し まう 。 この よう に 「 打 撃 に 対し て 
強く 、 投げ に 弱い 」 と いう の が ig&A の 特徴 。 他 の ゲー ム で 
例え る な ら ば 「 当 て 身 技 」 と で も 思っ て も ら え ば 問題 な い 。 


加 AA に 関す る テク ニッ ク 


上 段 攻撃 と 中 段 攻撃 に 
強く 、 上 段 投げ 技 に 弱 
い 。 た だ し 、 後 述 の テ 
クニ ッ ク を 使え ば 投げ 
に 対す る 防御 力 が 少し 
高まる た め 、 使 用 頻度 
は 高い 。 


強力 な 中 段 攻撃 が 多い 
FV 忌 で は か な り リ ス 
キー な 技 と いえ る 。 姿 
勢 を 低く し て 技 を 出す 
た め 上 段 攻撃 を か わし 
な が ら 攻 撃 で きる が 、 
使い どこ ろ は 下段 攻撃 
を 完全 に 読ん だ と きだ 
け だ ろう 。 


后 &A 返し は 永久 に 続く 后 A 投げ 抜け 
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后 &A 返 し 返し は 前 作 の 頃 か ら あ っ た が 、 今 作 か ら は その mm&A 返 し 返し を さら に 返 
し 、 ま た それ を … と 要 は 永久 に 虹 &A 返 し を 行え る よう に な っ て いる 。 や り 方 は 、 
曲 &A を 加 怒 AA で 返 べ ぐれ た ら 、 先 に 出し た 側が 自分 の 還 &A の 硬直 時 間 中 に も う 一 
度 后 導 A の コマ ンド を 入力 する だ け 。 後 は これ の 繰り 返し だ 。 ちな み に 、 こ の 四 &A 
返し は 回 数 を 重ね る 毎 に ダメ ー ジ が 上 が っ て いく 。 その た め 、 長 時 間 行 っ た あと に ミ 
ス す る と 1 発 旋 , 旨 ,。 す ら あ りう る 。 


后 衣 A の 弱点 は 投げ 技 。 この 投げ 技 に 対し て は 打上 &A を 出し て いる 最 中 に 投げ 抜 
け コ マン ド を 入力 すれ ば いい 。 こう する こと に より 、 國 机 AA を 投げ に きた 相手 の 投げ を 
抜け る こと が で きる 。 また 、 投げ 抜け ペー ジ で 解説 し た WIRE-IiaUl 投 げ 抜け と 併用 す 
れ ば 、 さ ら に 投げ に 対す る 防御 力 が 高まる 。 た だ し 、 相手 の 投げ ここ ちら の 投げ 抜け コ 
マン ド が タイ ミン グ 的 に ずれ る 可能 性 も ある 。 あく まで 保険 と いっ た 感じ だ 。 ちな み に 、 
この |w&A 投 げ 抜け を 行う と 攻 &A 返 し 返し が で き な く な る の で 注意 が 必要 だ 。 


還 &A 返 し は タイ ミン グ が 重要 だ 。 ちな み に 、 同じ 長く や れ ば や る ほど ダメ ー ジ は 増加 し て いき 、 和 失 


判定 同士 じゃ な いと この 四 導 AA 返 し は で き な い 。 敗 す る と 大 ダメ ー ジ 。 1 発 民 。 ロ も あり える 。 


AA 外し 


后 &A 外 し と は 今 作 か ら 追 加 さ れ た 技 の 性 質 。 ガー ド 外 し と は 違い 、 
その 性 質 を 持っ た 技 を 哲 A に 対し て 当て た 場合 に ガー ド を 崩せ る 
よう に な っ て いる 。 代表 例 は ILIKY の ボー ドス ラッ プ 、 昌 AIMMIAIM 
の エル ボー スマ ッシュ 、 AHIM の 肩 竜 狗 留 な ど 。 基本 的 に は 通常 の 
ガー ド 時 と 比べ 、 相手 の 硬化 時 間 が 延び る よう に な っ て いる が 、 


BAHIN の 肩 意 狗 留 の よう に ガー ド 時 と 同じ 硬直 差 の も の も ある 。 ネー トス ラッ フ は 立ち ガー ド で 防ぐ と な に も 化 は な いかが 


『 Tokro 


。 る 6? の 2 - な と 〒CKrO 
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后 友 AA を 読ん で 相手 が 投げ に くる と ころ で 、 投げ 投げ 抜け コマ ンド と タイ ミン グ が 合え ば 投げ 抜 
抜け コマ ンド を 入力 。 


ける こと が 可能 だ 。 


げ il 


電 W 用 | 


后 &A で 返 そ うと する と ガー ド を 外さ れ て し まう 


テッ ク ガ ー ド の 種類 と その 性 能 


テッ ク ガ ー ド (以降 Tg) も ロ &A と 同じ よう に 上 段 Ta と 下 
段 T の 己 種類 が ある 。 上段 な ら P+K+ 后 、 下 段 な ら 
だ P+IK+ 還 を 入力 する と ガー ドモ ーション を 取り 、 成功 すれ 
ば 相手 の 攻撃 を 単に 防ぐ だ け で な く 、 コン ビ ネ ー シ ョ ン を 強 
制 的 に 止め る こと が で きる 。 た だ し 、 これ に は 例外 が あり 、 
TnIKI ロ の スタ ー ラ イト ダン サー の よう に 1 発 目 の 技 が 当 た 
っ て か ら 選 発 目 を 受け 付け る 技 に 対し て は 作用 し な い 。 また 、 受付 時 間 が 存在 す 
る た め 、 后妃 A の よう に 簡単 に 返す こと が で きず 、 相手 の 攻撃 に タイ ミン グ を 合 
わせ て 入力 し な く て は な ら な い 。 受付 時 間 は 右 の 図 の 通り 。 上 段 T ロ は アー マー 
の 有無 に よっ て 変化 し 、 さ ら に 硬化 時 間 も 変化 する 。 この 硬化 時 間 中 に 攻撃 を 受 
ける と すべ て カウ ンタ ー 扱 い に な っ て し まう た め 、 受付 時 間 が 短く 硬化 時 間 が 長 
いと いう こと は 、 それ だ け ス キ が 大 きい と いう こと に な る 。 その た め 下 段 Ta は 
使い どこ ろ が 難し く 、 下段 を 返す 際 に は 下段 &A の 方 が 使い 勝手 が いい 。 


Ta 成功 後に と れる 行動 に つい て 


Ti 成功 時 に は 相手 の 攻撃 を 止め る だ け で な く 、 さら に コマ ンド を 入力 
すれ ば Ta アタ ッ ク と Ti エス ケー プ と いっ た 行動 を と る こと が で きる 。 
まず 、 Ti ほ ア タッ ク に つい て だ が 、 これ は Ti 成功 後 、 す ば や く 反 撃 に 移 
行 する も の で 、 バン チ と キッ ク の 種類 が ある 。 キャ ラク ター ご と に 性 
能 差 は ある が 、 i&A と 同じ よう な 使い 方 が で きる 。 詳し く は 難 キャ ラ 
クタ ー の 技 表 参 照 の こと 。 次 に T 呈 エス ケー プ 。 これ は Ti 成 功 後 、 
P+K+ 号 、 ま た は P+K+ 操 で 相手 の 左側 面 へ 移動 し 、 全 選 +IK+a で 
右側 面 へ と 移動 する 。 この 後 は 側面 投げ を 狙っ て いく の が セオ リー だ 
が 、 攻撃 発生 時 間 の 遅い 呈 。K, ロ 技 な どの 狙い どこ ろ で も ある 。 な お 、 
Ti し た 技 の 硬化 時 間 は その 技 の 硬化 時 間 が その まま 残る た め 、 硬化 時 
間 の 長い 技 を T 呈 すれ ば 、 その 分 相手 が 硬直 する 。 


Ti を 使っ た 高等 テク ニッ ク 
投げ と 中 段 の 選択 を 回 避 


投げ 抜け の と ころ で 解説 し た 通り 、P+IK+ 暫 
は 投げ 抜け コマ ンド に な っ て いる 。 また 、 こ の 
と き 例 の 投げ 抜け 方 法 を 入力 し て お け ば 、 
P+IK+ 后 を 入力 し た こと に な る た め 、T 操 の 受 
付 時 間 内 に 中 段 攻撃 な どの 打撃 を 狙っ て きた シン 
場合 は T 呈 エ スケ ー プ を 行い 、 投げ 技 を 狙い に 打撃 は 表 付 時 間 内 で あれ ば ガー ド 
きた 場合 は タイ ミン グ と 抜け コマ ンド が 一 致 し 、 投 げ 抜け の P+IK+ 后 で 自動 的 
すれ ば 投げ 抜け る こと が で きる 。 I に エス ケー 


全 反撃 を 受け な い 程 度 
時 の 技 を 出し 、 相 手 の 
反撃 を 誘っ て T 后 & 投 
較 げ 抜け 。 マン ド が 合え ば 抜け られ る 。 


DTITI 
評 ツ ー ス 届 目 還 沿 団 天 は 


ri 滴 記 帽 当 


一寸 操 


エス ケー ブ プ 。 


や PP も ある 。 


先行 入力 で 
ガー ド 外 し を 
エス ケー プ 


T 丘 を 使う と き に 最も 重要 な の が 、 こ の ガ 
ー ド 外し を エス ケー プ す る と いう テク ニッ ク 
だ 。 や り 方 は 、 まず T 后 を 入力 し 、 先行 入力 
で T 呈 エス ケー プ の コマ ンド を 入力 。 この 後 、 
相手 の ガー ド 外 し 技 を T| 受 付 時 間 内 に ガー 
ド で きれ ば エス ケー プ で きる 。 コツ は 、T 
受付 時 間 内 の 後半 部 を 狙っ て いる ガー ド 外 
し 技 の 攻撃 発生 時 間に合わ せ 、 ガー ド す る ま 
で の 時 間 を 稼い で すばやく Ti エ スケ ー ブ 


. の コマ ンド を 入力 する と いい 。 


TOR & 」 
8 ュ 
= 


YYVnwmnb ik 、 ま ゃ 」 
#7 phi 


相手 の 攻撃 を T 后 で 防い だ ら 記 +IK+ 還 で そし て 側面 投げ を 決め る 。 投 げ 抜け る 相 


OO 
受け 付け 時 間 硬化 時 間 
eau 


※ 下 段 Ta の 受付 時 間 は アー マー の 有無 に 影響 し な い 。 


= 


手 に は 打撃 技 を 狙っ て いこ う 。 


Tg 成 功 後に ピロ ボ タン を 入力 。 他 に も KK や 攻撃 発生 時 間 が 早い の で 先行 入力 で 出せ 
下段 の 放 、 キャ ラク ター に よっ て は や 記 ば 相手 の 技 の 硬化 時 間 中 に 確実 に ヒッ ト 


する 。 


ガー ド 外 し 技 に 対し て 少し 早め に Ta を 出 
し て お き 、T 呈 エス ケー プ を 先行 入力 。 


本 来 ガ ー ド を 外さ れ て し まう が 、 Ta エス 
ケー ブ な ら 回 避 で きる 。 


人 還 還 斬り 還 較 是 較 且 に に 日 TVE VI ビビ ER 三 ョ ki テ 


直 ろ け の 種類 と その 性 質 FV 己 に は 大 きく 分 け て 打撃 に よる よろ け と 投げ に よろ け の 種類 が ある 。 まず は 打撃 


に よる よろ け か ら 解 説 し て いこ う 。 


打撃 に よる よろ け 


打撃 に よる よろ け は 提 RAFE の ブレ ー ド スラ ーー 1 
ッシュ な どの 外 落 し 系 の 技 に よく 見 られ る うず 間 人 た ニュ そ と 品 0 の KEO 1 時 

くま り よ ろ け 、 ラン ニン グスト レー ト な ど が ヒッ 還 記 wi まあ 
ト し た と さ に 見 られ る 陳 抱 え 込み よろ け 、 そし た IE BT 9 TTFT 
て EMI の アス トロ フラ ッシュ 、 ま た は BAHIN 貼 抽 還 庫 上 放 寺 oil 陸 WWWBP > WBIPPー や yy 
の 裏 肘 ヒッ ト 時 に 見 られ る 仰 反 り よ ろ け の コ 9 - 
種類 が ある 。 この 内 、 腹 抱え 込み よろ け と 仰 け 
反り よろ け は 完全 無防備 状態 、 つ まり ガー ド する 
こと が で き な い の で 様々 な 追い 討ち が 確定 し て 
し まい 、 大 ダメ ー ジ を 奪わ れる 危険 性 が ある 。 
うず くま り よ ろ け の 場合 は 、 な に も し な いと 追い 
打ち を 受け る こと に な る か が 、 後述 する よろ け 回 
復 が 可能 な モー ショ ン の た め 、 プ レイ ヤー の 回 
復 次 第 で 追い 打ち を 回 避 で きる 。 


壁 授 げ は 例外 だ が 、 基本 的 に よろ け 中 は 投げ る こと が 
で き な い 。 その か わり 、 よろ け 中 に 技 を ヒッ ト さ せる と 必 
ず ダ ウン を 奪う こと が で き 、 ダウ ン 技 の 性 質 を 持っ て い 
な い P ロ な ど で も ダウ ン さ せら れる 。 また 、 草 AHIN の 
0 共 計 うず くま り よ ろ け 中 に 特定 の 技 を ヒッ ト さ せる と 腹 抱 え 込み よろ け を 誘発 
鉄 対 の よう に よろ け 中 に ヒッ ト さ せる と 腹 抱え 込み よろ ご 。。 AM の 名 時 以 外 に GRACE の ブラ ッ ク アイ ス 、T ロ IKI ロ の ツ 


け を 誘発 で きる 技 も ある 。 覚え て お こう 。 イス ター ライ ト 、 EHARLIE の エル ボー な ど BAHIN の 裏 対 か ら 
鉄 対 の 連係 は 鉄 肘 の 攻撃 発生 が 速い た め 最も 狙い や すい 


投げ に よる よろ け よろ け 回 復 に つい て 


ー 部 の 投げ 技 に も よろ けさ せる も の が あり 、 基本 的 な も の で は 加 AHIN の 激 軸 股 、 下段 投げ で 回 復 可能 な よろ け は 、 前 述 の うず くま り よ ろ け と 投げ ば に よ 
ある 上 央 砕 、』AIME、THIKID、 PIEKY の 持つ フェ イス クラ ッ シ ャ ー・ ニ ー な ど が ある 。 これ ら の で 内 語 aa 和 
投げ 技 は 下記 の よろ け 回 復 方 法 で 硬化 時 間 を 軽減 で き 、 前 述 の うず くま り よ ろ け と 同じ 扱い に な る よろ け の ヨ 種 類 、 合計 種類 が ある 。 これ ら は レバ ー と ボ 


っ て いる 。 また 、 例 外 と し て 上 品 AINMIAIN、 JAINE 以 外 の 基本 投げ で ある ウォ ー ル スロ ー と タン を 入力 する こと で よろ け 状 態 を 回 復 し 、 レ バー を 回 す 、 
JAINE の スー パー コン ボー ニー ラン チャ ー な ど 、 一 部 の 投げ 技 か ら の コン ボ も 回 復 可能 。 前 者 は いわ ゆる レバ ガチ ャ と ボタ ン 連 打 を 組み 合わ せ た 回 復 方 法 
回 復 する こと で 、 壁 ダメ ー ジ を 回 避 す る こと が で き 、 後 者 は 追加 ダメ ー ジ を 回 避 で きる 。 が 最も 早い 。 た だ し 、 うず くま り よ ろ け の 後 な ど 、 地上 に 立 
っ た 状態 で よろ け 、 まだ 相手 の 追撃 が 予測 で きる 場面 で 回 
復 を 行う 場合 は 注意 が 必要 だ 。 それ は 、 よろ け 時 間 が 解け 
た 昭 間 に 誤っ て レバ ー が 方 向 に 入 つ て し まっ た と き 、 ジャ 
ンプ を し て し まい 、 相手 に スキ を 与え て し まう 可能 性 が ある 
と いう こと 。 こう な ら な いた め に も 、 ガー ド ボ タ ン を 押し な 
が ら パ ンチ ボタ ン と キッ クボ タン を 連打 する 癖 を つけ て お 
く と いい だ ろう 。 な お 、 よろ け 時 間 の 長 さ は 技 ご と に 異な る 

。 が 、 1 入力 に つき 硬化 時 間 を 4 フレ ー ム 減ら すこ と が で きる 。 
ウォ ー ル スロ ー 系 で 投げ られ た ら 、 と に か く 回 f Ya また 余談 で は ある が 、 スタ ー ト ボタ ン で も 回 復 を 受け 付け 
て いる 。 


| 
TGCKTO や 2 ュ ソ 4 


FiHTITNG ミロ ER Ki 請 テ 


コ JAINE の クリ ンチ ニー グラ ブ か ら ス ー パ ー コ ン ボ この 通り レバ ガチ ャ で 回 避 で きる 。 他 に も マー ラー 
ニー ラン チャ ー へ の スズ イッチ ば は ・…・ の ピー ナッ ツク ラッ シュ や 投げ 抜け ペー ジ で 解説 し 
た た つが ある 。 


ダウ ン 状 態 に な る 炒 件 


プレ イ 中 、 キャ ラク ター が ダウ ン し て し まう こと が ある 。 この ダウ ン 状 態 に な 
る に は 基本 的 な パタ ー ン は 右記 の ヨ つ 。 ます 、 ダウ ン さ せる 性 質 を 持っ た 技 
を 受け る と ダウ ン す る と いう も の が ある 。 これ は アッ パー な ど 、 技 自体 に ダウ 
ン さ せら れる 性 質 が 設定 され て いる も の を 食らっ た 場合 の こと を 指す 。 残り 
ふたつ は ジャ ンプ 中 、 よろ け 中 に キャ ラク ター が 何かしら の 攻撃 を 受け る と 
ダウ ン し て し まう と いう も の だ 。 また 、 例外 と し て EMI の 寝 状態 、HRILIE 
の ライ ド 中 、 MIAHLER の スト レー ジ ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ の 溜め モー ショ ン 中 に 
攻撃 を 受け て も ダウ ン す る 。 ちな み に 、 これ ら は よろ け 状 態 と 同じ 扱い に な 
っ て いる た め 、 BHAIN の 鉄 対 な ど 一 部 の 技 を 当て れ ば 腹 抱 え 込み よろ け を 
誘発 で を きる と いう こと を 覚え て お こう 。 この 他 、 投げ 技 に よる ダウ ン 、 EIMII の 
テイ ル ガ ン ナー の よう に 技 を 出し て 自ら ダウ ン 状 態 に な る 技 も ある 。 


ダウ ン 状 態 の 種類 


ダウ ン さ せる 性 質 を 持っ た 技 を ヒッ ト さ せ 
た 場合 。 


ジャ ンプ 中 、 また は それ に 似 た 状態 の 相手 
に 何かしら の 技 を 当て た 場合 。 


[T 生 よぶ : 
oe 


ダウ ン 技 の 性 質 を 持っ て いな く て も ダウ ン 
を し て し まう 。 


左 ペ ー ジ で 解説 し た 通り 、 よ ろ け 中 に 技 を 
当て た 場合 は …… 


ダウ ン 状 態 に も いく つか が 種類 が あり 、 それ ぞ れ ダウ ン を 奪わ れ た と き に よっ て 変化 する 。 ダウ ン 状 態 の 種 
類 は 4 種類 。 ここ で は 、 その ダウ ン 状 態 に つい て 考察 し よう 。 


最も 多い ダウ ン が この 仰 む け 足 相手 側 
と いう 状態 。 特に 注意 する 点 も な く 、 後 述 
する 起き 上 が 行動 に は な に も 影響 し な 
い 。 ちな み に 、 旧 AIMMAIM の 持つ ジャ イ 


背後 か ら 攻 撃 を 受け た と き や 旧 AINMAIN 
の レッ グ ス ロ ー で ダウ ン を 奪わ れ た と き に 
な る 。 この ダウ ン 状 態 で 後 転 を 行う と 相手 
方 向 に 移動 し こし まう た め 、 本 来 の 後 転 の 


背後 か ら 叩 きつ け 系 の 攻撃 を 受け た と 
き や EMII が テイ ル ガ ン ナー を 出し た 後に 
な る ダウ ン 状 態 。 うつ 伏せ は 足 相手 側 に 
限ら ず 、 起き上がり 行動 の 動き が 変化 し 、 


ジャ ンプ 攻撃 の フレ アキ ッ ク 、 また は ラ 
ン ニ ング スト レー ト な ど 、 腹 抱 え 込 みよ ろ 
け に な る 技 の 後 、 追 討ち を 加え な いと 
この ダウ ン 状 態 に な る 。 起き 上 が 行動 


が 変化 し 、 そ の ひと つ で ある ヘッ ドス プリ 
ング が で き な く な っ て し まう 。 詳し く は 起 
き 上 が り の ペー ジ を 参照 し て ほ し い 


意味 を 持た な く な る 。 ちな み に 、 撮 AINIM- 
AIN の ダウ ン 投 げ で ある マッ クス トリ ッ プ 
は この 状態 を 投げ る こと が で きる 。 


後 転 を 行う と 相手 方 向 に 移動 し こし まう 
な お 、 旧 AINMIAIW は ここ か ら ド ラッ グ ・ デ 
スベ ラード で 投げ る こと が 可能 だ 


アン トス イン グ 、 MAHLER の デッド マ 
ン ・ フ ェ イ スク ラッ シャ ー の ふた つの ダウ 
ン 投 げ は 、 こ の 状態 を 投げ る 技 で ある 。 


ダウ ン 攻 撃 

ダウ ン し た 相手 は バウ ンド を 除い て 、 攻撃 を 加え る こと が で き な い 。 そこ で 、 完全 な ダウ ン 状 態 の 相手 に ダメ ー ジ を 与え た いり 場合 は ダウ ン 攻 撃 を 使 
っ て いく 。 ダウ ン 攻 撃 に は K で 出す こと の で きる 小 ダ ウン 攻撃 と な P で 出す こと が で きる 大 ダウ ン 攻 撃 の 選 種 類 が あり 、 小 ダ ウン 攻撃 に 関し て は キャ 
ラク ター 固有 の 技 も ある 。 この ふた つの 性 能 を 比較 し て みる と 、 ます 小 ダ ウン 攻撃 は 攻撃 発生 が 早い た め 、 ヒッ ト さ せ や すく 、 失敗 時 の スキ が 少な い 。 
その 分 ダメ ー ジ が 低く 設定 され て いる 。 それ と は 逆 に 大 ダウ ン 攻 撃 は ダメ ー ジ が 高い か わり に 、 攻撃 発生 時 間 が 遅く 、 失敗 時 の 隙 が 大 きい 。 この 失敗 時 
に つい て だ が 、 これ は 大 ダウ ン 攻 撃 を 当て られ な か っ た 場合 に 失敗 モー ショ ン に 移行 し 、 硬化 時 間 が 発生 する よう に な っ て いる 。 この 失敗 モー ショ ン 中 
は 立ち 状態 と 判断 され て いる の で 上 段 投 げ で 投げ る こと が 可能 だ 。 た だ し 、 FHARLIE の 場合 は 例外 で 、 失敗 モー ショ ン 中 に は 投げ られ 判定 が な く 、 
失敗 モー ショ ン に 移行 する 前 の ほ フ レー ム し か 投げ る こと が で き な い 。 その た め 、 CHARLIE に 限っ た こと で は な い が 、 投げ は 投げ 抜け され る 恐れ も 
ある た め 、 確実 に ダメ ー ジ を 奪い た い の な ら ダ メー ジ の 高い 打撃 を 当て に いっ た 方 が いい だ ろう 。 な お 、 前 作 可 能 だ っ た 失敗 モー ショ ン 回 復 は TUKI0 


トキ ドド 


| ァ FR アー ーー ニャ ーー 
ii 了 
- 移 」 


レー クル 

失敗 モー ショ ン に 移行 し 、 便 化 時 間 が 発生 。 
大 ダウ ン は 確実 に ヒッ ト す る 場面 以外 は 使 
わな い 方 が いい だ ろう 。 


デア アッ 
7 3 アー ] 
一 度 ジ ャ ンプ し て か ら 出 す た め 、 ヒ ッ ト す 
る まで の 時 間 が 長い 。 その 分 、 威 力 は 高く 
な っ て いる 。 


大 
スタ 
キ ウ 
が ン 
大 失 
き 敗 
い 時 
は 


相手 を ダウ ン さ せ 、 大 ダウ ン 攻 撃 を 試み る 。 
これ を 相手 に か わ さ れ た 場合 は 


威力 は 低い が 当て や すい 。 ちな み に 族 
の ダウ ン 攻 撃 は 背中 向き 状態 か ら で も 出 
すこ と が 可能 だ 。 


FEEHITING WV ミロ ER 呈 デ 生 Ki ァ 


に 関 」 


し CO DU 選 EEEINE ま ん ヨコ きま 1112 


ダウ ン 人 硬化 時 間 に つ いて 


ダウ ン し た 後 、 相手 の ダウ ン 攻 撃 を 回 避 す る た め に 、 起き 上 が り 動作 を 入力 し な 
く て は な ら な い 。 起き 上 が り の 操作 方 法 は 右 の 図 の 通り 。 各種 起 ま 上 が り 行 動 の 解 
説 は 後述 する の で そちら を 参照 し て も らい 、 ここ で は まず 、 ダウ ン 硬 化 時 間 に つい て 
解説 し よう 。 ダ ウン 硬化 時 間 と は ダウ ン し た 際 に 必ず 発生 する 硬化 時 間 の こと で 、 こ 
の 時 間 が 過ぎ な いと 起き 上 が り 行 動 に 移る こと が で き な い 。 また 、 この ダウ ン 硬 直 
は ダウ ン さ せら れ た 攻撃 に よっ て 時 間 が 異な る 。 これ ら は 、 よろ け 回 復 を 行う 要領 
で ダウ ン 時 間 を 短縮 で き 、 すばやく 起き 上 が り 行 動 に 移る こと が で きる 。 ちな み に 、 
この と き 使 う ボ タン は 起き 上 が り 行 動 が な に も 割り 振ら れ て いな い K ボ タン か 5 ボ 
タン を 使用 する と いい だ ろう 。 た だ し 、 回 復 で きる ダウ ン 硬 直 は 投げ 技 に よる ダウ 
ン の み 。 打撃 に よる ダウ ン は 回 復 で まな い の だ 。 その た め 、 ダウ ン 攻 撃 が 決ま る 打 
撃 に 対し て は 、 回 復 し よう が し まい が 必ず 食らっ て し まい 、 回 避 す る に は 後述 する 空 es 
中 受け 身 と 地上 受け 身 で ダウ ン を 回 避 す る か 、 その 打撃 自体 を 回 避 す る し か な い 。 


も みみ ーー 
起き 上 が り 行 動 の 性 質 
起き 上 が り 行 動 の 種類 は 、 その 場 起 き 、 ヘッ ドス プリ ング 、 横転 、 後 転 の 4 種類 。 これ ら は 前 ペー ジ で 解説 し た ダウ ン 状 態 に よっ て モー ショ ン が 変化 
する も の が あり 、 相手 が 側面 に 位置 し た 場合 、 コマ ンド が 変化 する も の も ある 。 これ ら 起 き 上 が 行動 の 受け 付け は 前 述 の ダウ ン 硬 化 時 間 が 過ぎ 、 完 
全 ダ ウン 状態 に が っ て か ら 。 この 完全 ダウ ン 状 態 は 4 ロフ レー ム 間 持続 する た め 、 4 ロフ レー ム の 内 どこ で 起き 上 が り 行 動 を と る か に よっ て 起き 上 が 


る タイ ミン グ を 変化 させ る こと が で きる 。 これ は 状況 (JAINE の トル ネー ド パ バンチ を 起き 上 が り に 重ね られ る な ど ) に よっ て は と て も 重要 な こと な の 
で 覚え て お こう 。 な お 、 起き 上 が 行動 を な に も 入力 せ ず に 4 ロフ レー ム が 過ぎ た 場合 、 そ の 場 起き で 自動 的 に 起き 上 が る よう に な っ て いる 。 


画面 奥 に 横転 ヘッ ドス プリ ング 


回 復 ボ タン 


その 場 起 き 上 が り 


ワル \/ 


ダウ ン し て か ら 他 の 起き 上 が り 行 動 を 入力 し な い 、 
また は ダウ ン 硬 直 回 復 後 呈 mrK ボ タン を 押す こと で 
その 場 起き に な る 。 これ と いっ た 使い 道 は な い が 、 起 
き 上 が る まで の 時 間 が 早い の で 、 お 互い が ダウ ン 状 
態 に な る 技 (MAHLER の ブレ ン バ ス ター な ど ) の 後 
に 行え ば 相手 に アド バン テー ジ を 取ら れず に すむ 。 ち 
な み に 、 うつ 伏せ 状態 か ら の その 場 起き は 通常 の も の 
より 起き 上 が る まで の 時 間 が 遅く な る 。 ーー EE 起き あがり モー ショ ン 


キャ ン セ ル 


ヘッ ドス プリ ング 


主 に ダウ ン 攻 撃 を 避け る た め に 使用 する の だ が 、 後 
述 する 後 転 の 方 が その 性 能 は 高く 、 通常 の 起 キ 上 が り 
と し て 使っ て も モー ショ ン が 大 きい た め 、 相手 に 技 を 
重ね られ や すい 。 その た め 、 使い 道 が まっ た く な い 起 
き 上 が り 行動 と 言え る 。 ちな み に 、 相手 頭 側 の ダウ ン 
状態 の と き は 起き 上 が り モ ーション が 逆 に な り 、 うつ 
伏せ 状態 の と き は ヘッ ドス プリ ング が 出 ず に その 場 起 
き に な っ て し まう 。 


aa 19000 
Je ーー 
肖 grTTTT ELLLL TL = | 


間 


この 横転 は レバ ー の 方 向 で 移動 する 方 向 を 決め る 
こと が で き 、 主 に 壁 を 背 に し て し まっ た 状況 な ど を 脱 
出す る た め に 使用 する 。 画面 奥 へ 移動 し た いと き は 、 
レバ ー を 人 ひ へ 、 手前 に 移動 し た いと き は へ 入力 すれ 
ば いい 。 た だ し 、 相手 が 側面 に 位置 し た 場合 は 例外 。 
コマ ンド が 全 mr ツ か ら < や mr> に 変わ り 、 左右 に 移動 
し て し まう た め 、 本 来 の 横転 の 意味 を 持た な く な る 。 
ちな み に 、 うつ 伏せ 状態 か ら の 横転 は 通常 の も の より 
早く 起 キ 上 が る こと が で きる 。 
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シテ 


コマ ンド は 「< や を 入力 」 と 記し て ある が 、 厳密 に 言う 
と 爺 び け 状 態 の と き は ダウ ン し た キャ ラク ター の 頭 側 
に レバ ー を 入力 し 、 うつ 伏せ 状態 の と き は 足 側 に 入力 
し な く て は な ら な い 。 この 後 転 の 基本 的 な 使い 方 は 相 
手 と の 間合い を 離し 、 起き 攻め を させ な いこ と だ 。 た 
だ し 、 壁 を 痛 に し た 状況 で は 壁 に ひっ か か り 間 合い を 
離す こと が で きず 、 ダウ ン 状 態 ( 仰 お け 相手 頭 側 、 う つ 
伏せ 相手 足 側 ) に よっ て は 相手 方 向 に 転がっ て し まう 。 


起き 上 が り の 攻防 に つい て 
キャ ン セ ルフ レー ム 起き 上 が り の 攻防 は 読み 合い 


FV シリ ー ズ に は 起き 上 が り 攻 撃 が な い 。 その た め 、 ダウ ン 
を 奪わ れる と 相手 に 完全 な 思 択 を 迫 ら れる こと に な る 。 し か し 、 
今 まで 紹介 し て きた 加 種 起 キ 上 が 行動 に は キャ ン セ ルフ レー 
ム ( 各 種 起 キ 上 が り 行 動 の 図 参照 ) と いう も の が 存在 し 、 それ を 
利用 する こと に よっ て 相手 が 起き 上 が り に 重ね て きた 技 を つぶ 
せる 可能 性 が ある 。 利用 方 法 は 右 の 写真 の 通り 、 起き 上 が り モ 
ーション を キャ ン セ ル し て すばやく 技 を 出し 、 起き上がり 攻撃 
的 な 使い 方 を する 。 ちな み に 、 その 場 起き 、 横転 、 後 転 の ヨ つ 
の 起き 上 が り 行 動 後 は し ゃ が み 状 態 と な か っ て いる た め 、 技 を 出 
す 際 に 立ち 途中 攻撃 を 出す こと が 可能 だ 。 


起き 上 が り モ ーション を 技 で キャ ン セ ル 


前 述 の 起き 上 が り モ ーション キャ ン セ ル か ら 
技 を 出す こと に よっ て 、 相手 は 技 を 重ね る タイ ミ 
ング を 変え 、 そ の 技 を つぶ し に くる 可能 性 が 高 
い 。 この 場合 は 正規 の 起 キ 上 が り モ ーション で 
起き 上 が る こと に よっ て 、 相手 の タイ ミン グ 次 第 
で は ある が 、 そ の 重ね て きた 技 を スカ すこ と が 
で きる 。 起き 上 が り モ ーション 中 は 無敵 の た め 
だ 。 当然 、 こ の 後 は 反撃 に 移っ て いく 。 し か し 、 
起き 上 が り モ ーション を キャ ン セ ル し て 技 を 出し 
て も つぶ され 、 正規 の 起 キ 上 が り モ ーション で 
起き 上 が っ て も 攻撃 が 当たっ て し まう タイ ミン グ 
は 存在 する 。 こう いっ た 場合 に は 各種 起 キ 上 が 
り 行動 を 使い 分 ける と いい 。 起き 上 が 行動 の 
全体 フレ ー ム 数 は それ ぞ れ に 差 が あり 、 使い 分 


上 記 の タイ ミン グ で 技 を 出し て お キャ ン セ ル な し で 起き 上 が る 。 相手 
の タイ ミン グ 次 第 だ が 、 無敵 時 間 に 
技 が くる の で 攻撃 が 当たら な い 。 


が それ を つぶ し に くる と き 


ける こと に よっ て 相手 は 技 を 重ね る 確実 な タイ 
ミン グ を 失う は ず だ 。 と は いえ 、 起き 上 が り 時 
の 攻防 は 読み 合い 。 当然 、 ガー ド や 品 &&A、T 后 
と いっ た 防御 手段 も 重要 ど な っ て くる 。 


起き 上 が り は 読み 会 い 。 当然 ガー ド 
に 徹する こと も 重要 。 この 場合 は 投 
げ 技 に 注意 する こと 。 


し ゃ が み 状 態 に な っ て いる 起き 上 が 
り モ ーション 終了 後 は 下段 投げ が 決 
まる タイ ミン グ が ある 。 


起き 上 が り を キャ ン セ ル し て す ば や 
た 場合 い 技 を 出せ ば 、 重ね て きた 技 を つ 
ぶせ る 可能 性 が ある 。 


相手 が 起き 上 が り に 技 を 重ね て き 


【 。 ロロ 


放 衣 テ 
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空中 受け 身 の 概 菅 


その 浮き の 上 昇 中 
に 上 方 受け 身 を と 
る と 上 方 向 に 大 き 
く 軌道 を 変え る 。 
空中 受け 身 と は 特定 の 攻撃 を 受け 、 空中 に 浮か され た 後 、 ま た は 投げ 技 で 壁 
に 衝突 し た 後に 空中 で 体制 を 立て 直す 特殊 動作 の こと だ 。 受け 身 は レバ ー ニ ュ 
ー ト ラル で P+IK+ 呈 と いう コマ ンド が 基本 と な っ て いる が 、 レバ ー を 入れ る こと se 
浮き の 下降 中 で 
で その 入力 し た 方 向 に 移動 で きる 。 例え ば 、 上 に 入れ れ ば 滞空 時 間 が 長く な り 、 れ ば 下方 受け 身 で 
すばやく 着地 する 


下 に 入れ れ ば すぐ に 着地 し よう と する 。 また 、 浮き に 対す る 力 の 方 向 と 受け 身 コ 
マン ド の レバ ー 方 向 に よっ て 受け 身 の 効 果 が 微妙 に 変化 する 。 つま り 、 浮き の 上 
昇 中 で あれ ば 上 方 向 に 力 が 働い て いる た め 、 信 包 +IK+ 呈 と レバ ー を 上 に 入力 し 
た と き の 軌 道 が 大 きく な り 、 逆 に 下降 中 に 入力 すれ ば ほとん ど 上 に 上 が ら な い 。 


空中 受け 身 の 
届 要 性 


こと が 可能 だ 。 


空中 受け 身 を 行う こと で どん な メリ ッ ト が 生ま れる の だ ろう か ? まず 、 ダウ ン 時 に 加算 され る ダウ ンダ メー ジ 、 壁 
衝突 時 に 加算 され る 壁 ダ メー ジ を 回 選 で きる 。 これ は 非常 に 大 きく 、 さ ら に FV 己 か ら は 無敵 時 間 が つい て いる の 
で 、 空中 受け 身 の 使い 方 次 第 で 空中 コン ボ の 回 避 、 さら に は 反撃 に 移る こと も 可能 だ 。 


無敵 時 間 に つ いて 


無敵 時 間 の 仕組 み を 解説 し て いこ う 。 無敵 時 
間 は 受け 身 を 入力 し た 瞬間 か ら 発生 し 、 4 ヨ フ レ 
ー ム の 間 持続 する 。 当然 、 こ れ を 利用 すれ ば 相 
手 が 空中 コン ボ を 決め る た め に 出し て きた 技 を 
回 避 で きる 。 た だ し 、 こ の 無敵 状態 は 時 間 が 残 
っ つて いた と し て も 着地 する と 消え て し まう 。 その 
た め 、 無 敵 を 利用 する と き に は 着地 まで の 時 間 
が 早い YP+IK+ 后 を 使わ な い 方 が いい だ ろう 。 


無敵 時 間 で 追撃 を か わす 。 コツ は 相手 の 攻撃 を 引き つけ て か 


ら 受け 身 を 入力 こと だ 


受け 身 か ら の 反撃 


空中 受け 身 後 は 大 ジャ ンプ 中 、 また は 大 ジャ 
ンプ 着地 際 の 攻撃 を 出す こと が で き 、 空中 コン 
ボ を 狙っ て くる 相手 に 反撃 する こと が 可能 。 た 
だ し 、 その 反撃 の 善し悪し は 浮か され た 技 、 相 
手 の 追撃 に 使用 し て くる 技 な ど 、 様々 な 状況 に 
よっ て 変化 する 。 ちな み に 、 ジャ ンプ の 高 さ = 受 
け 身 後 の 高 さ が 足り な い 場 合 は 、 一 部 の 技 を 除 
き ジ ャ ンプ 攻撃 が 出せ な く な る の で 注意 し よう 。 


(上 ) 受 け 身 後 は 大 ジャ ンプ 時 と ほとん ど 同 じ 状 態 。 ここ か ら … 


( 下 ) 大 ジャ ンプ 攻撃 を 出し て 、 反撃 技 と し て 使う こと が で きる 。 


着地 時 の スキ に つい て 7 


1 己 ヨロ 
ガー ド 受 け 付け 時 間 


受け 身 を 取っ た 後に 何 も 行動 を 起こ さ ず に 着地 し た 場合 、 1 ロフ レー ム の 硬化 時 間 が ある 。 こ 
の 1 ロフ レー ム の 内 、 始め の 忌 フ レー ム は 完全 に 無防備 時 間 と な っ て お り 、 この 時 間 内 に 攻撃 を 受 
けた 場合 は ガー ド す る こと が で き な い 。 さら に 、 その 忌 フ レー ム が 過ぎ た 後 の 残り ほ フ レー ム の 問 
は 、 ガー ド を 受け つけ て くれ る も の の 、 よろ け 状 態 と 似 た 扱い に な っ て いる た め 、 攻撃 を 受け る 
と ダウ ン 状 態 に 陥る 。 その た め 、 ここ に 中 段 、 また は 下段 を 重ね られ る と 非常 に 厳し い 。 この 硬 
化 時 間 を 注意 し な けれ ば な ら な い の は 、 浮き の 下降 中 に と る P+IK+ 后 。 この 受け 身 は 、 す ば や 
く 着 地 で きる か わり に 一 部 の 技 を 除い て ジャ ンプ 攻撃 を 出す こと が で き な い 。 


上 手 く 当 て る と 、 相手 は ガー ド で き 
な い 。 ちな み に 、 こ の 無防備 状態 と 
よろ け 状 態 は バン の 鉄 肘 な ど で 腹 
抱え 込み よろ け を 誘発 で きる 。 


着地 し た 瞬間 の フ レー ム は ガー ド 
不能 状態 。 この 時 間 を 狙っ て 攻撃 す 
る の は 難し い が ・・・ 


いい ーー し に) 

空中 受け 身 が で き な い や られ モー ショ ン 

ここ で 紹介 し た 空中 受け 身 は すべ て の ダウ ン を 回 避 で きる と いう 38 mass ーー 

わけ で は な く 、 還 AHIWM の 根性 対 に よる 側面 了 っ 飛び 、T ロ IKIH の 

ロー ルキ ッ ク な ど 回 転 系 の 技 に よる きり も み 、 さ ら に 下段 后 &A に 

よる ダウ ン は 受け 身 を 取る こと が で き な い 。 た だ し 、 こ れ ら の ダウ 

ン も 壁 に ヒッ ト す る こと で や られ モー ショ ン が 変化 し 、 こ の 場合 は 受 
け 身 可能 と な る 。 覚え て お こう 。 


ーー マー マー 


1 PTS 


EE 
AHIM の 根性 対 、 JAINE の パワ ー フ ッ 回 
ク な ど が ヒッ ト し た と き に 生じ る ン キ ッ ク な ど に よる や られ 


ェ ッ 
CE 


ャ ィ ーーー 
下段 明 A を 始め と し 、 TIKI ロ の ロー ス 
ピン キッ ク な どの 下段 定 払 い 系 は 大 抵 こ 
の や られ 


地上 受け 身 に つい て 


地上 受け 身 は 今 作 か ら 新 し く 追加 され た シス テム 。 空中 
受け 身 と は 違い 着地 際 で P+IK+ 品 を 入力 する こと で ダウ ン 
を 回 避 で き 、 ダウ ンダ メー ジ の 回 避 は も ちろ ん 、 バウ ンド コ 
ン ボ の 回 避 を も 行え る 。 種類 は その 場 、 横転 、 後 転 の ヨ 種 
類 。 横転 に 関し て は レバ ー を 信 に 入力 する こと で 画面 奥 へ 、 
Y で 手前 に 移動 する 。 ちな み に 後 転 は 、 背後 か ら ダ ウン さ 
せら れる と キャ ラク ター の 向き が 
違う た め コ マン ド が ジロ P+IK+ 后 と 


逆 に な り 、 相手 の 方 向 へ と 転がっ 和 

て し まう 。 覚え て お こう 。 投げ に 対す る 受け 身 
地上 受け 身 は TDIKI の グラ ンド アク セル や 上 昌 AINMIAIN の 
バッ クボ ポー ンク ラッ ク な ど 、 手 を 離し て 投げ 飛ば す 投 げ 技 に 


対し て も 有効 だ 。 受け 身 を 取る こと で 、 ダウ ン 回 避 と 同時 に 
投げ に よる ダメ ー ジ を 軽減 で きる も の が ある 。 


受け 身 中 の 地上 受け 身 の モ ーション 中 は 無敵 時 間 が あり 、 後 は 前 述 の 空中 受け 身 の ス キ で 解説 し た 無防備 時 間 と ガー ド 受 け 付 け よ 
判 定 ろ け 時 間 の ヨ 種 類 の 状態 に よっ て 構成 され て いる 。 受け 身 を と る 側 も 攻め る 側 も 、 ここ で 解説 する 地上 受け 身 の 弱 点 を 知 


り 、 対戦 で 役立て て ほし い 。 


まず は 、 全体 フレ ー ム に つい て 解説 し て お こう 。 これ は 右記 の 表 の 通り 
で 、 受け身 を 行っ て か ら 各 受け 身 の フ レー ム 数 まで 、 一 切 行動 を 起こ すこ 
と が で き な い 。 また 、 その 数 字 の 大 き さ が スキ の 大 き さ に つなが る た め 、 
横転 が 最も 性 能 の いい 受け 身 と いう の が 分 か る 。 


無敵 時 間 


Marc の aa 


呈 AIMMAIN の バッ クボ ー ン クラ ッ ク で 投 


受け 身 に 成功 すれ ば 本 来 受 ける ダメ ー ジ 


げ ら れ た 後 、 着地 の 瞬間 に 受け 身 コ マン ド 呈 ロ を 343 記 に 軽減 で きる 上 、 起 き 攻め を 回 


を 入力 。 


一 切 ガ ー ド を 受け つけ な い 


各 受 け 身 の ヨロ フレ ー ム 目 に は 無防備 時 間 
が 発生 する 。 また 、 横転 と 後 転 の ふた つの 受け 
身 は その スキ に 加え 、 受け身 終了 フレ ー ム に 


も 無防備 時 間 が 存在 する 。 ちな み に 、 こ の と き 
の キャ ラク ター の 状態 は 前 者 が よろ け 状 態 、 後 
者 は し ゃ が み 状 態 と な っ て いる 


地上 受け 身 で き な い 


モー ショ ン と バウ ンド に つい て 
受け 身 が 難し い バ ウン ド や られ 
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ユー ジ 。 w 


仰向け 叩き つけ ダウ ン 。 ダウ ン 中 の うつ 伏せ 叩き つけ ダウ ン 。 この や ら キャ ラク ター が ダウ ン に な る 状況 で この モー ショ ン 中 は 強力 な コン ボ を 


足 に 当たり 判定 が ある た め 、 コ ン ボ れ に な る 技 を 背後 か ら 当て る と 仰 一 部 の 叩き つけ 系 の 技 を 受け る と 狙 ら われ る の で 、 確 実に 受け 身 を 取 


を 決め られ る むけ 叩き つけ ダウ ン に な る バウ ンド する 


れる よう に し て お きた い 


ガー ド 和 失敗 時 は ダウ ン す る 


各 受 け 身 の ヨ 』 フ レー ム 目 か ら その 場 受 け 身 は 受け 身 終了 
フレ ー ム まで 、 横 転 、 ま た は 後 転 の 場合 それ の 4 フレ ー ム 前 


まで 、 こ の ガー ド 受 けつ け よ ろ け 時 間 状態 が 続く 。 無防備 時 
間 を 狙う の は 非常 に 難し い が 、 こ の 時 間 内 に 中 段 と 下段 の 加 
択 を 迫る ぐら いな ら ば 容易 な こと 。 攻め を 維持 する と いう 意 
味 で も 、 常 に 技 を 重ね て お きた い 


層 で きる 


で に 湊 = 


* ーー 
横転 の ヨ 呈 フ レー ム 目 、 ま た は 後 "さら に し ゃ が み 状 態 な の で タイ ミ 
転 の 41 フ レー ム 目 の 無防備 時 間 ング が あえ ば 下段 投げ が 確定 す 
に は 投げ られ 判定 が 存在 する 。 。 る 

無防備 ガー ド 受 け 付 け 
時 間 よろ け 時 間 


地上 受け 身 
で き な い モ 
キキ 必 ン 
バウ ンド に 
つい て 


呈 AIMIMIAIMN の エル ボー スマ ッシュ や 曹 AHIN の 超 
仏 苦 な ど に 見 られ る 叩き つけ 系 の や られ モー ショ ン は 地 
上 受け 身 不可 。 な お 、 前 者 の や られ モー ショ ン 中 は 当 た 
り 判 定 が ある た め 、 コ ン ボ を 決め る こと が で きる 。 また 、 
その 叩き つけ 系 の 一 部 の 技 は キャ ラク ター が ダウ ン す る 
状況 、 つ まり 空中 に いる と き や よ ろ け モー ショ ン 中 に 当て 
る こと で バウ ンド や られ (写真 参照 ) を 誘発 させ る こと が 
で き 、 こ の モー ショ ン 中 も 当たり 判定 が ある た め コ ン ボ を 
決め る こと が 可能 だ 。 た だ し 、 こ の や られ モー ショ ン は 地 
上 受け 身 で 回 避 さ れる 可能 性 が ある た め 、 コ ン ボ が 確定 
する わけ で は な い 。 詳し く は キャ ラク ター 攻略 ペー ジ で 
紹介 し て いる コン ボ を 参照 し て 欲し い 。 
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硬化 時 間 減算 シス テム と は 


FV 己 に は いろ いろ な 技 を 使わ せ た い と いう 開発 者 の 気持 ち が 「 曲 . 昌 . 旧 」 と 
いう シス テム と し て 盛り 込ま れ て いる 。 実際 に どう いう シス テム か 簡単 に 説 
明 す る と 、「1 ラ ウン ド 中 、 相手 が 出し 、 ガー ド し た 技 を 過去 1 后 回 で 検索 し 、 
その 中 で ガー ド し た 数 だ け 、 自分 の ガー ド 硬 化 時 間 が 短く な る 」 と いっ た も 
の だ 。 実際 に 例 を 挙げ よう 、 例え ば 、 BAHIN の 鉄 肘 を 出し た と する 。 この 
時 、 過去 1 回 の 相手 に ガー ド さ れ た 技 を コン ピュ ー タ が 確認 。 そし て 、 その 
中 に 鉄 対 が あれ ば 、 その 数 分 だ け 相手 の 硬化 時 間 が 減る 。 例え ば 、 図 4 の よ 
うな 状況 な ら 、 他 の 技 が 入っ た こと で 、 鉄 肘 は 忌 回 と 判断 され る 。 その た め 、 
硬直 の 減算 は 行わ れ な い 。 また 、 この 硬化 時 間 の 減算 を 止め る 、 ま た は 直し 
た いり 場合 は 、 違う 技 を ガー ド さ せ 、 過去 1 后 回 の 内 容 を 変更 し て 、 鉄 肘 を 追 
い 出 せ ば いい 。 端的 に 言え ば 、 強力 な 技 で も 、 数 回 ガー ド さ れ て し まえ ば 、 
自分 が 有利 に な る と いっ た シス テム な わけ だ 。 この シス テム の お か げ で 、 普 
段 反撃 の で き な か っ た 技 が 反撃 で を る よう に な っ た り 、 一 部 の コン ビ ネ ー シ 
ョ ン 技 に よっ て は 強制 ガー ド が 解 か れる た め 、 后 &A、 また は T 后 で 割り 込 
め る よう に な る 。 また 、 戦術 的 に も 1 ラウ ンド 中 の 技 使用 ペー ス の 配分 を 考 


_ _ 返し 技 の 存在 し な い 強 力 な 攻撃 で も 、 繰 り 返 し 出し 相手 の 硬化 時 間 が 伸び る わけ で は な く 、 自 分 の 硬 
えな いと いけ な いな ど 、 いろ いろ な と ころ で 試合 に 影響 を 及ぼ し て いる 。 て くれ ば 硬直 差 が 変化 する 化 が 短く な る 。 迅速 な 判断 が 反撃 の カギ を 握る 。 


【 図 1】 
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ト 他 の 技 


硬化 時 間 の 変人 履 に つい て 


で は 、.. 上 は 何 回 目 か ら 影響 する の か ? こ れ は 過去 15 回 の デー タ 内 
に ヨ 回 以上 入っ た 瞬間 か ら 起 きる よう に な っ て いる 。 つま り 、 選 回 まで な ら 
品 . 品 . 呈 の 影響 は 受け な いと いう こと だ 。 次 に 、 昌 . 曲 . 呈 に よっ て 生じ た 硬直 
時 間 差 は どの よう に 算出 され て いる の か ? こ れ は ガー ド さ せ た と き の 性 質 ガー ド 外 し 攻撃 の 硬直 減算 率 は 非常 に 高い 
に よっ て 変化 する 。 まず 、 な に も 性 質 を 持っ て いな い 、 普通 の 攻撃 は ヨ 回 ガ 

ー ド され る と 影響 を 受け 、 回 数 X』1 フ レー ム 分 ずつ 上 乗せ すさ れ て いき 、 最 大 
5 フレー ム ま で 相手 の 硬化 時 間 が 減算 され る 。 ガー ド 外 し 、 ま た は 后 &A 外 
し の 性 質 を も っ て いた 場合 、 同じ よう に ヨ 回 ガー ド され て 初め て 影響 を 受け 
る が 、 回 数 X 忌 フレ ー ム 分 ずつ 上 乗せ すさ れ て いき 、 最大 1 己 フレ ー ム まで 減 
算 さ れる 。 た だ し 、 呈 .5.5 の 影響 で 、 硬化 時 間 が ほ フ レー ム を 下回っ た 場 
合 は 、 それ 以下 に な ら な いよ うに 設定 され て いる 。 それ 以外 に も いく つか 


相手 の 回 復 が 極端 に 早く な る 。 MAHLER が 人 硬化 


例外 が ある が 、 基本 的 に は この 計算 で も 問題 な い だ ろ う 。 ンチ も 吾 回 も 使っ て いれ ば 、 し て いる の に 、 JAIME は すでに 回 復 し こい る 。 
無 特性 ガー ド 外 し 、 &A 外 し 

ヨ 回 か ら 影 響 1 ずつ 増え る 最大 5 フレ ー ム まで ヨ 回 か ら 影 響 忌 ず つ 増 える 最大 1 フ レー ム ま で 

@BAHIWN の 鉄 肘 (>P) の 場合 @EBAHIN の 傍 蹴 (K+ 操 ) の 場合 


1 。 ヨ 号 画 記 プア 隆 


まず 、 相手 の アー マー の 有無 に に つて ヒッ ト さ せ た 技 の ダメ ー ジ が 変化 する 。 その 計算 式 


は 右記 の 通り で 、 アー マー が ある 場合 は ヒッ ト さ せ た 技 の 威力 < ロ -7 呈 。 アー マー が な い 


アーマー 有り 
ヒッ ト さ せ た 技 の 成 力 ベ < ロ -7 上 =A 
アーマー 無し 
ヒッ ト さ せ た 技 の 威力 ベ 1. 忌 王 =A 


※ ダ メー ジ 計 算 に よっ て 算出 され た 数 値 の 小数 点 以下 は 繰り 上 げ る 。 


状態 別 の 


ノー マル ヒッ ト 


キャ ラク ター が ノー ガー ド 状 態 。 つま り 、 何 も 行動 を お こし て いな いと き に 技 が ヒ 
ッ ト し た 場合 は 、AX1.m と な る 。 アー マー 補正 に よる 計算 で 算出 され た 、 数 値 が 
その まま ダメ ー ジ と し て 算出 され る と いう こと だ 。 


AX1. ロ = ダメ ー ジ 


ガウ ンタ ー ヒ ビッド 


カウ ンタ ー は 相手 の 技 を こち ら の 技 で つぶ し た 場合 。 また は 、 技 と 技 が ぶつ か り 
合い 、 その 技 の 威力 が 相手 の 技 の 威力 より 上 回 っ た 場合 に 起き る 。 この と き の 計 算 
式 は A+( 相 手 の 技 の 威力 X m. 号 ) こ と なり 、 カウ ンタ ー を と っ た 相手 の 技 の 威力 が 高 
けれ ば 高い ほど ダメ ー ジ が 上 昇 す る 。 


A+( 相 手 の 技 の 威力 < ロ . 号 ) = ダメ ー ジ 


これ を 可 AHIM の 鉄山 軍 で 深く ヒッ ト さ せれ ば 、 
膨大 な ダメ ー ジ と な り 、 相手 の 体力 ゲー ジ の ヨ 分 
の 1 は 奪え る 。 


@ カ ウン ター ヒッ ト 時 の メリ ッ ト @@ 

カウ ンタ ー で 技 を ヒッ ト さ せる と 威力 が 上 昇 す る こと に 加え 、 技 ご と に 様々 な メリ ッ ト が 生じ る 。 そ れ 
は 以下 の 通り 。 浮 か せ 技 の 浮か す 力 が 強く な る 。 つ まり 、 空 中 に いる 相手 に 対し て の 追い 打ち を 行い や す 
く な る 。 吹っ飛ば し 系 の 技 の 吹き 飛ば す 力 が 強く な る 。 吹 き 飛ば す ス ピー ド が 上 が る た め 、 壁 に ヒッ ト す 
る 確率 が 増え 、 後 述 す る 壁 ダ メー ジ が 望め る 。 相 手 の や られ モー ショ ン が 変化 し 、 コ ン ボ が 狙え る よう に 
な る 。( 還 AHIN の 鋼 肘 、 還 RAEE の ブラ ッ ク ア イス な ど ) 普段 連続 に な ら な い 連 係 技 が 連続 技 に な る 
(HIMNEY の ロー レッ グ ビ ー ト 、 ダ ブル クロ ス ・ ス ラッ シュ な ど )。 ま た 、 こ れ ら 以外 に も 相手 の 硬化 時 間 
が 変化 し 、 有 利 な 状況 を 作り 出せ な いし ゃ が み バ ンチ で 主導 権 を 握れ る な ど 、 目 に 見 えな い 部 分 で カウ ン 
ター を と っ た 側 に 有利 な 条件 が プラ ス さ れる 。 


CHRILIE の スイ ング ・ チ ャ ー リ ー は ボタ ン を ホー 
ルド し . 溜 め る こと に よっ て 威力 が 最大 紹 に な る 。 


コト を 合 ピ | 味 ま は 虹 に 当たる 前 に 人 っ た 馬 科 09 聞 02 タ バー ツメ ロ .g5 


キャ ラク ター が ダウ ン し て 床 に 当たっ た 場合 、 また は 壁 に 当たっ た 場合 は 上 記 の 計算 式 
で 算出 され た ダメ ー ジ に 、 さらに 細か い ダ メー ジ が 加算 され る 。 計算 式 は 床 、 ま た は 壁 に 
当たる 前 に 食らっ た 最後 の 攻撃 の ダメ ー ジ X 軸 - 刀 呈 と な り 、 ここ で 算出 され た ダメ ー ジ が 
追加 され る 。 た だ し 、 床 ダ メー ジ 、 壁 ダ メー ジ 共 に この ダメ ー ジ が 加算 され る 状況 、 され な 
い 状 況 な ど 様 々 な 特例 が ある 。 それ ぞ れ の 追加 ダメ ー ジ の 詳細 を 解説 し て いこ う 。 


合 は ヒッ ト さ せ た 技 の 威力 ベ 1.- 忌 品 で 計算 され る 。 ここ で 、 算出 され た 数 値 を A と し 、 さ 
ら に 後述 する キャ ラク ター の 状態 に よる 計算 が 加わ っ て くる 。 な お 、 アー マー 補正 が 有効 
に な る と き は 、 上 段 ア ー ン マー が ある と き に 上 中 段 攻撃 を 食らう 。 下段 攻撃 な ら 下段 アー マ 
ー が ある と き と な っ て いる 。 アー マー が な い 場 合 に は 大 ダメ ー ジ を 受け る こと に な る 。 


上 記 の 計算 方 式 で 数 値 A が 算出 され た ら 、 次 は 技 が ヒッ ト し た と き の 相 手 の 状態 に よる ダメ ー ジ 計算 を 行う 。 この 
相手 の 状態 に よる ヒッ ト 状 況 に は ノー マル ヒッ ト 、 カウ ンタ ー ヒ ッ ト 、 硬化 カウ ンタ ー ヒ ッ ト 、 空中 補正 、 そし て 残り 
ダ メー ジ 計 算 体力 の 少な い 状況 で 、 ある 条件 を 満た し て 技 を 受け た 場合 に 生じ る 、 IK. ロ 補正 と いう も の が ある 。 これ ら 各 状況 

別 の 計算 方 式 で 算出 され た 数 値 が 最終 的 に 相手 の 体力 ゲー ジ を 減ら す ダ メー ジ と な る 。 それ ぞ れ を 解説 し て いこ う 。 


硬化 カウ ンタ ー 


技 を 出し 終え た 後に 生じ る 硬化 時 間 。 この と き に 技 を 当て る と 硬化 カウ ンタ ー と な 
り 、 カウ ンタ ー ヒ ッ ト 同 様 、 相手 の 技 の 威力 に よっ て ダメ ー ジ が 変わ っ て くる 。 計算 式 
は A+( 相 手 の 技 の 威力 メロ -1 己 品 ) と な り 、 カウ ンタ ー ヒ ッ ト よ り ダ メー ジ は 劣る も 
の の ノー マル ヒッ ト よ り も 高く な る 。 当然 、 こ の ダメ ー ジ 上 昇 の 影響 に よっ て 連続 に 
な る 技 も ある 。 


A+ (相手 の 技 の 威力 X ロ -1e 王 ) = ダメ ー ジ 


キャ ラク ター が アッ パー な ど を 受け 、 空中 に 浮い た 後 の 状況 な ど に 攻撃 を 当て る 
と 、 通常 立ち 状態 で 与え られ る ダメ ー ジ と は 異な る 、 AX Im- プ 品 と いう 計算 式 で ダ 
メー ジ が 算出 され る 。 た だ し 、 キャ ラク ター が な に か し ら の 行動 を 起こ せる 状態 、 つ 
まり ジャ ンプ 状態 や 空中 受け 身 後 で は ダメ ー ジ は 補正 され ず 、 通常 の 立ち 状態 の と 
き と 同じ ダメ ー ジ 計算 が 行わ れる 。 


AX.7 ニ = ダメ ー ジ 


空中 受け 身 を と ら ず に 、 そ の まま 食らっ た 場 
合 と 空中 受け 身 を 行っ た 後に 食らっ た の で は 
受け る ダメ ー ジ が 明らか に 違う 。 受け身 を と 
る こと に よっ て 得 ら れる メリ ッ ト も あれ ば 、 
デメ リッ ト も ある と いう こと だ 。 


トル ネー ド バ ン チ を 空中 で 
食らっ た と き の ダ メー ジ の 違い 


上 記 の 計算 に よっ て 算出 され た ダメ ー ジ が 1 以下 に な る 技 を 当て た と き に 、 相手 
の 体力 が その ダメ ー ジ より 少な い 場 合 ( 残 り 体力 が 4 の と き は 除く ) は 、 ダメ ー ジ 補正 
が か か り 、 その ダメ ー ジ は 「 残 り 体力 -1] と な る 。 つま り 、 この 条件 を 満た す と 必ず 体 
力 が 1 残り 、 K- ロ - で き な い よう に な る 。 


@ 壁 ダメ ー ジ 地上 で 連続 技 を 受け て 壁 に 衝突 し た 場合 、 また は 空中 補正 が がかる 状況 の と 

き に 空中 コン ボ を 決め られ た 場合 は 壁 ダメ ー ジ が 加算 され な い 。 つま り 、 前 者 
は TIKI の ライ トニ ング アロ ー な ど 地 上 で つなが る 連続 技 を 受け て 壁 に 衝突 し た 場合 は 壁 ダメ ー ジ を 受 
け な い と いう こと 。 後者 は 空中 で キャ ラク ター が 何 も 行 動 を 起こ せな い 状態 (や られ モー ショ ン 中 ) に 追い 
打ち を 受け 、 壁 に 衝突 し て も 壁 ダ メー ジ は 加算 され な いと いう こと だ 。 な お 、 こ の 壁 ダ メー ジ は 最大 で も 
ヨロ と な っ て いる 。 また 、 その 壁 ダ メー ジ で 相手 の 体力 ゲー ジ を に する こと が で き て も 、 力 - ロ - で き な い 
よう に 設定 され て いる 。 


@ 床 ダメ ー ジ 壁 ダ メー ジ が 加算 され た 後に 地上 に ダウ ン し て も 床 ダメ ー ジ は 加算 され な い 。 ま 
た 、 壁 ダメ ー ジ 同様 、 床 ダメ ー ジ で は K. ロ - で き な い よう に 設定 され て いる 。 
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連勝 数 に よる 
ダメ 男 の 変化 


BEAT BY 


BEAT BY BEAT BY 


己 ヨ 連勝 まで は ヨ 勝 ご こと に ポー ズ が 変化 し て いく 。 そし て 、 己 4ー58 連 勝 、 7 ロー プロ 連 騰 、 7 連勝 以降 は 
ポー ズ が 固定 され 、 この 最後 の ポー ズ の 間 で ある 連勝 目 と 7 プ 連 勝目 は 、 限定 の ポー ズ を と っ て くれ る 。 


連勝 数 に よる 昌 .K. ロ グラ フィ ッ ク の 変化 


旧 .K. ロ の バタ ー ン は 葛 。IMIM ス テー ジ 限 定 を 除い て 種類 。 この 所 種類 の グラ フィ ッ ク が ルー プ し 、 ダメ 男 の 連勝 数 と 比例 し て 変化 し て いく 。 た だ し 、 
選 周 目 (1 所 連勝) 以降 の MIALL MIETEDIRITE の グラ フィ ッ ク は ヨ 勝 の 問 続 き 、 1 連勝 目 か ら また 繰り 返し グラ フィ ッ ク が 変化 し て いく 。 
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ピー 


ファ イ テ ィ ング バイ パー ズ 己 (以降 FV 己 ) は バー チャ ファ イタ ー シ リ ー ズ に 酷似 し た ゲー ム と 思わ れ が ち だ 。 だ 
が 、 実際 に は FV 忌 で の 「 攻 め の 流 れ 」 や 、 流れ を 作っ て いく 個々 の 要素 に つい て も か な り 異 な つて いる 。 そこ で 
ここ か ら は 、 FV 忌 で の 基本 戦術 構築 論 を 述べ て いく 。 すべ て を 把握 し 、 対戦 で 勝利 する た め の 糧 に し て 欲し い 。 


FV 忌 の 聞い は こう 流れ る 


まず は 「 攻 め の 流 れ 」 が どう 動く か を 覚え て ほし い 。FW 思 
で は 、 受け 身 の 存在 か ら 「 攻 め 」 の 流れ は 下 の よ うな フロ ー チ 
ャ ー ト の よう に な る 。 それ ぞ れ を 簡単 に 説明 し て いこ う 。 まず 
は 開幕 。 これ は ラウ ンド が スタ ー ト する 骨 間 の こと だ 。 開幕 は 
「g ロ l」 の 合図 か ら 攻 撃 が 出せ する よう に な る 。 つ まじ し 完全 な 五 
分 状態 だ 。 ここ で 先手 を と っ た 方 が その まま 攻撃 手段 に よる 
攻め を 展開 で きる 。 これ に 対し 、 先手 を と られ た 側 は 防御 手 
段 を 駆使 し 、 反撃 の チャ ンス を うか が う 。 この せめ ぎ あ い が 
「 攻 防 」 だ 。「 攻 防 」 の 間 、 攻め 側 は 相手 を ダウ ン ま た は 浮か せ 
技 を 当て る こと に 徹底 する 。 これ は 「 起 き 攻 め 」 と 「 受 け 身 攻 
め 」 が 有利 に な る た め だ 。 相手 を ダウ ン 、 また は 浮か せる こと 
が で きた ら 、 相手 の 状況 を 確認 する 。 ここ で 相手 が 受け 身 を 
と る か 、 と ら な いか で 攻め 方 が 変化 する 。 ダウ ン さ せ た 場 合 、 
基本 的 に は 起き 攻め を 狙う が 、 FV 己 に は 地上 受け 身 が ある 
の で 、 受け 身 を と っ た 場合 は その 受け 身 に 対応 し た 攻め 方 に 
変更 する 必要 が ある 。 浮か せ 技 も 同様 に 、 基本 的 に は 空中 コ 
ン ボ を 狙い た いと ころ だ が 、 空中 受け 身 が あめ る の で 、 これ も 
受け 身 に 対応 し た 攻撃 を 行う 必要 性 が ある 。 この 二 つ の 「 受 
け 身 攻め 」] は FV 己 で は 勝率 に 関わ る も っ と も 重要 な 項目 と な 
る 。 基本 的 な 受け 身 攻 め に つい て は 4 ロペ ー ジ で 説明 し て あ 
る の で 、 し っ か り と 覚え て ほし い 。 この 「 受 け 身 攻め 」、「 起 き 
攻め 」 の どちら か 攻め の 流れ は 「 攻 撃 手段 に よる 攻め 」 に 戻る 。 
これ を IK 員 、 また は 時 間切 れ に な る まで 繰り 返す の だ 。 


解 


ba』 


スタ ー ト 時 は 先手 を 取る チャ ンス 。 キ ャ ラク ター に よっ て は し ゃ 
が ん で いた 方 が 先手 を 取り や すい 場合 も ある 。 
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相手 の 受け 身 際 を 攻め る 。 地 上 ・ 空 中 の つ の 受け 身 が ある が 、 
どれ も 対応 策 は ある 


攻撃 手段 を 


使っ た 攻め (攻防 ) 


受け 身 を と られ た 


相手 が 浮い た 


相手 を 浮か せる こと は 自分 を か な り 有 利 に する 行為 と 思っ て い 
い 。 攻 め の す べ て は ダウ ン ま た は 浮か せ 技 に つなげ る べき だ 。 

| 

遼 - = 


有馬 2 スル 、 


MT Roll 


相手 の 起き 上 が り を 攻め る の も 非常 に 重要 だ 。 


受け 身 攻 め 5 


ダウ ン す る 


FV 己 の 攻 防 を 考え る 


流れ の 次 は 「 攻 防 」 に つい て 見 て みよ う 。「 攻 防 」 と は 、 相 手 
の 体力 を 礁 う こと が 目的 の 「 攻 撃 手段 」 と 、 攻撃 か ら 身 を 守る 
た め の 「 防 御手 段 ] こ の ぶつ か り 合い の こと 。 まず 、 FV 如 で 登 
場 する 攻撃 手段 か ら 把握 し た い 。 FV 如 に は 「 打 撃 」 と 「 投 げ 技 
と 「g&A」 の 三 つ の 「 攻 撃 手段 ] が ある 。 それ ぞ れ の 性 質 を 再 
確認 し て お こう 。 まず 、「 打 撃 」 は 中 ・ 近 距離 な ど で 、 相手 が 何 
を し て くる か わか ら な いよ うな 場面 で 使い 、 打撃 に よる 効果 で 
相手 の 行動 を 推測 し 、 今後 、 闘い が どう 流れ る か を つか む た 
め の 足 が か り と する 。 この ほか 、 技 の 性 質 を 利用 し 、 相 手 を 押 
さえ つけ る と き に 使う 。 つま り 、「 打 撃 」 は 系 制 と 威圧 を 行う 試 
合 の 中 心 に いる コン トロ ー ル 役 の よう な も の と 言え る 。 次 に 
「 投 げ 技 」。 これ は 相手 の ガー ド を 崩す 攻撃 、 そし て 相手 を ダウ 
ン 状態 に する 攻撃 と 認識 し て お こう 。 最後 に 「 呈 &A」。 これ は 
単に 「 打 撃 」 の 威圧 に 対す る 反撃 手段 、 また は 「 ア ー マ ー を 破 
壊す る 手段 」 と だ け 思 っ て 欲し い 。 続い て 「 防 御手 段 ] も 同じ よ 
うに 説明 し て いこ う 。 FV 加 の 防御 手段 は 上 ・ 下 段 ガ ー ド 」 と 
「 昌 &&A」 と 「Ta」 だ 。 バッ クス テッ プ な ど で 間 合い を と る と い 
う 選 択 肢 も ある が 、 こ こ で は 無視 する 。 まず 、「 ガ ー ド 」。「 ガ ー 
ド 」 に は 上 段 と 下段 が め る が 、 ど ちら も 相手 の 「 打 撃 」 や 
「 還 wwA」 を 防ぐ た め に 存在 する 。 吾 種類 の 使い 分 け に 関し て 
は 己 4 ペ ー ジ を 参照 し て ほし い 。「 還 &A」 は 攻撃 手段 で も 紹介 
し た が 、 実際 に は 防御 能力 が ある の で 、 防御 の 手段 と も いえ 
る 。 だ が 、 概 訪 的 に は 変わ ら ず 、 反撃 の 手段 で ちる こと に 変わ 
りな い 。 最後 の 「Tia」。 これ に 関し て は 「 高 難度 な 加 &&A」 と 解 
釈 し て いい 。「T5」 と 「 后 如 A」 の 最大 の 違い は 、 成功 後 の 選 択 
肢 の 幅 に ある 。 闘い の 幅 を 持た せ た い な ら 、 自 ず と 「T 操 」 の 
方 を 使う よう に な る だ ろう 。 また 、 RAXEL の ダブ ルク リム ゾ 
ン ・ デ ィ ッ グ を 回 避 す る た め な ど 、 相手 の 技 に よっ て は 「T」 詞 W 記 に お ける 基本 戦術 構築 論 
で な けれ ば 回 避 で き な い 技 も ある 。 そう いっ た 特例 に 対し て 

だ け は 確実 に 使え る よう に な っ て お きた い 。 


打撃 を 無 に すけ る ガー ド 。 た だ し 、 投げ 技 に は 非常 に 弱い 。 「Ta」 は 技 に よっ て は 唯一 の 回 避 方 法 と な る 。 


さて 、 次 に 「 攻 撃 手段 」 と 「 防 御手 段 」 と の 相対 関係 を 理解 し 
よう 。 まとめ る と 右 の 図 4 の よう に な る 。 簡単 に 説明 し て いこ 
う 。 まず 「 打 撃 」 は 完全 に ガー ド さ れる と ダメ ー ジ を 与え られ | | 
な い 。 そう いう 点 か ら 「 ガ ー ド 」 に 弱い と いえ る 。 だ が 、 図 1 に 
も 記し て ある 通り 、 攻撃 判定 で 揺さぶる こと で 、「 ガ ー ド 」 を 月 
すこ と も で きる 。 その た め 、 一 方 的 に 弱い と いう わけ で は な い 。 

「 白 &A」 も 一 方 的 に 強 そ うだ が 、 実際 に は 攻撃 判定 を 揺 べ ぶ | 
られ る と あっ と いう 間 に 崩 れる 。 これ ら の こと か ら 「 打 撃 」 は 完 こう 
全 に 弱い と いう 対象 を 持っ て いな いこ と が わか る 。 次 に 「 ガ ー 

ド 」。「 ガ ー ド 」 は 「 折 &A」 な ど に 圧倒 的 に 強い 。 この 理由 は ガ 

ー ド 後 の 硬化 時 間 に 反 撃 が で きる こと に 起因 し て いる 。 だ が 、 | 

そん な 「 ガ ー ド 」 も 「 投 げ 技 ] に は 一 方 的 に 弱い と いう 欠点 を 持 | 和解 
っ て いる 。 その 「 投 げ 技 ] は 「 ガ ー ド 」 や 「 后 交 A」 に 対し て は 強 

い が 「 打 撃 」 に は 弱い 。 これ は 「 打 撃 」 を 出さ れ て いる と 基本 的 

に は 投げ られ な いこ と に 起因 し て いる 。 この 相対 関係 か ら 、 も 

っ と も 優位 に 立っ て いる 「 打 撃 」 を うま く 組み 合わ せ て 攻め て 

いく こと が 、 FV 忌 の 攻め の 中 で も っ と も 重要 な こと だ と 分 か 

る は ず だ 。 で は 実際 に 打撃 を 中 心 に 自分 の キャ ラク ター の 攻 

め を どう つく る か 解説 し て いこ う 。 


⑯⑩ 攻撃 判定 で ガー ド を 揺さぶる 坦 攻 撃 判定 で 后 選 A を つぶ せる ガー ド を 無力 化す る ⑲ 打撃 を 出さ れる と 成立 し な い 
@② 打撃 を 無力 化す る ⑯ 打撃 を は じき 返す ⑬ gi&A、T 丘 を 無力 化す る ガー ド 後 に 反撃 確定 
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打撃 を 効率 よく つ な け る に は ? 


「 攻 め 」 の 中 核 を な す 打 撃 技 は どう つない で いく べき 
か ? と りあ え ず 、 相手 が 何 を 出す か 分 か ら な い 中 間 距 離 
で の こと を 考え て も 仕方 が な い の で 、 相手 に 何ら か の 打 
撃 を 押し つけ 、 その 後 の 状況 で 次 の 行動 を 模索 し て いく 
こと に し よう 。 相手 に 押し つけ る 技 は 当たり の 強い 中 段 
攻撃 が 好ま し い 。 うま く 打 撃 を 押し つけ る こと が で きた 
ら 、 自 分 の 状況 を 見 る 。 この と き の 状 況 に は フレ ー ム 的 
な 有利 ・ 五 分 ・ 不 利 の ヨ 種 類 し か な い 。 この ヨ 種 類 の 状態 
か ら 相 手 が ど う 反 応 し て くる か を 考え 、 ダウ ン が 浮か せ 


1 


打撃 で 止め る 際 に 注意 し た い の が 、 相手 の 最速 の 中 
段 ・ 特 殊 中 段 攻撃 は 自分 の 持つ 技 と 比べ て どれ くら い 差 
が ある の か だ 。 どの キャ ラク ター も だ いた い 1 呈 1 口 フ 
レー ム で 収まっ て いる が 、 意 外 に 差 が 激しい 。 仮 に 
BAHIN と JAINE で 対比 し て みる 。 草 AHIN 側 が 有利 、 
また は 五 分 で は 、 中 段 攻 撃 の 遅い JAIWME 側 は 中 段 攻撃 
が 出せ な いこ と が わか る 。 で は 、 JAIME は ここ で 折 &A 
で の 反撃 し か な い の か ? いや 、 ま だ 手 が 残 され て いる 。 
ここ で 登場 する の が 、 攻撃 発生 時 間 で 上 回 つっ て いる ジャ 
ブ な どの 攻撃 だ 。 これ な ら ほ ぼ 確 実に つぶ すこ と が で き 
る 。 反撃 に 転じ る な ら こ の 選択 肢 に な る が 、 ジャ ブ 系 統 
の 攻撃 は 中 段 攻撃 と 異な り 、 ジ ャ ブ 系 統 を 回 避 し て くる 


プ 。 | 自分 が 有利 

8 | 佐織 反撃 に くる 
5 ェ 多 清 議 較 打 加 の 押し つけ 

に 馬 NO 守り に 入る 


に つなげ て いく よう に すれ ば いい 。 例 を 挙げ よう 。 と り 
あえ ず 中 段 攻撃 で 相手 を 止め 、 相手 より も 自分 が 有利 に 
な っ た と する 。 ここ で 、 相手 の 思考 は 図 4 の よう に 「 反 撃 
に 転じ る 」 か 、「 守 り に 入る ] の どちら か に な る 。 その 後 の 
行動 も 図 の よう な 内 容 に な る 。 相手 が 守り に 入っ た 場合 
は 非常 に 簡単 で 、 投げ 技 を 狙え ば いい 。 反撃 に きた 場合 
は 、 反撃 の 種類 に よる 。 還 &A な ら ば 投げ 技 で 対応 で き 
る が 、 相手 が 不利 な 状態 で 暴れ る よう な 性 格 の 持ち 主 な 
ら 、 打撃 で 反撃 に くる と みて 間違い な い 。 そう いう 相手 


相手 の 思考 


打撃 で の 三つ巴 


攻撃 、 い わ ゆ る 上 段 スカ し の 能力 を 持っ た 技 群 に 弱い 。 
主 だ っ た 例 で は アッ パー や ロー キッ ク な ど だ 。 相手 に ジ 
ャ プ ブ 系統 の 攻撃 を 出す の が 読ま れ て し まう と 、 これ ら の 
攻撃 で つぶ され る こと に な る 。 だ が 、 逆 に 上 段 すか し 攻 
撃 は 、 攻撃 発生 時 間 が 遅く 、 今度 は 相手 に 最速 の 中 段 攻 
撃 で つぶ され る 可能 性 が 出 て くる の で 、 ある 意味 リス キ 
ー な 選択 肢 と いえ る 。 ここ まで 説明 すれ ば 気がつく と 思 
う が 、 こ の 「 中 段 攻 撃 」、「 ジ ャ ブ 系 統 」、「 上 段 す か し 攻撃 」 
は 右 の 図 の よう に 完全 な ジャ ン ケ ン に な っ て いる 。 打撃 
で つぶ し に か か る と き に 考え る こと は 、 攻撃 発生 時 間 だ 
け で な く 、 こ の 図 の 関係 を 考え な が ら 相 手 が ど ん な 攻撃 
を 出し て くる の か を 模索 すれ ば いい の だ 。 


相手 の 行動 予測 
打撃 で 反撃 


に は 、 相手 の 出す 打撃 の 攻撃 発生 時 間 を 上 回 る 打撃 を 
出し て ね じ 伏 せる の が 理想 的 だ 。 相手 の 打撃 を 略 &A し 
て も いい の だ が 、 打撃 で 止め る こと に 成功 すれ ば 、 同じ 
よう な 状況 の と き に 今度 は 守り に 入る よう に な る 。 その 
た め 、 今度 は 投げ 技 が 狙い や すく な る な ど 、 流れ を つか 
みや すく な る の で 、 打撃 で 止め る ほう が 勝率 を 高め て く 
れる は すず だ 。 


こち ら の 対応 


攻撃 発生 の 
早い 打撃 で 対応 


投げ 技 で 対応 


⑯ か わし な が ら 
攻撃 で きる 


に 
主要 キャ ラク タ mm 人 拉 名 コマ ンド 発生 
上 段 パ ンチ  。 パル サー [ 避  。 上 段 (連係 あり ) 
! 最速 中 段 ダン クシ ョ ッ ト PP 1 ヨ 中 段 (連係 あり ) 
主力 技 性 能 表 ーー 
し ゃ が み パ ンチ バレ ッ ト NZ 1 ヨ 特 下段 (単発) 
NM 和 人 I PICKY 
性質 技 名 コマ ンド 吐 名 末 明 質 技 名 コバ 旭 吾 末 租 
上 段 パ ンチ 挙 骨 P 上 段 (単発) 上 段 パ ンチ ボー ダー バ パンチ P 14 上 段 (連係 あり ) 
最速 中 自 到 羅 魂 圧 破 層 SP mn 中段 (単発 ) 最速 中 段 スタ ン デ ィング ニー KK ti 中段 (連係 あり ) 
主力 技 鉄 肝 層 ロ 1 己 中段 (単発) 主力 技 フッ ク -。 PE+IK 1 ヨ 中段 (連係 あり ) 
アッ パー 系 統 拳 華 火 Sp 1 中段 (単発 ) アッ パー 系 統 "アッ パー P 1 号 中 段 (連係 あり ) 
し ゃ が み バ ンチ 座 基 骨 YP 1 ヨ 特 下段 (単発 ) し ゃ が み バ ンチ ロー バン チ  、P 1 ヨ 特 下段 (単発 ) 
性質 技 名 コン ド 考 全 晒 粗 中 技 名 コン 坦 侍 晒 粗 
上 段 パン チ グラ ッ プ ナッ クル 上 段 (連係 あり ) 上 段 パン チ ジャ ブ P 避 上段 (連係 あり ) 
最速 中 段 ボディ ブロ ー E コ 1 号 中段 (連係 あり ) 最速 中 段 サマ ー ソ ルト キッ ク SKK 1 己 中段 (単発 ) 
アッ パー 系 統 ” トス アッ パー Sp 17 中 段 (単発 ) 主力 技 エル ボー カッ ト 選 124 中段 ( 連 係 あり ) 
し ゃ が み パ ンチ ロー ナッ クル Y ロ 1 ヨ 特 下段 (連係 あり )) アッ パー 系 統 デス スピ ン ア ッ パ ー SS 包 124 中段 (連係 あり ) 


し ゃ が み パ ンチ シッ ト ジ ャ ブ Y ロ 1 ヨ 特 下段 (単発 ) 


不利 な 状況 を 作り に くい 連係 攻撃 


打撃 の 関係 が 理解 で きた と ころ で 、 話 し を 押し つけ た 
後 の 状況 別 の 対応 に 戻 そ う 。 まず 、 五 分 状態 の 場合 。 基 
本 的 に は 有利 な と き と 選択 肢 は 同じ だ が 、 こち ら に 主導 
権 が ある と 思っ て いい 。 た だ 、 打撃 を 出す 場合 は 、 相手 
の 最速 攻撃 に は 十分 気 を つけ た い 。 次 に 不利 な 場合 は 


、 四 が 
凍 誠 順 有 明記 用 
時 Mi 用 間 涼 


打撃 の 押し つけ 


| 


テー+ ポ ー ロ J 
只 (rS 謀 は 潤 玉 | 


せっ か く 打 撃 で 攻め の 流れ を 構成 し て も 、 后 &A を 出さ れ 
れ ば あっ と いう 間 に 断 ち 切ら れ て し まう 。 この 中 &&A に は どう 
対処 すべ きか ? 説明 し た 通り 、 打 吉 A は 投げ 技 に 弱い 。 だ が 、 | 
相手 が 打撃 技 を 出し て きた 場合 、 余計 に 攻撃 を 食らう ハメ に | 
な る 。 そこ で オス ス メ す る の が 、 比較 的 攻撃 発生 時 間 の 早い | 
下 邊 攻撃 を 出す こと だ 。 下 隊 攻 撃 は 判定 的 に 上 段 后 奴 AA を つ | 
ぶす こと が で き 、 技 に よっ て は ジャ プ ブ 系 統 の 攻撃 を すか し な が 
ら 攻 撃 で きる の で 、 まさ に 一 石 二 鳥 。 HUINEY、 iRALE な 
ど 、 下段 攻撃 か ら 技 が 派生 する キャ ラク ター は 抱 対策 に 
下段 攻撃 を 多用 し て 問題 な い だ ろ う 。 また 、 后 &&A に は ガー ド 
し 、 そ の 後に 攻撃 を 打撃 技 で 返す と いう の も 有効 だ 。 特に 
岳 衣 A 後 は 硬化 カウ ンタ ー 扱 い に な っ て いる の で 、 カウ ンタ ー 
ヒッ ト 連 続 の 技 な ら ほ と ん ど 連 続 で 入る は ず だ 。 JAINE な ど 
は ボディ ブロ ー を 叩き 込め ば ヨ 発 す べ て が 入り 、 し か も バウ ン 
ドコ ン ボ まで 入る な ど 、 撮 &&A ガ ー ド 後 、 投 げに 行く より も 、 
投げ 抜け され る 可能 性 を 考え た ら 、 確実 に 打撃 で 返し た 方 が 
いい 。 


性 質 技 名 コマ ンド 必 交 発生 攻 松 折 

上 段 パ ンチ スト ロン グフ ィ ス ト PP 上 段 (連係 あり ) 
主力 技 フッ シク PP+IK 1 ヨ 。 中 段 (連係 あり ) 
アッ パー 系 統 スト ロン グ ア ッ パー SB 124. 中 段 (連係 あり ) 
し ゃ が み パ ンチ ロー フィ スト ツ P 1 ヨ 。 特 下 段 (単発 ) 
性 質 技 名 コマ ンド 芝 発生 攻 役 判定 

上 段 パン チ サン マン パン チ 選 上 段 (連係 あり ) 


主力 技 イグ ニッ ショ ン パ ンチ や 記 5 中 段 (連係 あり ) 


アッ パー 系 統 サン マン アッ パー Sp 1 呈 中段 (連係 あり ) 

し ゃ が み パ ンチ ロー パン チ Y ロ 1 ヨ 特 下段 (単発 ) 
TIUDIKIDH 

質 投 名 コバ ド 嘩 束 末 坦 

上 段 パ ンチ ジャ ステ ィ ス ジャ ブ  P 紀 上段 (連係 あり ) 

主力 技 オー プン エル ボー ウツ B ロ 1 呈 中段 (連係 あり ) 

アッ パー 系 統 オー プン アッ パー SB 1 五 中 段 (単発 ) 

し ゃ が み パ ンチ シッ ト ジ ャ ブ YP 1 ヨ 特 下段 (連係 あり ) 


下記 の 図 の よう な 内 容 に な る 。 不利 な と き は 当然 な が ら 
こち ら の 選択 肢 が 極端 に 減っ て し まう 。 基本 的 に は 相手 
が 反撃 に くる と 想定 し て 動く よう に し た い 。 た だ 、 不利 な 
状況 に な っ た 場合 で も 、 押し つけ た 打撃 が 連係 攻撃 な ら 
ば 、 基本 的 に は 不利 に な ら な いと 思っ て いい 。 そ の 理由 。 う 。 


相手 の 思考 


判定 的 は 有利 で 、 白 開 A を つぶ すこ と が で きる 。 


は 単純 で 、 相手 が 次 の 攻撃 を 警戒 する か ら だ 。 この 相手 
側 の 心理 を 利用 し 、 連係 を 用 中 で 止め 、 そ こ か ら 攻 め る 
の は 非常 に 有効 。 攻め の 選択 肢 は 相手 が ガー ド に 回 る こ 
と か ら 、 基 本 的 に は 有利 な 状況 の と き と 同じ で いい だ ろ 


こち ら の 行動 


ガー ド 後 に 打撃 を 叩き 込む お 。 硬化 カ ウン ター で 連続 に な る 技 な ら 
何で も いい 。 


刻 ツ 豆 に お ける 其 本 戦術 構築 議 


性 質 技 名 コマ ンド 攻 連発 生 攻 机 判定 

上 段 パ ンチ シン グル ビー ト 選 名 上 段 (連係 あり ) 

最速 中 段 サマ ー ソ ルト キッ ク KK 1 詞 中段 (単発 ) 

主力 技 クロ スキ ッ ク K+ 操 1 ヨ = 上 段 (連係 あり ) 

上 段 す か し シッ トス ピン YK+ 己 1 下段 (連係 あり ) 

し ゃ が み パ ンチ シッ トビ ー ト ツ P 1 ヨ 特 下段 (連係 あり ) 
HIUDINE ヤ 

質 名 コマ ンド 姓 晒 暴 

上 設 パ ンチ キャ ッ ト ス ナッ プ 選 上 段 (連係 あり ) 

主力 技 ハニ ー ス イン グ > 記 1 中 段 (単発 ) 

上 段 す か し ロー キッ ク VK 思 1 下段 (連係 あり ) 

アッ パー 系 統 キャ ッ ト ア ッ パ ー SpP 1 五 中 段 (単発 ) 

し ゃ が み パ ンチ ロー スナ ッ プ ツ P 1 ヨ 特 下段 (連係 あり ) 

技 名 コバ 坦 衝 晒 坦 

上 段 パ ンチ ビー ト 1 選 媒 上 段 (連係 あり ) 

最速 中 段 ハイ キッ ク K 1 己 中段 (連係 あり ) 

主力 技 エル ボー 記 1 己 中段 (連係 あり ) 

上 段 す か し ビー トロ ー 4 1 日 下段 (連係 あり ) 

し ゃ が み パ ンチ シッ ト ジ ャ ブ ツ ロ 


1 ヨ 特 下段 (単発 ) 
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起き 攻め は 、 自ら の 穫 を 高め る た め に 行え ! 


投げ 技 な ど で 、 受け 身 が と れ な い ダ ウン を させ た 場合 は 「 起 
き 攻 め 」 を 狙う 。 起き 攻め の 基本 コン セプト は ズバ リ 、 し ゃ が 
み 投 げ と 中 段 攻撃 の 豆 択 だ 。 シス テム で も 説明 し た 通り 、 そ の 
場 、 横転 、 後 転 起 キ 上 が り は 起き 上 が っ て すぐ に 攻撃 を 出さ な 
いと 、 し ゃ が み 投 げ が 確実 に 入る タイ ミン グ が ある 。 これ を 極 
め れ ば 、 相手 は 攻撃 を 出さ ざる を 得 な い 。 ここ を 打撃 技 で カ 
ウン ター を と る 。 これ が 起き 攻め の 基本 だ 。 ここ で は し ゃ が み 
投げ を 中 心 に 考え た が 、 起き 攻め は 自由 に 発想 し て いい 。 自 
分 が 有利 に な る 攻撃 を 重ね て 手 忠 く いく の も いい 。 要する に 
ダメ ー ジ を 与え る こと より も 、「 攻 め 続け こい る ん だ 」 と いう 意 
識 を 持ち 、 自分 の 気分 を 高め る こと が 重要 な の だ 。 


地上 受け 身 後 の 状 態 は 、 完全 無防備 時 間 を 除け ば 、 基本 的 
に 起き 上 が り と 変わ ら な い 。 その た め 、 地上 受け 身 後 の 攻め 
は 、 起き 攻め 同様 、 打撃 と し ゃ が み 投げ の 豆 択 で 攻め る の が も 
っ と も 効率 が いい 。 だ が 、 究極 形 は 完全 無防備 時 間 に 攻 撃 を 
重ね て いく こと だ ろう 。 ガー ド で き な い 時 間 は 非常 に 短い の 
で 、 見 て か ら 狙う より も ある 程度 先読み で 重ね た 方 が 効率 よ 
く で きる 。 この 技 で ダウ ン さ せ た ら この タイ ミン グ で 攻撃 を 出 
し て お く 、 と いっ た 連係 的 な も の を 考え て お く と 成功 率 が 高 ま 
る は ず 。 成功 率 が 高 ま れ ば 、 勝率 が 格段 に 上 が っ て いく は ず 
だ 。 


空中 受け 身 は 少し 厄介 だ 。 ます 、 浮か せ た 後 、 相手 の 高 さ を 
確認 する 。 浮き に は 大 ま か に 二 つ あ り 、 JAINE の トス アッ パー 
の よう に 相手 を 高く 浮か せる タイ プ と 、 MIAHLER の フッ ク 
アッ パー の よう に 少し し が 浮か な い タ イプ が ある 。 まず す 、 前 者 
の 場合 は 相手 が 空中 で 受け 身 を と り 、 ジャ ンプ 攻撃 系 統 で 反 
撃 に 転じ て くる 場合 が 多い 。 その た め 、 こ の ジャ ンプ 攻撃 を ス 
カカ し て 着地 に 攻撃 を 叩き 込む と いう の が 一 般 的 だ 。 また 、 受 
け 身 を すぐ に 取ら ず に 地上 付近 で 取る 相手 に は 着地 後に 投げ 
技 を 狙う 。 また 、 思い 切っ て 攻撃 力 の 高い 技 を 重ね て みる の 
も 有効 だ 。 次 に 浮き が 低かっ た 場合 、 基本 的 に は その まま 空 
中 コン ボ を 狙う が 、 た いて い の 人 は 下方 向 の 空中 受け 身 で す 
ば や く 回 避 し て くる だ ろう 。 そう いう 相手 に は 着地 後に 投げ 技 
を 狙う の が 効果 的 。 だ が 、 上 級 者 に な る と 、 低い 受け 身 で も ジ 
ャ ンプ トー キッ ク を 出し て くる 。 これ に 対し て は 投げ に いか ず 
し ゃ が み で 回 避 し 、 生じ た スキ に 攻撃 を 叩き 込め ば いい 。 こ 
の よう に どん な 空中 受け 身 も 、 相手 の 行動 に 合わ せ て いく 必 
要 が ある 。 


し ゃ が み 投 げ が 入る 。 チ ャ ンス は 一 瞬 だ が 、 慣 れれ ば か な り の 高 ガー ド さ れ て も 問題 の な い 技 を 重ね 、 自 分 を 有利 に する こと も 重 
確率 で 入る 。 要 だ 。 


っ ゅ ー 、 
| 区 < ンプ 計 アン ーー/-』 
| 相手 が 地上 受け 身 を 取る と 思っ た ら 、 技 を 重ね る 準備 を する 。 うま く 重 な れ ば この 通り 、 相 手 は ガー ド で きず に 確実 に 食らう こ 
と に な る 。 


相手 が 何 も 攻撃 し て ここ な 
いと 読ん だ ら 、 着地 際 を 攻 
め る 。 ここ で は 投げ 技 を 狙 
う の が セオ リー。 


は Mu 上 1 


科 


| し 投げ 技 を 
| 庄 3 狙う 


相手 が ジャ ンプ 攻撃 を 出 
し て きそう な ら 、 その 攻撃 
が 当たら な い 位 置 に 下 が 
り 、 相手 の 硬化 時 間 に 攻 
撃 を 叩き 込む ! 


低い 浮き の と き は 割 と 悩む 。 だ が 、 そ ん な 暇 すら 与え て くれ な い 威力 ある 攻撃 を 重ね て お く の も 手 の 一 つ 。』JAIME の トル ネー ド 
だ ろう 。 は キャ ン セ ル も か けれ る の で 、 非 常に 有効 だ 。 


上 級 者 の た め の 戦 術 一 対応 へ の 対応 一 


すべ て に お いて 対応 策 が 存在 する FV 忌 。 上 級 者 に な れ ば な る ほど 引っ か か る 戦術 や 使え る シス テム が 存在 する 。 ここ か ら は それ ら 上 級 者 に 
じ る 戦術 を 一 挙 に 伝授 し て いく 。 君 が 上 級 者 と 闘う 日 の た め に 、 ここ に 掲載 され て いる すべ て を マス ター し て 谷 し い 。 


相手 の 意表 を 突く 行動 、「 キ ャ ン セ レー ショ ン 」 


キャ ン セ レー ショ ン と は 特定 の 技 を 出し 、 さ ら に ある に キャ ン セ ル す る と その まま し ゃ が み ス テッ プ に 移行 す の に な る 。 意外 に 地味 で は ある が 、 上 級 者 に な れ ば な る 
特定 の タイ ミン グ で 后 ボ タン 押す こと で 、 その 技 を 出さ る も の も ある 。 この キャ ン セ レー ショ ン を 使っ た 戦術 は 、 ほど 相手 の 技 を じっくり と 見 る よう に な る の で 、 逆 に 効 
ず に キャ ン セ ル を か ける こと を いう 。 基本 的 に キャ ン セ 単に 攻撃 する と 見 せ か け て 相手 の ガー ド を 誘っ た り 、 反 果 が ある の だ 。 

ル し た 後 は 立ち 状態 に 戻る が 、 BAHIN の 超 仏 苦 の よう 応 を 鈍ら せ 、 そ こ に 投げ 技 や 打撃 で 攻め 入る と いっ た も 


い 届 愉 誠 き 
いい は ご は ざさ せ 


ナッ クル ハイ キッ ク を キャ ン セ ル す る 。 そう すれ ば 、 た いて い は 相手 の 反撃 を つ 
すぐ 他 の 打撃 を 出す 準備 を し よう 。 ぷ ぶし て カウ ンタ ー を と れる は ず だ 。 


ジャ ブ ハ イ キッ ク の ハイ キッ ク を キャ ガー ド を 固め る 相手 を 投げ て し まう 。 基 
ン セ ル し 、 本 中 の 基本 だ 。 


Ta エス ケー ブ か ら の 側面 投げ は 有効 だ が 、 投 げ 抜け コマ ンド が 一 定 な の で 、 いずれ は 
投げ 抜け され る よう に な る 。 そこ で 、 あえ て 横 投げ せ ず に いる 。 する と 相手 は 横 投げ 抜け オー ソ ド ッ クス に 近づい て 横 投げ を 決め よ 詳 識 
を し よう と P+K+ 后 を 押し て し まっ て いる の で 、 Ta が 出 て し まう 。 この Ta で 生じ た スキ oe 
に 強力 な 打撃 や 脱衣 や 旧 KK ロ 技 と いっ た 打撃 を 叩き 込む ! 非常 に 有効 か つ 見 栄え の する 
戦術 だ 。 た だ 、 初 心 者 や 中 級 者 相手 に は これ は あま り 効 か な い 。 な ぜ な ら 横 投げ 抜け 自 
| 、 体 を や っ て こない か ら だ 。 そう いう 相手 の と き は 普通 に 横 投げ を する よう に し よう 。 


」 
記 MatiFh 


Ta エス ケー ブ が 成功 、 さ て 何 を 仕掛 ける か 。 


投げ 抜け され そう な ら 、 一 度 待つ て みる と い 明 。. 
い 。 する と 勝手 に T 呈 を 出し て いる は ず だ 。 葉 


強力 な 投げ 技 は 投げ 抜け され や すい 。 こと 、 IRE-UI が 
うま い 上 級 者 相手 に は 投げ 技 に よる 反撃 が で き な く な り 、 結 
果 と し て 投げ 技 の 強 さ が 半減 し て し まう 。 だ が 、 実 は この 投げ 
抜け を さら に 抜け る 方 法 が ある の だ 。 まず 、 投げ 抜け が 成立 | 
し て か ら 約 1 記 フ レー ム 後 、 ち ょ うど 投げ 抜け 成功 の エフ ェ ク | 
ト が 消え る 貞 間 か ら 己 フレ ー ム 以内 に P+IK+ 后 を 入力 する 。 
な ぜ か 投げ 抜け を さら に 抜け る こと が で きる の だ 。 どん な 投 


| 投げ 抜け され そう だ な と 思っ つた ら 、 投げ 抜け され た ら 、 タ イミ ング 良く 入力 す 無論 、 こ こ で 相手 が P+K+ 后 を 入力 する と 、 
げ 技 を 投げ 抜け され て も 、 コ マン ド は PP+IK+ 呈 な の で 、 完 和 全 | P+K+ 后 を 入力 する 準備 を し よう 。 れ ば 、 逆 に 投げ 抜け し た こと に な る 。 再度 投げ 抜け され る 。 


に 組み 合っ た 状態 に な っ て か ら 投 げ 抜け を する より も は る か | 
に 楽 。 この 技術 が 習得 で きれ ば 、 投げ 技 の 強 さ が よみ が える 。 | 


上 級 者 に 勝つ た め に は 確実 に マス ター し て お きた い 技 術 だ 。 2 と 
な お 、 こ の 投げ 抜け を 抜け る 動作 は タイ ミン グ さ え 間違え な | 刻 ツ 記 に お ける 其 本 戦術 構築 議 
けれ ば 一 生 続 く よ う に な っ て いる 。 | 


Ta で 生じ た スキ 


と に 、 強 力 な 打 軸 

の で IIZ 間 E2 作 を 叩き 込む 。 上 

Tg エ スケ ー プ 成功 ! イン 4 EE」 し 
い に MA 則 有効 な 戦法 だ 。 
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人 本 還 還 還 訂 下 還 是 且 FEHTITUG UIPER 三 ki ァ 


特殊 行動 「HIK キ ャ ン セ ル 」 と は ? 


FV に は も う 一 つの キャ ン セ レー シ 
ョ ン 、「IK キ ャ ン セ ル 」 と 呼ば れる も の 
が ある 。 K キ ャ ン セ ル と は 、 連係 の 途 
中 の 技 を キャ ン セ ル し て 次 の 技 を いき 
な り 出 し て し まう と いう も の だ 。 入力 方 1 
法 が 少し 特殊 で 、 ロ K キ ャ ン セ ル 可 能 な | et 。 
技 を 入力 し 切っ た 後に ボ タン を 押す | っ ( 
OL | この 時 点 で PP 械 と すでに 入力 し て お き ・…・ さら に この 時 点 で は 、 す で に 皿 、 曲 を 入力 し て お く 。 し か も 、 ヨ 発 目 が 出る 。 これ が IK キ ャ ン セ ル だ 
ー を 例 に 説明 する と 、 ま ず 、 コ マン ド を | する と 、 な せ ぜ か 吾 発 目 に キャ ン セ ル が か か り ・・ ] "ーー ー 
PIK と 入力 する 。 その 後 、P を 先行 入力 | 
で 入れ て お く 。 この 後 す ぐに 岳 ボ タン を | 
押す だ け 。 この と き 、 まだ 召 発 目 の ハ イ 
キッ ク が キャ ン セ ル 可 能 な 状態 な ら 、 ハ 
イキ ッ ク を キャ ン セ ル し つつ 、 ヨ 発 目 の | 
アッ パー を 出す は ず だ 。 KK キャン セル | 
が 可能 な 技 を 下記 に 示し た 。 コマ ンド 入 | 


力 の タイ ミン グ は 、 技 に よっ て 実際 に 試 | 1 き z 0 
し て 体 で 覚え て 欲し い 。 | あま り 実 用 性 が な い IK キ ャ ン セ ル だ が 、MAHIL- 実は 1 発 目 を キャ ン セ ル す る こと で 、 攻 股 発 生 時 間 
| ER の この 技 は 使え る 。 自体 を 速く する 結果 と な る 。 


主要 キャ ラク ター の KK キャ ン セル 可能 技 表 


トリ プル アタ ッ ク YKKIK 1 発 目 ビー ド タ ー シ レッ グ PKK 発 目 
E ス ワッ ト 立ち 途中 KIKK 1 発 目 レッ グ ビ ー ト KP 1 発 目 
バル カン レッ グ KKIK 1 発 目 
アイ スレ ッ グ ラウ ンチ IKK+ ロ 1 発 目 
クロ スズ スズ テ ッ プ ラウ ンチ K+iEIKIK 選 発 目 


コン ボ ・ ス イッ チア ッ パ ー PKP 発 目 
ダブ ル テ イ ル バス ター YKkYK 1 発 目 


ロー キッ クミ ドル フッ ク YKP 1 発 目 


ee HIMNE ヤ 
バッ クオ フ ・ デ ィ ッ チ + KKIK 1 発 目 


フウ リップ IKIK 1 発 目 
トー キッ クス コル ピオ ン 立ち 途中 IKIK 1 発 目 
トー キッ クキ ャ ッ ト ヒ ー ル 立ち 途中 IKIK+ 品 1 発 目 

コン ポ ・ ス イッ チア ッ パ ー PKP 発 目 

ハイ キッ ク フ ィ スト KP 1 発 目 

ハイ ・ サ イド キッ ク KK 1 発 目 TUIKID 

レポ リュ ーション ・ ツ ー YKIK 1 発 目 

スロ ウフ ッ ク ー ダ ブル アッ パー で や 記 +K 1 発 目 スタ ン デ ィング ・ ツ イン ダー ツ 立ち 途中 KKIK 1 発 目 
スタ ン デ ィング ・ ヒ ー ル ホイ ッ プ 立ち 途中 KK 1 発 目 
スタ ンド ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ 立ち 途中 KKIKK+ 還 1 発 目 

刻 ツ 史 に お ける 墓 本 戦術 構築 論 
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ンコ 王 ココ ココ ロコ ロロ コ mlmyG5 記 5SlBcII/A EBINUHHEHEDI-B 


ーー ・ ーー ュー 9 時 明和 
っ 全 アー ム ス トン シテ ィ の 名 門 私 立 小学 校 に 通う 小学 生 。 家 放 の 
3 0 小 演 生 事情 で ロボ ッ ト 工 学 の 大 家 で ある 祖父 の も と に 預け られ て 育 
「 短 ーー シー て つた 。 その 祖父 が ある 日 何者 が に 拉致 され た 。 市 の コン ピュ 
回 還 是 還 。 還 。 ー タ を ハッ キン グ し て 祖父 が 監獄 島 に ある 昌 -IMI- の 施設 に 居 
趣味 ビッ トゲ ー ム 集め 
陣 天 叶っ 有 間 る 事 を 突 さ 止め た エミ は 、 祖父 か ら も ら っ た "TED ロ Y IM- 
て 穫 で 局 広 い ly ご ! 

1 に 義 で 億 CH" を 背 に 、 祖 父 の 炒 出 の た め バ イ バ ー と な っ て 監 狼 島 へ 

ーー ドー 6 渡る 決心 を する 。 

ト Prndigu、5needl Freaik 


_ 回 
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特殊 行動 に つい て 


新 キ ャ ラク ター の EIMII に は 、 「 ね ころ び 」 と いう 特殊 な 行動 が ある 。 これ は ダウ ン 状 態 の よう に 地上 に ね そ べ る こと を いい 、 この ね ころ び 状 態 の と き 
は 、 上 段 攻撃 と 下方 に 判定 の な い 中 段 攻撃 を か わせ る よう に な っ て いる 。 また 、 この 状態 か ら は 様々 な 技 を 仕掛 ける こと が で きる の で 、 EMI の 攻め の 
幅 を 広げ た いな ら 必 要 不 可 欠 な 行動 だ 。 た だ し 、 こ の 状態 の と き の 移動 に は 制限 が ある 。 前 後に 移動 で きる も の の 非常 に 遅く 、 ダ ッシュ は で き な い 。 
また 、 特殊 行動 で ジャ ンプ は で きる が 、 ジャ ンプ 攻撃 を 出せ な いと いう 点 だ 。 この こと か ら ね ころ び 状 態 に な っ た 後 は 、 移動 する こと な ど 考 えす ず 、 攻撃 
を 出す こと が 先決 と いう こと に な る 。 奈 談 だ が 、 ね ころ び 状 態 中 に し ゃ が み ダ ッシュ の コマ ンド を 入力 する と 、 通常 の 移動 より も 早く 移動 で きる 。 


ね ころ び 状 態 に が な る に は 


ね ころ び 状 態 に な れる 技 
この ね ころ び 状 態 に な る た め に は 、 ふた つの 方 法 が ある 。 ひと つ は 、 ね ころ 

び の コマ ンド を 入力 する こと 。 そし て も う ひ と つ は 、 ある 特定 の 攻撃 の 後に 、 式 相 手足 側 ね ころ び 

P+K+a を 押し て ね ころ び 状 態 に する こと だ 。 コマ ンド 入力 で ね ころ びに する と ロコ モー ティ ブ PKP+IK+ 操 
き は 、 ね ころ び モ ーション 中 に 攻撃 を 受け て し まう こと が ある の で 、 ラ ウン ド 開 "アラシ ョ ン フ ァ イ タ ー PPPKP+Krg5 
始 時 や 相手 の ダウ ン 中 に 使う こと が 望ま し い 。 し か し 、 ね ころ びに 移行 で きる 
攻撃 は 、 フ ォ ロ ー モ ーション が な く な り 、 攻撃 を 与え た 後に ね ころ びに な れる の 
で 、 戦 い の 組み 立て の 中 に ね ころ び を 取り 入れ られ る 。 この た め 、 技 を 出し っ 」 レグ ルス KP+IK+ ロ 
つね ころ び 状 態 に し た 方 が リス ク も 少な く 、 また 攻め や すい の で 、 右 に 紹介 す 、 フロ ッ ガ ー の IKP+IK+ 操 
る ね ころ びに 移行 で きる 技 を し っ か り と 覚え よう 。 フロ ッ グ ス の KKIKP+K+ 操 


ヘッ ド オ ン PT+TIKP+IK+ 丘 
チョ ッ プ リフ ター ね ころ け 相 手 頭 側 ロ P ロ +IK+ 操 
ホッ ドロ ッ ド ね ころ び 相 手足 人 出 ロ P+IK+ ロ P+K+ 器 


ルー ド ダ ンタ ツマ PPP+IK+ 操 


所 相手 頭 側 ね ころ び 
クラ ッ ク ダ ウン ー サ ンダ ンス PPPYKP+K+ 操 
サン ダン ス \kKP+K+ 丘 


バハ ング オン ADBiE 1 ROW 
間 , 相手 に 足 向 け KP+ 


ね ころ び 状 態 か らち ょ こん と 下段 の 蹴り を 出す の が ボラ ンチ 。 この 技 自体 の ダメ ー ジ は 小さ く 、 
当たっ て も 非常 に 不利 な 状態 に な っ て いる 。 だ が 、 下段 キッ ク が 当たっ た 後に 刀 + 因 を 押す こと に 
より 、 両足 で 相手 の 足 を 挟ん で 投げ る 、 ハ ング オン に スイ ッ チ する こと が で きる 。 寝 た と き の 代表 
的 な 技 な の で 、 相手 に 警戒 され や すい が 、 フ ラッ シュ ギャ ル で 中 段 攻 撃 を 意識 させ た り 、 相手 の 反 
撃 を 誘う よう な シチュ エー ショ ン を 作り 出し て 技 を 出せ ば 、 決ま る 確率 は グン と アッ プ す る 。 


と 、 FIEHTIINE VIPER5 己 5ikillZ 
Q 2 か FIHarCEET KillZ 
SD 


ティップ タッ プ ipDtE 


ヘッ ドス プリ ング で 起き 上 が る と 同時 に 、 その 勢い で 前 方 に 蹴り 出す 。 攻撃 属性 は 中 段 攻撃 に 
な る の だ が 、 上 段 ガ ー ド 、 下段 ガー ド の どちら で も ガー ド さ れ て し まう 。 し か し 、 どちら の ガー ド も 
外す こと が で き 、 さ ら に ガー ド 後 は 五 分 に な つて いる の で 、 使用 頻度 は 高い 。 寝 て か ら の 技 の ほ と 
ん ど を ガー ド し て くる 相手 に は 、 と りあ え ず この 技 を ガー ド さ せ て 、 五 分 の 状態 か ら の 攻防 を し た 方 
が リス ク は 少な く て すむ 。 た だ し 、 乱発 を し て いる と 旧 - 旧 - 旧 が 発動 する の で 注意 。 


UPPER 5UARD 基 内 
UINDER LUARD TL 


選 口 , ヨ ロ 


モー ショ ン は スタ ン デ ィング アッ パー と ほぼ 同じ だ が 、 当たっ た と き の 浮 き が 高い の と 、 ア ー マ 
ー 破 壊 技 に な つて いる と ころ が 異な つて いる 。 ここ か ら 更 に 技 を 出せ る が 、 攻撃 発生 時 間 が 遅い の 
で 、1 発 目 を ガー ド さ れ た と き 、 相手 に 割り 込ま れる 危険 性 が ある 。 し か し ガー ド 時 は 若干 有利 に 
な っ て いる の で 、 相手 が ガー ド に 徹し て いる な ら ば 思 発 出し 切り 、 割り 込ん で くる 場合 は 1 発 止 め と 
いっ た よう に 使い 分 ける と いい だ ろう 。 


LUNNELTIUHN Nn1 PHINLH 
UPPER ARIWIDR LRLU5H! 


グラ ンド クロ ス 計 


この 下段 攻撃 は 、 技 を 出し た 後に 寝 た 状態 で 後ろ を 向く と いう 性 質 を 持っ て いる 。 この 技 が 当 
た る と 、 空中 受け 身 が で き な い 浮き に させ られ る 。 この と き に 、 ロイ ヤル アス コッ ト II か サン ダー 
ブレ ー ド を 確実 に 入れ る こと が で きる 。 また 、 ガー ド さ れ て も こち ら が 有利 に な っ て いる の で 、 前 記 
の ふた つの 中 段 、 下段 攻撃 で 2 択 を た か ける こと が で きる 。 ボラ ンチ を 警戒 し こし ゃ が み ガ ー ド に 徹 
する 人 に は 、 こ の 技 を ガー ド さ せ て 2 択 を 迫 ろう 。 


の つ 。 抽 


か の 


チョ ッ プ リフ ター EE 
寝 , 相手 に 頭 向け 


起き 上 が り ざ ま に 下 か ら す くい 上 げ る よう な パン チ を 繰り 出す 。 中 段 攻 
撃 の 浮か せ 技 に な っ て お り 、 さ ら に この 後 パ ンチ を 出せ ば 、 空中 に 高く 飛 
びな が ら 攻 撃 を 与え る チョ ッ プ リフ ターaー 上 を 出せ る 。 し か し 、 軽い キャ 
ラ で な いと 入れ る こと は で きず 、 また 途中 で 空中 受け 身 を 取ら れる と か 
わ さ れ て し まい 、 こ ちら の 着地 後に 反撃 を 受け て し まう 。 この た め 、 こ の チ 
ョ ッ プ リフ ター の み で 攻め た 方 が 無難 だ 。 ガー ド さ れる と 不利 に な っ て い 
る が 、 こ の 後に 思 + 力 + 還 で 寝る こと が で きる の で 、 リ スク を 軽減 する こと 


サ ンダ ー プ レー ド トロ 


寝 , 相手 に 頭 向け 世 5.15 


チョ ッ プ リフ ター と モー ショ ン は ほぼ 同じ だ が 、 チ ョ ッ プ リフ ターaー に 移行 で きず 、 また 寝る こ 
と も で き な い 。 し か し 攻撃 判定 が 低い 位置 に あり 、 グラ ンド クロ ス が 当たっ た 後 の 空中 受け 身 が で 
き な い 浮き に 確実 に 当て る こと が で きる 。 通常 時 に 当たっ た と き は 、 自分 の 後方 に 浮か せる の で 
コン ボ は 期待 で き な い 。 ガー ド さ れ た と き は 、 ほぼ 同時 に 動く こと が で きる の で 、 す ぐに ダン クシ ョ 
ッ ト や フリ ー キ ッ ク な ど 攻 撃 発 生 時 間 の 早い 技 を 出し て いけ ば 、 相手 の 攻撃 を つぶ し や すい 。 


ロイ ヤル アス コッ ト IL ME 


科 , 相手 に 頭 向け 放 族 ー 1 ロ ,14 


後ろ を 向い て 寝 た 状 態 か ら 出 せる 、 唯 一 の 下段 攻撃 。 グラ ンド クロ ス が 当たっ た 
後 は 空中 コン ポ ボ と し て 当て る こと が 可能 だ 。 また 、 サ ンダ ンス の 当たっ た 後に ね ころ 
びに 移行 すれ ば 、 よろ け 状 態 の 相手 に チョ ッ プ リフ ター と の 2 択 を 迫る こと が で きる 。 
後ろ 向き ね ころ び の と き は 、 チョップ リフ ター を 警戒 し て 、 立ち ガー ド に 徹する こと が 
多い の で か な り 当 た りや すい 。 連続 攻撃 に な つて いる が 、 ト ー タ ル の ダメ ー ジ が 小さ 
く 、 若干 不利 な 状態 に な っ て し まう の が 欠点 。 


ジャ ンプ バグ 


寝 、P+IK | NOTHING 


攻撃 を 出さ ず 、 ク マ の ジェ ッ ト で 垂直 に ジャ ンプ する 。 ジャ ンプ 中 は 下段 攻撃 が 当たら な いよ 
うに な っ て いる の で 、 ね ころ び 状 態 を 相手 が 下段 攻撃 で つぶ し に きた と ころ で 使え ば うま く か わ 
すこ と が で きる 。 た だ し ジャ ンプ の 初め の 方 は 下段 攻撃 が 当たっ て し まう の で 注意 。 ラウ ンド 開 
始 時 に ね ころ び 状 態 に し て お き 、 下段 攻撃 を 誘っ て 、 ジ ャ ンプ バグ で か わし た り 、 また 間合い が 
離れ て いる と き に 寝 て 、、 ス ライ ディ ング を ジャ ンプ で 避け る な ど 大 道 芸 的 に 使う と 相手 に 与え る 
屈辱 は 大 きい 。 


EICZEHE FIHC ラ EFW 


クラ ッ ク ダ ウン 5 玉 AIDDLE 


バン チヨ 発 の 連係 攻撃 。 ヨ 発 目 が 中 段 攻 撃 に な つて いる が 、 カウ ンタ ー を と っ て も 連続 攻撃 に 
は な ら な い 。 また 、 当たっ た と きも ガー ド 後 も こち ら 側 が 若干 不利 に な っ て いる 。 この 後に 続く 
連係 の アク ショ ン フ ァ イ タ ー と サン ダン ス は 、 前 者 は 上 段 、 後者 は 下段 攻撃 な の で 、 連係 で 2 択 
を 迫る こと が で き な い 。 だ が 、 ディ レイ を か け て 技 を 出す こと が 可能 な の で 、 ヨ 発 目 の 後に 反撃 
を 試み て くる 相手 に 使っ て いこ う 。 さら に 、 キッ ク 攻 撃 の 後 は +IK+ 加 で 寝る こと も で きる の で 、 
ディ レイ と 併せ て 使い 、 相手 を 翻弄 し て いく の が EMI の 戦い 方 だ 。 


や PE ビー 一 19.1 ヨ 


EMI の 主力 と な る 中 段 の 連係 攻撃 だ 。 攻撃 発生 時 間 が 早く 、 連続 ヒッ ト す る の で 返し 技 と し て 
、 も 使う こと が で きる 。 選 発 目 の 攻撃 が 当たっ た 後 は 相手 より も 先 に 動け る の で 、 中 段 攻 撃 と 投げ 
の 2 択 を か け て いこ う 。 ガー ド さ れ て も ほぼ 同時 に 動け る の で 、 ト リプ ル ア タ ッ ク や ハー ド ダ ンク な 
どの 攻撃 発生 時 間 の 早い 技 を 出し て お け ば 、 相手 の 攻撃 を つぶ すこ と が 可能 だ 。 この 後に P+IK+ 
で ね ころ び 状 態 へ 移行 で を る の で 、 ハー ド ダ ンク 後に 技 を 出し て くる 相手 に は 有効 だ 。 


BAHIW の 超 軍 賭 豚 斗 の よう に 、「 い て まう ぞ コ ラ ァ ! 」 と 言い な が ら 繰 り 出す 中 段 攻 撃 の スト レ 
ー ト バンチ 。 ガー ド 外 し 技 に な っ て お り 、 さら に 、 ガー ド さ れ て も 有利 な 状態 に 持ち 込め る の で 、 
非常 に 性 能 の 優れ た 技 と 言え る 。 し か し 、 攻撃 発生 時 間 が 遅い と いう 最大 の 欠点 が ある の で 、 使 
い ど ろ こ は か な り 絞 られ て し まう 。 相手 の 起き 上 が りや 地上 受け 身 に 技 を 重ね て お く か 、T『a で 横 
移動 し て 相手 の 投げ 抜け に 合わ せる よう に 出す の が いい だ ろう 。 


UPPER ELUARIH CRU55HIB 
UPPER ARIMIHIR LRU 呈 HI 


スタ ン デ ィング アッ パー MAIDDtE 


他 の キャ ラ の スタ ン デ ィング アッ パー と 違い 、 下 か ら す くい 上 げ る よう な パン チ の 中 段 攻撃 だ 。 
この 技 は 浮か せ 技 に な っ て いて 、 さら に 浮き が 低い の で 、 空中 コン ボ が 狙い や すく な っ て いる の が 
特徴 だ 。 浮か せ た 後 は ダン クシ ョ ッ ト や クラ ッ ク ダ ウン を 狙 つて いこ う 。 ガー ド さ れ た と き の ス キ も 
少な い の で 、 下段 パン チ や ロコ モー ティ ブ の よう な し ゃ が み 状 態 に な っ て いる 下段 攻撃 の 後に 、 投 
げ と 織り 交ぜ て 使っ て いく と いい だ ろう 。 


G Se LOC レー ロー 


クマ の ジェ ッ ト 噴 射 を 使っ て 自分 ご と 飛ん で いっ て し まう EIMII ら し い 技 。 浮か せ 技 に な っ て は 
いる も の の 自分 も 飛ん で いる の で 、 コ ン ボ は 狙え な い 。 また 、 こ の 技 の 最 中 に PP+K+ 暫 を 押す 
こと に より 伏せ る こと が で き 、 さら に PP を 押す こと で 下段 攻撃 の ドキ ドキ ペン ギン ラン ド を 出 
すこ と が で きる 。 この 技 は カウ ンタ ー で 当たれ ば 連続 に な る の で 、 im-L ロ HE を ガー ド さ れ た 後 
に 伏せ 、 反撃 し て くる 相手 に 当て よう 。 伏せ た 後 の 下段 攻 撃 が ば まれ て いる よう な ら ば 、 伏せ の 後 
に 中 段 攻 撃 や 下段 投げ に いく の も 効果 的 だ 。 


スー パー ロコ モー ティ ブ HOW KG 


ヘッ ド オ ン ANDDUE ANIDDLE 


前 転 の 途中 で 蹴り 上 げ 、 その 反動 を 利用 し て 、 ヘ ッ ド スプ リン グ で 振り 下ろ す 足 を さら に 相手 
に 当て る トリ ッ キ ー な 技 。 4 コマ ンド で 思 回 の 攻撃 判定 が あり 、 1 発 目 は 浮か せ 技 に 、 避 発 日 は ガ 
ー ド 外し に な っ て いる 。 技 の つなぎ 目 に 立ち パン チ な ど で 割 りこ まれ て し まう 危険 性 が ある が 、 
1 発 目 を 出し 終え た と き に 、 ね ころ び 状 態 へ と 移行 する こと が で きる 。 この た め 、 割り 込ん で く 
る 相手 に は 、 この ね ころ び を 使っ て いこ う 。 


FUHNNELTIHN Nan ど KILK 
UPPER 5UARI LRU5HI! 


、 FIGHTING VIPERG 己 ikillZ 
、FHargCtEr ら KillZ 


地上 を ゴロ ゴロ 転がり な が ら 下 段 攻 撃 を 出す 。 攻撃 発生 時 間 は 遅く 、 1 発 目 が カウ 
ンタ ー で 当たっ て も 発 目 が 連続 に な ら な い が 、 転がっ て いる た め に 上 段 、 中 段 攻撃 
を か わす と いう 性 質 を 持っ て いる 。 だ が 、 密着 時 に 思 発 目 を 出す と EMI が あさ っ て の 
方 向 に 行っ て し まう こと が ある の で 、 この よう な と き は 1 発 で 止め る 方 が 賢明 だ 。 1 発 
止め の 場合 、 相手 は ダウ ン し な い 
の で 、 思 発 目 の ディ レイ と 、 ス タ 
ン デ ィング アッ パー で 攻め る の が 
効果 的 。 立ち 状態 か ら 出 せる 唯 
ー の 下段 攻撃 な の で 、 使う 機会 は 
多い だ ろう 。 


アス トロ フラ ッシュ に 


WWWWWWWWWWWWWWWWWW 


WON 

EMI の 背負 つて いる クマ の 目 か ら 強 烈 な ビー ム を 発射 する 。 非常 に 強 そ うな 技 だ が 、 攻撃 発 
生 時 間 が 遅い た め に つぶ され や すい し 、 國 wA で 返 ぐ れ て し まう 上 、 ガー ド 後 は 投げ られ て し ま 
う 。 し か し 、 上 段 攻撃 や 攻撃 判定 の 高い 中 段 攻撃 を か わし な が ら 攻 撃 する 性 質 が ある の で 、 相手 
の 反撃 に うま く 合わ せる よう に 出し て 
いけ ば か な り 当 た りや すく な る 。 ま 
た 、 ヒ ッ ト 後 は 特殊 な よろ け 状 態 に 
な り 、 こ の よろ け に は コン ボ を 入れ る 
こと が 可能 だ 。 


アス トロ フラ ッシュ ー バ パッ シン グ シ ョ ッ ト 
ー 小 ダウ ン 

アス トロ フラ ッシュ の よろ け 中 に パッ シン グ シ ョ ッ ト が 9 お 碑 「 と 2 1 ーー トー ーー ーー 
入る 。 バッ シン グ シ ョ ッ ト が 当たっ た 後 は 地上 受け 身 し か 思 4 Ui 
取る こと が で き な い 。 また 、 受 け 身 を 取ら れ て も 、 受 け 身 
中 に 小 ダ ウン 攻撃 が 確実 決ま る 。 全 キ ャ ラク ター に 入 
る 安定 し た コン ボ だ 。 


アス トロ フラ ッシュ の ヒッ ト を 確認 し た ら す パッ シン グ シ ョ ッ ト で 浮い た 相手 は 、 空 中 受 この よう に 地上 受け 身 を され て も 、 小 ダウ ン 
ぐに パッシング ショ ッ ト を 入力 し よう 。 け 身 の で き な い 浮き に な る 。 攻撃 を 確実 に 入れ る こと が で きる 。 


アス トロ フラ ッシュ 
ー ダ ンク ショ ッ ト ーIK. ロ パン チ 


アス トロ フラ ッシュ か ら ダ ンク ショ ッ ト を 出す の が 以外 
と 難し い が 、 な か な か 見 栄え の いい コン ボ だ 。 足 位置 が 
正 位置 で し か 虐 . 還 パンチ が 入ら な い の で 、 八 の 字 の と き 
は カウ ンタ ー ラ ン を 入れ よう 。 た だ し この コン ボ は EMI 
に だ け は 入ら な い 。 


一 


アス トロ フラ ッシュ の 硬直 は 長い の で 、 ダ ンク ダンク ショ ッ ト が 当たっ た と き の ダ ウン は 受け 
ショ ッ ト の 入力 を 失敗 し な いよ うに 。 身 を 取る の が 難し い 。 


トリ プル アタ ッ ク MIDDLE MAIDDLE AIDDE 


WINWIN 


EMI の 主力 技 と な る 、 攻撃 発生 時 間 の 早い 中 段 攻撃 の キッ ク の 後に 、 立て 続け に も う 思 発 キ ッ ク を 出す 連係 攻撃 。 1 発 
目 が 当たる と 空中 に 浮く の で 、 忌 。 ヨ 発 目 は 空中 で 当たる こと に な る 。 し か し 、 相手 に うま く 受 け 身 を 取ら れる と 、 ヨ 発 目 が 
ヒッ ト せ ず に 、 着地 し た 相手 か ら 反 撃 技 を も ら う の で 注意 。 また 、 ガー ド 時 は 吾 発 目 より ヨ 発 目 を ガー ド さ れ た 方 が 硬直 が 長 
い の で 、 己 発 で 止め た 方 が いい だ ろう 。 また 、 1 発 目 は キャ ン セ ル を か けら れる の で 、 キャ ン セ ル か ら の 投げ も 有効 だ 。 


LUHNINELTIHN Nn1 KICK 
CAINCELLATIUIN 


14.18 
相手 の 足下 に 体 全体 で 回 転 し て キッ ク を 当て 、 更に 下段 の ドロ ッ プ キッ ク を 食らわ せる 攻撃 だ 。 
1 発 目 が 当たる と よろ け 状 態 と な る が 、 こ の よろ け は 回 復 可 能 。 し か し 札 発 目 を 出せ ば 確実 に ヒッ 
ト す る 。 さら に 、 1 発 目 の 後 に PP+IK+ 品 を 押す こと に より 、 後ろ を 向い た 状態 で 寝る こと も で きる 。 
また 、 こ の 技 は し ゃ が み 状 態 か らし か 出せ な いた め 、 バ レッ ト や スー パー ロコ モー ティ ブ の よう な し 


ゃ が み 状 態 に な る 技 か ら 出す こと が 多い 。 し か し 、 や SKK と 入力 すれ ば 立ち 状態 か ら で も 出す 
こと が で きる の で 、 覚え て お こう 。 


フロ ッ ガ ー 


ピ ョ コ ン と 飛び 跳ね 、 相手 の 硝 面 を 両 腔 で 蹴り つけ る 中 段 攻撃 だ 。 攻撃 発生 時 間 は あま り 早 く 
は な く 、 当て て も ダウ ン さ せら れ な い 。 し か し 、 こ の 技 を ガー ド さ れ て も 五 分 の 状態 に 持ち 込め 、 
さら に この 後 ね ころ び 状 態 に な る こと も 可能 だ 。 また 、 特筆 すべ き 点 は 、 相手 の アー マー が 上 下 
と も な いと き に 当て れ ば 、 非常 に 有利 な 状態 を 作り 出す こと が で きる 。 フロ ッ ガ ー の 後に 続く 連 
係 も ある が 、 技 の つなが り が 遅く 、 簡単 に 割り 込ま れる の で 、 特に 使う 必要 は な い 。 


EMI 版 の サマ ー ソ ルト 。 他 キ ャ ラク ター の サマ ー ソ ルト と は 違い 、 自分 は 空中 に 浮か ず に 地上 
で 後 転 す る の で 、 ガー ド 後 は 不利 な 状態 に な っ て いる に も か か わら ず 、 反撃 は 受け な い 。 また 、 当 
た っ た 後 は 相手 が 引き 寄せ られ る よう に 浮き 、 間合い が 離れ な い の で 、 攻め 込む こと が 容易 に な 
っ て いる 。 重量 の 軽い キャ ラク ター な ら 空 中 投げ を 狙い に 行く こと も 可能 だ 。 攻撃 発生 時 間 も 早 
く 、 ガ ー ド 外し 技 な の で か な り 使 い 勝 手 は 良い が 、 レ バー を 長く 入れ すぎ て ホッ パー ロボ が 暴発 
し な いよ うに 気 を つけ よう 。 


レフ さ Se VIPERG5 己 li 
3 CharCtET 上 KillZ 


パッ シン グ シ ョ ッ ト APD 


WW 


攻撃 発生 時 間 が 早い 中 段 攻 撃 の 蹴り 上 げ 技 だ 。 浮か せ 技 に な っ つて いる の で 、 当たっ た 後 は 有利 
に 戦い を 進め る こと が で きる 。 また 、 カ ウン ター で 当たっ た と き は 高く 浮か せら れ 、 間合い も 離れ 
な い の で 、 空中 投げ も 狙い に いけ る 。 また 、 ig&A を 外す こと の で きる も っ と も 攻撃 発生 時 間 の 早 
い 技 な の で 使用 頻度 は 高い 。 ggA を 外し た と き は 五 分 の 状態 と な る の で 攻め 込ん で いけ る が 、 
普通 に ガー ド さ れる と スキ が 大 きく 、 投げ が 入っ つて し まう の が 欠点 だ 。 


] | 
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相手 の 足下 に ドロ ッ プ キッ ク を 食らわ せる 、 EMI 唯一 の ダウ ン さ せら れる 下段 攻撃 。 この 技 の 
特徴 は 、 技 を 出し た 後に 自分 も ダウ ン 状 態 に な つて し まう こと 。 この た め 、 当たっ た と き に 攻め 込 
ん で いく こと は で き な い 。 また 、 ガー ド さ れ た と き に 、 し ゃ が み 投 げ や 中 段 攻 撃 に よる 反撃 を 食 ら 
うこ と は な い が 、 相手 が すばやく ダウ ン 攻 撃 を 出し て くる と 当たっ て し まう 。 し か し 、 下段 攻撃 の 中 
で も っ と も 攻撃 発生 時 間 が 早く 、 ダウ ン を 奪え る の で 頼れ る 技 だ 。 奈 談 だ が 、 こ の 技 の 後に その 
場 起き を し 、 す ぐに テイ ル ガ ン ナー を 出す と 後方 に 技 を 出し て し まう の で 気 を つけ よう 。 


WWWWWWWWWWWWWWWWW 


両手 を ぐる ぐる 回 転 させ て 、 その 後 相手 に 向かっ て ダイ ブ し て いく EMI の 豪快 な 旧 .IK. 加 技 。 
ステ ィ ン ガ ー ス ロー の と ころ で 説明 を する よう に 、 し ゃ が み 投 げ の 後に 受け 身 を 取ら な けれ ば 、 確 
実に 当て る こと が で きる 。 た だ し 、 全 キ ャ ラク ター の 旧 .IK. 加 技 の 中 で 、 も っ と も 攻撃 発生 時 間 が 


遅い の で 、 通 常 で 当て る こと は 困難 を 極め る だ ろう 。 


ギャ ラク シー フォ ー ス 


相手 を 持ち 上 げ 、 回 転 し な が ら ク マ の ジェ ッ ト で 空 高く 持ち 上 げ て し まう 、 豪快 な 投げ 技 。 
ダメ ー ジ は MUF ロ キャ ッ チ ャ ー と 同じ だ が 、 投げ た 後に 受け 身 を 取ら れず 、 ダウ ン 攻 撃 も 確実 
に 入る の で 、 総合 的 な ダメ ー ジ は こち ら の 投げ の 方 が 高い 。 この た め 、 相手 に 警戒 され 投げ 抜 
けさ れ や すい の が 欠点 だ 。 他 の 投げ と 使い 分 け て 、 投げ 抜け され な いよ うに し て いこ う 。 


UFD キ ャ ッ チ ャ ー 
英 の 近く 全 ツ 記 + 括 ーーーー 


相手 を 持ち 上 げ 、 頭 の 上 で 回 転 さ せ た 後に 放り 投げ る 豪快 な 投げ 技 。 ダメ ー ジ は EMI の 正面 
投げ の 中 で 最大 だ が 、 着地 後に 受け 身 を 取ら れる と 、 ダウ ン 攻 撃 が 入ら な い 。 ギャ ラク シー フォ 
ー ス と 使い 分 け 、 投げ 抜け され な いよ うに し て 大 ダメ ー ジ を 与え て いこ う 。 コマ ンド 入力 が 難し く 、 
と っ さ に 出し づら い が 、 下方 向 の 投げ は 投げ 抜け され に くい の で 、 確実 に 投げ が 決ま る 場所 で は 
使っ て いき た い 。 


JNNiudMi 


この 投げ 自体 の ダメ ー ジ は 低い が 、 投げ の 最 中 に 追加 コマ ンド を 入力 すれ ば 投げ コン ボ の ゲッ トバ ス に 移行 する 。 し か 
し ゲッ トバ ス は 投げ 抜け が で きる の で 、 投 げ 抜け され る よう で あれ ば スポ ー ツ フィ ッ シ ン グ で 止め よう 。 この 技 で 止め る と 、 


相手 の 背後 を 取る こと が で きる 。 し か し 相手 側 は ダウ ン 回 復 が で きる の で 、 背後 か ら 攻撃 を 当て る の は ます 不可 能 。 ここ 
は 安定 し て ダウ ン 攻 撃 を し た 方 が 無難 だ 。 
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シノ ビ meOW 


相手 の 腕 を 取り 、 ひね りな が ら 相 手 を 倒す 。 ダメ ー ジ は 低い も の の 投げ 抜け され に くく 、 また 
1 コマ ンド で 投げ られ る の で 、 非常 に 使い 勝手 の いい 投げ 技 だ 。 投げ た 後に ダウ ン 攻 撃 を 入れ 
る こと は で きす ず 、 追加 ダメ ー ジ は 期待 で き な い が 、 確実 に 相手 の 体力 を 奪い た いと き に は この 
投げ を 使っ て いく と いい だ ろう 。 


受け 身 を 取ら れ な けれ ば 、 アス トロ フラ ッシュ 、 力 - ロ バン チ な ど が 追い 討ち で 入る 。 さら に は 
旧 -K- ロ 技 の FU 戦士 よう こち ゃ ん も 入れ る こと が 可能 だ 。 また 、 相手 を 画面 端 に 追い 込ん 
だ 状態 で て スティンガー スロ ー が 決ま っ た と き は 、 壁 に 当たっ た 瞬間 に 空中 投げ を 決め られ る 。 


ン 


ステ ィ ン ガ ー ス ロー 
ーUFQ 戦 士 よ うこ ちゃ ん 
ステ ィ ン ガ ー ス ロー の 着地 時 の 受け 身 は 、 タ イミ ング が 
か な り シ ビア に な っ て いる 。 この た め 、 技 が 決ま っ た 後 は コ 
ン ボ を 狙い いい っ て も いい だ ろう 。 アー マー 脱衣 も 決め ら 
れる が 、 これ で 旦 .K. に する に は 体力 調整 が 難し い 。 


間 FEEETHILMIITHT 


相手 の 体力 が この くら いで な いと 、 技 を 当て 技 の 硬直 が と けた ら す ぐに コマ ンド を 入力 。 バウ ンド 中 に 昌 。IK。 則 技 が 入る 。 受け 身 を 取 
て も 倒せ な い の で 、 体 力 調整 は 慎重 に 。 硬直 中 に コマ ンド を 連打 し て も KK だ 。 られ な いこ と を 祈 ろ う 。 


エア レス キュ ー 
両者 空中 < で P ロ +IK+ 括 = 


今 作 の 空中 授 げ は 、 ダ メー ジ が か な り 減 っ て し まっ た が 、 投げ 間合い が 広く な り 投げ や すく な っ 
て いる 。 リン グ 中 央 で 浮か せ た と き は 、 間合い が 離れ て し まう の で 空中 投げ を 狙う の は 難し い が 、 
壁際 で 浮か せら れれ ば 決ま りや すい 。 た だ し タイ ミン グ 良 く 空中 受け 身 を 取ら れる と 投げ られ な 
い の で 気 を つけ よう 。 また 、 投げ 終え た 後 、 相 手 に すけ ば や くそ の 場 起き を され る と 、 反撃 を 食らっ 
て し まう の で 、 あま りお むやみ に 狙わ な いよ うに 。 


起点 は ハー ド ダ ンク 


EMI の 持つ 技 の 中 で も っ と も 頼れ る ハー ド ダン ク 。 その 理由 は 攻撃 発生 が 早く 、 
スキ が 少な いこ と 。 そし て 、 相手 の 攻撃 を か わす 寝 転 び 状態 に 移行 で きる か ら だ 。 EMI 
は この 技 を 起点 と し 、 攻め 立て て いく こと に な る 。 まず 、 ハー ド ダ ンク か ら ね ころ びに 
移行 する の を 基 本 方 針 と し て 、 ね ころ ぴか ら は ハン グ オ ン 、 フラ ッシュ ギャ ル 、 テ ィ ッ プ 
タッ プ を 使い 分 け て いく 。 この ね ころ び を 嫌がり 、 ね ころ び を つぶ せる 技 ( 表 参照 ) を 

出し て くる よう な ら 、 ハ ー ド ダン ク か ら ね ころ びに 移行 せ ず 、 再度 ハー ド ダ ンク で 押え 
込む お 。 ハー ド ダン ク が 当たっ た と き は こち ら が 有利 な の で 、 その 対抗 技 を すべ て つぶ 
すこ と が 可能 だ 。 な お 、 人 ハード ダン ク を ガー ド さ れ た 後に 民 AXEIL の サマ ー ソ ルト キ 
ッ ク MAHILER の ジョ ウ ク ラ ッ ク ・ キ ッ ク 、 EMII の ダン クシ ョ ッ ト 、 CHARILIE の ビ 
ー ト ・ ロ ー" ル ルイ を 出さ れる と 、 ね ころ び 、 ハー ド ダ ンク どちら も つぶ され て し まう 。 な 
の で 、 サ マー ソル トキ ッ ク 、 ジョ ウ ク ラ ッ ク ・ キ ッ ク 、 ダン クシ ョ ッ ト に 対し て は 后 &&A で 
確実 に 対処 し 、 HAIRLNE の ビー ト ・ ロ ー・ 人 ハイ は 下段 攻撃 な の で 少々 厄介 だ が 、 と 
に か く 台 発 目 を し ゃ が ん で か わし 、 反撃 で きる よう に し て お こう 。 結果 と し て ハー ド ダン 
ク を 当て た 後 は 、 再 度 ハ ー ド ダ ソ ンク, ハード ダ ンク ー ね ころ び を 使い 分 ける こと に よっ 
で 、 相 手 は 無 蘭 に 手 を 出せ な く な る 。 ここ に 投げ 技 を 纏 り 交ぜ て いけ ば 相手 に と っ て 
料 な 選択 を 迫る こと が で きる だ ろう 。 


ティ ッ プ タッ プ 後 の 選択 肢 

前 述 し た 通り 、 ハー ド ダ ンク か ら ね ころ び 状 態 に 移行 し た ら ハ ング オン 、 フラ ッシュ 
ギャ ル 、 ティ ッ プ タッ プ の ヨ つ を メイ ン に 攻め 立て る 。 まず 、 基本 と な る の は ハン グ オ ン 
と フラ ッシュ ギャ ル の 吾 択 。 し か し 、 ハ ング オン は 威力 が 高い た め 秋 戒 さ れ や すく 、 フ 
ラッ シュ ギャ ル は 攻撃 発生 時 間 が 違い の で 、 技 の モー ショ ン を 見 て か ら ガー ド され る 可 
能 性 が 高い 。 相手 が ガー ド に 徹し て いる よう な ら テ ィ ッ プ タ ッ プ を 出し 、 攻 欠 維 持 に 移 
る 。 ティ ッ プ タッ プ 後 は 五 分 。 ここ か ら は ハー ド ダ ンク 、 サ ンダ ンス の 必 た つ を 使い 分 
け で て いく 。 まず 、 ハー ド ダ ンク だ が 、 こ れ は 出 の 早い 中 段 を 持た な い キ ャ ラク ター に 対 
し て 有効 。 また 、 し ゃ が み パ ンチ に も 打ち 勝て る の で 非常 に 強力 だ 。 この ハー ド ダン 
ク を つぶ ぷ ぶす た め に 、 上 段 パ ソチ や 后 胡 AA、 ま た は T『 哲 を 行う 相手 に は 下段 攻撃 の サン 
ダン ス を 出し て いく と いい 。 また 、 こ て の サン ダン ス は MAHLER の フッ クア ッ パ ー な 
ど 、 攻撃 判定 が 上 方 に ある 技 を か わし な が ら 攻 撃 で きる た め 、 意外 に 有効 な 選択 肢 と 
いえ る 。 た だ し 、 こ の ふた つ で も 対処 で き な い 攻 撃 は あり 、 それ は IFIKY の ニー&. 
ハイ スピ ン や 刀 AHIW の 鉄 肘 な ど 。 キャ ラク ター は 限ら れ て いる が 、 五 分 の 状況 な の 
で 、 当 然 哲 上 A を 出す こと も 重要 だ 。 この と き 使 う &A は 当たっ た 後に 大 ダウ ン 攻 
撃 を 決め られ る ブロ ックス ラッ プ が いい だ ろう 。 ちな み に 、 ティ ッ プ タッ プ は ガー ド 外 し 
の た め 、 生 ,, 操 の 影響 を 受け る と 、 た っ た 回 出し た だ け で 投げ 技 で 反撃 を 受け る 
こと に な る 。 ティ ッ プ タッ プ は ね ころ び 状 態 で 最も 使用 頻度 の 高い 技 な の で 、 こ れ に は 
十分 注意 する よう に 。 


サン ダン ス 後 は 再度 ね ころ び へ 

サン ダン スー ね ころ び は ヒッ ト 、 ガ ー ド 問わ ず 、 有 利 な 状況 を 作り 出せ る の で 、 サン ダ 

ンス 後 は 必ず ね ころ びに 移行 する よう に 心掛け よう 。 使い どこ ろ は 前 述 の ティ ッ プ タッ 
プ 後に 出す 以外 に も 、 起 き 上 が り に 選択 を 迫る と き や 中 間 距 離 か ら 出 す な ど 、 様 々 な 
使い 道 が ある 。 また 、 立ち バン チ か ら の 運 係 で ちあ る クラ ッ ク ダ ウン ー サ ンダ ンス ー ね 
ころ び を お も お ろ に 出し て いく の も いい 。 ここ か ら は サン ダー ブレ ー ド と ロイ ヤル アス 
コッ ト で 加 択 を 迫 る の が 得策 。 な お 、 サ ンダ ー ブ レ ー ド は スキ が な い の で 、 ガー ド さ 
れ て も ティ ッ プ タ ッ プ 後 と 同じ よう に 、 ハー ド ダ ンク 、 サン ダン ス 、 同 &A と いっ た 選択 
肢 で 攻め 立て る こと が で きる 。 ロイ ヤル アス コッ ト II は 1 発 目 が 当たっ て いれ ば 以 発 目 
に つなが る 。 だ が 、 ガ ー ド され た 場合 に は 当然 つなが ら ず 、 ガー ド され る と スキ が 大 き 
い 。 な の で 、 こ の ガー ド さ れ た と き の フォ ロ ー と し て 1 発 止め か ら の 連係 を 組み 立て て 
みる と いい 。 1 発 目 は スキ が 少な い の で 、 す ば や く 次 の 行動 に 移る こと が で き 、 ハー ド 
ダン ク に つなげ ば 、 そう 簡単 に は 見 切ら れ な い だ ろ う 。 また 、 加 発 目 に は 多少 ディ レイ 

が か か る の で 、 そ れ と 併用 し て いけ ば 完全 に 天 択 を 迫 れ る 。 


CHaraCLter killZ 


その 体 の 小さ さか ら も 分 か る よう に 、 本 を スカ 9 で 19 つこ てい 
る 。 また 、 特殊 構え の ね ころ び も 同じ 。 この 特異 な 性 質 を 持つ 技 、 行動 の 
数 々 、 そし て 独力 な 中 段 攻撃 ハー ド ダン ク を 服 使 し て 攻め 立て る の だ 。 


) FlHTiNg VIPER 選 5killZ 


ハー ド ダン クタ か ら /\ー ド ダ ツ クタ 前 回 の ハー ド ダ 
ツク が 当たれ ば 非 党 に 強力 な 連係 な な る 。 この 後 
は A に 戻り 、 再度 攻め 立 で よう 。 | 


ハード ダン クー・ ね とろ び 


八 ド ダ ソ タク TUT ド ダック を そう と 、 立ち 
バンチ な び の すばやい 投 、 大 貞 A で 反撃 し て くる 相 
手 に 有効 。 て の 居 転 び を ゆ 避 す た なめ に 「| 装 寝 転 び 
技 ] 大 出 U で くる 場合 は 上 上 肥 の /TR ダ ツク で つ 避 
WM 


攻撃 発生 が 早い 上 に 、 当 て れ ば 有利 な 状況 算 作 
り 出せ る 。 この 後 、 再 度 ハ ー ド ダン 人 ハー ド ダ ツ 
クー ね ころ び 、 投げ を 使い 分 け 攻 め 立 て る 。 


リツ に 対す る ガー ド 、 
/// 和 0 の 90 下 


面 で 見 で 、 全う 投げ は ギャ ラク シー フォ ー ス が 一 
が 、 げ 誠 け 対策 と し て 他 の けど の 全 り 分 け を 
UWUNKN3Ia | 


ケイ ツク タッグ 


ウラ ウジ ルル 


ハー トド タン ク 


ウロ ックス ラッ プ 


サン ダン スズ こね ころ び 


の て 生生 思 ろ ぶ 


相手 の 攻撃 を ガー ド し 、 こ ちら が 有利 な 状況 な ら 忌 択 を 仕掛 ける の が セオ 
リー。 EMII な ら ハ ー ド ダン ク と 投げ の 豆 択 が いい だ ろう 。 だ が 、 こ の 有利 な 
状況 で あえ て ね ころ ぶ と 、 相手 の 防御 手段 と し て 考え られ る 攻撃 を ほとん ど 
か わし 、 そ の 後 ハ ング オン を 技 の 硬化 中 に 決め た り 、 ね ころ び か ら 攻 め を 展 
開 で きる 。 こう な る と 、 相手 の と る 行動 は 「 ね ころ び 状 態 に 当たる 技 を 出す 」、 
[ガー ド に 徹する 」 か の ふた つ に 限定 され 、 ハ ー ド ダン ク と 投げ の 選択 が さ 
ら に 活き て くる 。 つま り 、 反撃 時 に この ヨ つ の 行動 を 使い 分 ける こと に より 、 
相手 に か な り 嫌 な 選択 を 迫 れ る の だ 。 


PTE 1 と の り 27 カ 
cl 
と 2 
『 で で て は 3 < ミ ミ 


PPrTPIYPTT この 後 、 ね ころ ん 5g&A は も ちろ ん か わし 、 あ の 根性 肘 すら も 無力 化 で きる 。 
で し まえ ば ・・ 
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そこ 
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Nm 


Eu 


代目 "仁義 軍 除 "を 名 乗っ て バ 


悪 の 市 長 と し て 君臨 し て いる こと を 知り 、 


め 再 び 闘 い 始 め る 。 


い t 
mm 間 N 


TREE HP ーー 


が 、 母 を 捨て 自分 を 捨て た 未だ 見 ぬ 

ン 
父 を 捜す 旅 に 出 た が 、 再 び 立 ち 寄っ た アー ム ス 
"バイ パー 狩り "の 騒ぎ に 巻き 込ま れる 。 


め に 刀 年 前 に アー ム ス ト 


故郷 で は 
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胃 四 目 目 | 


ロー 訂 っ UIUMVU 放 / | 


直 衆 陸 麗 斗 (スー パー スト レー ト ) 


「 い て まう ぞ コ ラ ァ ! 」 と いう か け 声 と 共に スト レー ト を 繰り 出す 、 草 AHIW の 代表 的 な 技 。 上 


段 攻撃 で 攻撃 発生 時 間 は 遅 め だ が 、 リー チ が 非常 に ある 上 に 威力 も 高い 。 また 、 ガー ド さ れ て 
も こち ら が 有利 に な る の で 、 すぐ に 攻撃 に 移 れ ば 優位 を 保っ て いけ る 。 た だ し ガー ド 外 し 技 の 
た め 、 昌 。 提 . 提 が 発動 する と 相手 の 硬化 時 間 が 一 気 に 短縮 され て 不利 な 状態 に 昌 っ て し まう 。 
乱用 は 避け る べき だ 。 ちな み に コ マン ド の 関係 上 、 誤っ て 鉄 対 を 出し や すい 。 し か し 、 前 作 同 
様 に ツ SG>P で も 出せ る の で 、 と っ さ に 出す な ら こ の コマ ンド を 使 お う 。 また 、 しゃ が み 状 態 か 
ら は 必 記 だ け で も 出す こと が で きる 。 


UPPER BUAR 有 D LRU5HI 
UPPER ARIVIDIR LRU 呈 HI 


MIDDLE 


攻撃 発生 時 間 が 非常 に 早い 中 段 攻撃 な の で 、 こ の 技 を 起点 に 攻め て いく こと に な る 。 ガー ド さ れ て も ほとん ど 不 利 に は 
な ら ず 、 再度 鉄 対 を 出し た り 、 根性 肘 や 投げ 技 な ど を 出し た り し て 、 攻撃 の 手 を 緩め る こと な く 押 し 切っ て いこ う 。 技 が 当 た 
っ た 後 は 若干 有利 に な っ て いる の で 、 返 し 技 と し て 使え ば ここ か ら も 攻め 込む こと が 可能 だ 。 た だ し 、 あま り に も 使用 頻度 
が 高い た め 、 すぐ に 相手 の 硬化 時 間 が 短く な り 、 反撃 を 受け や すく な る の で 注意 し よう 。 


葬 華 火 (こぶ し は な び ) App 


。 4 しゃ が み 状 態 @5】 

相手 を 高く 浮か せら れる アッ パー。 攻撃 発生 時 間 は 早く 、 上 邊 攻撃 を か わす こと が で きる の で 、 相 手 の 反 撃 に 合わ せる よ 
うに 出し て いく の が この 技 の 使い 方 だ 。 浮か せ た 後 は 超 軍 暗 黄 や 肘 鉄 山 な どの 空中 コン ボ を 狙っ て いこ う 。 し ゃ が み 状 
態 か ら 出せ る 湖 華 火 は 、 立ち 状態 か ら 出す より も 攻撃 発 生 時 間 が 早い 。 その た め 、 座 挙 骨 や キャ ン セ ル 下 足跡 な どの し ゃ 
が み 状 態 か ら 源 華 火 、 仁 義 激 義 破 、 投 げ の ヨ 択 は 見 切ら れ づら く 、 非常 に 有効 な 戦術 と いえ る 。 


仁義 激闘 破 ( じ ん ぎ きけ 寺 と う ト す ) BAHIM の 数 少な い 下 段 攻撃 だ 。 下段 技 に し て は 攻撃 発生 時 間 が 早い 部 類 に 入る た 
に ーー つり 


め 、 割 と 見 切ら れ に くい 。 ガー ド さ れ た と き の 硬 化 時 間 が 長い た め に し ゃ が み 投 げ を 
決め られ て し まう が 、 旧 AHIN は 強力 な 中 段 攻撃 を 豊富 に 持っ て いる だ け に 、 相手 は 
下段 攻撃 を あま り 意 識 し て いな い は ず だ 。 そこ で この 技 を 使っ て 下段 ガー ド を 意識 さ 
せれ ば 、 中 段 攻撃 も 効果 が 増し しく る だ ろう 。 し ゃ が み 状 態 か らし か 技 を 出せ な いと 
いう 欠点 は ある が 、 座 拳 骨 や キャ ン セ ル 下 足 蹴 を うま く 使っ て その 欠点 を カバ ー し て 
いこ う 。 また 下段 アー マー を 破壊 で きる 技 な の で 、 相手 の 下段 アー マー が 点滅 し て い 
た ら 積 極 的 に 使っ て アー マー を 破壊 し よう 。 


UINDER ARIMIDR LRU5H! 


FIEHTIING VIPER5 己 5lki ァ 
FHarCtET に KillZ 


LUHNNELTIHN Nan1 UPPER 
UPPEIR iLUAIRE ERHU55H8 


FLHNNELTIHN Nn ど UPPER 
UPPEIR ELUARID ERU5HIB 


前 作 で は 非常 に 出し に く か っ た 技 だ が 、 コ マン ド の 受付 が 甘く な っ た た め 、 か な り 楽 に 出せ 
る よう に な っ た 。 ガー ド さ れ た と き の ス キ は 大 きい が 、 攻撃 発生 時 間 が 非常 に 早く 、 上段 パン 
チ を か わせ る メリ ッ ト が ある 。 そこ で 、 疾風 膝 や 傍 蹴 を ガー ド さ れ た と き な ど 、 相手 が 打撃 を 
出し て くる と ころ で 使う と 効果 的 だ 。 た だ し 、 この 場合 は 自分 の 体力 に 余裕 が ある と き に し て お 
こう 。 ちな み に 画面 中 央 で 当て た 場合 、 相手 に すばやく 受け 身 を 取ら れる と フレ アト ー で 反撃 
され て し まう が 、 画面 端 へ 追い 込ん で いる と き は 、 壁 に 当たっ て 受け 身 の 取れ る タイ ミン グ が 
遅く な る た め に 反撃 を 受け な い 。 


根性 肘 (こん じょう ひじ ) 


前 作 は 一 歩 後ろ に 引い て か ら 技 を 出し て いた が 、 今回 は 軸 を ずら し て か 
ら 攻 撃 す る よう に な っ た 。 ほとん どの 攻撃 を 避け られ る た め 、 暫 届 A や テ 
ッ ク ガ ー ド と 同じ よう に 、 硬化 時 間 の 短い 技 を ガー ド さ せ た 後 の 相手 の 反 
撃 に あわ せ て 使っ て いく の が 有効 だ 。 た だ し 、 ガー ド 後 の 硬化 時 間 は 非常 
に 長く 、 様々 な 反撃 技 を 入れ られ て し まう 。 また 曰 上 A で も あっ さり と 返 
され て し まう の で 注意 が 必要 だ 。 し か し メリ ッ ト の ほう が 大 きい の で 、 う 
まく 使い こなせ ば も っ と も 頼れ る 技 に な る だ ろう 。 


肘 根 若 ( ひ じ こ ん ほ ) 。 購 時 


肘 を 思 発 立て 続け に 出す 中 段 の 連係 攻撃 。 1 発 目 の 鋼 肘 が 当たれ ば 
選 発 目 も 連続 で 当たる 。 か な り 前 に 踏み 込ん で 技 を 出す た め に 攻撃 発 
生 時 間 が 遅い 。 その た め 、 相手 と の 密着 時 は つぶ され や すい の で 、 中 
距離 で 使っ て いこ う 。 また 、 1 発 目 が カウ ンタ ー で 当たっ た と き や 、 空 
中 受け 身 の 着地 直後 に 当たれ ば 、 回 復 不可 能 な よろ け に させ られ る 。 
よろ け 中 に は 刀 発 目 よ り 強 力 な 技 を 当て られ る の で 、 こ の よろ け を 狙 
っ て 技 を 出す と き は 鋼 肘 だ け を 出し て いこ う 。 


肘 鉄 山 (ひじ て つ ざ ん ) MIDPLE 7AIDDIE 
ii 記 < く PP 記 + 護 


肘 根 苦 の 思 発 目 の 肘 が 鉄山 者 に な っ た 強力 な 技 。 こち ら も 連続 攻撃 
だ が 、 鉄山 者 を ガー ド さ れ た 後 の ス キ が 非常 に 大 きい の で 、 通 常時 に 
使う に は あま り に も リス ク が 大 きす ぎる 。 し か し 、 鉄山 壇 が アー マー 破 
壊 技 に な っ て いる の で 、 空中 コン ボ や 下 般 が 当たっ た 後 の バ ウン ドコ ン 
ボ と し て 使っ て いけ ば 有効 に 使え る だ ろう 。 さら に 軽い キャ ラク ター な 
ら 、 不 壊 韻 砥 仁義 が 当たっ た 後に 決め る こと も 可能 だ 。 


FUNNECTIHN Na BUHILY 
UINIDEIR IaUAIRID LRU55HI & UPPEIR AIRIMIDIR LRMU 呈 HI 


UPPER BUARD LRU5H! & UNHER ELUARD LRU5HI 
UPPER ARIWIHR LRU5HI 


鉄山 作 ( て つ ざ ん こう ) 上 
で >P+IK 


コ ロ AMAGE 

相手 に 背中 か ら 体 当たり し て いく 鉄山 界 。 攻撃 発生 時 間 が 早い 上 に 威力 も 高い の で 、 返 し 技 と し て 用 いる と いい 。 た だ し ァ ー、 
前 作 と は 違い 、 ガー ド 後 の 硬化 時 間 が 長い た め に 反撃 を 受け て し まう 。 と は いう も の の 、 鉄山 固 が 深く 当たっ た と き の 威 ( 
力 の 高 さ は 魅力 的 だ 。 画面 端 で 相手 を 浮か せ た と き は 深く 当て る こと が で き 、 さ ら に 壁 ダ メー ジ も 入る の で 大 ダメ ー ジ を ー 
期待 で きる 。 また フィ ニッ シュ で 決め れ ば 「 男 」 の 文字 が 出 て 、 それ を 王 回 リプ レイ する の で 相手 の 屈辱 も 倍増 だ ろう 。 注意 ま _- 
し た い の が 、 相 手 が 画 面 端 の 空中 以外 に いる と き は 、 コ マン ド を 正確 に 入力 し て も 硬化 時 間 の 長い 鉄山 算 が 出 て し まう こ Sa 
と だ 。 この よう な 状況 の と き は 使わ な い ほう が いい 。 


力 の 入っ た 拳 を 殴り つけ る よう に 放つ 、 旨 AHIW な ら で は の 強力 な 攻撃 だ 。 この 技 が 当たれ 
ば 相手 は 地面 に 叩き つけ られ る よう に ダウ ン す る 。 この ダウ ン は 受け 身 を 取る こと が で き な い 
が 、 す ぐに 起き 上 が れる た め に ダウ ン 攻 撃 は 入ら な い 。 また 、 ガー ド さ せる と よろ けさ せら れ 
る が 、 相手 が すばやく 回 復 を 行え ば こち ら 側が 不利 に な っ て し まう 。 し か し 、 よろ ける と 心理 
的 に ガー ド に 徹する は ず だ 。 そこ を 見 逃さ ず に 攻撃 し て いこ う 。 ちな み に キ ャ ン セ ル を か けら 
れる の で 、 こ れ も 活 用 し て 攻撃 の 幅 を 広げ て いこ う 。 


UPPER ELUARID LRU5HI & UPPER ARIWVIDIR LRU5HI 
CAINLELILATIIUIM 


超 仏 苦 の モー ショ ン 中 に ガー ド ボ タ ン を 押す と 超 仏 苦 が キャ ン セ ル さ れ 、 し ゃ が み ダ 
ッシュ の よう な モー ショ ン に な る 。 この 状態 の と き に ロ ボタ ン を 押せ ば 、 不 壊 韻 砥 仁 
義 が 出せ る 。 当たる と 通常 の 仁義 激闘 破 よ り も 相手 は 高く 浮き 、 空中 受け 身 を と れ な 
い 。 軽い キャ ラク ター な ら こ こ か ら 空 中 コン ボ を 決め られ る の で 、 鉄山 途 や 超 衆 賭 雇 
斗 な どの ダメ ー ジ の 高い 技 を 叩き 込 も う 。 し か し 、 ガー ド さ れ た と き の ス キ が 大 きい 。 
この 技 だ け で は な く 、 キャ ン セ ル モ ー シ ョ ン か ら の 下段 投げ な ども 使っ て 、 相手 の ガー 
ド を 揺 さ ご ぶっ て いこ う 。 


鳩 属 突 (みぞおち づき ) Ap 


_ ョ ロ 


相手 の 腹部 辺り に 重 そ うな パン チ を 入れ る 新 技 だ 。 当たれ ば 相手 は 回 復 不可 能 な よろ け 状 
態 に な る 。 当たっ た 後 の よ ろ け 状態 に は 、 鉄 山神 か 傍 蹴 を 出せ ば 確実 に ダメ ー ジ を 奪え る 。 ま 
た 、 画面 端 な ら 軸 般 も 入れ られ て 、 相手 を 受け 身 の 難 し い ダ ウン に させ られ る 。 そう な れ ば さ 
ら に コン ボ を 入れ る こと も 可能 だ 。 ガー ド さ れ た 後 は 若干 不利 な 状態 に な っ て いる の で 、 素直 
に ガー ド す る か 、 還 &A や T す 還 を 使う と いい 。 


FIEHTIING VIPER5 己 品 lcill ァ 
FhgarCtET 上 KillZ 


薫 灯 返 ( が ん と う が え し ) NMB9ts AApo 


中 段 攻撃 の 頭 突 き を 食らわ せ た 後 に 、 下 か ら 両 手 で すく い 上 げ る 技 だ 。 1 発 目 の 訓 般 が 当 た 
る と 受け 身 不可 能 な ダウ ン を 奪え る た め 、 選 発 目 も 確実 に 当て る こと が で きる 。 また 、 下 般 の 
バウ ンド 中 に は 他 の 技 も 入れ る こと が 可能 だ 。 し か し 攻撃 発生 時 間 が 遅い の で 、 いか に この 弱 
点 を カバ ー し て 当て る か が 最大 の 課題 と な る 。 


訓 央 
ー 肘 鉄山 
全 キ ャ ラク ター に 入る コン ボ 。 下 般 が 当たっ た 後に す 
ぐ 肘 鉄山 の コマ ンド を 入力 すれ ば 簡単 に 入れ る こと が で 
きる 。 ダメ ー ジ も 高く 、 見 栄え も いい 実用 的 な コン ボ だ 。 
般 が 当たっ た 後 は 相手 が 高く バウ ンド する 銅 対 の コマ ンド を すばやく 入力 し な いと 当 た 最後 は 鉄山 独 で 締め る 。 上 段 ア ー マ ー が 点滅 
の で 、 い ろ い ろ と 技 を 入れ られ る 。 ら な い の で 気 を つけ よう 。 し て いれ ば 壊せ る ぞ 。 


回 転 し な が ら 肘 を 出し 、 さ ら に スト レー ト を 出す 。 肘 が 当たっ た 後 は よろ け 状 態 に な り 、 思 発 
目 が 確実 に 入る 。 この よろ け は 回 復 可 能 だ が 、 か な りす ば や く 回 復 さ れ な い 限 り 思 発 目 を 入れ 
られ る 。 この 刀 発 目 が 当たれ ば 、 今度 は 回 復 不可 能 な よろ け に させ られ 、 さら に この よろ け 中 
に 攻撃 を 当て られ る 。 裏 対 は ガー ド さ れ て も 有利 な の で 、 裏 肘 衆 財 豚 斗 を 出し 切る より も 、 裏 
肘 一 鉄 対 と いう 連係 を 決め 打ち で 出し て と も いい だ ろう 。 


傍 蹴 (か た わ ら げ り ) 連 UPPER 5UARID LRU5HI 


相手 の 脇腹 に 力強い 蹴り を 思い きり 叩き 込む 。 攻撃 発生 時 間 は 早く な い が 、 当たっ た 後 は 相 
手 を 横 に 吹き 飛ば すこ と が で きる 。 相手 を 画面 中 央 に 吹き 飛ば し た ら 、 すぐ に ダッ シュ で 追い 
か が か け て 、 相 手 が 受け 身 を 取っ て いれ ば ダッ シュ 攻撃 を 仕掛 け て いこ う 。 画面 端 で 当て た と き は 、 
相手 が 空中 受け 身 を 取っ た ら 投 げ 技 と 中 段 攻撃 の 加 択 を 、 取ら な か っ た ら 起 き 攻 め を 、 そ れ ぞ 
れ 行っ て いく と いい 。 ガー ド さ れ て も 五 分 な の で 、 か な り 高 い 性 能 を 持っ た 技 と いえ る 。 


肩 竜 狗 留 ( シ ョ ル ダ ー タ ッ ク ル ) DE 
St 記 +K ーー 


低い 体勢 で 一 歩 前 に 踏み 込み 、 肩 か ら 相手 に 体 当 た り し て いく 中 段 攻 撃 。 当たれ ば 相手 を 大 
きく 浮か せら れる の で 、 こ ちら の 優位 を 保つ こと が で きる 。 また 、 技 を 出す と き が 低い 体勢 の 
た め 、 上段 パン チ を か わし な が ら 攻 撃 を 与え られ る 。 ガー ド さ れ た と き は 、 相手 に タイ ミン グ 
良く 投げ 技 を 入力 され る と 確定 で 決め られ て し まう 。 と いっ て も 実際 は か な り 難し い の で 、 相 
手 が 投げ 技 を 決め られ な か っ た ら 根 性 対 な どの 打撃 技 を 出し て いく と いい 。 


ELUARID ATTALK LRU5HI 


主 肘 (355 ひじ ) 。 
PPTK ーー 還 に 


回 転 し な が ら 上 段 の 肘 を 出す 。 攻撃 発生 時 間 が 遅く 、 上 段 攻 撃 と いう 点 も あっ て あま り 使 え 
る 状況 よ は な い が 、 当たれ ば 相手 が 特殊 な よろ け 状 態 に な る 。 この よろ け は 非常 に 長い の で 、 
様々 な 技 を 当て られ る 。 さら に 、『 暫 で 相手 の 側面 を 取っ た と き に 投げ 抜け を 入れ 込ん で いる 
相手 に 入り や すい 。 また 、 ガー ド さ れ た 時 は 五 分 の 状態 な の で 、 鉄 対 な どの 攻撃 発生 時 間 の 早 
い 技 で 押し て いこ う 。 


ー 愚 腫 贈 華 音 


裏 有 対 が 当 た っ た と き 、 相手 は 長い 時 間 よ ろ け て いる 。 
その た め 、 こ こ へ 肘 鉄 山 や 超 衆 賭 豚 斗 な どの 強力 な 技 を rr ニー 
決め られ る 。 さら に アー マー 脱衣 や 愚 豚 賭 華 音 と いっ た 
后 .K-. ロ 技 も 入る の で 、 相手 の 体力 が 少な く な っ て きた 


ら 、 狙っ て いく の も いい だ ろう 。 一 
裏 肘 ヒッ ト ! 


いと ダウ ン し て し まう の で 注意 。 そう し な いと 残り の ラウ ンド が 地獄 だ 。 


烈風 甲 破 弾 Es 
ぐ で ひ 2P> ツ SIP ーーー 


后 &A の アッ パー か ら ス トレ ー ト を 出す 、 草 AHIN だ けが 持っ て いる 特殊 な 折 吉 A 技 。 
他 の 呈 &A と 比べ て 攻撃 発生 時 間 が 早く 、 連 係 攻撃 に な っ て いる の が 特徴 だ 。 1 発 目 の 
烈 皿 破 弾 が 当 た れ ば 思 発 目 も 連続 で 当たり 、 また 忌 発 目 を ガー ド さ れ て も ほとん ど 不 利 人 
に は な ら な い の で 、 非常 に 強力 な 技 と 言え る 。 し か し 、 ガー ド さ れる と 忌 発 目 を し ゃ が ず SS 
ん で か わ さ れ る 。 この よう な 相手 に は 、1 発 止め か らし ゃ が み 投 げ や 中 段 攻撃 に 移る の 
が 効果 的 だ 。 コマ ンド 入力 が 複雑 な た め 、 避 発 目 の 入力 に 失敗 する と 弄 炎 甲 破 弾 が 出 て <-、 7 
し まう 。 こう な る と 当たっ て も 反撃 を 受け て し まう の で 、 し っ か ちり と 入力 し よう 。 


LUHNNELTIHN Nn1 PPER 
UINDER ELUARID LRHU 呈 HI 


LUHNNELTIHIN Nan ら 5TRAI ロ HT 
UPPER ELUARID LRU5HI! & UPPER ARIMIDR LRU55HI 


FIEHTIINE VIPER5 己 5kill ァ 
FharCtET 呈 KilZ 


厄 挫 鬼 苦 (ヤク ザキ ッ ク ) AIDDLE 
INK ーーーーー ーー 画 記 世 


攻撃 発生 時 間 が 早い 上 に リー チ の 長い 中 段 攻撃 。 当 た る と 相手 は 受け 身 が 取れ な い ダ ウン 
に な り 、 遠 く へ 吹っ飛ん で し まう 。 こ の 後 は ダッ シュ 攻撃 で 起き 攻め を 行 お う 。 ま た キャ ン 
セル も か けら れる の で 、 相 手 の 起き 上 が りな ど に 技 を 重ね る 振り を し て キャ ン セ ル を か が け 、 
ガー ド を 誘っ て 投げ る と いっ た 使い 方 も で きる 。 ガ ー ド され て も 間合い が 離れ て 反撃 を 受け 
な い 。 少し 離れ た 間合い か ら 技 を 置い て お く よ う に 出す か 、 暫 wwA の 返し 技 と し て 使っ て い 


ee 


下 足 蹴 (し た あし げ ) 半 


昌 AHIN 唯 一 の キッ ク 攻 撃 の 下段 技 。 リ ー チ は 短い も の の 、 当 た れ ば 相手 と 五 分 の 状態 に 
な る 。 こ の 後 は 当然 し ゃ が み 状 態 に な っ て いる の で 、 拳 華 火 と 仁義 激闘 破 の 戸 択 を た か け て い 
く と いい 。 し か し この 技 の 真骨頂 は 、 キ ャ ン セ ル を か けら れる と ころ に ある 。 キ ャ ン セ ル を 
か ける と し ゃ が ん だ 状態 の まま 前 へ 移動 し て いく の で 、 上 段 攻 撃 を か わし な が ら 間 合い を 詰 
め る こと が 可能 だ 。 超 衆 賭 麗 斗 や 相手 の 受け 身 の 後 な どの 有利 な 状態 で 使っ て いき 、 こ こ か 
ら 中 段 攻撃 と 下段 攻撃 と 投げ 技 の ヨ 択 を 迫っ て いこ う 。 


連 攻 足 層 (そっ こう あし げ ) 。 
の ムーーーー ニ ーー 一 HE 


前 作 で 有名 な 「 居 合い 蹴り ] の で きる 上 段 攻撃 の キッ ク 。 攻撃 発生 時 間 中 に キャ ン セ ル を 
か けら れる 。 ガ ー ド させ た 後 は 有利 な 状態 に な っ て いる の で 、 相 手 に 速攻 足 蹴 を ガー ド さ せ 
て か ら 択 を 迫っ た り 、 画面 端 で の 空中 コン ボ に 使っ た りな ど 、 様々 な 使い 道 が ある 。 また 、 
攻撃 発生 時 間 が 早く ダメ ー ジ も 高め な の で 、 返 し 技 と し て も 使っ て いけ る 。 た だ し キャ ン セ 
ル に 失敗 する と 硬化 時 間 が 非常 に 長い た め 、 反 撃 は 必至 だ 。 


軒 雇 賭 華 音 (グレ ー ト キャ ノン ) MAIDDLE 


震 脚 と 同時 に 掌 底 を 突き 出す 旨 AHIN の 昌 .K. ロ 技 。 攻 撃 発生 時 間 が 遅い た め に 単発 で 当 
て る こと は 難し い が 、 左 ペ ー ジ で 説明 し た よう に 、 裏 対 の 後 な ら 確 実に 当て られ る 。 それ に 、 
相手 の 投げ 抜け や T 后 を 読ん で 出せ ば 当て や すい 。 し か し 旧 . 底 . ロ 技 が 出せ る と いう こと は 、 
アー マー が な い 状態 と いう こと に な る 。 相手 の 怒 清 の 攻撃 を くぐり 抜け て 当て る の は 至難 の 
業 だ ろう 。 


UPPER BUARD LRU5HI & 呈 .K- ロ ! 


激 軸 朋 ( げ を ちょ うば ん ) 
敵 の 近く ジロ + 括 


相手 の 補 元 を つか み 、 頭 突き を 食らわ せる 激 般 。 投げ 技 が 決ま っ た 後 、 相 手 は ダウ ン せ ず に 
よろ け て いる 。 前 作 は この よろ け 中 に 怒 紀 魂 圧 破 が 確定 で 入っ た が 、 今回 は 間合い が 離れ て し ま 
う 上 に よろ け も 回 復 で きる の で 、 確定 技 は な く な っ て し まっ た 。 し か し 有利 な 状況 に な る こと に は 
変わ ら な い 。 ここ か ら さ ら に 投げ 技 や 鉄 対 な どの 攻撃 発生 時 間 の 早い 中 段 攻撃 で 攻め 立て て い 
ける 。 相手 が 画面 端 に いる と き は 画面 端 専用 の 激 証 般 に な り 、 決め る と 相手 が ダウ ン し て し まう 。 
し か し 、 ダメ ー ジ は 通常 より も 高く な つて いる の で 、 狙っ て も 損 は な い 。 


倒 ( た お し ) 
敵 の 近く < ぐ P+ia ー 


相手 の 腕 を 取り 、 足 を 引っ か け て その 場 で 倒す 投げ 技 。 紅 AHIN の 投げ 技 の 中 で 最も ダメ ー 
ジ が 低い 。 し か し 、 ダウ ン 中 に 小 ダ ウン 攻撃 が 入る た め 、 ト ー タ ル ダ メ ー ジ は 真空 投 より も 高 
い 。 使用 する ダウ ン 攻 撃 は 、 引 導 ま で 出さ ず に 止 か ら 対 明 足 蹴 を 出せ ば ダメ ー ジ が 上 が る の 
で 、 こ ちら を 使っ て いこ う 。 また 、 前 小 ジ ャ ンプ で 相手 を 飛び 越え て 背後 攻撃 で 起き 攻め 、 と い 
つた こと も で きる 。 


真空 投 ( し ん くう な け ) 
敵 の 近く PP+ 


ダメ ー ジ が 特に 高い わけ で は な い が 、 斜め 下 入力 の コマ ンド と いう こと も あっ て 、 投げ 抜け 
され に くい 特徴 を 持っ て いる 。 投げ 終え た 後 は 相手 と の 距離 が 離れ て いる の で 、 起き 上 が り に 
ダッ シュ 攻撃 の 豆 択 を 仕掛 け こ て いこ う 。 た だ し 自分 の 横 側 に 壁 が ある と き は 、 壁 に 当たっ て 受 
け 身 を 取ら れ て し まう 。 この よう な 場合 は 反撃 を 受け る の で ダッ シュ 攻撃 を 控え た い 。 


WWWWWWWWWWWWWWWWWW 
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22/ ル 


FIEHTIING VIPER 呈 己 iki 
Fha コ rtET 呈 KillZ 


束 放 穫 落 ( さ うほ うら いら く ) CC 杜 
敵 の 近く で ツツジ ロ + 哲 Fm 


どこ か で 見 た こと の ある よう な この 投げ 技 は 、 理 AHIW の 正面 投げ の 中 で 一 番 ダ メー ジ が 高く な 
つて いる 。 コマ ンド の 関係 上 、 前 ダッ シュ し て か ら 投 げ 技 を 決め られ る た め 、 間合い が 離れ て いる 
と き や 、 激 超 般 と 厳 砕 の よろ け 状態 後に 投げ 技 へ 移行 する と き な ど に 狙っ て いこ う 。 た だ し 激 吊 
般 と 投げ 抜け コマ ンド が 同じ な の で 、 抜け られ や すい 。 真空 投 と 倒 も うま く 織り 交ぜ 、 投げ 抜け さ 
れ な いよ うに 工夫 する こと 。 


剃 那 落 (せつ な お と し ) ROW 
敵 の 近く P+a< こ < も P+ 后 二 


前 作 で 異様 な まで の 強 さ を 発揮 し て いた 利 那 落 。 今回 は ダメ ー ジ も 低く な り 、 コマ ンド 入力 
も 記 + 后 入力 後 4 ロ フレ ー ム 以内 に 残り の コマ ンド を 入力 し な けれ ば な ら な いた め に 、 非常 に 
難し く な っ た 。 それ に 、 投げ 抜け ポイ ント も 吾 ヶ 所 ある の で 、 あま り 頻 繁 に 使え る 技 と は 言い 難 
い 。 出す コツ と し て は 、 戸 回 目 の レ バー 入力 と 思 + 略 を 同時 押し する こと だ 。 


光 力 な 単 人 攻撃 で 相手 を 粉砕 せよ 


攻め 立て る 基本 と な る 技 は 、 や は り 鉄 肘 。 攻撃 発 

^ 生 も 早く 、 返 し 技 と し て 使う こと も で きる 非常 に 高 性 
能 な 技 だ 。 また 、 今回 の 鉄 肘 は 当たっ て も ダウ ン し 
な いよ うに な っ た た め 、 こ の 後 の 攻撃 が 重要 と な っ 

て くる 。 ガー ド 時 と ヒッ ト 時 の 硬直 差違 い は ある 

が 、 行 うこ と は ほとん ど 同 じ だ 。 た だ し 、 ガー ド し た 
方 が 反撃 に 移る こと が 多い は ず 。 ガー ド 時 は 根性 肘 
と 、 靖 華 火 を 重点 的 に 使っ た 方 が いい 。 また 、 

RAXEL の スカ イス クリ ー マ ー の よう に 根性 肘 を 
つぶ すず 攻撃 に は 、 もう一度 鉄 対 を 出せ ば 大 丈夫 だ 。 

逆 に 鉄 対 が 当たる と 、 ガード や 加 如 A な どの 防御 策 
を 行い や すい の で 、 こ の 場合 は 超 家 購 用 斗 、 下 足 中 

に 電 点 を お こう 。 超 軍 賠 用 斗 は 、 ガ ー ド させ る と 有 

利 な 状況 と な る の で 、 さ ら に 攻め 立て られ る 。 また 、 
下 足跡 は キャ ン セル も 使っ て いく と 効果 的 だ 。 これ 
ら の 攻撃 を 多 戒 し て ガー ド に 徹し て いた ら 、 思 い 切 っ 

て 投げ に いこ う 。 ちな み に 、 拳 骨 の 後 も この フロ ー 

チャ ー ト と 同じ だ 。 


に 音 種 授 げ 技 


根性 肘 の 避け 性 能 


この 間合い に な る と 、 大 抵 ダ ッシュ 攻撃 相手 が 近づい て きた ら コ マン ド を 入力 。 根性 肘 が 当たる 。 ダッ シュ 攻撃 を 引き つ 
を 仕掛 け て くる こと が 多い 。 する と ダッ シュ 攻撃 を か わし て ・・・ け す ぎる と 、 当たら な いこ と が ある の で 
注意 し よう 。 


超 衆 賭 麗 斗 で 
有利 に な ろう 


超 軍 賭 麗 斗 か ら の 最強 の 連係 。 相 
手 が な に か し ら 攻 撃 を し て き て も 、 
鉄 肘 で ほぼ つ 応 せる 。 た だ し 、 
EHAIRLIE の バン チ だ け に は つぶ 
ざれ る の で 、EHAIRLIE と 戦う 際 に 
は 注意 し て いこ て う 。 


立ち パン チ 以 外 の 攻撃 で あれ ば 、 
と の 厄 挫 鬼 若 で つぶ す と と が 可能 
だ 。 また 、 キャ ン セ ル も か か る の で 、 
技 を 出す と 見 せ か け て 投げ な どの 八 
次 パ ター ン も 使っ て いく と 効果 的 だ 。 


超 衆 賭 豚 斗 ガー ド 後 の 間合い で 
は 、 下 足 蹴 が ぎり ぎり 当たる 。 例え ガ 
ー ド され で も 、 と の 間合い が ら ば 絶 
対 に 反 般 を 受け な い 。 また だ 、 キ ャ シン 
セル か ら の 攻め も 使っ だ いと う 。 と 
の 後 は 下 に ある フロ ー チ ャ ー ト を 参 
照 。 


上 段 攻撃 だ が 、 ガ ー ド させ れ ば 有利 は 状況 を 作り 
出す こと が 可能 だ 。 この 後 は 積極 的 に 攻め て いこ う 。 
多少 攻撃 発生 は 遅い が 、 強 力 な 攻撃 の 裏 肘 や 事 般 も 
織り 交ぜ て いっ て も いい だ ろう 。 


次 種 投げ 技 
各種 コマ ンド 


間合い が 離れ る の で 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド し て 投げ 
よう 。 この と き の 投 げ は 豆 放 智 落 が ペスト 。 また 、 
同じ コマ ンド を 入力 し て 近づき 、 授 げ と 思わ せ て 鉄 
山 舌 を 出す と 、 投げ を 読ん で 攻撃 を 出し て くれ ば カ 
ウン ター で 当たる の で 、 使っ て みよ う 。 


し ゃ が み 状 態 か ら の 
強力 な 連係 


し ゃ が み 状 態 か ら の 疹 華 火 は 、 立 
ち 状 態 か ら の も の と 比べ て 攻 軸 発 生 
が 早く な っ て いる 。 この た め 、 下 足 蹴 
が 当たっ た 後に 出す と 、 ほ と ん どの 
攻撃 に 勝つ こと が で きる 。 た だ し 、 リ 
ー チ が 短い の で 、 当たら な いて と も 
ある 。 遠い と き は 厄 挫 児 茜 を 代用 で 
使 お う 。 


下 定 則 が 適 い 間合い で 当たっ つた と 
き は 、 投 げに は いけ な い の で 、 ガ ー ド 
に 徹する こと が 多い 。 そこ で この 超 
外 賭 斗 を ガー ド 目 的 で 出 そ う 。 ま 
た 、 相手 が 下 足 蹴 が 当たっ た 後に 立 
ち パ ンチ を 打っ で くる と 、 か わし て 攻 
英 で きる 。 


し ゃ が み 状 態 か らし か 出せ な い 仁 
義 激 闘 だ が 、 アー マー が 破 寺 で き 
る 強力 な 技 だ 。 中 段 攻撃 が 強力 な 
虹 AMNNM な の で 、 相手 は 下 有 段 ガ ー ド 
を あま り し て と な い 。 その 市 貞 を 巧 
必 に つい て いこ う 。 


下 足 戚 を ガー ド さ れる と 、C と ぞ と 
ば か り に 反撃 を し て くる て と が 多い 。 
そこ と を と この 根性 肘 で つが し で し まお 
う 。 


記 IIEIHT INUIG WW/ 記 記 上 R 呈 己 5lemmW 用 に ロロ ヨ ロコ ヨ ビ ヒ 是 に 中 


振ら れ た が 、 中 問 半 端 


ク の 方 が 人 気 が 高まっ 
な 自分 に 納得 で きす ず 、 闘い 続け て いる 。 


得意 の スケ ボー テク を 活か し 
局 キ ャ サリ ン に 


街 で は ナッ ツク ラッ 
こ 転向 。 
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ダブ ル ボ ー ダ ー パ ンチ AlpptE 


1 己 ,1 五 


攻撃 の 起点 と な る ダブ ル ボ ー ダ ー バ ンチ か ら は 、 様々 な 攻撃 
に 派生 させ られ る 。 その 中 で も 使用 頻度 が 高い の が 、 こ の ワン 
ツー アッ パー と ワン ツー トー キッ ク だ 。 ワン ツー アッ パー は 、 相 
手 に 当たれ ば 低く 浮き 、 受け 身 を 取ら れ な けれ ば 浮い た と ころ 
に 後に 派生 する キッ ク を 当て られ る 。 ディ レイ も か か る の で 、 攻 
撃 の タイ ミン グ に 変化 を つけ て 使っ て いこ う 。 も う ひ と つの ワ 
ン ツ ー ト ー キ ッ ク は 、 PICKY の 主力 技 。 トー キッ ク の 後 の ど 
ちら の 攻撃 も 連続 で は な い が 連 係 の つなぎ が 早く 、 さら に トー 
キッ ク に キャ ン セ ル が か か る の で フェ イン ト 技 と し て 使い 、 投げ 
に いく と 効果 的 だ 。 また 、 アーマー が 上 下 と も な い 場 合 は 、 連 
続 攻 撃 と な る の で 覚え て お こう 。 


[と 】 AIDDLE 


PPYKK+5 隊 細 DD 


ボー ドス ラッ プ AIDPLE 
や ウツ ロコ 


背負 っ て いる スケ ボー を 相手 に 叩き つけ る 、 PICKY 特 有 の 攻撃 。 リー チ が 長い の で 、 中 間 
距離 か ら の 牽制 技 と し て 使っ て いこ う 。 さら に 、 アー マー 破壊 技 な の で 、 相手 の アー マー が 点 
滅 し て いた ら 積 極 的 に 狙っ て も 構わ な い 。 ガー ド さ れ て も 間合い が 離れ 反撃 を 受け な い の で 、 
ガー ド 後 に も う 一 度 ボ ー ド スラ ッ プ を 出す と 割 と 当たり や すい 。 また 、 コマ ンド が < ぐ ⑤ ウ BB で 出 
せる ボー ドス ラッ プ は 、 攻 撃 発生 が 遅く な っ て いる が 、 ダ メー ジ が 高く ガー ド 後 の スキ も 少な い 。 
こち ら の 攻撃 を つぶ され る 心配 が な いと き は 、 こ ちら を 使っ て こも いい だ ろう 。 


EUARI ATTAFLIK ERU55HI & UPPER ARIMIOIR CRU5HI 


アッ パー MIDDLE 


Pe ニー 


PICKY の アッ パー は 完全 中 段 で は な い の で 、 他 の キャ ラク ター の アッ パー に 比べ て 弱い 。 
だ が 、 こ の アッ パー の 後に 上 段 と 中 段 に 派生 する 技 を 持っ て いる 。 この た め ガ ー ド 時 は 不利 に 
な っ て いる が 、 こ の 攻撃 が ある の で 相手 は うか つ に 手 を 出せ な い 。 さら に 、 ディ レイ を か けら 
れる 時 間 が 長い の で 、 これ を うま く 使 っ て いけ ば 、 相手 の 反撃 を つぶ すこ と が 可能 だ 。 また 、 し 
ゃ が み 状 態 で ガー ド さ れ て も 、 この 後 の 攻 撃 を 最速 で 出せ ば 、 し ゃ が み ガ ー ド を 外し た と ころ 
に 当て られ る 。 アッ パー 後 の 攻撃 は 、 上 段 は 相手 を ダウ ン さ せら れる が 、 か わ さ れ る 恐れ が あ 
る の で 中 段 の アッ パー ミド ルス ピン を 使う の が いい だ ろう 。 


アッ パー コン ボ ト ー 品 
ヒー ルド ロッ プー ラビ ッ ト フ ッ ク () 
PIELKY の 誇る 、 多段 ヒレ ッ ト け する コン ボ だ 。 た だ し 、 空 
中 受け 身 で 回 避 も で きる し 、 ヒ ー ル ドロ ッ プ 後に 地上 受 
け 身 を 取ら れる と 回 避 さ れ て し まう 。 また 、 画面 中 央 で 
は 入ら ず 、 画面 端 限定 と な っ て し まう か が 、 威力 は 高く 体 
力 の 半分 を 奪え る の で 、 画面 端 の 時 は ぜひ 狙っ て も らい 


UINDER LUARD LRU5HI 


アッ パー 以外 に 、 オー バー ヘッ ドキ ャ ノン 後に ヒー ルド ロッ プ が 当たる と 、 受け 身 が 取り に く フッ ク を 当て て も 空中 受け 身 を 取ら れ な い の 


た い コ ン ボ だ 。 壁 に 当たっ た と きも 、 こ の コン ボ を 狙う こと が く 、 さ ら に バウ ンド させ られ る で 、 丘 発 す べ て を 入れ られ る 。 


で きる ぞ 。 


ョ コシ ジン ポ テー 届 キ ッ ツク 


ボー ダー バ パンチ か ら 下 段 の テー ルキ ッ ク を 繰り 出す 。 ボー ダー パン 
チ の 後 は 、 中 段 の ダブ ル ボ ー ダ ー パ ンチ か ら 強 力 な 連係 が ある の で 、 
相手 は 立ち ガー ド し て いる こと が 多い 。 そこ へ この テー ルキ ッ ク を 当て 
て いこ う 。 当たっ た 後 は 五 分 の 状態 な の で 、 攻撃 を 出す 相手 に は 攻撃 
発生 の 早い スタ ン デ ィング ニー か アッ パー が いい 。 また 、 当たっ て か ら 
し ゃ が お む お まで に 立ち 投げ を 決め られ る の で 、 こち ら も 使っ て いく と 効果 
的 だ 。 た だ し 、 ガー ド さ れ た と き の ス キ は 大 きい 。 


コー クス クリ ュー ソバ ッ ト 


低い 体勢 か ら 飛 び 上 が りな が ら ア ッ パ ー を 打ち 、 すぐ さま 空中 で 回 し 蹴り を 繰り 出す 攻撃 だ 。 
コー クス クリ ュー が 当たれ ば 、 ソバ ッ ト が 空中 で 当たる 。 低い 体勢 に な る た め 、 上 段 パ ンチ や 
攻撃 判定 の 高い 中 段 攻撃 を か わし な が ら の 攻撃 が 可能 だ 。 攻撃 発生 は あま り 早い ほう で は な 
い が 、 PICKY は 完全 な 中 段 攻 撃 が 少な い の で 、 割 と 重宝 する 技 だ 。 た だ し 、 ガー ド さ れ た と 
き は 、 豆 発 目 の ソ バッ ト は 立ち ガー ド に も 当たら な い の で 、 反撃 は 必至 。 この た め 、 刀 発 目 は 確 
実に 当たる 場面 以外 は あま り 使わ な い 方 が いい 。 


コー クス クリ ュー・ ヘ ッ ドス プリ ング 


LUNNELTIHN N ロ ヨ 5PRIN ロ KILK 
UPPER LUARI LRU5H! & UIWNDER EAR LRU 呈 HI! 


コー クス クリ ュー パン チ か ら 下 段 技 の テイ ル ブ レ イ 
ク に 派生 で きる 。 コー クス クリ ュー が 当たっ た 後に 、 
空中 で 上 受け 身 を 取ら れ な けれ ば 当たり 、 ヘッ ドス プ 
リン グ も 入る 。 また 、 下 受け 身 で すぐ に 地上 に 降り て 
寺 て も 、 ガー ド が 間に合わ ず に テイ ル ブ レ イク が 当 た 
る こと が 多い 。 か わ さ れ る 恐れ が ある の で あま り 多 用 
は で き な い が 、 下 受 け 身 を 頻繁 に 取る よう な 相手 で 
あれ ば 狙っ て いっ て も いい 。 すべ て ガー ド さ れる と 大 
きき な スキ を 与え て し まう が 、 コー クス クリ ュー1 発 で 
止め 、 テ イル ブレ イク を 出さ ず に 攻め て いく と いう 戦 
法 も ある 。 


り 、 さらに 豆 発 目 が 当たれ ば 相手 を よろ めか すこ と で きる 。 この よろ け は 最速 で 回 復 さ れる と 、 
相手 の 方 が 若干 早く 動き 出せ る が 、 心理 的 に は に こちら が 有利 。 この 心理 状態 を つい て 、 投げ に 
いく か 、 再度 この 技 を 出し て いく の が 有効 だ 。 ガー ド さ れ た と きも 、 反撃 は 受け な い の で 、 主 
力 技 と し て 使っ て こも いい だ ろう 。 また この 攻撃 は 、 1 発 目 が 相手 の 体 に 当たら な いと 思 発 目 を 
出せ な いよ うに な っ て いる 。 コマ ンド 入力 も 1 発 目 が 相手 に 当たっ て か ら で な いと 受け 付け な 
い の で 、 先行 入力 し すぎ な いよ うに 気 を つけ よう 。 


ヒー ルド ロッ プ MIDDLE MIDDLE 


上 記 の トー& ヒー ルド ロッ プ と ほぼ ほぼ 同じ よう な 性 質 の 攻撃 。 た だ し 、 コマ ンド 入 力 が 特殊 な 
の で 、 ある 程度 の 慣れ が 必要 だ 。 また 、 こち ら の 攻撃 は 、 相手 と の 間合い に 関係 な く 加 発 目 を 
出せ る の で 、 1 発 目 が 当たら な い 間 合い で も 出し て いけ る 。 当たっ た 後 や ガー ド さ れ た 後 の 状 
態 も トー& ヒ ー ル ドロ ッ プ と 同じ な の で 、 その 後 の 攻め 方 も 同じ よう に し て いこ う 。 こち ら の 攻 
撃 の 方 が 1 発 目 の 攻撃 発生 が 早い た め 、 返し 技 と し て も 使っ て いけ る 。 た だ し 、 画面 端 で は 確 
実に 連続 攻撃 と な る が 、 画面 中 央 で は 連続 に な ら な いこ と が ある の で 気 を つけ よう 。 


ニー ミ ハ イ ス ピン 上 


技 の リー チ は 短い が 、 PICKY の 攻撃 の 中 で も っ と も 攻撃 発生 の 早く 、 牽制 か ら 返し 技 まで 、 
主力 と し て 使っ て いけ る 技 だ 。 1 発 目 は 完全 な 中 段 攻 撃 で は な く 、 しゃ が み ガ ー ド で も ガー ド さ 
れ て し まう が 、 当たれ ば 思 発 目 ま で 連続 と な る 。 当たっ て も 相手 は 倒れ ず 、 逆 に こち ら が 不利 に 
な っ て し まう が 、 も う 一 度 こ の 技 を 出せ ば 立ち パン チ と 一 部 の 攻撃 以外 は つぶ すこ と が 可能 だ 。 
また 、 ガー ド さ れ て も 間合い が 離れ 、 反撃 を 受け な い の も この 技 の 特徴 。 思 発 目 は し ゃ が ん で 
か わ さ れ る が 、 こ の よう な 相手 に は 1 発 止 めか ら ヒ ー ル ドロ ッ プ な どの 中 段 攻撃 を 出し て いこ う 。 


謝り りり 


下段 の 回 し 蹴り か ら 、 中 段 の 膝 蹴 り し に つなが る 連係 攻撃 。 1 発 目 の 回 し 蹴り は 下段 攻撃 な が 
ら 相手 を 浮か せら れる 。 この 浮き は 空中 受け 身 が 取れ な い の で 、 こ こ に 忌 発 目 が 確実 に 当たる 。 
た だ し この 攻撃 に は 欠点 が あり 、 己 発 目 を 当て た と きす ば や く 空 中 受け 身 を 取ら れる と 反撃 を 
受け て し まい 、 さら に は 空中 投げ を 持つ キャ ラク ター な ら 空 中 投げ を 決め られ て し まう 。 この 
た め 、 忌 発 目 は 1 発 目 が ガー ド さ れ た と き に 、 し ゃ が み 投 げに くる 相手 に 対し て ディ レイ で 出す 
と いい だ ろう 。 ちな み に 思 発 目 を ディ レイ で 出す 場合 は 、Y ツ MK+ 提 と 入力 し な いと 出せ な い 
の で 覚え て お こう 。 


LUNNELTIHN Nn KNEE KILK 
UINDER igUAIRD LRU55H! 


下段 攻撃 の テイ ル ブ レ イク を 出し た あと 、 ヘッ ドス プリ ング で 起き 上 が る 際 に その 勢い で キッ ク を 繰り 出す 。 技 の 性 
質 が ロー スピ ン キ ッ ク ー ジ ャ ンプ ニー と 非常 に 似 て いる が 、 こ ちら は 刀 発 目 が 当たっ た 後 は 相手 を 吹き 飛ば す の で 、 反 
撃 の 心配 が な い 。 た だ し 、 1 発 目 が 相手 に 当たら な いと 発 目 を 出せ な い の で 、 先行 入力 で き な い 。 また 、 1 発 目 を ガ 
ー ド され た と き 、 相手 は すぐ に 動き 出せ る の で 、 刀 発 目 まで に 攻撃 で 割り に 込ま れ て し まう 。 し か し 、 実戦 レベ ル で は ま 
ず 不 可能 な の で 、 この こと は 特に 気 に し な いで も いい が 、 刀 発 目 ガー ド 後 の 反撃 を 食らう の は 必至 だ 。 


FUNNELTIHN Nng HEAH 5PRINLi KIE K 
UINHER 5EUARID LRU5HI 


フッ ク MIDDME 


攻撃 発生 の 早い 中 段 の フッ ク 。 この フッ ク の 後 は 、 様々 な 連係 を 持っ て いる の で 、 いろ いろ 
な バリ エー ショ ン の 攻撃 を 与え る こと が 可能 だ 。 フッ クア ッ パ ー は 、 1 発 目 が 当たれ ば 連続 と な 
り 、 相手 を 浮か せら れる 。 さら に 、 1 発 目 を し ゃ が み ガ ー ド に 当て る と 、 アッ パー が 確実 に 当 た 
る 。 また 、 カウ ンタ ー で 当たる と 、 ト リプ ルフ ッ ク ア ッ パ ー ま で 連続 と な る の で 、 こ の 必 た つ を 
主体 に 戦っ て いこ う 。 また 、 すべ て の 攻撃 に ディ レイ か か る の で 、 連係 の 途中 止め か ら 投げ も 
非常 に 有効 だ 。 下段 の レッ グ ス ロ ー と 中 段 の ツイ ン ・ ダ ッ ジ は 、 両方 と も 避け て か ら 攻 撃 を す 
る の で 、 見 分 けが つき に くい 。 これ を 利用 し て 己 択 たか ける の も いい だ ろう 。 また 、 レッグ スロ 
ー は 、 相手 が 空中 受け 身 の 取 れ な い 浮 き に な る の で 、 軽い キャ ラク ター で あれ ば 、 空中 コン ボ 
を 決め る こと も 可能 だ 。 
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PB+KPP+K+ 丘 po 


ター トル MIppIE 
< で や ば VS> 還 暫 


ン の 始ま り の 方 が 、 か な り 低 い 体 勢 を 取る の で 、 下段 攻撃 と 低い 位置 に 攻撃 判定 の ある 中 段 攻 
撃 以 外 は 、 すべ て か わす こと が で きる 。 この た め 、 若干 不利 な 状態 で この 技 を 出し て も 、 相手 
の 反撃 を うま く か わす こと が 可能 だ 。 さら に 、 ガー ド さ れ て も 反撃 を 受け な い の で 、 も う 一 度 
ター トル を 出し て も いい だ ろう 。 コマ ンド の 入力 が 難し く 、 ロ ー ス ピン キッ ク や テイ ル ブ レ イク 
が 暴発 し や すい の で 、 正確 に 入力 を 行 お う 。 


カー ト ホ イ ー ル Bo 


中 段 攻撃 の 浴び せ 蹴 り D。 ボー ドス ラッ プ よ り も リー チ が 長い の で 、 中 間 距 離 か ら 近づき な が ら 攻 撃 が で きる 。 当たっ た 後 
は 、 受け 身 の 取 れ な い ダ ウン を 奪え る が 、 こち ら も 起き 上 が る まで に 時 間 が か か る の で 、 ダウ ン 攻 撃 は 入ら な い 。 また 、 ガ 
ー ド され る と 反撃 は 確実 だ が 、 この 後に 中 段 と 下段 の 攻撃 と 特殊 移動 を 出す こと が で きる 。 中 段 攻撃 の 方 は 攻撃 発生 が 遅 
い の で 割り 込ま れ て し まう が 、 下段 の 方 は 割り 込ま れる こと が な い 。 さら に 、 特殊 移動 は 後 転 を し て 相手 と の 間合い を 離せ 
る よう に な っ て いる 。 派生 技 は ガー ド さ れる と 確実 に 反撃 を 受け る た め 、 カー ト ホ イ ー ル の 後に ガー ド を 固め る 相手 に は 、 
この 特殊 移動 を 使え ば 、 ま すず 反 撃 を 受け る こと は な い 。 


フラ クチ ャ ー ド ・ バ ックス ピン MIDDtg 


PICKY の 上.K- ロ 技 は 、 回 転 し な が ら そ の 勢い で スケ ー ト ボー ド を 相手 に 叩き 込む 、 い か 
に も PIEIKY ら し い 技 だ 。 攻撃 発生 は 遅く 、 また 、 確実 に 決め られ る 場面 は な い の で 使い どこ 
ろ は 難し い 。 し か し 、 リーチ が 割 と ある の で 、 PIFIKY の 得意 な 中 間 距 離 か ら 、 相手 の 攻撃 に 
あわ せ て 出す と いい 。 他 に は 、 相手 の T 呈 を 読ん だ と き に 使っ て いこ う 。 た だ し 、 アー マー を 脱 
いで 体重 が さら に 軽く な っ て いる の で 、 相手 の 空中 コン ボ に は 十分 注意 し て お こう 。 


UPPER ELUARD CRU5HI! & 5.K-0! 


フォ ー ク スル ー キ ッ ク eoW 
敵 の 近く 立 P ロ +i<GIK 


相手 の 股 の 下 を くぐり 、 背後 を 取る 投げ 技 。 投げ 自体 の ダメ ー ジ は な い が 、 追加 コマ ンド で 
< や 放 と 入力 する と 、 股 を くぐっ て すぐ に キッ ク を 食らわ す 、 フォ ー ク スル ー キ ッ ク が 出せ る 。 こ 
の キッ ク の ダメ ー ジ は 中 と 低い が 、 相手 が 壁 に 当たれ ば ヨロ の ダメ ー ジ が 入る の で 、 合計 で 
呈 ロ ダメ ー ジ と な り 、 追い つゆ め ら れ た と き に 有効 だ 。 壁 に 当たら な か っ た と き は 、 大 ダウ ン 攻 
繋が 決ま りや すい の で 狙っ て も いい だ ろう 。 また 、 フォ ー ク スル ー の み で 止め た 場合 は 、 こ ち 
ら が か な り 有 利 な 状態 に な っ て いる の で 、 ボー ドス ラッ プ 、 アッ パー、 フッ ク ・ ア ッ パ ー、 ミド ル 
スピ ン キ ッ ク が 入る 。 一 撃 の ダメ ー ジ を 取る な ら < ぐ や P や の ボー ドス ラッ プ を 、 浮か せ た い の で 
あれ ば アッ パー か フッ ク ・ ア ッ バ パー を 入れ て いこ う 。 


エル ガリ オ ・ バ ッシュ 


敵 の 近く <PS 記 + 后 スス 


相手 の 頭 の 上 に の っ か り 、 ボー ド で 叩き つけ る この エル ガリ オ ・ バ ッシュ は 、 正面 投げ の 中 で 
ダメ ー ジ が 一 番 高 い 。 投げ 終え た 後 は 相手 と の 間合い が 離れ 、 ダ ウン 攻撃 は 入ら な い が 、 相 
手 を 画面 端 に 追い つめ た 状態 で この 投げ が 決ま れ ば 、 間合い が 離れ な い の で 小 ダ ウン 攻撃 を 
入れ られ る 。 た だ し 、 コマ ンド の 関係 上 、 前 進 し て か ら こ の 投げ を 入力 する の は 難し い の で 、 密 
着 時 と 確実 に 投げ られ る 状況 の と き 以 外 は あま り 使わ な い 方 が いい だ ろう 。 


プレ イン ツイ スタ ー weoW 


PIEKY で も っ と も 使用 頻度 の 高い 投げ 。 コマ ンド 入力 も 前 ダッ シュ し て か ら <⑥ で IIK な の 
で 、 間合い を つめ な が ら 投 げ る こと が 可能 だ 。 投げ 自体 の ダメ ー ジ は 少な い が 、 投げ 終え た 後 
は 間合い が 近い た め 、 小 ダ ウン 攻撃 が 入る の で トー タル の ダメ ー ジ は エル ガリ オ ・ バ ッシュ よ 
り も 多い 。 と は いえ 、 使い や すい か ら と いっ て 、 この 投げ ば か り 使っ て いれ ば 当然 警戒 され て 
投げ 抜け も され や すく な っ て くる の で 、 他 の 投げ も 有効 に 使っ て いこ う 。 


も Y さ FIEHTIINE VIPERG 己 ki アァ 
 / CharaCtEr 上 KillZ 


オー バー ヘッ ドキ ャ ノン muROW 
敵 の 近く < こ CB+ 哲 


自分 の 前 方 に 投げ つけ る 、 RAXEL の デス キャ ノン と 同じ 投げ 。 か な り 前 方 へ 投げ つけ る の 
で 、 相手 を 画面 端 に 追い 込む と き に 使え る 。 また 、 この 投げ で 相手 が 壁 に 当たる と 、 ダメ ー ジ 
は 少な く な っ て し まう が 浮か せら れる の で 、 ここ で 空中 コン ボ を 決め る こと も で きる 。 壁 に 当 た 
ら な いと き は 受け 身 を 取ら れ て し まう が 、 受け 身 を 取ら な いと 大 ダウ ン 攻 撃 が 確実 に 入る 。 受 
け 身 を 取る タイ ミン グ が 難し い の で 狙っ て も いい だ ろう 。 


両者 空中 近く YP+IK+ 操 


前 作 で は 異様 な まで の 強 さ を 誇っ て いた 空中 投げ だ が 、 さ す が に 威力 が 落ち て し まっ た 。 し 
か し 、 投げ 間合い の 広 さ は 健在 な の で 、 相手 の 空中 攻撃 を 吸い 込む こと が 可能 。 浮か せ 技 が カ 
ウン ター で 当たる か 、 画面 端 で 浮か せ た と き に 狙っ て いこ う 。 また 、 ジャ ンプ トー が 当たっ た 後 
に すぐ コマ ンド を 入力 すれ ば 、 す ば や い 受 け 身 を 取ら れ な い 限 り 、 空中 投げ を 決め られ る 。 さら 
に 画面 端 の 場合 は 、 相手 が 壁 に 当たる の で 、 受け 身 を 取ら れず 確実 に 決め る こと が で きる 。 投 
げ 終 えた 後 は お 互い ダウ ン す る の で 、 す ば や く 起 き 上 が っ て 相手 の 起き 上 が り を 攻め て いこ う 。 


フラ イン グ ヘ ッ ド シザー ス 
大 ジャ ンプ 中 ロロ +IK+ 哲 


ERALE と PILKY し か 持つ て いな い 特 殊 な 投げ だ 。 相手 が 立ち 状態 で な いと 決ま ら な く 、 
し ゃ が まれ て いる と 相手 に ダメ ー ジ を 与え られ る が 、 自分 も ダメ ー ジ を 食らっ て し まう 。 この た 
め 、 体力 の な いと き は あま り 使 わな い 方 が いい 。 また 、 空中 受け 身 時 に 暴発 し こし まう こと が 
ある の で 気 を つけ よう 。 し か し 威力 も あり 、 また PILIKY の 代表 的 な 技 の ひと つ な の で 狙っ て 
欲し い 。 狙い どこ ろ は 、 相手 の 起き 上 が り 時 と 画面 端 に 追い つめ たと き 。 相手 が 攻撃 を し て い 
て も 投げ られ る の で 、 相手 が 呈 &&A を 出す よう な 場面 で 使う の も 効果 的 だ 。 


PIEKY の 中 段 攻撃 は 、 下段 ガー ド 外 し に な っ て いる も の が 多く 、 立ち バ 


凍 少 い 玩 釜 由 展 を 冒 凍 に 1 奄 え え | ンチ も 昌 が 授 く 、 牽 章 と し て あま り 使え な い 。 他 の キャ ラク ター 


と 同じ よう な 攻め 方 が で き な い 分 、 戦術 構築 に 苦戦 する だ ろう 。 


攻撃 の 起点 と な る 技 ニー で ハイ スズ ピン 


スタ ン デ ィング ニー か ら の 派生 技 。 スタ ン デ ィ ン 
グ ニ エー の 後に 反撃 し で く ば と の 披 が 当たる 。 ま た 、 
ディ レイ も か か る の で 、 こ れ も 使っ て で いく と より 効 
果 的 だ 。 


ヘッ ドス プリ ング ギ キック 
層 族 + 還 > 記 寺 護 + 后 
トーS ヒ ー ル ドロ ッ プ か ら の 
選択 肢 


スタ ン デ ィング ニー の 後 は 間 舎 い が 離 れる の で 、 
相手 の 立ち ガード に は 、 投 げに いく より も リー チ の 
ある この ヘッ ドス プリ ング キッ ク が 有効 。 ちな み に 、 
画 面 端 で お れ ば リー チ の 短い ロー スピ ン キ ッ ク で 
も 代用 は 可 能 だ 。 


- WW 
ボボ 6 メ ウラ P/ 
攻撃 発生 の 早い スタ ン デ ィング ニー が PICKY ド プッ 
の 攻め の 基本 と な る 。 この 技 が 当たっ て も 有利 に は く Pg> ロ > 内 


な ら な い が 、 連係 が ある の で 反 机 を 受け づら い 。 密 
藩 時 に お いて 、 非常 に 信頼 の お ける 技 だ 。 


フッ ク か ら の 選択 肢 


ニー& ハイ キッ ク を し ゃ が ん で か わす 相手 に は 、 
この ポー ドス ラッ プ を 消 で よう 。 また 、 因 故 A も つ 
ぶせ る し 、 間合い が 離れ て いれ ば 相手 の 間合い 外 
か ら 攻 撃 を で 写る 。 と の と ぎの ポー ドス ラッ プ は 、 
攻撃 発生 の 早い <?R2 必 朋 を 使 お う 。 


トー ヒール ドロップ 
KK+ 哲 に 


ポー ドス ラッ プ と 同じ く 、 し ゃ が み ガ ー ド の 相 持 に 
有効 。 ボー ドス ラッ プ と 仙 う 点 は 、 と の 後 さ ら に 攻 
め 込 め る と いう こと 。 また 、 間合い が 弥 く て 、 ト ー キ 
ッ ク が 当たり そう に な か っ た ら 、 な 械 の ヒー ルド ロ 
ッ プ を 使っ て いこ う 。 
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立 わ パン チ で 共 制 し て くる 相手 に は 、 上 段 パ ンチ 
を か わせ る アッ パー が いい 。 ニー& ハイ スピ ン を ガ 
ー ド され た と き は 間合い が 離れ て し まう が 、 一 歩 前 
に 踏み 込む お の で 、 間合い が 離れ で いて も 使え る 。 


スタ ン デ ティン グ ニ ー 
4 


下段 パン チ や アッ パー な どの 中 段 攻撃 に は 、 さら 
に スタ ン デ ィング ニー を 出 そ う 。 この よう に ニー& 
ルイ スピ ン の 連発 は か な り 強 い 係 だ 。 多用 し て も 
いい が 、 委 。 提 . 島 に は 移 を つけ よう 。 


音 種 授け 技 


難 コマ ンド 


ニー8&8 ハイ スピ ン が 当たっ た 後 は 、 思い 切っ て 投 
げに いく 《 の も ひと つの 選択 肢 。 て と の と き に 使う 投げ 
は 、 前 進 し て 投げ られ る ブレ イン ツイ スタ ー か 、 コ 
マン ド 入 力 の 容易 が な フォー クス ルー が いい だ ろう 。 


トー ヒー ルド ロッ プ 
YKIK+ 后 
スタ ン デ ィング ニー や アッ パー を し ゃ が ん で ガー 
ド す る 相手 に は 、 完 全 中 眉 攻 撃 の トー キッ ク が 有効 。 


ガー ド さ れ で も 反撃 を 受け な いし 、 ほ ぼ 同 時 に 動け 
る の で 、 多用 し て も 模 わ な い 。 


ポー ドス ラッ シュ 
で ツウ ツ P 


相手 が よろ け 回 復 を し な か っ た 場合 、 確実 に ボー 
ドス ラッ シュ が 入る 。 また 、 回 復 し て 反撃 を し て き 
て も 問 合 い が 郊 れ て いる の で 、 リ ー チ の 長い こち ら 
の 攻撃 が 上 回 る 。 この 場合 も 攻撃 発生 の 早い ボー 
ドス ラッ プ を 使 お う 。 


フッ ク 


攻撃 発生 が 早い が リー チ は 短い の で 、 ト ー& ヒ ー 
ルド ロッ プ 後 に 使う 場合 は 、 クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド で 一 
歩 前 に つゆ て か ら 出 そう 。 この 前 に つめ る と いう 行 
為 が 、 投 げ を 警戒 し て いる 相手 の 反撃 を 誘う こと が 
で きる 。 この 後 は 、 さら に 攻め 続け る こと が 可能 だ 。 


ヘッ ドス プリ ング キッ ク 
太 覆 + 還 > 記 寺 護 暫 

リー チ が 長い の で 、 ト ー& ヒ ー ル ドロ ッ プ の 後 

に 、 そ の 場 で 出し て も 相手 に 当て られ る 。 ま た 、 


よろ け 後 は 強力 な ボー ドス ラッ プ が ある の で 、 下 
役 攻 撃 は あま り 失 戒 され ず 決ま りや すい 。 


音 種 投げ 技 
各 コ マン ド 


画面 交 で あれ ば 、 よろ けた 後に その 場 で 投げ を 
入力 すれ ば いい 。 画面 中 央 で 間合い が 離れ た と き 
は 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド し て か ら 投 げ よ う 。 この と き 
に フッ ク と の 忌 択 を か ける と 効果 的 だ 。 


アッ パー 
S ぐ 思 


立ち バン チ で 反撃 を 行っ て くる と き は この アッ バ 
ー で 浮か せ て し まお う 。 ガー ド さ れ た と き は 、 ディ 
レイ の 運 係 攻 撃 を 使っ つて フォ ロー し て いこ う 。 


スタ ン デ ィング ニー 
K 


を 止 め よ う 。 また 、 し ゃ が み バ ンチ も つ 記 せる の で 、 
し ゃ が み バ ンチ で 奉 制 する こと の 多い 相手 に は 、 こ 
れ を 使っ て いこ う 。 


ヒー ルド ロッ プ 
人 YK 


上 記 点 た つの 攻撃 は 下段 ガー ド 外 し な の で 、 し ゃ 
が み ガ ー ド を され る と 攻撃 を 与え られ な い 。 この よ 


うな と き に は 、 トー ヒール ドロ ッ プ より も 攻撃 発 
生 が 早く 、 ア ッ バ パー も つぶ せる ヒー ルド ロッ プ を 出 


す と いい 1。 


MAHLER の フッ ク な ど 、 攻撃 発生 の 早い 中 自 
攻撃 に は スタ ン デ ィング ニー を 出し て 、 相手 の 攻撃 


0 
スタ ン デ ィング ニー 
K 
ここ で も スタ ン デ ィング ニー が 役に立つ 。 た だ し 、 
合用 頻度 が 高い の で 、 使い すぎ て 相手 の 硬直 が 短 


く な っ て いる と と が 多い 。 この よう な と き は この 投 
は 控え て 、 他 の 選択 肢 を 考え だ ほう が いい だ ろう 。 


フッ ク 後 に 、 立ち バン チ を 打っ て きた ら ア ッ バ パー 
で 返 そう 。 画面 端 で お れ ば 、 技 紹介 の と ころ で 解脱 
し た 空中 コン ポ を 狙っ て いけ る 。 フッ ク 後 の 投げ 大 
使っ て いる と 、 反 軸 し て くる こと が 多い の で , て とれ 
併用 じ し て いく 効果 的 だ 。 


フッ ク か ら の 連係 

フッ ク か ら の 遠 係 を 出す 場合 は 、 デ ィ レ イ を 有効 
に 使い 、 連係 の 終わ り を 分 か ら な くさ せよ う 。 途中 
止め を する 場合 は 、 相 手 と の 硬 起 が 短い トリ プル 
フッ ク が いい 。 また 、 と れ が 読ま れ て いる と きき は 。 
ディ レイ で この 後 の 連係 を 出し て いとう 。 


音 種 投げ 技 


難 コ マン ド 


フッ ク 後 に は さま ざま な 選択 肢 が ある の で 、 ガ ー 
ド に 徹する は ず だ 。 フッ ク の 後 は 密 交 し 、 す ず すかさず 
投げ て し まお う 。、 当たっ て か ら の 硬直 が 短い の で 、 
非常 に 返 ぐ れ に くい 選択 だ 。 
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お 
PP 
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3 
さ 


以前 は 地下 鉄工 事 の アル バイ ト 等 を し て い 


な り 、 そし て 闘い 続け て いる 。 


に 


た が 、 現在 は 大 型 ト レー ラー の 運転 手 に 転向 し た 。 だ が 、 い 
まだ に 海兵 隊 の 夢 は 捨て て は いな い 。 自分 の 強 さ を 試す た め 


に バイ パー| 


g 定 つ 。 し か し 、 カ ッ と な りや すい 性 格 の た め 傷 害 事 件 を 起こ し 入 


時 隊 は 拒絶 され る 。 


グ 


mc 邊 海兵 隊 を 志 し ハイ スク 
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HiICH HI は 


トリ ブル バ パンチ 0 AIDDLE 


JAINE の 主力 技 。 ヨ 発 目 を カウ ンタ ー で 当て る と 相手 を よろ け 状 態 に 陥ら せる こと が で き 、 攻め 込む こと が 容易 に な る 。 
最速 で 出さ ず に ディ レイ を 効か せる な ど し て 、 うま く 相 手 の 反 撃 を 誘い 込み た いと ころ だ 。 また 、 ガー ド さ れ た と し て も それ 
ほど 不利 に な ら な い の で 、 と りあ えす 出し 切れ ば 、 相手 を 押さ えつ ける こと が で きる 。 ヨ 発 目 が ガー ド さ れ た 後 は 相手 の 行 
動 に 応じ て 投げ ・ 暫 避 A・ 再 度 ト リプ ルパン チ ・ ア ッ パ ー な ど で 対 応 し て 、 攻勢 を 維持 し て いこ う 。 戦術 的 に は 加 発 目 で 止め 、 
そこ か ら 投 げ 技 や ボディ ブロ ー に 切り 替え る の が 効果 的 だ が 、 この 技 自 体 の 使用 頻度 が 高い の で 、 思 発 で 止め た 後 は 硬化 時 
間 が 長く な っ て いる こと が 多い 。 その た め 、 加 発 止め か ら の 攻め を 使う な ら 、 そ の ラウ ンド の 前 半 に 使う な どの 配慮 が 必要 
に な る だ ろう 。 な お 、 相手 の 上 段 ア ー マ ー が な いと き は 普通 に 当て て も ヨ 発 す べ て が 連続 で つなが る が 、 威力 や 技 の 性 質 
か ら 見 て も コン ボス イッ チア ッ パ ー の 方 が 有効 な の で 、 確実 に ヒッ ト し そう な ら 場 面 な ら そ ちら を 使っ た 方 が 賢明 だ ろう 。 


HIGH HIGH 

RS RISH TdROW 1 ワン ツー バン チ か ら ク リン チ ニ ー を スイ ッ チ させ る 連係 攻撃 だ 。 前 作 で は 異様 
な まで の 強 さ を 誇っ た が 、 ク リン チ ニ ー へ の スイ ッ チ タイ ミン グ が 遅く な っ た た め 、 

簡単 に か わ さ れる よう に な っ た 。 まっ た く 使え な いと いう わけ で は な い が 、 こ の 弱 

体 度 か ら 考え れ ば 、 ト リブ ル バ ッ シュ に 対し て 立ち ガー ド に 徹する 相手 に 対し て 、 

「 時 折 」 使 う 程度 に 抑え る べき だ ろう 。 


LUHNNECTIHN Nn ヨ KICK 
UPPER 5UARE LRHU 呈 HI 


技 の 性 質 だ け を 見 る と 、 上 段 ば か り で 構成 され た 連 
係 攻撃 な の で 、 空中 コン ボ 以 外 に 使い 道 が な いよ うな 
印象 を 受け る 。 だ が 、 実際 に は ヨ 発 目 が 相手 に ガー ド さ 
れ て も 五 分 の 状態 を 作る こと が で きる 。 その た め 、 ト リ 
プル パン チ を 使い すぎ 、 硬化 時 間 が 長く な っ て し まっ た 
と き の 代用 品 と し て 使え る 重要 な 連係 攻撃 と 言え る 。 


コン ボブ ロッ クス トレ ー ト AIDpLE AAIBDIE MIDDLE 
PP や P 1 ロ ,14, 選 ら 


トリ プル パン チ 発 目 か ら 略 A を 繰り 出す 連係 攻撃 。 トリ プル パン 
チ に 割り 込み を 仕掛 け て くる 相手 用 の 技 だ が 、 デ ィ レ イ が 効か な い の で 、 
当初 の 目的 通り に は 使え な い 。 この 技 の 真 の 使い どこ ろ は 、 相手 の 上 
段 ア ー マ ー を 弱 ら せ て いる と き の 空 中 コン ボ に ある 。 それ は 、 空中 で 
あっ て も ヨ 発 目 が 当たれ ば アー マー を は ぎ 取 れる こと に 起因 し て いる 。 
ディ レイ が 効か な い 分 、 技 と 技 の つなが り が 早い の で 空中 受け 身 を 取 
られ に くく 、 こう いっ た 使い 方 に は 本 当 に 適し て いる 。 
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LUHNNELTIHN N ロ ヨ PUINLH 
UINIDER igUARED LRLU5HI & UPPER AIRIWIDIR LRU5HI 


Hi HCSH 


トリ ブル バン チ 発 目 か ら ロ ー キ ッ ク を 繰り 出す 攻撃 。 相 
手 の ガ ー ド を 揺さぶる と いう より も 、 意表 を つく ワザ と いっ て 
いい 。 トリ ブル バン チヨ 発 目 が ある 限り 、 相手 も この 攻撃 を ガ 
ー ド で き な い だ ろう 。 だ が 、 当て た と ころ で 有利 に な る わけ 
で は な い 。 その た め 、 相手 に 中 段 攻撃 を 重ね られ れ ば 、 こ ち 
LUNNELTIUN N ロ ヨ LHW-KILK| ら の 選択 肢 は ガー ド か 折 怒 A し か な く 、 結果 と し て 攻め きれ 
ーー トー な い 。 そこ で 、 ヨ 発 目 の ロ ー キ ッ ク を キャ ン セ ル し 、 フ ェ イ ン 
ト を 仕掛 け て みる 。 この 行動 も 自分 を 有利 に する わけ で は な 
い が 、 相手 の 反応 次 第 で は 当て る より も 自分 を 有利 な 状況 に 
導い て くれ る 。 この キャ ン セ ル か ら 攻 め を どう 発展 させ る か 
が 強い JAINE 使 い に な る か の 鍵 と いっ て も 週 言 で は な い 。 


ロー ナッ クル スピ ン SM 


ロー ナッ クル は 相手 の 攻撃 を 止め る 上 で 有用 な 技 だ 。 し か も 、 JAINE は ここ か ら ロ ー ス ピ  。* 
ン キ ッ ク に スイ ッ チ させ る こと が で きる 。 連続 性 も 何 も な い 連 係 攻撃 だ が 、 こ の 技 の 強 さ は ガ 
ー ド され に くく 、 され た と し て も 間合い が 離れ 、 反撃 を 受け な い 点 に ある 。 ロー スピ ン キ ッ ク 後 
は し ゃ が み 状 態 に な っ て いる の で 、 そこ か ら は パワ ー シ ョ ル ダー や スタ ン デ ィング ハイ キッ ク 、 
そし て トス アッ パー な ど で 相 手 の 攻 撃 を つぶ す と いっ た 攻め を 展開 する こと が で きる 。 この 攻 
め は JAINE が 防御 側 に 回 っ た と き に 使う 、「 形 勢 逆転 を 狙う た め の 基 本 的 な 攻め 」 と 言え る 。 
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ロー キッ ク か ら 始 まる 特異 な 連係 攻撃 だ 。 ロー キッ ク が 当たっ た 段階 で 、 確実 に 加 発 目 も 当 
た る の で 相手 に と っ て は 嫌 な 攻撃 と 言え る 。 だ が 、 こ れ 以 外 の 性 能 を 見 る と 、 ヨ 発 目 は カウ ン 
ター で 当て て も つなが ら ず 、 ガー ド さ れれ ば か な ちり 不利 な 状況 に 陥っ て し まう な ど 、 弱点 の ほ 
う が 多 い 。 し か し 、 対戦 に お いて は 「 ヨ 発 目 の 中 段 攻撃 が くる 」 と いう 心理 的 効果 か ら 、 避 発 目 
で 止め て も 相手 に 反撃 が 遅れ る こと の ほう が 多い 。 この 一 瞬 を つき 、 ト ス ア ッ パ ー や 投げ 技 を 
狙う の は 意外 に 有効 な 行動 と 言え る 。 な お 、 mK キ ャ ン セ ル が か か る の で 、 加 発 目 だ け を いき 
な り 出 せる が 、 実 用 性 は な い 。 


LUHNNELTIHN Nn1 LHW-KILK 
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攻撃 発生 時 間 が 遅く 、 リ ー チ も ロー スピ ン よ り も な い の で か な り 当 て に くい 感 が ある 。 だ が 、 
コマ ンド を 入力 し た 段階 で 上 段 攻撃 を か わせ る と いう 利点 が ある の で 、 相手 が 反撃 に ほぼ そう な 
シチュ エー ショ ン で 使え ば 、 前 述 し た 弱点 を 克服 で きる だ ろう 。 技 を 当て た 後 は 相手 が よろ め 
く の で 、 す ば や く 攻 め 込 みた いと ころ 。 攻め 込む お 際 は 、 相手 と の 距離 を どう 埋め る か が ポイ ン 
ト に な る が 、 基本 的 に は 接近 する 素振り を 見 せ て 、 相手 の 反撃 を 誘い 、 そ れ を 攻 &&A や Ta で 
つぶ す 、 また は 回 避 か ら 側 面 に 回 る の が 最も 有効 だ 。 


HIGH FiCFH 


コン ボス イッ チア ッ バ パー MIDDLE 


es の Ra 


トリ ブル バン チ と 同様 に 、 対戦 で は JAINE の 主戦 力 と な る 連係 攻撃 だ 。 ヨ 発 目 が 中 段 攻撃 な の で 出し 切る だ け で 、 相手 
を 押さ えつ ける こと も 容易 。 し か も 、 普段 は ヨ 発 目 が つなが る こと は な い が 、 相手 の 上 段 ア ー マ ー を は ぎ 取 っ て ある な ら 、 
クラ ッ プ ナッ クル か ら ヨ 発 目 まで すべ て が つなが り 、 ヨ 発 目 を 当て た 後 は 相手 が 浮き あがる の で 、 自 分 を 有利 な 状況 に お 
ける 。 その た め 、 上 段 ア ー マ ー を は ぎ 取 っ た 後 は か な り 多 用 する こと に な る だ ろう 。 また 、 思 発 目 の キ ッ ク に は ガー ド ボ タ 
ン で キャ ン セ ル を か けら れる 。 キャ ン セ ル 後 は トス アッ パー や 投げ 技 に 切り 替え て 攻め 立て る の も 有効 だ 。 キャ ン セ ル を 
か けた と ころ で 数 値 的 に 有利 に な る わけ で は な い が 、 相手 の 意表 を 突く 行動 と し て これ 以上 有効 な も の は な い 。 この こと 
は ヨ 加 格闘 ゲー ム を 少し で も か じ っ た こと の ある 人 で あれ ば 、 十分 わか る だ ろう 。 


LUNNELTIUN Nn ヨ UPPER LUT 
UNDER ELUAREID LRU55HI 


LHINNELTIHIN Nn ど KILK 
CAINELELLATIUIN 


バ パワー フッ ク MIDDLE 


Jeawowertese 


UPPER BUARD LRU5HI! 


力 の こも っ た フッ ク を 叩き つけ る 強力 な 単発 攻撃 。 当たれ ば 相手 を 


ぎー 
大 きく 吹き 飛ば すこ と が で き 、 ガー ド さ れ て も それ ほど 不利 な 状況 に に 、 で 
は 陥ら な い 。 打 避 AA を は じ く 能力 も 兼ね 備え て いる な ど 、 性 質 的 に か ぶ マテ 
な り 高 性 能 な 技 と いえ る 。 た だ し 、 攻撃 発生 時 間 が か な り 遅 い の で 、 つ ーー 


ぶさ れ や すい 。 この 遅 さ を どう 補う か が 最大 の 課題 と な る 。 


スピ ン バ パ バ パワー フック MAIDpLE MIDplE 


忌 4, 選 0 


スピ ン キ ッ ク か ら パ ワー フッ ク に スイ ッ チ する 連係 攻撃 。 スピ ン キ ッ ク が 当たれ ば 確実 に つ 
な が る の が この 連係 攻撃 の 最大 の ウリ 。 これ と スピ ン キ ッ ク の リー チ を 盾 に 中 間 距 離 で の 筆 
制 に 使え ば 、 相手 の 行動 を か な り 制 限 で を る だ ろう 。 また 、 ス ピン キッ ク の 攻撃 発生 時 間 は 近 
距離 で 使え ば か な り 早 く な る の で 、 反撃 や 割り 込み 技 と し て も 十分 に 力 を 発揮 する 。 


ワ ノ 4『) ソ 2 


FIEHTIINGE VIPER5 己 ki 
haraCtET 呈 KilZ 


トル ネー / ンチ AAIDDLE 
や ツマ く ゆ Li (P 押 し た ま ま ) ヨロ -5n(451 


JAINE の 真 の 主力 技 と 言え る トル ネー ド パ ン チ 。 今 作 で は コマ ンド 入力 後 、 ボ タン を 押し 続 
ける こと で 溜め を 作る こと が で き 、 その 溜め 時 間 に 応 じ て 威 力 が 増加 する よう に な っ て いる 。 
し か も 、 最大 まで 溜め る と 技 の 性 質 が 変化 し 、 ガー ド 不 能 技 と な る 。 これ 以外 に 溜め 中 に レバ 
ー を 下方 向 に 入れ つつ 離せ ば 、 相手 の 足元 を 攻撃 する クロ ー ル トル ネー ド に スイ ッ チ し 、 レ バ 
ー を 後ろ に 入れ れ ば 、 ト ルネ ー ド 自体 を キャ ン セ ル す る こと も で きる 。 浮か せ た 後 や 起き 上 が 
り 中 な ど 、 相手 が 何 も で き な い 状況 で 使え ば 、 下段 と 中 段 と ガー ド 不 能 、 そし て キャ ン セ ル の 
4 つの 行動 で 相手 の 動き に 完全 対応 する こと が で きる 。 


UPPER ARIVIDR LRLU5H 


トル ネー ド パ バン チ の 
威力 変化 


コマ ンド 入力 後 、 すぐ に 出し た 場合 は ダメ ー ジ は ヨロ と 低く 、 ガー ド 不 能 攻 
撃 と な る 最大 まで 溜め た 場合 は 4 号 。 成 力 に 関し て は 、 最大 溜め より も 、 少 
し 前 の 方 が 5 と 高い 設定 に な っ て いる 。 確実 に 入り そう な 場面 で は 最大 溜 
め よ り も 少し 溜め た くら い の と ころ で 使っ た 方 が いい 。 


トス アッ パー ee 


相手 の 上 段 攻 撃 を か いく ぐり な が ら 行 う ア ッ パ ー カ ッ ト 。 主 に 相手 の 反撃 に 合わ せ 使 うこ と に 
な る 。 当て た 後 相手 を 浮か せる こと が で き 、 こち ら が か な り 有 利 に な る 。 リン グ 中 央 で 当て た 
場合 は 基本 的 に トル ネー ド バ ン チ を 溜め て お き 、 相手 の 行動 に 合わ せる 。 壁際 で 当て た 場合 は 
コン ボス イッ チア ッ パ ー で 空中 コン ボ を 狙う と いう の が セオ リー だ 。 ちな み に 攻 撃 判 定 が か な 
り 下 の 方 に ある の で 、 倒れ 込む 寸前 の 相手 に も 当て る こと が で きる 。 


BE 側が 最大 溜め の トル ネー 
ド を 食らっ た 場合 、 思 選 側 が 
最大 寸前 の 溜め で 離し た 場 
合 。 その 威力 差 は 歴然 と し 


て いる 。 
JNES 


WIII 


ダブ ル タ ダウ ンス マッ シュ MIDDLE MIDDLE MIDDLE ボディ ブロ ー を カウ ンタ ー で 当て た 場合 、 ヨ 発 す べ て が 連続 で つなが る うえ に 、 ヨ 


発 目 が 入っ た 後 、 バ ウン ド 中 の 相手 に 追い 討ち を 仕掛 ける こと が で きる と いう 強力 か 

ロ > 記 記 記 7 1 つ 有 用 な 連係 攻撃 だ 。 た だ 、 走 り 後 な どの よう に 「 レ バー を 1 度 ツ に 入れ た 行動 」 の 
間 hrdrh を か 後に コマ ン 入 力 を 行う 場合 、 ダ ブル スマ ッシュ に 化け る こと が ある 。 攻撃 発 生 時 間 

の 差 が 激しい の で 、 ま ちがっ て 出せ ば 、 相手 に カウ ンタ ー を 取ら れ て し まう 。 その た 


人 w め 、 コ マン ド の 始め を <Pp> 思 と 行っ て 、 誤 入力 を 生ま な いよ うに 注意 し よう 。 な お 、 
の ガー ド さ れ た 場合 は 思 発 目 で 止め る の が も っ と も ロー リス ク 。 ここ か ら は トリ プル バ 
いる ッシュ を ガー ド さ れ た 時 と 同じ よう に 相手 の 行動 に 合わ せ て 出す 技 を 変化 させ れ ば 、 
2 攻勢 を 維持 で きる 。 ちな み に 1 発 目 の 初段 の ボディ ブロ ー か ら は コマ ンド 入力 を 変化 


て る う 8 = させ る こと で 、 アッ パー や パワ ー ス マッ シュ を 出す こと が で き 、 カウ ンタ ー ヒ ッ ト 時 は 
両方 と も 連続 攻撃 と な る こと を 頭 に 入れ て お こう 。 


ボテ デ ティ ブロ ー・ バ ワー スト レー ト 
ロ > 記 記 +KK 二 VIax1 


ボディ ー ブ ロ ー か ら 5 派生 する 連係 攻撃 の ひと つ で 、 続 く ス トレ ー ト は ボタ ン を 押し 続け れ ば 
溜め を 作る こと が で きる 。 最大 溜め だ と 、 技 の 性 質 が か な り 変わ り 、 上 段 ア ー マ ー を 破壊 する 
能力 を 持ち 、 さらに 上 段 ガ ー ド を は じ く の で 、 その 後 JAIME 側 を 多少 有利 な 状況 に 導い て くれ 
る 。 だ が 、 実際 に は 出 が 遅く 、 相手 に 曲 交 A を 出さ れれ ば それ まで だ 。 暫 如 A に は 弱い が 、 
JAIME の 固有 技 中 、 唯 一 ガー ド さ れ て も 有利 に な る 技 な の で 、 う まく 使い こなし た いと ころ だ 。 


IF LHNNELTIHN Nng MAX 
THEIN UPPER ARWMIUIR CRU5IHI 


19.15【4 ロ 1 


LUHNNELTIHN Nn1 PHINLH 
UPPER 5UARI LRU5HI 


ダブ ル バ パワ ー ス マッ シュ MIDDLE AIDDLE 
> 記 記 ーー 


攻撃 発生 時 間 が 遅い も の の 、 当て る こと さえ で きれ ば 思 発 と も 連続 と な る 。 し か も 、 バウ ン 
ド 中 に ダブ ル ダ ウ ンス マッ シュ な ど で 追 討ち を か ける こと が で きる の で 、 か な り 強 力 な 技 と 
言え る 。 な お 、 バウ ンド 中 に 狙え る コン ボ に 関し て は 下記 参照 の こと 。 


ダブ ル パ ワ ー ス マッ シュ 
ー ダ ブル ダウ ンス マッ シュ 
ダブ ル パ ワ ー ス マッ シュ が ヒッ ト し た 後 、 即 ダブ ル ダ ウ ンス マッ シュ を 入れ る 。 
最も 簡単 で 大 ダメ ー ジ を 与え られ る コン ポ だ 。 た だ し 、 受け身 を と られ る と 途 


中 で ガー ド さ れ て し まう 。 受け 身 を と る 相手 に は パワ ー フ ッ ク を 使っ て 確実 に レク 4 STSS 和 / 、 コ NNeE 揚 / 当 の 
ダメ ー ジ を 稼ご う 。 ダブ ル パ ワ ー ス マッ シュ で 相手 を ダウ この と き 、< や 必 下 と 入力 し た 方 が 確 後 は 出し 切る 。 な お 、1 発 目 の 当 て 方 
ン さ せ た ら 、 す ぐ コ マン ド 入 力 の 用 意 。 実に ボディ ブロ ー が 出る 。 


ダブ ル パ ワ ー ス マッ シュ 
ー ア ー マ ー ア ウト 5.K- ロ 

バウ ンド 中 に すばやく アー マー アウ ト を 入れ れ ば 、 確実 決ま る 。 体力 調整 
さえ うま くし て お け ば 、 確実 に 旨 .K. ロ を 奪え る の で JAINE 使 いな ら 覚え て お 


きた いと ころ だ 。 "2 SS っ 
これ くら い の 残 り 体力 か ら 普通 に ダブ 体力 が ちょ うど 則 に な り 、 叩き つけ ら 和 昌 底 で a 本 先取 され る 。 相手 に と っ 
ル パ ワ ー ス マッ シュ を 叩き 込む 。 れ て いる 間 に ア ー マ ー ア ウト が ヒッ ト ! て は か な り 屈 辱 的 だ ろう 。 


ダッ シュ スト レー トー ダブ ル ダ ウ ンス マッ シュ E 発 止め 
ー ボ ディ ブロ ー パ ワー スト レー ト 

ダッ シュ スト レー ト が ヒッ ト し た ら 相 手 を よろ け 状 態 に 陥ら せる こと が で き 
る 。 ここ に 右 の 連続 写真 の よう な バウ ンド コン ボ が 入る 。 た だ し 、 受け 身 を 取 


られ る と ボディ ブロ ー く らい し か 入ら な の で 、 そう いう 相手 に は 迷わ ず バ ワー = 提 SS で” 胃 224 

フッ ク を 使 お う 。 ダッ シュ スト レー ト で よろ け 状 態 の 間 ここ で 相手 に 空中 受け 身 を 取ら れ な 体重 が ある 相手 に は ボディ ブロ ー・ バ 
に すぐ に ボディ ブロ ー を 叩き 込む 。 けれ ば 、 互 発 目 で 止め て 再度 ボディ ブ ワー スト レー ト を コン ボス イッ チア ッ 
ロー パワ ー ス トレ ー ト を 最速 で 出す 。 パー に 変更 し よう 。 


細 


Pr こよ ーーー 
7 Am W 


ワ ノ 4 ソコ 


FIEHTIING VIPER5 己 lil 
harCtET 呈 KilZ 


スタ ン デ ィング ルイ キッ ク MoE 


立ち 途中 に 出せ る キッ ク 攻 撃 。 リー チ が ある 割 に は ガー ド さ れ て も 五 分 状態 に な る な ど 、 な 


か な か 使い 勝手 の いい 技 だ 。 同じ よう な 技 で スタ ン デ ィング アッ パー が ある が 、 リー チ 以 外 の 
技 的 性 質 は さほど 変わ ら な い 。 この ふた つの 技 の 使い 分 け は 、 技 を 出し た 後 の 状況 で 考え る 。 
密着 状態 を 望 お ひな ら ス タン ディ ング アッ パー を 。 間合い を 多少 離し た い の で あれ ば スタ ン デ ィ 
ング ハイ キッ ク を 使っ て いこ う 。 


スイ ング アッ パー 


撃 す る の で 、 相手 の 攻撃 を か わし や すく 、 踏み 込み か ら 生ま れる 長い リー チ と いう ふた つの 利 
点 が ある 。 し か も ガー ド さ れ て も ほとん ど 五 分 状態 な の で 、 遅い 攻撃 発生 時 間 さ え フ ォ ロ ー で 
きれ ば 、 頼も し い 攻撃 と な る だ ろう 。 ダブ ル ダ ウ ンス マッ シュ 途中 止め な ど で 、 相手 が ロー ナ 
ッ ク ル 系 統 の 攻撃 で 止め て きそう な と ころ や 、 ス タン ディ ング ハイ キッ ク 後 の 少し 離れ た 間 合 


い に な る と ころ に あら か じ め 出 し て お く よ う な 感じ で 使う と 意外 と 相手 の 攻撃 を か わし つつ 攻 
撃 で きる 。 


ブレ イブ キャ ノン PS 


JAINE が も つ 昌 .IK. ロ 技 は 前 作 で の 主力 技 だ っ た ツー ハン ド ハ ッ シュ だ 。 た だ 、 前 作 と 異 
な り 、 攻撃 発生 時 間 は か な り 遅 く な っ て いる 。 この 攻撃 発生 時 間 の 遅 さ を どう カバ ー す る か が 
この 技 を 使い こなす 最大 の 課題 と な る 。 テッ ク ガ ー ド か ら 相 手 の 側面 に 移動 し た 後 や も 、 ロ ー ナ 


ッ ク ル スピ ン 後 な どの よう に 相手 が 反撃 を 試み た く な る よう な 場面 で 使え ば 、 ヒッ ト 率 を 高め 
られ る は ず だ 。 


UPPEIR gzLUARID LRU5H! & 后 .IK-0! 


IM 


UNDER ELUARID LRU5SHI! 


クリ ンチ パン チ ーー 
敵 の 近く PP+ 丘 


JAINE の 基本 投げ クリ ンチ バン チ 。 抜け られ や すい と いう 
欠点 は ある も の の 、 ダブ ルク リン チ パ ンチ と クリ ンチ スト ライ 
クニ ー の ふた つの 投げ コン ボ に スイ ッ チ で きる と いう 利点 が あ 
る 。 ダブ ルク リン チ パ ンチ 後 は 最速 で ダウ ン 攻 撃 を 出せ ば ほ と 
ん ど 回 避 不 能 な の で 総合 的 に か な り の ダメ ー ジ 量 に な る 。 ま た 、 こ 
クリ ンチ スト ライ クニ ー に し た 場合 、 壁際 な ら ば 下記 に 掲載 し 二 3 
た よう な ちょ っ と 変わ っ た 攻め 方 が で きる な ど 、 実際 に は 実用 クリ ンチ スト ライ クニ ー 
度 が 高い 投げ 技 と 言え る 。 


ダブ ルク リン チバ ンチ 


壁際 の 自動 攻撃 


クリ ンチ スト ライ クニ ー で 相手 を 壁際 に 吹き 飛ば し た 場合 、 受け 身 を 
取ら れ な けれ ば 、 大 ダウ ン 攻 撃 が 確実 に 入る 。 また 、 受け 身 を 取ら れ た 
と し て も 、 同じ よう に 大 ダウ ン の コマ ンド を 入力 し て お く 。 する と こち ら 
の 入力 タイ ミン グ に 関わ ら ず 、 相手 が 受け 身 を 取っ て いる と 大 ジャ ンプ 
バン チ 攻 撃 に な っ て くれ る 。 シス テム ペー ジ で も 解説 し て ある よう に 、 
この 技 は ガー ド さ れ て も 有利 な 状況 に な る 。 た だ し 、 受け 身 後 、 相手 に 
最速 で 攻撃 を 出さ れる と 大 ジャ ンプ バン チ 攻 撃 が つぶ され て し まう の / こ 
で 、 反撃 を し て くる 相手 に は 素直 に 起き 上 が り を 攻め た 方 が いい 。 2 300tPIYS HMI 


ン を 連打 ! 投げ と トス アッ パー で 可 択 を 仕掛 け よ う 。 


ダブ ルウ ォ ー ル スト ライ クニ ー EE 誤 


散 の 近く 壁 正面 K+aK+ 后 < 


壁 投げ な の で 非常 に 抜け られ に くい 。 投げ た 後 、 大 ダウ ン 攻 撃 を 出せ ば 、 ま ず か わ さ れ る こと は な い の で 、 威力 的 に 見 
て も 高い と 言え る 。 し か も 1 発 目 で 止め た 場合 、 バウ ンド 中 に トス アッ パー や アー マー アウ ト を 当て る こと が で きる 。 その 
た め 、 相手 の 体力 ゲー ジ を うま く 調 整 で きれ ば 各 .IK. ロ を 狙う こと も 可能 だ 。 


ダブ ルウ ォ ー ル ニー1 発 止め 
ー ア ー マ ー ア ウト (5.K. ロ ) 
ダブ ルウ ォ ー ル ニー を 1 発 目 で と め る と 、 バウ ンド 中 に トス アッ パー や アー マー アウ ト が 入る 。 体 
力 調 整 さ え で きれ ば 、 昌 . 旗 .D も 狙え る 。 だ が 、 実際 に は あま り 実 用 的 で は な い 。 


技 の 硬直 が と けた ら す ぐに コマ ンド を 入力 。 バウ ンド 中 に 生 . 旗 . ロ 技 が 入る 。 受け 身 を 取 
硬直 中 に コマ ンド を 連打 し て も 則 放 だ 。 られ な いこ と を 祈 ろ う 。 


へ 坦 //4P ソ 2 
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フリ ング アッ プ ブ レイ カー 下村 
敵 の 近く ツ ツ ロ + 后 5 


コマ ンド 入力 上 、 前 進 し て か ら 出せ 、 投げ た 後に 小 ダ ウン 攻撃 が 確実 に 入る の で 総合 的 な ダ 
メー ジ も 高い 投げ 技 。 JAINE の 投げ 技 中 、 最も 使用 頻度 の 高い 技 と 言え る 。 た だ し 、 相手 も 
この 投げ 技 に は 最大 の 注意 を 払っ て くる の で 、 うま く 他 の 投げ 技 を 織り 交ぜ つつ 使っ て いこ う 。 


クリ ンチ ニー グラ 


ーーーーーーーーーー an 


前 作 で は 無敵 を 誇っ た JAIWE の 投げ コン ポ 発 動 技 。 クリ ンチ ニー 
グラ ブ が 入っ た 後に ツ 必 KK と 追加 コマ ンド を 入力 する こと で 、 スーパ 
ー コ ン ボ ニー ラン チャ ー に スイ ッ チ で きる 。 だ が 、 今 作 で は 、 ニー キッ 
ク 思 発 目 が 入っ た を 食らっ た 段階 で 相手 側が レバ ガチ ャ を 行え ば ダウ 
ン す る タイ ミン グ が 早まり 、 ニ ー ラ ンチ ャ ー を 回 避 さ れ て し まう よう に 
な っ て し まっ た 。 その た め 、 今回 は 出し 切ら ず 、 ク リン チ ニ ー グ ラブ が 
入っ た ら そ の まま ダウ ン 攻 撃 に いっ た 方 が 無難 だ 。 


ハン ギン グ ・ ニ ー ラ ンチ ャ ー 下 克 
瑞 の 近く <。PP> 記 + 白 っ 


投げ 抜け コマ ンド が クリ ンチ ニー グラ ブ と 同じ な の で 、 非常 に 抜け られ や すい 。 だ が 、 その 
分 、 相 手 を 吹き 飛ば す タ イプ の 投げ 技 な の で 、 壁 近く で 使え ば 、 壁 ダ メー ジ を 期待 で きる 上 に 、 
攻め や すく な る と いう 利点 が ある 。 うま く 他 の 投げ 技 と 併用 し 、 投げ 抜け され な いよ うに し た 
いと ころ だ 。 


JAINE の 技 は 威力 が 高い が 、 攻撃 発生 時 間 が 遅い も の ば か り 。 この 遅 さ を 


うま いつ な き で 押さ え 込 め I ・ カバー し つつ 、 どう や っ て 相手 を 押さ え 込 お むか が JAINE 基 本 戦術 の ポイ ント 


と な る 。 鍵 と な る の が キャ ン セ レー ショ ン と 起き 攻め だ 。 


げ | 
ナッ クル ハイ キック キャ ン セ ル か ら ーーーーーー 2 


どう つなぐ か ? 
投げ 技 は 抜け られ る まで フリ ンク アッ プ ブ レイ カ 
ー を 使う 。 RE-a 軸 投げ 抜け を 行っ て くる 相手 に 
は 、 投げ 抜け コマ ンド が 別 方 向 に な る 投げ 技 を 使 お 
つ < 


すばやい 上 段 攻撃 系 統 に は トス アッ パー が 有効 


A ナッ クル ルイ キッ クキ ャ ソン セ ル だ 。 た だ し 攻撃 発生 時 間 が 遅い の で すばやい 中 段 


攻撃 を 持っ て いる キャ ラク ター 相手 に は 使わ な いよ 


記 K ロ うに し よう 。 


初段 の グラ ッ プ ナッ クル は JAIWE の 技 中 、 最も 


攻撃 生 時 間 が 早い 。 攻撃 を 出し た 後 、 基 本 的 に 不利 1T 操 ま た は 操 衣 AA 


な 状況 が 多い JAIME に と っ て 、 攻勢 を 維持 する に 


は 非常 に 重要 な 技 と な る 。 特に ナッ クル ハイ キッ ク すばやい 中 段 攻 遇 で 反撃 を 試み る 相手 に は この 

キャ ン セ ル は 、 至近 距離 で な く 最 速 で キャ ン セ ル し 選択 肢 し か な い 。 本 后 は 見 し い が 、 決 まれ ば 珍 の 

た 場合 こち ら が 有利 な 状況 に な る 。 JAIME に と っ T 后 アタ ッ ク が 確実 に 入る 。 この 本 転 ア タッ ク 後 は 大 

て は 非常 に 重要 だ 。 ダウ ン 攻 撃 が ほぼ 確実 に 入る の で 、 か な り の ダメ ー 
ジ を 礁 え る 。 


ロー 系 続か ら の 選択 肢 に つい て 


ボディ ブロ ー 


ウ P PONHRAN 


グラ ッ プ ナッ クル が 当たっ た と き は この 選択 肢 も 
か な り 有 効 だ 。 た だ し 、 ヒ ッ ト 時 の 状況 や 相手 の 出 
方 次 第 で は ある が ・*・。 
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し まお 
を 
き 


赤き 攻め 


投げ 技 を 決め た ら 、 ダウ ン 攻 撃 に は せ ず に 起き 上 が り に トル 
ネー ド バ パンチ を 曹 ね 、 タイ ミン グ 的 に ガー ド 不 能 技 まで 溜め 
られ る よう に する 。 これ に 対し て 、 相手 が 起き 上 が り に す ば 
や く 攻 撃 を 出し て きそう な ら ト ルネ ー ド パンチ を キャ ン セ ル 
し 、 昌 &A ま た は す 后 で 対応 。 また 、 相手 が 皿 疫 A を 出し て 
くる よう な ら V 上 K+ 還 を 重ね て お く の も 有効 だ 。 


ダウ ン 攻 撃 
相手 が ダウ ン 中 に \IK nr \ ロ 


ダウ ン 攻 撃 が ほぼ 確実 に 決ま る 投げ 技 は フリ ン 
クア ッ プ ブレ イカ ー、( 生 産 も 所 K+ っ 5)、 
ぐ や SPP+ 呈 な ど が 挙げ られ る 。 確実 に 入れ た いな ら 
攻撃 発生 時 間 の 早い KK が いい が 、 威力 的 に は P 
の 方 が 高く 、 その後 の 起き 攻め も 行い や すい 。 ダウ 
ン 攻 撃 が 当たっ た 後 は 相手 が 浮い て し まう の で 、 受 
け 身 を と られ て し まう 。 ダウ ン 攻 撃 後 、 相手 が どう 
いう 行動 に で る か し っ か り と 見 る こと 。 


記 nulmtEir Hi を Eーーーーーーーー- バウ ンド コン ポ へ 


ボディ ブロ ー が カウ ンタ ー で 当たっ た 場合 は そこ 
か ら 続 く ト リブ ル バ パッ シュ が 完全 に 連続 技 と な る 。 
トリ ブル バッ シュ 後 は さら に バウ ンド コン ボ を 狙う 
こと が で きる 。 


HiE mr umaarrl 一 一 


普通 に 当たっ た だ け で は 連続 性 も な く 、 途中 で 止 
め て も 有利 に は な ら な い 。 その た め 、 こ ご は デ ィ レ 
イ を 効か せ て 相手 の 反撃 を 封印 し つつ 、 様 子 を うか 
が うこ と に な る 。 主 に ヨ 発 目 に 思い っ ぎり ディ レイ 
を か け て 出す か 、 避 発 目 で 止め て A の 選択 肢 に 戻す 
か どちら か の 選択 肢 で 問題 な い 。 


スイ ング アッ パー 
S 人 記 +K 


この 技 を 出さ ず に 起き 攻め に いっ た 方 が いい が 、 
上 段 ガ ー ド を 外す 性 質 が あめ り 、 ガ ー ド され て も 五 
分 の 状態 を 作っ て くれ る の で 、 相 手 を 完全 に 押さ 
えつ けた いな ら 使 うと いい 。 こ の 後 は A に つない 
で 攻め る の が 得策 だ 。 


相手 が 受け 身 を 
と ら な か つた ら …。 


き ww w 
相手 が 受け 身 を ーーーーーー 
と つた ら …。 


ガー ド さ せ た だ け で 相手 を よろ け 状 態 に も っ て い 
く こ と が で き 、 し か も 回 復 し て も 五 分 と 攻 軸 発 生 時 
間 の 遅 さ さえ 補え れ ば これ ほど 強力 な 技 は な い 。 
相手 の 受け 身 を 確認 し た 上 で 重ね れ ば 、 ほ と ん ど 反 
撃 を 受け る こと は な く 、 確実 に 有利 な 状況 を 作る こ 
と が で きる 。 た だ し 、 使い すぎ て 、 旦 , 呈 第 の 効果 
が 効い て し まっ た ら 、 こ ちら が 不利 な 状況 に な る 。 
そう な っ た ら 上 記 の 選択 肢 、 ス イン グ ア ッ パー に 切 
り 替 えよ う 。 


バウ ンド コン ポ の 中 で も 最も 簡単 で 、 威 力も そこ 
そこ 高い 安定 型 の 技 。 地上 受け 身 を と る 相手 に は 
この 技 を 使う 。 当て た 後 は 相手 が 遠く に 飛ん で いく 
の で 、 走 り 攻 撃 で 呪 択 を 仕掛 け て や ろう ! 


トリ ブル バッ シュ の ヨ 発 目 が 入る と 相手 を 叩き つ 
ける こと が で きる 。 この 後 は バウ ンド コン ボ を 狙っ 
て いく が 、 バ パウ ンド コン ボ の 内 容 は 、 相手 の 行動 次 
第 と いっ た と ころ だ 。 


その 他 の バウ ンド コン ポ 


基本 的 な コン ボ は B8 選 を 参照 し て 欲し い 。 た だ 、 
そこ に も 軒 い て ある 通り 、 バ ウン ドコ ン ボ は 垂 本 的 
に は 入ら な いも の と 考え 、 相 手 が 「 格 下 だ 」 と 判断 
し た と きだ け 狙 う よ う に し よう 。 


/ 
/ 


\ 1 
{ | 
園 
月 
「 選 」 

/ 


問 。 作 2n、 | 
目 


Me 
閲 " 


FI 


lll 
llsl 


問 


\ 


汗 
| 
| 
NT 
PA| 
アプ 
キャ 
選 
也 


F 


還 s』 EEI 


ヽ 


I ゆ 男性 年 齢 ロロ 歳 


居 


次 
用 
M 
デ 


送 


| 
Ei 
半 

I 
トド 』 


4 
MR 
導 


」 


ハ 
| 陣 
* 
大 
し 
ロ 


_ 自 


PAI い 
V 画 7 画 ア 


レス ン 
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【/ る 


ロッ ク バ ンド "EATH LRUINEH" の ギタ ー 雪 ボ ー カ ル 。 
腕 美 な 魅力 で 女性 ファ ン が 多い 。 市 議会 議員 の 父 と 喧嘩 し 八 
イス クー ル を 中 退 、 家 を 出る 。 名 を 売る た め に バイ バー と な 


っ て 闘い 、 メ ジャー デビ ュー を 果たし た 。 し か し 、 バイ バー だ 
っ た 過去 を 持つ 彼 に 対し て 市 か ら 圧 力 が か か り 、 現在 は ライ 
ブ さ え 開 け な く な っ て し まっ た 。 もう一度 ステ ー ジ に 立つ た 


め に 、 彼 は 再び 武器 と し て ギタ ー を 手 に 取っ つた 。 


ン lll>15 ココ ココ B ロ ロコ SHeGp per/ も 0 EBINE IEEEBB- 


HIGH HIGH 


SE 連続 攻撃 と な る バン チ を ヨ 発 繰り 出す 技 。 ヨ 
6 ーー MDDLE 
ライ トス ル 発 目 は 中 段 攻撃 に な っ て お り 、 さら に カウ ンタ 


EK 湊 E 苗 し 、 通 常 の 状態 で 当たっ た と き は 、 食 らい 投げ 


が 入っ て し ま の で 、 刀 発 止め か ら の 攻め を 重視 
し 、 相手 が 思 発 目 以降 に 反撃 を し て くる よう に 
すれ ば 、 カ ウンター を 取り や すく な る 。 相手 の 
攻撃 力 に よっ て カウ ンタ ー 後 の 硬直 差 が 変化 


Se する が 、 それ を 見 極め る の は 不可 能 な の で 、 と 
マブ りあ え ず 攻撃 発生 の 早い 攻撃 を 重ね て お く か 、 
ペ あ お 思い 切っ て 投げ に いく の が いい だ ろう 。 

デ プ / 問 


ジャ ブ ハ ル ハイキック 


攻撃 発生 の 早い パン チ か ら キ ッ ク を 繰り 出す 連続 攻撃 。 キッ ク が 当たっ て も ダウ ン ンタ 条 
グ 。 


LHNNELTIHIN Nn ど KILK 
LAINCELLATIUIWN 


を 奪え な い が 、 相手 と 同時 に 動く こと が で きる の で 、 さら に 攻め 込む こと が 可能 だ 。 

また 、 パン チ が ガー ド さ れ て も キッ ク ま で 強制 ガー ド に な る の で 、 し ゃ が ん で か わ さ < ぶ 、 
れる 心配 は な く 、 ガー ド さ れ て も ほとん ど 同 時 に 動く こと が で きる 。 キッ ク は キャ ン </ OoA 
セル する こと が で きる の で 、 吾 制 技 と し て 使う の は も ちろ ん の こと 、 安定 し た 返し 技 と < と 回 

し て も 使っ て いけ る 。 M 1 で 


ラ イ 2/ 【 ン ド MIDDLE AIDDLE MAIDDLE 
PPP 1 


19,14,e ロ 


RAXEL の 主力 と な る 中 段 の 連係 攻撃 。 攻撃 発生 は 早く 、 カ ウンター で 当たれ ば 連続 と な る の で 、 相手 の 技 に うま く 合 
わせ て 使っ て いき た い 。 また 、 攻撃 力 が 思 4 以 上 の 硬化 カウ ンタ ー の と き に も 連続 に な る の で 、 攻撃 力 の 高い 后 &A の 返 
し 技 と し て も 使う こと が 可能 だ 。 さら に 上 下 ア ー マ ー を 奪っ た と きも 当然 連続 に な る 。 ガー ド さ れ た と き は 反撃 を 受け な 
い が 、 使用 頻度 が 高く すぐ に 投げ が 確定 する 硬直 に な っ て し まう の で 気 を つけ よう 。 こう な っ て し まっ た ら 暫 KA 投げ 抜け 
を する こと を オス ス メ す る 。 また 、 ディ レイ も か ける こと が で きる の で 、 1 発 目 が ガー ド さ れ た と き は 、 ディレイ を か け て 相 
手 の 反撃 を 誘っ て いこ う 。 


LUNINELTIHN Nn ヨ 5TRAIBHT 
GEUAIRUD ATTACLK CRUH! 
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ダブ ル ア ッ パー MDDLE pplE 


LUNINELTIHN Nan1 PPER 
UINDER 5UARD LRU5HI 


1,4 

名 前 の 通り アッ パー を 選 発 繰り 出す ダブ ル ア ッ パー は 、 中 段 の 連続 攻撃 に な っ て いる 。 また 、 
1 発 目 で 相手 の し ゃ が み ガー ド を 外し た 場合 、 選 発 目 を 最速 で 出せ ば 確実 に 当て られ る 。 他 キ 
ャ ラ の アッ パー と 違い 、 浮 き は 低く な っ て いる が 、 空 中 で の 追い 討ち は 可能 だ 。 浮か せ た 後 は 
スカ イス クリ ー マ ー な どの 攻撃 判定 の 広い 技 を 当て て いく と いい だ ろう 。 ガー ド さ れ た と き の 
スキ は 大 きい が 、 ディ レイ を か けら れる 時 間 が 長い の で 、 1 発 止め か ら の 攻め も 織り 交ぜ て い 
け ば 、 己 発 目 が 当たり や すく な る は ず だ 。 


LHNNELTIHIN Na UPPER 
UNIER BUARID LRUS5HI 


デス スピ ン アッ パーー ギ ター トラ スト 
ウツ SPP 


浮か せ 技 の デス スピ ン ア ッ パ ー か ら 、 リ ー チ の 長い ギタ ー ト ラス ト を 出す 連係 技 。 デス スピ ン ア ッ パ ー は 
攻撃 発生 が 早く 、 ま た ダメ ー ジ も 高い 。 さら に は タイ ミン グ 次 第 で 上 段 パ ンチ を か わし な が ら 攻 撃 を 与え る 
こと が 可能 だ 。 この 後に 出せ る ギタ ー ト ラス ト は 、 アー マー を 破壊 で き 、 ガー ド さ れ て も 間合い が 離れ て 若干 
有利 な 状態 に 持ち 込む こと が で きる 。 し か し 、 最速 で ギタ ー ト ラス ト を 出し て も 立ち パン チ で 割り 込ま れる 危 
険 性 が あり 、 また 旧 - 旧 . 旧 が 発動 する と 一 気 に 不 利 な 状況 に 陥っ て し まう 。 この た め 乱 用 は 避け 、 暫 届 A の 返 
し 技 や 、 壁際 で の 空中 コン ボ と し て 用 いれ ば 効果 を 発揮 で きる だ ろう 。 


LUHNNELTIHN Na HITER 
UPPER BUARD LRU5SH & UPPER ARMIR LRU5HI 


AAIDDLE MIDDLE 


LUNNELTIHN Na1 HITER KNLLKLE 
UPPER 5UARID LRU5HI 


大 ジャ ンプ の 着地 際 に 、 ギタ ー を 相手 の 頭上 に 叩き つけ 、 さら に こ 
の 後 す くい 上 げ る 。 1 発 目 が 当たる と 、 叩き つけ る よう な ダウ ン に な り 
戸 発 目 は 当たら な い が 、 1 発 目 の ギタ ー 攻 撃 を ガー ド さ せる と 、 相手 は 
よろ け 状 態 に な る 。 相手 が この よろ け を すばやく 回 復 し な い 限り 、 
発 目 は ガー ド で きず に 当たる よう に な っ て いる 。 相手 の 起き 上 が りな 
ど 、 ガ ー ド に 徹する 場面 で 使う と 効果 的 。 回 復 され て 思 発 目 を ガー ド さ 
れ た ら さ す が に 不利 だ が 、 これ は 回 復 し た 相手 を ほめ る し か な い 。 


スピ ン ・ ス タッ プ 


小さ く ジ ャ ンプ を し て 空中 で 回 し 蹴り を 出す 中 段 攻撃 だ 。 ジャ ンプ し て いる 最 中 は 、 下段 攻撃 を か わす こと が で きる の で 、 
下 バ ンチ な どの 下段 攻撃 を 読ん だ と き に 使っ て いく の か が 効果 的 。 また 攻撃 発生 が 早い の で 、 返し 技 に も 使っ て いけ る 。 当 た 
つた 後 は 浮か せら れ 、 空中 受け 身 を 取ら れ な い の で 、 こ こ に 追い 討ち と し て サマ ー ソ ルト キッ ク や スカ イス クリ ー マ ー が 確実 
に 入る 。 ここ まで で あれ ば 非常 に 高 性 能 な 技 だ が 、 ガー ド さ れ た と き の 相 手 と の 硬直 差 が 大 きい の が 欠点 。 し か し 、 これ は 
ガー ド 直 後に 相手 が 動け れ ば の 話 。 大 抵 は ガー ド 後 に ワン テン ポ お いて か ら 技 を 出す の で 、 反撃 を 受け づら い の が 利点 だ 。 


敵 連 


スピ ンス タッ プー スカ イス クリ ー マ ー 
て 小 ダ ウン 攻撃 
スピ ンス タッ プ の 浮き は 、 空中 受け 身 が 取れ な い の で 、 
空中 に 浮い て いる 間 は 攻撃 を 与え られ る 。 低い 浮き の た 
め 入 る 攻撃 は 特定 され て し まう が 、 空 中 受け 身 の で きる 
FV で は 確実 な 空中 コン ボ と いう の は 数 少な い の で 、 こ 


の よう な 状態 の と き は 、 し っ か り と コン ボ を 決め て ダメ ー 


い 骨 スピ ンス タッ プ の 浮き は 低い の で 、 当 た っ た と 
ジ を 奪っ て いこ う 。 


この スカ イス クリ ー マ ー を 当て て も 、 相手 は 地上 受け 身 を 取ら れ て も 、 小 ダウ ン 攻 撃 が 入 
き は すぐ さま 反応 し よう 。 


空中 受け 身 が 取れ な い 状 態 に な つて いる 。 る 。 全 キ ャ ラク ター に 入る 安定 コン ボ だ 。 


サマ ー ソ ルト キッ ク BE 


攻撃 発生 の 早 さと 、 攻撃 力 の 高 さ が 魅力 の サマ ー ソ ルト キッ ク 。 今 作 で は ガー ド 外 し の 性 質 が な く な っ た の で 、 皿 相 A で あ 
っ さり 返さ ぐれ る よう に な っ て し まっ た 。 し か し 、 暫 &A の 返し 技 や 空中 コン ボ に 用 いれ ば 、 全く 問題 な く 使う こと が で きる 。 当 
た っ た 後 は 浮か せる こと が で きる が 、 こ ちら の 硬直 も 長く 、 追い 討ち に いく の は カウ ンタ ー で な い 限 り 難 し い 。 また 、 空中 で 
当て た 場合 は 、 す ぐに 受け 身 を 取ら れる と 反撃 を 受け て し まう の で 、 フィ ニッ シュ 以外 は あま り 使わ な い 方 が いい だ ろう 。 


HiGEH HICH 


バッ クオ フ *< デ ィ ッ ツチ 十 。- 〇 MIDDLE 


LHNNELTIHN Nn ヨ HELAY KILK 
EzUARIH ATTACK LRU5HI 


ハイ キッ ク を 思 発 出し た 後に 蹴り 上 げ る 技 。 1 発 目 の ハイ キ 
ッ ク が 当たる と 相手 を 低く 浮か せる こと が で き 、 こ の 浮い た 
と ころ に 思 , ヨ 発 目 が 当たる 。 空中 受け 身 を 取ら れる と か わ さ 
れ て し まう が 、 ディ レイ を 使っ て 攻撃 の タイ ミン グ を ずら し て 
当て て いこ う 。 また 、 ヨ 発 目 を 先行 入力 せ ず に 、 豆 発 目 の 攻 
撃 判 定 が 出 き っ て か ら 入 力 す る と 、 ス カイ スク リー マー と 同 
じ 性 質 の 技 が 出せ る 。 こう する こと に より 、 ヨ 発 目 で 暫 交 A を 
外す こと が で き 、 ダメ ー ジ も 大 きく な る 。 バッ クオ フ ・ デ ィ ッ 
チ + を 使う 際 に は 、 こ ちら の 技 を 出す よう に し て いこ う 。 


0 スイ ー プー フラ イ ン グ W MAIDDLEMAIDDIE 
S4 記 + 放 記 ヨロ , ヨ g 


ギタ ー を 使っ て すく い 上 げ る アッ パー を 放ち 、 さらに テニ ス の サー ブ の よう に 振り 下ろ す 。 威力 も 高く ガー ド 外 し に な っ 
て いる が 、 攻撃 発生 が 非常 に 遅い た め 近 距 離 で 出し て も つぶ され る こと が 多く 、 遠 距離 時 に 相手 の ダッ シュ に 合わ せる よ 
うに 出す か 、 起き 上 が り に 重ね る よう に 出 そ う 。 た だ し 、 ガー ド 外 し に な っ て は いる も の の 、 ガー ド 後 は 不利 な の で 多用 は 
禁物 だ 。 また 、 ス カイ スク リー マー が カウ ンタ ー で 当たり 、 浮き が 高い と き に 狙う の も いい 。 


ウブ /。 


/ も 


ラン ニン グスト レー トー スイ ー プ 
ー フ ライ ング V 

攻撃 発生 の 遅い 技 だ が 、 攻撃 判定 の 低い こと を 利用 す 
れ ば 、 こ の よう な コン ボ を 作り 出せ る 。 この コン ボ の 注 
意 点 は 、 最 速 で 技 を 出さ な いと いけ な いこ と と 、 左足 が 
前 に 出 て いる 状態 で ラン ニン グスト レー ト を 当て る と 、 
AINMAIN、MAHLER、 BAHIN、JAINE 以 外 の 
キャ ラク ター に は 入ら な いと いう こと 。 自分 の 状態 と 、 
相手 キャ ラク ター を さち ん と 把握 し て お こう 。 


だ に や 馬 較 だ: 
ダウ ン ぎ り ぎ り で スイ ー プ が 当たる 。 フラ イン これ また ぎり ぎり で 当たる 。 相手 は 超 低 空 で 
出し て いこ う 。 グ V の 入力 は 先行 入力 で 。 吹っ飛ん で いく ぞ 。 


いで 
= に 


KN 6 万 
< 、 FIGHTIING VIPER5 選 5kil ァ 


/ と haraCter ら kilZ 


/ 


ギタ ー ト ラス ト pp 
ロ > ロ ジン 本 十 放 am 由 


ギタ ー を 両手 で 持ち 、 踏み 込み な が ら 思い 切り 前 に 突き 出す 中 段 攻撃 。 攻撃 発生 は 遅い が 、 
相手 の 間合い 外 か ら で も 攻撃 で きる ほど の リー チ が ある の で 、 中 間 距 離 で は 非常 に 重宝 する 。 
また 、 相 手 の 『 還 を 読ん だ と き に 出し 、、 本 折 の 硬 化 中 に 当て る と いう の も 有効 な 手段 だ 。 中 
間 距 離 時 に ガー ド さ れ て も 間合い が 離れ て いる た め に 反撃 を 受け な い が 、 近 距離 時 は ガー ド 
させ て も 間合い が あま り 離 れ な いた め 、 最 速 の 投げ が 返し 技 と な っ て し まう 。 と は いえ 、 技 
の 特性 を 考え れ ば 、 そ れ く らい の リス ク は 仕方 が な いこ と だ ろう 。 


UPPER BUARID LRU5HI 記 
UPPER ADIMVIDR LRU5HI 


ダブ ルク リム ゾン ・ デ ィ ッ グ MADDUE AADDME IED 


ツ 記 + KP ツ ロ ヨロ , ヨ ロ ,1 ロ 


ギタ ー を 相手 に 叩き つけ る 中 段 攻撃 の クリ ム ゾ ン か ら も う 一 度 叩 きつ け 、 さら に 下段 へ ギタ 
ー を 突き 出す 。 1 発 目 を ガー ド さ れる と 避 発 目 を 本 略 横 移動 で か わせ る が 、 1 発 目 が 当たる と 相 
手 は よろ ける 。 この よろ け は 回 復 で きる が 、 最速 で 回 復 し に も T 操 横 移 動 の コマ ンド を 入力 する 
の は 間に合わ な い の で 、 ガー ド を する し か な い 。 そし て 、 思 発 目 ガー ド 後 は ヨ 発 目の下 段 攻撃 が 
必ず 当たる 。 これ が この 攻撃 の 最大 の 特徴 だ 。 相手 の 起き 上 が り に 豆 発 目 を 重ね る よう に 出し 
て いく と 効果 的 。 ダメ ー ジ は 低い が 、 確実 に 相手 の 体力 を 玲 え る 非常 に いや らし い 攻 撃 だ 。 


LHINNELTIHIN N ロ ど 
UPPER iLUAIR LRU5IHI 


ふい 
W。 2 
% デ 用 > 


クリ ム ゾ ン ・ ア ウェ イ MIDDLE MAIDDLE 


OPTKVK 。。。。。 軒 = ョ 


クリ ム ゾ ン の 後に トー キッ ク を 繰り 出す 攻撃 が クリ ム ゾ ン ・ ア ウェ イ 。 こち ら の 攻撃 は 加 発 目 の 攻撃 発生 が 早く 、 1 発 目 が 
当たれ ば 回 復 す る 前 に 思 発 目 が 当たる の で 、 連続 攻撃 と な る 。 また 、 1 発 目 を ガー ド さ れ て も 上 記 の ダブ ルク リム ゾン ・ デ 
ィ ッ グ を 警戒 し て いる 相手 で あれ ば 、 忌 発 目 の モー ショ ン を 見 て か ら T『 還 を 入力 する は ず 。 そこ で 、 1 発 で 止ま っ た と 見 せ か 
け 、 反撃 を 試み て きた と ころ に ディ レイ で 加 発 目 を 出す 、 と いう 手段 が 非常 に 有効 と な る 。 心 た つの 攻撃 を うま く 使 い 分 け 
る こと が で きれ ば 、 どちら の 攻撃 も 効果 が 増し こく る は ず だ 。 


⑳ 
レア " 


ププ S、 の vm に 理 


ロ ガ ロ ・ ア クセ ル 雪 有 


低い 体制 を と り 、 その 状態 か ら ギ ター を 水平 に 振り 付け る 下段 攻撃 。 この 体制 の お か げ で 上 段 パ ンチ は お ろか 、 特定 の 中 
段 攻撃 を も か わし な が ら 攻 撃 を 与え る こと が 可能 だ 。 し か し 、 攻撃 発生 が 遅く 、 密着 時 に ガー ド さ れる と し ゃ が み 投 げ が 入 
っ て し まう 。 この た め 、 近 距離 で の 戦い の 中 で は あま り 組 み 込む こと が で き な い が 、 中 距離 時 や ギタ ー ト ラス ト な どの ガー ド 
され て 間合い の 離れ る 技 の 後に 出せ ば 、 弱点 を 補え る 。 た だ し 、 モー ショ ン が 大 きく 見 切ら れ や すい の で 乱発 は 避け よう 。 


スカ イス クリ ー マ ー MIDDLE 


RAXEL の 浮か せ 技 は 、 こ の スカ イス クリ ー マ ー が メイ ン と な る 。 一 瞬 か が み 込 む お よう な 
モー ショ ン に な っ て 上 段 パ ンチ を か わす た め 、 他 の キャ ラク ター の アッ パー と ほぼ 同じ 性 質 と 
言っ て いい だ ろう 。 さら に アッ パー より 優れ て いる 点 は 、 還 交 AA 外し に な っ て いる こと と 、 非常 
に 広い 攻撃 判定 を 持っ て いる の で 、 
バウ ンド 中 や 空中 で 当て や すい と い 
うこ と だ 。 た だ し 、 力 下 A を 外し た と 
き は 五 分 の 状態 に な る が 、 通 常に ガ 
ー ド を され る と か な ちり 不利 な 状態 。 
この 場合 は 、 素直 に 巧 A 投 げ 抜 け 
か Ta 投げ 抜け を 入力 し よう 。 


5gUAIRI ATTACIK CRU 呈 HI 


バル カン ・ デ ス ・ グ リッ プ 隊 meow 


選 口 , ヨ ロ 


前 作 の スラ イデ ィング に 比べ て 攻撃 発生 が 遅く な り 、 当たっ て も ダウ ン を 奪え な く な っ た の で 、 スラ イデ ィング だ け の 性 能 は 下 
が っ た 。 だ が 、 今 作 で は スラ イデ ィング が 当たっ た 後に P+ 加 を 入力 する こと に よっ て 投げ 技 に 派生 で きる の で 、 前 作 の も の と は 
全く 違う 攻撃 と な っ た 。 また 、 滑る 距離 が 長い の で 、 相手 の 間合い 外 か ら 当 て る こと も 可能 。 さら に は 地面 を は う よ う に 攻撃 を す 
る の で 、 相手 の 上 、 中 段 攻撃 を か わせ る 。 た だ し 、 ガー ド さ れ た と き の 人 硬直 
は 長く 、 し か も 下段 攻撃 に も か か わら ず 立 ち 投げ が 返し 技 と し て 
入っ て し まう 。 慣れ て くる と 見 切ら れ や すい の で 、 相手 の 
攻撃 に 合わ せる よう に 使っ て いく の が 有効 だ 。 


HIGENTEIGSEHIGSH 


デス スピ ン ・ ロ ー ラ ー 


KTgVS>K ペ VSEK 


強 型 な 回 し 蹴り を ヨ 発 繰り 出す 、 RAXEL の 代表 的 な 攻撃 の ひと つが この デス スピ ン ・ ロ ー ラ ー。 密着 し た 状態 で 
1 発 目 を ガー ド さ せれ ば 、 豆 。 ヨ 発 目 は 相手 の ガー ド を 突き 破り 攻撃 を 与え られ 、 さら に 、 すべ て の 攻撃 が アー マー 破 
壊 技 に な っ て いる の で 、 非 常に 強力 な 攻撃 と いえ る 。 し か し 、1 発 目 が 遠い 距離 の と き に ガー ド さ れる と 、 選 , ヨ 発 目 
は ガー ド さ れ て し まう 。 こう な っ て し まう と 反撃 は 確実 。 ヨ 発 目 に 至っ て は 昌 -IK- ロ 技 ま で も が 入っ て し まう 。 また 、 
密着 時 で も 1 発 目 に 提 旧 . 旧 が 効い て こし まう と 、 ガー ド 可 能 と な る の で 気 を つけ た い 。 この ふた つの こと に 注意 さえ 
すれ ば 、 主力 技 と し て 使っ て いけ る の で 、 相手 と の 距離 と 技 を 出し た 回 数 を し っ か り と 把握 し て お こう 。 


LUNNELTIHN Nn1 5PININ ロ KILK 
UPPER AIRIVIUR LRUSH! & UPPER HUARH LRU55HI (INEAR1 


LUHNNELTIHN Nne&Nn ヨ 5PININ ロ KICK 
UPPER ARIWIODR LRU5HI 


1 HI は 


デ テス スピ ン キ ッ ク ー ラ イト スル ー ・ TTF AMppuE MipplE デス スピ ン キ ッ ク か ら 、 バッ ク ナ ッ クル 、 エル ボー、 スト レー ト と つなぐ 新 し い 連 


係 。 デス スピ ン ・ ロ ー ラ ー の よう に 、 1 発 目 で ガー ド を 外し た 後に 攻撃 を 与え る こと 
ロ > 還 記 は で き な い が 、 避 発 目 が 当たれ ば 、 後 の 攻撃 は 連続 と な る 。 この 技 の 使い どこ ろ は 、 
ロ P ド ヨロ (密着 時 ヨコ J,14,1 紀 , 己 ロ 。 空 着 時 の デス スピ ン キ ッ ク に 旧 旧 - 呈 が 働い た と き と 、 遠い 問 合 い の と きだ 。 デス ス 

ピン キッ ク を ガー ド さ れ た 後 、 立ち ガー ド に は = 発 目 デ ィ レ イ と 投げ の 選択 を 、 し ゃ が 


ー ド に は 最速 で ヨ \ う よう に 、 状態 に 攻撃 パタ ー ン 
す PaPapeerso み ガ ー ド に は 最速 で ヨ 発 目 を 出す と いう よう に 、 相手 の 状態 に よっ て 攻 軸 パタ ー ン を 
UPPER ARMIUR CRUSHI & UPPER LUARI CRU5HI (INEAR]| 変え て いく と 効果 的 だ 。 


ヴー ドウ ー・ バ ー ン MAIDDtE 


オル タネ イト キッ ク と 同じ よう な モー ショ ン の 上 AXXEL の 昌 .K. ロ 技 。 一 瞬 だ が し ゃ が お よ 
うな 姿勢 を と る の で 、 反応 の いい 相手 は し ゃ が ん で 食らっ て くれ る こと も ある 。 だ が 、 攻撃 発生 
の 遅い この 技 を 確実 に 当て る に は 、 や は り T『 后 の 硬直 中 を 狙う の が 一 番 い い 。 投げ 抜け を 
P+IK+ 呈 で し て いる 相手 で あわ れ ば 、 こち ら が 投げ 抜け を し て 組み 合っ た 後 投 げ が 確定 する 場面 
で 出す と 、 高 確率 で 当たる は ず 。 上 級 者 に な る ほど 刀 +IK+ 加 で 投げ 抜け を する の で 、 狙っ て い 
つて みよ う 。 また は 、 画面 端 で 浮か せ た と き に 狙う つも ひと つの 手 だ 。 


UPPER EUARD LRU5HI & 品 .K.D! 


デ ト ロ イ ド ロッ クダ ウン 


敵 の 近く 全 ツ 記 + 后 


RAXEL の 投げ と いえ ば これ 、 と 言え る くら い 有 名 な デ ト ロ イ ド ロッ クダ ウン 。 投げ 単体 の 
威力 は 、 背後 授 げ と 投げ コン ボ す べ て 決ま っ た と き を 除け ば 一 番 高 い 。 た だ し 、 ダウ ン 攻 撃 は 
入ら な い の で 、 投げ 終え た 後 の 追加 ダメ ー ジ は 期待 で き な い 。 と は いえ 、 相手 が すばやく 起き 
上 が っ て き て も 、 こ ちら の 方 が 先 に 動け る の で 、 すぐ さま 起き 上 が り を 攻め て いこ う 。 攻撃 発生 
が 遅い が 強力 な ダブ ルク リム ゾン ・ デ ィ ッ グ な ど を 重ね る の も 効果 的 だ 。 コマ ンド が 特殊 だ が 、 
RAXEL を 使う 上 で は 欠か せな い 投 げ な の で 、 出せ る よう に し て お こう 。 


相手 の 背後 を 取り 、 首 と 股 に 腕 を か け て 背後 に 飛び 上 が り 、 体制 を 入れ 替え て 相手 を 地面 に 
叩き つけ る 民 AXEL の 新しい 投げ 技 。 威力 は それ ほど 高く な い が 、 小 ダ ウン 攻撃 が 入る の で 、 
トー タル の ダメ ー ジ は 割 と 高く な る 。 また 、 前 ダッ シュ を し て か ら だ でも コマ ンド 入力 を 受け 
付け て くれ る の で 、 間合い を つめ て か ら 投 げ ら れる 。 コマ ンド 的 に 相手 に 投げ 抜け され づら く 、 
こち ら は 投げ や すい の で 、 多用 で きる 投げ 技 だ 。 


デス キャ ノン 
英 の 近く ツジ 記 + 括 


リン グ 中 央 か ら 投 げ を 決め て も 、 相手 を 壁 に 当て られ る ほど 、 相手 
を 投げ 飛ば す 距 離 の 長い 投げ 。 壁 に 当たっ た 後 は 空中 コン ボ を 狙う こ 
と も 可能 と な る 。 また 、 壁 に 当たら な いと き は 、 ダウ ン 時 に 地上 受け 
身 が 取れ る が 、 受け 身 を 失敗 すれ ば 大 ダウ ン 攻 撃 が 入る 。 追い つめ ら 
れ た と き に 使え ば 、 画面 端 か ら 脱出 で き て 間合い を 離せ 、 画面 端 ま で 
追い 込ん だ 状態 で 使え ば 空中 コン ボ を 狙え る と いう 万 能 な 投げ 技 だ 。 
た だ 、 投げ 抜け され や すい の で 他 の 投げ も 有効 に 使っ て いこ う 。 


バラ シュ ー ト フレア 
英 の 近く S1<G ロ + 哲 


ブラ ッ ク カ ラー と 同じ よう に 相手 の 背後 に 回 り 込む が 、 パラ シュ ー ト フレ ア は 、 こ こ か ら が 豪 
快 。 相手 を 踏み 台 に し て 高く ジャ ンプ し 、 相手 の 首筋 に ギタ ー を 叩き 込む お 。 この あと 、 さらに 
小 ダ ウン 攻撃 の スピ ッ ト キ ッ ク も 入る の で 、 ト ー タ ル 的 な ダメ ー ジ は 、 デトロイト ロッ クダ ウン 
より も 高い 。 コマ ンド 入力 に 慣れ が 必要 だ が 、 この ダメ ー 
ジ の 高 さ は 魅力 的 。 見 栄え も いい の で 、 投げ を 決め 
られ る 場面 で われ ば 狙っ て いこ う 。 た だ し 、 投げ 抜 
けさ れ や すい の が 難点 だ 。 


NIR NRPNTP TRYRYT 


壁 授 げ の スケ ー プ ゴー ト ・ ハ ン キ ング か ら は 、 ふた つの 投げ に 派生 で きる 。 スケ 


ー プ ゴー ト ・ べ リエ ル は 、 ギタ ー を 相手 の 頭上 か ら 叩 きつ ける 。 ダメ ー ジ こそ 低い 
が 、 ダウ ン 攻 撃 も 入り 、 相手 を その まま 画面 端 に 追い つめ た 状態 に で きる の で 、 さ 
ら に 攻め 込ん で いく こと が 可能 だ 。 も う ひ と つの チョ ー キ ング ・ ハ ンマ ー は 、 ギタ 
ー で 相手 を 持ち 上 げ 、 画面 中 央 側 に 投げ つけ る 。 投げ の ダメ ー ジ は こち ら の 方 が 高 
い が 、 ダウ ン 攻 撃 は 入ら ず 、 ま た せっ か く 追 いつ め た 相手 を 脱出 させ て し まう の で 、 
フィ ニッ シュ で 決め る 以外 は あま り 使え な い だ ろ う 。 


RAXEL の 投げ コン ボ 。 旧 AIMIMIAIM の よう な 分 岐 は な い が 、 すべ て が 決ま れ ば 
最大 の ダメ ー ジ を 与え られ る 。 た だ し 、 投げ コン ボ 中 の 分 岐 が な く 、 投げ 抜け ボイン 
ト も 豆 ヶ所 ある の で 、 上 級 者 に は まず 決ま ら な い 。 この た め 、 こ の 投げ コン ボ は 1 自 
止め を 多用 し よう 。 1 段 目 で 止め る と こち ら が 有利 に な っ て いる 。 確 
実に 入る 攻撃 は な い が 、 こ の 後に 背後 授 げ と デス スピ ン ロ ー ラ ー で 
ほぼ 完全 な 吾 択 を 迫る こと が 可能 。 これ で 攻め て いく と いい だ ろう 。 


ウレ らら 人 KK 
の た / vi 
? / て と 


ど 。 プ っ プー 


スケ ー プ ゴー ト ・ ベ リエ ル 
敵 の 近く 壁 正面 Pt5t>P+G 還 g 


チョ ー キ ング ・ ル ハン マー 
敵 の 近く 壁 正面 + ロ PT 折 国 還 mm 


この キャ ラ を 使っ て 最強 を 狙え ! 


攻撃 発生 時 間 の 早い ジャ ブ で 相手 を 止め つつ 、 続 く 連係 技 の ハイ キッ ク に キャ ン 
セル を か け て 、 攻め 始め る の が 展 AXEL の ベー シッ ク な 攻め の 流れ だ 。 ジャ ブ ハ 
イキ ッ ク に キャ ン セ ル を か けた 後 の 行動 は フロ ー の 通り に な る 。 攻勢 を 維持 し た け 
れ ば 主 に エル ボー カッ ト か ライ トス ピン を つなげ る と いい 。 な お 、 ラ イト スピ ン 後 
の 選択 肢 は ジャ ブ ハ イ キッ ク 後 と 同じ 技 群 で 対応 し よう 。 投げ 技 は 勇気 の いる 行動 
だ が 、T『 后 や 后 &A に 対応 で きる の が 大 きい 。 それ ら 以 外 の フロ ー は 、 相手 の 反応 
へ の 対応 な の で 、 対戦 を 続け て いく 中 で 、 相手 の 行動 パタ ー ン を 読み つつ 、 そ れ ぞ 
れ の 使用 頻度 を 決め て いっ て も らい た い 。 


其 本 は ディ レイ で 相手 の 攻撃 を 誘い な が ら つ 応 し 、 ラ イト ハン ド の 連続 ヒッ ト を 
狙う が 、 デ ィ レ イ を 警戒 し こ ガ ー ド に 固執 する 相手 に は フロ ー の よう に 他 の 攻撃 に 
変化 させ て いく の が 有効 だ 。 フロ ー の 中 で 特異 な の が ロ ガ ロ ・ ア クセ ル 。 攻撃 発生 
時 間 こ そ 遅 い が 、 上 段 攻撃 は も ちろ ん 、 一 部 の 中 段 攻撃 すら 回 避 す る こと が で きる 
の で 、 使っ て みる の は 非常 に 重要 だ 。 な お 、 攻撃 の 流れ を 止め た く な い 人 は 再度 ジ 
ャ ブル ハイキック キャ ン セ ル を つなげ る と いい だ ろう 。 


ライ ト ハ ンド すべ て を ガー ド さ れ た ら ど うす る べき か ? フレ ー ム 的 に か な り 不 利 
な の で 、 反撃 を 受け る 可能 性 が ある が 、 昌 。 提 , 旧 が 入る まで は WIRE- 后 UI 投げ 抜け 
を する こと な く 、 フロ ー 通 り に 攻め て みる と いい 。 特に ロ ガ ロ ・ ア クセ ル は オス ス メ 
だ 。 た だ 、 不利 な こと は 変わ ら ず 、 そ れ を 知っ て いる 相手 は 中 段 攻撃 で 攻め て くる 
は ず 。 そう いう 相手 に は 素直 に 哲 如 A や T 后 を 狙う の が いい 。 も ちろ ん この と き 、 
投げ 抜け も 入れ て お く こ と も 忘れ ず に 。 


ジャ フル イキ ッ ク キ ャ ン セ ル ca 


RA 玉 EL が 持つ 、 最強 の 起き 攻め と は ? 


ラク セル は FV 忌 の 中 で も っ と も 上 厳 し い 起き 攻め を 持っ て いる 。 それ は 相手 の 起き 上 が り に し ゃ が み 投 
げ と デス スピ ン ・ ロ ー ラ ー の 豆 択 を 迫る と いう も の だ 。 前 者 は 攻撃 を 出す こと で 回 避 で きる が 、 後 者 は そ 
れ ら すべ て を つぶ す 。 後者 に 対し て は し ゃ が ん で いる し か な い 。 この 起き 攻め に 対し て は 相手 側 は 読み 勝 
つか 、 昌 , 呈 , 呈 の 効果 が 効い こく る の を 待つ か 、 起き 上 が り T 括 横 移動 で 回 避 す る し か な い 。 や られ た 側 ta 
に と っ て これ ほど リス キー な 選択 肢 し か 抜け 道 が な い 思 択 攻 撃 は 他 に な い だ ろ う 。 た だ 、 こ の 起き 攻め は 相手 が ふつ うに 起き 上 が る よう な らし ゃ が み 投 げ か が 確実 


強力 だ が 、 は っ きり 言っ て 相手 側が こち ら の 攻撃 
を 見 て 判断 で きる よう な 代物 で は な い 。 つま り 、 
真 の 意味 で 攻撃 を 受け た 側 に は お も し ろ み も 何 
に も な い 戦 法 と いえ る 。 対戦 相手 を 失い た く な 
い の で あれ ば 、 使用 は 控え た 方 が いい 。 


- na AE 
させ る こと が で きた ら 、 す ぐに 下落 し て お 、 


が フ 


入る 。 


っ 了 
し ゃ が み 投げ を 嫌い 、 相 手 が 攻 撃 を 出す よう な ら デ スス ピ 
ン ロ ー ラ ー が 確実 に 当たる 。 


スピ ン ・ ス タッ プ 


し ゃ が み バ ンチ 系 統 へ の 対応 技 と いっ た と ころ 
だ 。 この 技 が ヒッ ト す れ ば 相手 が 受け 身 不 能 な 浮き 
方 を する 。 この 浮き に 追い 討ち を 決め て や ろう 。 


エル ポー カッ ト 


信頼 で きる 中 段 攻 撃 。 攻撃 発生 時 間 も 早 い 部 類 
に 入る の で 、 か な り の 技 を 止め られ る は ず だ 。 この 
技 は ガー ド さ れ も 運 係 技 が ある の で 、 攻 軸 が 維持 で 
きる 利点 が ある 。 


デス スピ ン ア ッ ウッ mr 
ウツ SAP 


中 段 攻 朋 の 浮か せ 技 で あり な が ら 、 攻撃 発生 時 間 が ず ば 抜 
け て 早く 、 それ で いて 上 有 段 攻 撃 を 回 避 し な が ら 攻 撃 で きる 優 
秀 な 技 。 ジャ ブル ハイ キッ クキ ャ ン セ ル に 対し て すばやい 上 段 攻 
撃 で 対応 し よう と し て きたら こ の 技 を 使う と いい 。 


吾 種 投げ 技 
各 コ マン ド 


投げ 技 は 、「 ど れ を 多く 使っ て いる が 」 さ え 層 られ 
な けれ ば どれ を 使っ て も いい 。 キャ ン セ ル 時 の 硬 
化 時 間 を 利用 し て コマ ンド 入力 し 、 デ トロ イト ロッ ク 
ダウ ン を 狙っ て いく の も 有効 な 使い 方 の ひと つ 。 


攻撃 発生 の 早い ジャ ブ か ら 裏 挙 を 繰り 出す ライ ト 
スピ ン を 出す の も 手 だ 。 ヨ 発 月 に ディ レイ が 効き 、 
中 段 攻 撃 な の で 、 相手 を いや で も 立た せる こと が で 
きる 。 この 後 は エル ボー カッ ト 後 と 同じ よう な 選択 
肢 で いい だ ろう 。 


口 カ ロロ < アク セル 
SS 記 +K 


ここ で この 技 を 使う の は 意外 と 思う か も し じ れ な い が 、 上 段 攻撃 
だ け で な く 、 一 部 の 中 段 攻撃 すら 回 可 す る こと が で きる 。 その た 
め 、 デ ィ レ イ が 気 に な り 、 相手 の 反撃 が 遅く な り そ う な この 場面 


で 使う の が 有効 な の だ 。 


ここ で の ライ ト ハ ンド は ディ レイ で 吉 発 目 以降 を 出す と いう こ 


と だ 。 


ジャ フル イキ ッ ク 


ジャ ブ は 攻撃 発生 時 間 が 早い の で 、 相手 の 反撃 を 
ある 程度 止め る こと が で きる 。 た だ 、 こ こ で の 目的 
は 、 再 度 こ ちら の 攻勢 を 立て 直す こと に ある 。 


宮 短 援 げ 技 


各 コ マン ド 


ここ で は コマ ンド 入力 が 難 じ い デ トロ イト ロッ ク 
ダウ ン よ り も 、 他 の 投げ 技 の 方 が 実戦 的 だ 。 中 で も 
投げ 抜け コマ ンド が 斜め 方 向 に な る ブラ ッ ク カ ラー 
が 有効 。 


申 訪 貼 x* ア クセ ル 
SS 記 +K 


この 場面 は 相手 が 投げ 技 を 出し て くる こと が 多 
い 。 だ が 、 ま ず 、 硬直 時 間 に 投げ られ る こと は な い 
の で 、「 投 げに くる 」 と 判断 し た ら 先 行 入力 気味 に こ 
の 技 を 使う の が 非常 に 有効 だ 。 


デス スピ ン ア ッ パ ー 
ウツ Sp 


相手 が 攻撃 発生 時 間 の 早 い 上 段 攻撃 で 攻め て く 
る と 踏ん だ ら こ の 技 を 出し て お くど と いい 。 な お 、 こ 
の 技 で 浮か せ た 後 は 派生 技 の ギタ ー ト ラス ト を 出 
すわ を し て 、 落 地 際 、 また は 空中 で デス スピ ン ロ 
ー ラ ー を 叩き こむ の も 非常 に 有効 な 戦法 だ 。 


年 P nr 生 K 
この 場面 は RAXEL 側 が か な り 不 利 に な っ て い 
る 。 その た め 、 相手 も 攻勢 に 出 て くる こと が ある 。 


これ を ジャ ブ で つぶ す の は 和 し い の で 、 や は りこ の 
選択 肢 に な る 。 


記 +KK+ 后 
5a&A が 嫌い な 人 は す 還 を 使う と いい 。 相手 の 攻 


届 を 返す と いう 点 で は タイ ミン グ が 難し く な る だ け 
で 、 聞 力 的 に 犬 差 は な い 。 
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長 ウ 1B 己 cm 体重 ゆ プ ビ kg 
市 長 で ある 日 .M- と 血縁 関係 に ある と 叶 さ れる 謎 の 男 。 親族 
還 還 ) 中 画 ーー ペー と し て の 使命 感 が 、 -IM. を 倒し 市 政 に 正義 を 取り 戻す た め 
回 還 是 昌 。 闘っ て いる 。 この 己 年 間 ナ ッ ツ クラ ッ ク 界 か ら は 姿 を 消し て い 
趣味 ウィ ンド サー フィ ン _ 
還 ー エ ーー ーー ーー た が 、 一 説 に よる と アー ム ス ト ン シ テ ィ を 離れ 、 覆面 レス ラー 
還 : 回 還 : 還 還 : と し て 技 を 磨い て いた の で は な いか と 言わ れ て いる 。 
よく 聴く 音楽 ゆ クラ シッ ク 
了 E | 還  ! | 商 
好き な アー チ ス ト ゆ Waimer ailknvslkii 
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ブロ ー コ ン ボ < アッ パー 。 MIDDLE MIDDLE 


1,1 ロ 1 


攻撃 発生 時 間 の 早い ジャ ブ 、 スト ロン グフ ィ ス ト か ら ボ ディ ブロ ー を つなげ た 連係 、 エク スト リー ム ・ ブ ロー か ら 
派生 する 攻撃 の ひと つ だ 。 攻撃 判定 が 上 、 中 、 中 な の で 、 ジャ ブ で 相手 の 動き を 止め つつ 、 相手 を 抽 え つけ る た め 
の 非常 に 有効 な 連係 攻撃 と 言え る 。 ヨ 発 目 の アッ パー は アー マー が は が れ て いよ う が カ ウン ター だ ろう が 、 連続 性 
は まっ た く な いも の の 、 コマ ンド 受付 時 間 が 長い の で ディ レイ が よく か か る 。 この ディ レイ を 餌 に 、 相手 の 反撃 を 誘 
い 、 つ ぶす の が 大 本 と な る 。 どう 転ん で も この 技 が 対戦 で 主力 と な る こと は 間違い な い 。 


ブロ ー コ ン ボ ・ ア ッ パ ー の ヨ 発 目 が スト レー ト に スイ ッ チ する 連係 攻撃 。 ブロ ー コ ン 
ボ ・ ア ッ パ ー 同 様 、 ヨ 発 目 は 基本 的 に つが ら な い が 、 技 の 性 質 が ラン ニン グスト レー ト 
と 同じ 性 能 を も っ て お り 、 当て る だ け で 相手 を よろ け 状 態 に で きる 。 また 、 こ の ヨ 発 目 
1,1。 己 日 も ティ レイ が よく か か る の で 、 タ イミ ング を ずら し て 相手 の 反撃 を 誘う よう に 使う 。 う 
まく 当たり 相手 を よろ け 状 態 に は させ た ら 、 ジョ ウ ク ラ ッ 
ク ・ キ ッ ク を 当て て 追い 討ち を する と いい 。 当たれ ば 、 ア 
ッ パ ー と 異な り 確実 に ダメ ー ジ を 奪え る が 、 その 分 ガー ド 
され た と き の 人 硬化 時 間 は 長め 。 理論 上 は 投げ 技 に よる 反 
撃 を 確実 に 受け る の で 、 選 発 目 で 止め て そこ か ら 攻 め る 
の も 有効 だ 。 


PP ロロ 


スト ロン グ ア ッ パー MIDDLE 


コン パク ト に まとめ た フォ ー ム で 繰り 出す アッ パー カッ ト 。 攻撃 発生 時 間 が 早く 、 当たれ ば 相 
手 を 浮か すこ と が で きる の で 、 対戦 で は 多用 する こと に な る 。 当たっ た と き の 浮き は その と き 
の 状況 に よっ て 変化 し 、 カ ウン ター ヒッ ト な ら 浮 き 方 が 増す 。 浮か せ た 後 の 攻撃 は 相手 の 行動 
に 合わ せ て いく 。 大 抵 そ の まま 落ち て くる 相手 に は ジョ ウ ・ ク ラッ クキ ッ ク を 当て 、 空中 受け 身 
か ら 反 撃 を 試み る 相手 に は 、 当たら な い 位 置 で 待機 し つつ 、 着地 際 で 投げ 技 と フッ クア ッ パ ー 
で 思 択 を 迫る と いい 。 た だ し 、 昌 。 提 。 后 の 効果 で フッ クア ッ パ バー の し ゃ が み ガ ー ド 崩し 後 の 連続 
性 に 支障 を きた し た ら 、 リ バー スス ピン ・ サ イド キッ ク を 代用 する と いい 。 カウ ンタ ー の 場合 は 、 
空中 投げ が 入る よう な 高 さ な の で 時 折 狙 う の が 重要 だ 。 空中 コン ボ を 嫌っ て 、 空中 受け 身 を 下 
方 で 行 お うと する 相手 に は 絶大 な 効果 を あげ 、 相手 を 混乱 させ る こと が で きる 。 


バル イ ・ サ イド キッ ク OH PPE 


上 段 キッ ク の スト ロン グ ハ イ キッ ク か ら サ イド キッ ク を 繰り 出す 連係 攻撃 。 ガー ド さ れる と 投 
げ 技 に よる 反撃 を 受け る 上 に 、 ハイ キッ ク が 当たっ た 段階 で 、 空中 受け 身 を と られ る と サイ ド 
キッ ク が 当たら な いな ど 使い に くい 点 が 多い 。 その た め 、 対戦 で は 立ち 会 いで 使う こと は な く 、 
空中 コン ボ 用 の 技 と し て 使っ て いく 。 主 だ っ た 使用 ポイ ント は 後述 する リバ ー ス ピン ロー キッ 
ク が 当たっ た 後 な どの 低い 浮き の と きだ 。 コマ ンド 入力 が 非常 に 簡単 な の と タイ ミン グ が 取り 
や すい の で 、 初心 者 で も 決め や すい 。 だ が 、 あく まで 簡単 な コン ボ な の で 、 で きる 限り 状況 を 
判断 し て 、 ハ イキ ッ ク ・ フ ィ ス ト か ら の 連係 攻撃 を 使っ た 空中 コン ボ に 狙う よう に し て いき た い 。 
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フッ クア ッ パ ー 


LUHNNELTIHN Nan1 HHUK 
UNIDER IEUAIRE ERU 呈 HI! 


は エク スト リー ム ・ ブ ロー に つなが る の で 、 その 後 の 連 係 攻撃 も 出せ る 。 上 段 か ら 上 段 に つ な 
いで いる の で 、 使い 勝手 が 悪 そ うだ が 、 実は か な り 使え る 。 まず 、 ハイ キッ ク は 判定 が 大 きく し 
ゃ が み バ パン チ な ど を つぶ す 効 果 が あり 、 当たれ ば ダウ ン を 奪う こと が で き 、 そ の まま エク スト 
リー ム ・ ブ ロー か ら の 連係 に つなげ れ ば 、 浮 いた 相手 に 追い 討ち が で きる 。 し か し 、 こ の 連係 
の 本 当 の 強 さ は スト ロン グフ ィ ス ト で 止め た と き に ある 。 も と も と 強制 ガー ド な の で 、 ハイ キッ 
ク を ガー ド さ せ た 段 階 で エス トロ ング フィ スト まで は a&A で 割り 込ま れる こと も な い 。 さら に 
スト ロン グフ ィ ス ト を ガー ド さ せ た 場 合 は 約 4 フ レー ム 有 利 な 状況 に な る 。 フレ ー ム 的 優位 に 
立た れ た と き の 相 手 は 后 交 A か T 呈 、 ま た は ガー ド す る し か な い 。 この 有利 な 状況 か ら ど う 攻 
め る か 連勝 の 鍵 と な る 。 な お 、 ハイ キッ ク に mmK キ ャ ン セ ル が か か る が 、 利 用 価値 は ほとん ど 
な い 。 


フッ ク か ら ア ッ パ ー を つなげ た 連係 攻撃 。 フ ッ ク が 当たれ ば アッ パー も 確実 に 入る 。 
し か も アッ パー が 当たっ た 後 は 相手 を 浮か せる こと が で き 、 戦い を 有利 に で きる 。 単 
発 で 止め た 場合 も あま り 不利 に な ら な い の で 、 止め て か ら 他 の 技 に つない で 連係 を 
組み 立て て も か な り 強 い 。 フッ ク の 早 さ か ら 考 える と 、 相手 に と っ て は か な り 凶 悪 な 
技 に 見 える が 、 この 技 に も いく つか が 編 点 が ある 。 まず 、 初段 の フッ ク が 特殊 中 段 攻 撃 
な の で 、 し ゃ が み ガ ー ド を 崩す こと し か で き な い 点 。 その た め 、 相手 の し ゃ が み に 対 
し て 若干 使い づら い 。 これ に 関し て は 続く アッ パー を すばやく 出せ ば 、 相手 の 下段 ガ 
ー ド を 崩し て いる 間 に ア ッ パ ー を 入れ る こと が で きる が 、 昌 , 提 , 旧 の 効果 で ヨ 回 ガー 
ド さ れる と つなが ら な く な っ て し まう 。 つま り 、 乱用 は で き な い と いう こと だ 。 次 に 、 
アッ パー で 相手 を 浮か せ た 後 、 す ば や く 受 け 身 を 取ら れ 、 ジ ャ ンプ 攻撃 を 出さ れる と 、 
スト ロン グフ ィ ス ト で すら つぶ され て し まう 可能 性 が 出 て くる の で 、 すぐ に 攻撃 に 転 
じ ら れ な く な る 。 た だ 、 初 段 の フッ ク の 早 さ は 本 物 な の で 、 弱 点 を 補い な が ら 使え ば 、 
真 の 意味 で 「 凶 悪 な 技 ] と し て 活用 で きる よう に な る だ ろう 。 
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上 段 判 定 の ハイ キッ ク を つなげ た ロー キッ ク か ら レ ボリ ュー ショ ン ・ ワ ン へ の 連係 
攻撃 。 選 発 目 を し ゃ が み で 回 避 さ れ や すい が 、 カ ウン ター ヒッ ト で 連続 技 に な る の で 
使い どこ ろ を 間違え な けれ ば 問題 な い 。 レポ リュ ーション ・ ワ ン 自 体 意外 と 攻撃 発生 
が 早く 、 低い 姿勢 で 相手 の 上 段 攻 撃 を か わし な が ら 攻 撃 で きる の で 、 相手 が す ば や 
い 上 段 攻 撃 か 呈 &A を 出し て き て も 五 分 、 ま た は こち ら 
が 有利 な 状況 時 に 使 お うっ 。 こと 還 &A に 弱い MIAHL 

ER で は 非常 に 重宝 する 技 だ 。 な お 、 思 発 目 が 当たっ た 後 
は ダウ ン を 奪え な い が 、 お 互い 五 分 状態 に な る の で 、 読 
み 合 い 次 第 で は 攻勢 を 維持 で きる 。 


ダブ ルス リッ プ エ ル ボ ー の 1 発 目 が 相手 の し ゃ が み 状 態 で カウ ン 
ター ヒッ ト し た 場合 、 相 手 が よ ろ け 状態 に な る 。 こ こ に ヨ 発 目 が 当 
た る と 相手 が 浮く 。 さ ら に 振り 向き ジャ ブ か ら つ な が る ブロ ー コ ン 
ポ ボ ・ ス トレ ー ト が 空中 コン ポ と し て 入る 。 難 し い の で 、 慣 れ な いう 
ち は IKIK を 入力 し て 振り 向き か ら の ハイ サイ ドキ ッ ク を 入れ よう 。 
通常 、 発 目 が し ゃ が み カ ウン ター で 入っ て も 、 背 の 低い 相手 に は 
忌 発 目 が 当たら な いと き が ある 。 そ の と き 相 手 が す ば や く 回 復 し た 
場合 は 入ら な い 。 こ うい うと き に は 思 発 目 で 止め 、 少 し で も スキ を 


カウ ンタ ー ヒ ッ ト す れ ば よろ け 状 態 。 計 


な くす の が ベス ト だ 。 発 目 が 当たら な いと きも ある の で 注意 。 


ター ン ソ バッ ト MIDDLE 
相手 に 育 を 向け て 全 峰 


振り 向き な が ら ソ バッ ト を 繰り 出す 攻撃 。 下段 攻撃 を 回 避 し な が ら 攻 撃 で きる な ど 、 小 ジャ ンプ 攻撃 と 同じ よう な 性 能 を 
持っ て いる 。 相手 に 育 を 向け た 状態 で 出せ る 中 段 攻 撃 が な い の で 、 こ の 技 を 使う し か な い 。 基本 的 に は ダブ ルス リッ プ エ 
ル ボ ー 後 、 下 記 の 下段 攻撃 を 併用 し 、 加 択 を 迫る こと に な る 。 た だ し 、 ダブ ルス リッ プ エ ル ボ ー は 自分 が 有利 に な る こと が 
少な い 。 その た め 、 自分 が 多少 有利 な 状態 、 特に ニー ルキ ッ ク を ガー ド さ せ た 後 な どの 相手 が よろ け 回 復 に 徹し 、 反撃 を 
し に くい と ころ で 使っ た 方 が より 一 層 効 果 的 だ 。 


ダン キッ ク 0 


相手 に 痛 を 向け て K 2: 馬 


振り 向く と き の 遠 心 力 を 使い 、 強力 な ロー キッ ク を 相手 の 足下 に 叩き 込む 技 。 MAHLER 固 有 の 振り 向き 攻撃 で 、 他 の 
キャ ラク ター が 使う 振り 向き 下段 パン チ と 攻撃 発生 自体 は 同じ 。 た だ 、 こち ら の 方 が 威力 が 高く 、 ダ ウン を 奪え る よう に な 
っ つて いる 。 し か し 、 ガー ド さ れ た と き は スキ が 大 きく 、 反撃 を 受け る こと は 必至 。 ソバ ッ ト で 立ち ガー ド を 十分 意識 させ て 
か ら 使う よう に し よう 。 
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ダブ ルス リッ プ エ ル ボ ー 


相手 が 回 復 し な いで 、 ヨ 発 目 を 食 
うっ た 場合 は 浮き 上 が る 。 
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- 後 は 振り 向き ジャ ブ か ら ブ ロー コン 
ポ ボ ・ ス トレ ー ト を つなげ る だ け 。 


和 和 EC づつ うり 還 し の 時 で 株 和 に 2 
み 、 さ ら に 半身 に な っ て いる の を 利用 し 、 拳 を 振り 下ろ し つつ 相手 に 痛 を 向け る 中 、 上 、 中 へ と 移行 する 連係 攻撃 。 こ 
の 技 に は いく つか 特徴 が あめ る 。 まず は 連続 性 。 1 発 目 が 当たれ ば ヨ 発 す べ て が 入る 。 し か も 、 ヨ 発 目 が 当たっ た 時 点 
で 相手 が よろ け 状 態 に な る 。 育 を 向け て は いる が 、 下記 の 振り 向き 攻撃 で 攻め れ ば 強力 だ 。 また 、 1 発 目 は し ゃ が み 
状態 で カウ ンタ ー を と る と 、 相手 を よろ めか せる こと が で きる 。 その まま 出し て いき 、 ヨ 発 目 が 当たれ ば 相手 が 浮き 
上 が り 、 空中 コン ボ を 狙え る 。 次 に ガー ド さ れ た 場合 だ が 、 忌 発 目 の 上 段 攻撃 で 止め る と MAHLER 側 が 有利 な 状 
況 に な る 。 その た め 、 ガー ド さ れ て も 刀 発 止め か ら 攻 め れ ば 簡単 に 攻勢 を 維持 で きる 。 最後 に ヨ 発 目 の 後 、 相 手 に 背 
中 を 向け る わけ だ が 、 こ の と き 、 MAHILER 側 は か な り 不 利 な 状況 に な っ て お り 、 背後 投げ を 確実 に 食らう 。 ここ で 、 
相手 が + 操 の 背後 投げ を 出し て きた 場合 、 あら か じ め P+K+ 折 を 入力 し て お く と な ん と 投げ 抜け が で きる 。 この 背 
後 投げ を 抜け られ る の は この 状況 の み 。 な お 、 PP+ 呈 で は な く < ぐ や 思 + 還 な どの コマ ンド が 入る 背後 投げ は 、 JAINE が 
持つ タイ ガー スー プレ ックス 以外 は 抜け られ な い 。 JAIWNE の タイ ガー スー プレ ックス を 抜け る 場合 の コマ ンド は 
JAINE が いる 方 向 +P+K 十 一 と な る の で 間違え な いよ うに 。 この よう に ダブ ルス リッ プ エ ル ボ ー は 初段 の 攻撃 が 若 
干 遅い も の の 、 その 数 多い 特徴 を うま く 活 か し て いけ ば 、 MAHLER の 戦術 の 幅 を 大 きく 広げ て くれ る は ず だ 。 


ハリ ケー ン パ ンチ 昨 
< で や ば VS 


前 作 で JAINE が 持っ て いた トル ネー ド バ ン チ と 同じ 技 と 考え て いい 。 振り か ぶる モー ショ ン 
が 長い の で 、 攻撃 発生 時 間 は それ ほど 早く な い が 、 ガー ド さ れ て も こち ら が 有利 に な る 。 と い 
う 利 点 が ある 。 し か も 、 相手 の アー マー が 削れ て 入れ ば 、 アー マー を 破壊 する こと も で きる 。 
前 作 の イメ ー ジ が ある 人 は 空中 コン ボ に 使い そう だ が 、 実際 に は 起き 上 が り に 重ね 、 自分 を 有 
利 な 状況 に する た め に 使う 。 ガー ド させ た 後 は 完全 に 有 位 に 立っ て いる の で 、 ダブ ルス リッ プ 
エル ボー な どの 多少 出 の 遅い 技 を 出し て も 問題 な い 。 強気 で 攻め て いこ う 。 


UPPER BLUARI ロ LRU5iH! 


スロ ウフ ッ ク ゅ ダブ ル ア ッ パー ADDUE ANDOLE ANDDME 


軽い ステ ッ プ を 踏み つつ 振り か ぶり 、 拳 を 叩き お ろ す 。 この 一 撃 が すさ まじ く 、 食らっ た 相手 
は その まま 地面 に 叩 きつ けら れる 。 さら に 叩き つけ られ 浮い た と ころ に 、 両 腕 で すく い 上 げ る 
よう な 打撃 を 加え つつ 振り 抜き 、 今度 は 上 か ら 両 腕 で 叩き お ろ す 。 この 一 連 の 動作 が スロ ウフ 
ッ ク ラ ダブ ル ア ッ パー。 初段 の スロ ウフ ッ ク が 当たっ た 時 点 で すべ て が 連続 技 に な る 。 また 、 
ステ ッ プ 中 に 后 を 押す こと で キャ ン セ ル を か ける こと が で き 、 フェ ィ ン ト と し て 使え る な ど 、 初 
段 の 攻撃 発生 の 遅 さ 以外 は か な り 使 える 技 だ 。 な お 、<PP+KK と 入力 し スロ ウフ ッ ク の 振り か 
ぶり モー ショ ン に 入っ た 瞬間 ぐら い に 還 を 押す と 、 HK キャ ン セ ル が で き 刀 発 目 が いき な り 出 せ 
る 。 この HIK キ ャ ン セ ル は 非常 に 重要 で 、 実は 普通 に スロ ウフ ッ ク を 出す より も 早く 攻撃 で き 
る 。 し か も 豆 発 目 か ら 当たっ た 場合 は 相手 が 受け 身 を と れ な い の で 、 その 後 ダ ウン 投げ が 確実 
に 入る 。 この MK キャ ン セ ル か ら の 攻撃 は 非常 に 使え る の で 、 1 度 試し て 見 て 欲し い 。 


FEHNNELTIHN Na1 HHWN-BLHW 
CANEELLATIDIN&I.K LAINLELLATIUIN 


ダウ ン ハ ンマ ー ED 
大 ジャ ンプ 中 選 +K+ 加 2 


大 ジャ ンプ か ら ハ ンマ ー ナ ッ ク ル を 落と す 攻 撃 。 通常 で は 何 の 価値 も な い が 、 下降 中 で も 出 
せる た め 、 空中 受け 身 の 後に も 出せ る 。 この 空中 受け 身 後に 出す の が 強力 で 、「 浮 か し た 後に 
攻め る 」 と いう FV シリ ー ズ の 攻め が ほとん ど 封 印 さ れる 。 し か も 攻撃 発生 が 早い の で 、 下方 
向 の 空中 受け 身 か ら も 攻撃 で きる 。 この た め 、 適 当 に P+IK+ 還 を 押し て いる だ け で 、 相手 の 行 
動 を 止め る こと すら し ば し ば ある 。 は っ きり 言っ て 「 卑 以 ] と いう レベ ル の 強力 な 技 だ 。 ロケ テ 
スト で サル の よう に 多用 し 、 連 勝 を 築い た 人 も 多い と 思う 。 し か し 、 現状 で は 後退 で 間合い を 
開け られ た り 、T 后 を 置か れる な ど 対 応 さ れ て いる よう だ 。 その た め 、 確実 に 相手 の 行動 を つ 
ぶせ る ポイ ント を 見 極め て 、 乱用 し な いよ うに 心がけ よう 。 


エク スト リー ム ・ ブ ロー か ら 始 め る 連係 攻撃 の ひと つ で 、 ヨ 発 目 が ハイ キッ ク に な っ 
て いる 。 あま り 使い 道 が な いよ うに 見 える が 、 実は 初段 が カウ ンタ ー ヒ ッ ト で 入れ ば 、 
連続 技 に な る 。 し か も ハイ キッ ク が 当たっ た 後 は 相手 が ダウ ン す る の で 、 攻め や すく 
な る 。 た だ 、 ヨ 発 目 は 上 段 な の で 、 し ゃ が ん で 回 避 さ れる と ひと た まり も な い 。 この 
辺 は アッ パー また は スト レー ト に つなげ る な ど で フ ォ ロ ー し て お きた いと ころ だ 。 ガ 
ー ド され て も さほど 不利 に な ら な い の で 、 多 用 し て も 問題 は な い 。 


HIGH FICCH 


コン ボ ・ ス イツ チア ッ パ バー 3 


ジョ ウ ク ラ ッ ク ・ キ ッ ク 胃 


IKtE mm 


いわ ゆる 対 り 上 げ 攻 撃 。 攻撃 発生 時 間 が 早く 、 地上 戦 で 使っ て も 問題 は な い 。 だ が 、 フッ ク 
アッ パー ほど 早く は な い の で 多用 で き な い 。 つま る と ころ 、 空中 コン ボ に 使う の が 基本 と な る 。 
空中 コン ボ で 使う 場合 、 相手 の 下 に 潜り 込ん で 出す より も 、 相手 の 足 先 に 攻撃 が 当たる よう に 
する と 相手 の 空中 攻撃 も つぶ せる こと が ある 。 これ を 狙う た め に 少し 離れ た 問 合 いで 使う と い 
い 。 また 、 空中 で 当て る と 多少 は 浮き 直す の で 、 下方 向 の 空中 受け 身 を と られ な い 限 り 、 連打 
し て お 手玉 状態 に ける の も お も し ろ い 。 これ に 対し て 、 下方 向 に 空中 受け 身 を し て くる 相手 に 
は 、 着地 際 を 攻め 立て て や ろう 。 


ハイ ・ ダ ブル アク セル CE 


中 段 キ ッ ク の アク セル ロー ルキ ッ ク か ら ハ イス ピン キッ ク を 繰り 出す 連係 攻撃 。 初段 を カウ 
ンタ ー ヒ ッ ト さ せる こと が で きれ ば 、 発 目 も 入る 。 また 、 選 発 目 を ガー ド さ せる こと が で きれ 
ば 、 相 手 の 上 段 ガ ー ド を 崩し 、 五 分 の 状態 を 作る 。 五 分 と いっ て も 多少 距離 が 離れ て いる の で 、 
多少 攻撃 発生 時 間 が 遅く て も 、 リー チ の ある 技 を 置い て お く と いい 。 5&A が 気 に な る の で あ 
れ ば 、 レ ポリ ュー ショ ン ・ ツ ー を 出し て みよ う 。 リー チ も あり 相手 の 上 段 攻撃 も 回 避 し つつ 攻撃 
で き 、 か つ 四 刀 A を つぶ せる は ず だ 。 


WMHLER 


FIEHTIINE VIPER 己 5Ikil ァ 
EharaCtEr 上 Kill 


スト ロン グフ ィ ス ト か ら ハ イキ ッ ク を つなげ る 、 すなわち フィ スト & ハイ キッ ク か ら 
アッ パー を スイ ッ チ させ た 攻撃 。 上 段 ア ー マ ー さ え 破 壊し て し まえ ば 常に 連続 技 に な 
る の で 、 アーマー を 奪っ た 後 は 主力 技 に な る 。 ヨ 発 目 が 当たる と 相手 を 浮か せる こと 
が で き 、 その 後 の 展 開 を 有利 に 進め られ る 点 か ら 考え て も 主力 技 と な る こと は 間 違 
いな い 。 ガー ド さ れ た 場合 も 、 それ ほど 不利 に は な ら な い の で 、 哲史 A や 出 が 早い ス 
トロ ング フィ スト を 出せ ば 攻勢 を 維持 で きる 。 


LUHNNECTIHN Nn ら HIH-KILK 
UPPER 5UARD LRU5HI 


リ ガ 【ー ス ピン 口 一 キキ ツ ク 相手 の 足下 を すく う ロ ー ス ピン キッ ク 。 攻撃 発生 時 間 が 遅い も の の 、 MAHLER に 


と は 相手 を ダウ ン さ せる こと が で きる 下段 攻撃 が 少な い の で 、 多用 する こと に な る 。 こ 
の 攻撃 が 当たる と 、 相手 は きり も みや られ に な る の で 空中 受け 身 が 取れ な い 。 その た 
め 下 記 の 空中 コン ボ を 狙う こと が で きる 。 主 に 起き 上 が りや 相手 の 空中 受け 身 後に 出 
す の か 効果 的 だ が 、 な に ぶん 攻撃 発生 時 間 が 遅い の で 、 上 級 者 に 対し て は 、 見 て か ら 
ガー ド さ れ や すい 。 その た め 、 上 級 者 に は 上 段 攻撃 を か わす 性 質 を 利用 し て カウ ンタ 
ー を 取る よう に 使う こと に な る 。 リス ク が 大 きい が 、 空中 受け 身 が と れ な い ダ ウン に 
させ る こと が で きる の は 大 きい 。 思い 切っ て どん どん 使っ て いこ う 。 


リバ ー ス ピン キッ クー ハイ ・ サ イド キッ ク 
リバ ー ス ピン キッ ク が 当たっ た 後 の 空中 受け 身 を と れ な 
い 状態 に は 何 を 叩き 込ん だ らい い の か ? 一 応 当たる の は 単 
発 で は ジョ ウ ク ラ ッ ク ・ キ ッ ク 、 連係 で は ハイ ・ サ イド キッ ク 
と レポ リュ ーション ・ ツ ー だ 。 基本 的 に は 入力 が 簡単 な ハ 
イ ・ サ イド キッ ク が オス ス メ 。 し か も ハイ キッ ク の 当て る タイ 


aliiolhOWHtRNNNDMNNNNNHRRMeMkeo 昌 RNNINNREHHNDNNNHNHN に ハイ キッ ク を 当て る わけ だ が 、 で きる だ うまく 受け 身 不可 の 状態 に な れ ば ど 発 目 も 確 
財 N 由 に 況 に な る 。 ここ に と / だ が 、 で きる だ う 可 に な れ ば 
る 。 総合 的 な 威力 を 考え て も 最も 使え る コン ボ と 言え る 。 け 下 の 方 で 当て る と 受け 身 を 取れ な い モ ー シ 実に 入る 。 
ョ ン に な りや すい 。 


スト レー ツー ルド ロッ プ ぉ ロー スピ ツ * ミ ドル キッ ク 


SN 
人 入 セ 
が | ソ 


2 が か 
准 


大 きく 振り か ぶっ て か ら 引 を 叩き 落と す ス トレ ー ジ ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ か ら 足 
払い 、 そ し て ハイ キッ ク か ら さ ら に ミド ルキ ッ ク を つなげ た 連係 攻撃 。 初段 の 
串 落 と し は 溜め る こと が で き 、 徐々 に 威力 が 高く な り 、 溜め きっ た 場合 は 威力 
が 7 后 ま で 高まる 。 属 性 も 変化 し 、 ガー ド 不 能 攻撃 と な る 。 投げ 技 な ど で ダ ウ 
ン し た 相手 の 起き 上 が りな ど に 重ね る の が 強力 。 相手 が つぶ し に か か ろう と 技 
を 出し て くる よう な ら 、 出す タイ ミン グ を 早め る だ け で 問題 な い 。 た だ 、 最大 


ノッ ク ・ オ ー/ \ 一 ・ ヘ ル MDDME 
ウジ PTK+E ロ ーーーーーーー ーー 画 記 末 


まで 溜め た 場合 は 下段 攻撃 に スイ ッ チ で き な く な る の で 、 当て た 後 は すばやく アメ リカ ン フ ッ ト ボ ー ル の タッ クル の よう に 、 低い 姿勢 を と りつ つつ 力 を 茜 え て いき な り 突 進 。 
相手 の 受け 身 、 ま た は 起き 上 が り を 攻め 立て て や ろう 。 最大 まで 溜め な か っ た その まま 両手 を 相手 の 腹部 に 叩き 込む 技 だ 。 旧 K 技 の 中 で は 高 性 能 な 部 類 に 入る 。 上 段 攻 
スト レー ジ ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ が 当たる と 相手 が よろ け 状 態 に な る 。 ここ で 相手 が 撃 を か いく ぐり な が ら 攻 撃 で きる の で 、 相手 が すばやい 上 段 攻撃 を 出し て きそう な 五 分 状態 で 
回 復 し な けれ ば 忌 発 目の下 段 が 入り 、 ヨ 発 目 まで 当たる 。 当たっ た 場合 は 受け 使う の が 好ま し い 。 狙い どこ ろ は レボ リュ ーション ・ ツ ー カ ウン ター ヒッ ト 後 。 多少 不利 だ が 、 
身 を 取ら れ や すい の で 34 発 目 ま で つなげ る 必要 は な い 。 回 復 の 早い 相手 に は わ リバ ー ス ピン キッ ク を ガー ド さ れ た 後 な ども 狙い や すい 。 これ 以外 に も T か ら の 移動 で 側面 
ざと i 発 で 止め る の が 有効 。 当 た っ た 場合 は 、 相手 が 回 復 し こも こち ら が か な に 回 り 込 ん で か ら や 、 投げ 技 を キャ ン セ ル し て か ら 出 す の も 効果 的 だ 。 


り 有 利 な 状況 に な っ て いる 。 ここ で は ジョ ウ ク ラ ッ ク ・ キ ッ ク と し ゃ が み 投 げ で 
選択 を た か ける と いい 。 ガ ー ド され た 場合 も 少し だ が こち ら が 有利 。 強気 で 攻め 
て いこ う 。 な お 、 同 タイ プ の 連係 で リバ ー ス スピ ン ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ か ら の 連係 
が ある が 、 刀 発 目 以降 は まっ た く 同 じ 性 能 。 初段 の リバ ー ス スピ ン ・ ヒ ー ル ド 
ロッ プ は 攻撃 発生 時 間 が 早く 、 上下 と も に アー マー が な い 状 態 で カウ ンタ ー ヒ 
ッ ト す れ ば 、 地上 で ヨ 発 目 ま で 連続 技 に な る 。 た だ し 、 ガー ド さ れ た 場合 の スキ 
は 大 きく 、 1 発 目 で 止め て か ら 攻め る こと が で き な い の で 注意 し よう 。 


パニ ッ シ ャ ー・ ハ ング 


敵 の 近く , 敵 し ゃ が み SAS1P+ こ ロ 


し ゃ が ん で いる 相手 の 顔面 を つか み 、 そ の まま アイ アン クロ ー で 持ち 上 げ て 空中 に 
固定 。 足場 た 失 っ て も が く 相 手 に その まま ラリ アッ ト を 叩き 込み 、 地面 に 叩き つけ る と 
いっ た 非常 に 豪快 な 技 だ 。 投げ 抜け も な い の で 、 投げ が 決ま っ た 段階 で 確実 に ダメ ー ジ 
を 奪え る 点 び が うれ し い 。 し か も 、 壁際 付近 で 決め た 場合 、 ダ ウン 投げ が 確実 に 入る 。 こ 
の と き 壁 に 近 す ぎる と 投げ られ な いと き が ある 。 両方 の ダメ ー ジ を 足す と 一 気 に 8 ロ ダ 
メー ジ も 奪え る 。 相手 が 壁 を 背 に し た と き は 積極 的 に 狙っ て いき た い 。 


WAMHLER 


FharCtET 上 KillZ 


ピー ナツ クラ ッシュ WeOWV__ 


敵 の 近く YS ジロ + 操 


相手 を 抱え 上 げ て ジャ ンプ し 、 着地 と 同時 に 自分 の 膝 に 相手 の 股間 を 落と す 。 衝撃 は 尾 て い 
骨 付 近 か ら 全身 に 伝わり 、 大 ダメ ー ジ を 与え る 。 相手 と 向かい あわ せ に な っ て いる の で 、 変 形 
アト ミッ ク ド ロ ッ プ と いっ た と ころ だ ろう 。 投げ 技 と し て の 性 能 は 高く 、 ダ ウン させ た 後 、 相 手 
が すばやく 回 復 し な い 限り は 後述 する ダウ ン 投 げ が 入る 。 相手 に よっ て は 狙っ て も いい だ ろう 。 


ダー クス トー ル ・ ブ レイ カー 
敵 の 近く ツマ 


相手 を 抱え あげ 、 そ の まま 空中 に 放り 投げ 、 そ の まま バッ ク ブ リー カー を 決め る 。 
MIAHLER の 腕力 が 生ん だ 風車 式 バ ッ ク ブ リー カー と いっ た と ころ だ 。 MAHILER の 投げ 
技 中 、 最高 の 威力 を 誇る 投げ 技 。 コマ ンド 自体 は 長い が 、 練習 し こす ば や く 出 せる よう に し て 
お きた い 。 だ た 、 前 に 紹介 し た ビー ナツ クラ ッシュ と 共に 多用 する こと に な る が 、 投げ 抜け コ 
マン ド が 左右 に な り 、 どう し て も IRE-aUH 投 げ 抜け の 餌食 に な りや すい 。 そこ で あま り 多 用 
せ ず 、 投げ 抜け コマ ンド が 入れ に くい デス バレ ー ボ ム を 織り まぜ つつ 、 こ こ ぞ と いう と き に 使 
う よ う に し よう 。 ちな み に 投げ 終わ っ た 後 、 小 ダウ ン 攻 撃 を 行う と 入り や すい が 、 す ば や く 回 
復 さ れる と 回 避 さ れる 。 ここ は ダウ ン 攻 撃 に 行か ず 、 起き 上 が り を 攻め に いっ た 方 が いい 。 
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デッド マン ・ フ ェ イス クラ ッ シ ャ ー 
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ダウ ン し て いる 相手 の 足 を つか み 、 その まま ブリ ッ ジ を 行い 、 相手 を 逆 方 向 に 投げ る 。 この 
と き 相 手 が う つ 伏せ 状態 で 叩き つけ られ る の で 顔面 を 強打 する 。 この た め 、 フェ イス クラ ッ シ 
ャ ー と 称 さ れ て いる 。 投げ 技 の 形 か ら 、 相手 が 仰 お け で 、 相手 の 足 方 向 に 自分 が 立っ て いる と 
きのみ 投げ る こと が で きる 。 し か も 、 起き 上 が 行動 を され る と 投げ られ な く な る 。 その た め 、 
ダウ ン 時 間 が 長い パニ ッ シ ャ ー・ ハ ング を 壁際 で 決め た と き や 、 背後 授 げ の リア ドロ ッ プ を 決 
め た 後 な ど に 出せ ば 確実 に 入る 。 この ほか 確実 だ で は な い が 、 ピー ナツ クラ ッシュ を 決め た 後 も 
入り や すい 。 な お 、 バウ ンド 中 も 起き 上 が り 行動 同 様 に 投げ る こと は で き な い 。 焦っ て コマ ン 
ド を 入力 し な いよ うに 注意 し よう 。 


エク スト リー ム ・ デ ス ・ ド ライ バー 
敵 の 近く 璧 正面 く CmG>P+ 哲 


相手 を 壁際 に 押し つけ た 状態 で や や P+ 后 と 入力 する と 、 相手 を 自分 の 肩 に 担ぎ 上 げ つ つ 
リン グ の 壁 の 上 まで ジャ ンプ, 1 度 壁 上 で 止ま っ て か ら そ の まま 流れ 式 で 落下 、 相手 を 叩き 落 
と す 。 壁 に 登り きっ た 瞬間 か ら 素早 く マ < や ⑥ 全 記 + 哲 を 追加 入力 する と 、 さら に そこ か ら ジ ャ 
ンプ し 、 回 転 し な が ら 相 手 と 共に 地面 に 落下 する 。 この 投げ 技 を ファ イナ ル ・ デ ス ・ ド ライ バー 
と 呼ぶ 。 当然 、 見 た 目 通り 威力 が 4 ロ 上 が る 。 この 技 に スイ ッ チ し て も 投げ 抜け コマ ンド が な い 
の で 、 エクストリーム ・ デ ス ・ ド ライ バー が 入っ た ら 必 ず フ ァ イ 
ナル ・ デ ス ・ ド ライ バー に つなげ る よう に し た い 。 

壁 投げ の 狙い どこ ろ は 対戦 攻略 ペー ジ の 
nimt を を 参照 し こと ほ し い 。 


ROW 


MIAHLER は 自分 を 有利 に する 攻撃 が いく つも ある 。 そ れ ら の 攻撃 を 起 


前 多 す る 省 且 人 @ を 押さ え 込 の ! ′ 点 に 、 強 力 な 技 で 圧 国 し て いく こと に な る 。 基 本 的 に は 相手 の 行動 に 対応 


し て いく が 、 実際 に は 自分 の 好き に 動い て も いい 。 


レポ ボリュー ショ シャ ュ シ ツーン 
「 始 まり 」 を 作る 技 群 と 
そこ か が ら の 連係 ヨ 発 目 に 対し て 后 &A を 仕掛 け て くる こと が 多い 。 
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MAHLER の 攻め が 始ま る 起点 を 作る 技 は いく つか ある 。 ま 0 
ず 、 攻撃 発生 時 間 が 早く 、 ふた つの 連係 攻撃 に つなが る エク スト 
リー ム ・ ブ ロー。 相手 の し ゃ が み バ ンチ を つぶ し や すく 、 ガー ド さ ブロー コン ボ ポ ・ ア ウル ー 
せれ ば 有利 に な る ハイ キッ ク ・ フ ィ ス ト 。 そし て 、 MAHILER 最 束 ーーーーーーーーーーーーーー 
の 中 段 攻撃 で ある フッ ク だ 。 中 で も エク スト リー ム ブ ロー と フッ iam 


ク か ら 始 め る 連係 攻撃 は 使用 頻度 が 高い 。 まず 、 基本 的 に は ヨ 発 
目 の デ ィ レ イ を 相手 に 意識 させ つつ 、 相手 の 反撃 を つぶ し て いく 。 
そし て 立ち ガー ド を 意識 させ た ら 、 相手 の 反応 を うか が う 。 反撃 
を 試み る 相手 に は 后 &&A と 攻撃 発生 の 早い フッ ク な ど で カ ウン タ 
ー を 狙う 。 ヨ 発 目 の デ ィ レ イ に 対し 、 哲 &A を 仕掛 け て くる 場合 は 
ガー ド に 徹し 、 その後 、 強 力 な 投げ 技 を 狙う の が 最も 効率 が いい 。 


ヨ 発 目 は 連続 性 が な い の で 、 ディレイ 以外 で は 使 
わな いよ うに 。 当たっ た 場合 は 相手 が 大 きく 浮き 上 
が る 。 相手 の 受け 身 に 合わ せ て うま く 攻 め て いこ う 。 
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た だ 、 そ れ で は アグ レッ シブ で な い の で 、 レ ポリ ュー ショ ン ・ ツ ー NN 較 ロ kddiakpryasp 

で 対応 する の が 望ま し い 。 レポ リュ ーション ・ ツ ー が 当たっ た 後 は か ら は 相手 次 第 と いっ た と ころ だ 。 NN 3 
五 分 な の で 、 再度 エク スト リー ム ・ ブ ロー か ら 攻 め 直 す と いい だ ろ 

う 。 フッ ク は 当たっ た 場合 は その まま アッ パー まで 出し 切っ て 、 相 ワック 

手 を 浮か し 、 その 後に 攻め る 。 ガー ド さ れ た 場合 は 、 フ ッ ク で 止 へ へ 
め 、 フ ロー チャ ー ト の よう な 攻撃 に つなぐ 。 基本 は エク スト リー 間 
ム ・ ブ ロー か ら の 攻め と 似 て いる が 、 相手 と の 距離 が 近い の で 投 フッ ク は 攻撃 発生 時 間 が 早い 。 その た め 、 相手 の 

げ 技 を 狙っ て も いい 。 た だ 、 アッ パー の ディ レイ が 効か な い の で 、 MuWENNONE す EK 
エク スト リー ム ・ ブ ロー で 攻め た と きよ り も 相手 の 反撃 が 多い 。 そ だ し 、 技 紹介 で も 解説 し た よう に 乱用 する の は 危険 

の た め 、 相 手 の 反 撃 を つぶ すこ と に 徹する 行動 を と っ た 方 が いい 。 1 


ハイ キッ ク ・ フ ィ ス ト か ら AN な ける 
生ま れる 連係 ハイ キッ ク ・ フ ィ ス ト か ら つ な が る 運 係 攻撃 を 


ハイ キッ ク は 上 段 判定 だ が 、 攻 撃 発 生 時 間 自 体 は フッ ク より MS 
も 早い 。 そ の た め 使い どこ ろ が 多い 。 主 に 相手 が 連係 の ディ レ 5。 


イ や 、 五 分 状態 を 嫌い 、 し ゃ が み バ ンチ 系 統 の 攻撃 を 出し て き 
そう な と ころ に お く と いい 。 例 え ガ ー ド され た と し て も 発 目 
さえ ガー ド さ せる こと が で きれ ば 、IMAHILER 側 が か な り 有 利 
に な る 。 こ の 状況 下 で は ダブ ルス リッ プ エ ル ボ ー を 使っ て 攻め 
る こと も で きる 。 さ ら に ダブ ルス リッ プ エ ル ボ ー は 豆 発 目 で 止 
め る と ハイ キッ ク フ ィ スト 同様 に 有利 な 状況 を 生 お 。 こ こ か ら 
好き な 連係 に つなぐ と いい 。 ヨ 発 目 が 当たり 、 相 手 が よ ろ け 状 
態 に な っ た ら 、 振 り 向 き 攻撃 で 豆 択 を 迫る こと に な る が 、 最 終 


ス ド ロ シソ クア ッ ウパ バエ 
記 


有利 な 状況 な の で 、 基 本 的 に は 手 を 出し て くる 
こと は な い が 、 暴 れる と すれ ば すばやい 上 段 攻 撃 
系 統 な の で 、 ス トロ ング アッ パー を 出し て お く と 


AA イキ ウ ク グッ ワイズ ス ド 
am 
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簡単 に つぶ せる 。 
的 な 方 針 と し て は 、 中 段 攻撃 を 意識 させ 、 振 り 向 き ジ ャ ブ を ガ 人 NN FRR 
ー ド させ る 。 そ し て 、 さ ら に 有利 な 状況 を 作り 出し て 攻め る と EN は RE 
いっ た 「 戦 い の 流れ 」 を 作る こと に 徹し た も の に し た い 。 と き の 優 位 さ は か な り の も の だ 。 ダヴ ルズ リッ ウツ エル ルポ ボー 
2 
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ハイ キッ ク ・ フ ィ ス ト を ガー ド さ せ て いる な ら ば こ 
の 技 を 出し て も あま りつ ぶさ れる こと は な い 。 ダブ 
ルス リッ プ エ ル ボ ー の 忌 発 止め で ある この 技 、 実 は 
ガー ド さ せる と か な り 有 利 な 状況 に な る 。 当たっ て 
いた 場合 は ヨ 発 目 ま で 出し 切る こと 。 も と も と ヨ 発 
と も 運 続 技 な の で 、 止 め る 方 が も っ た いな い 。 な お 、 
当たっ た 場合 に 加 発 で 止め る と 、 少 し し か 有利 な 状 
況 に な ら な い 。 
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フッ クア ツル ー エ 


ちな み に フ ッ ク の 後 、 相手 の 反撃 を 狙っ て 再度 フ 

ッ ク ア ッ パ ー を 出す の も 悪く な い 。 この 場合 、 フッ 

ク か ら 投 げ 技 を 狙う な ど 、 相手 を し じゃ が ませ る 行 
フッ ク を 見 て 止ま る 相手 も 多い 。 その た め 、 投 げ 動 が 重要 だ 。 

技 を 出し て みる の も か な り 有 効 だ 。 使う 投げ 技 は 量 

本 的 に は 攻撃 力 の 高い も の を 狙っ て いこ う 。 


スト ドロ ング アッ パー 


ーー ツー Sp 

フッ クア ッ バ パー は ディ レイ が 効か な い 。 その た め 
フッ ク で 止め た 場合 、 相手 の すばやい 上 段 攻撃 に 対 
し て の 手段 が 逐 し い 。 この スト ロン グ ア ッ パー は そ 
れ を 補う た め に 使う 。 
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レポ リコ ニシ ョ シャ ツ 


お 


后 &A を 仕掛 け て くる 相手 に は この 技 で 対応 する 。 相手 の 上 段 攻撃 


hk 人 凡 mr 1 操 
人 に 対し て も 有効 な の が ポイ ント だ 。 選 発 目 が 当たっ た 後 は 五 分 の 状態 
< や こ P nr P+K+ な の で 、 相 手 の 行動 に 対応 し て いこ う 。 


フッ ク で 止め た 後 も 相手 の 反撃 を 予測 し や すい 。 
た だ し 、 す ば や い 技 で の 反撃 が 多い の で 、 本 折 を 使 
うな ら 、 側面 移動 か 、 そ の まま 本 軒 ア タッ ク を 使う よ 
うに し よう 。 


起き 上 が り 後 、 確 実に 優位 に 立つ に は ? 

起き 上 が りや 受け 身 を 攻め る 際 、 どん な 行動 を すべ きか 。 基本 的 に 起き 上 が り に は 八 。 い の で 、 多 少 距離 が 開い て いる 状態 か ら 出す と いい 。 反撃 に 対し て は 早め に 出す の も 重 
リ ケ ー ン パン チ か スト レー ジ ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ を 出す 。 通常 は 前 者 を 使い 、 ダウ ン 時 間 が 要 。 この 辺 は 相手 の 対応 次 第 だ 。 ガー ド 不 能 状態 で な く と も 、 当たれ ば 相手 が よろ け 状 
長い な ら 後 者 を 狙う 。 前 者 を ガー ド さ せ た 場 合 、 こ ちら が 有利 な 状況 に な っ て いる の で 、 態 に な り 、 か な り 有 利 な 状況 に な る 。 その まま 技 を つなげ て も いい が 、 相手 に よっ て は 
A,B。F, ロ どの 連係 を つなげ る こと も 問題 な い 。 また 、 後者 は 常に ガー ド 不 能 技 ま で 高 ここ で 止め て 、 し ゃ が み 投 げ の バニ ッッ シャ ー・ ハ ング や ジョ ウ ク ラ ッ ク ・ キ ッ ク な どの 
め 、 それ を 起き 上 が り に 重ね る こと だ け を 狙う 。 相手 と の 距離 が 近い と 反撃 を 受け や す 攻撃 で 攻め て も いい 。 


バリ ケー デン パン チ 
YS 


と りあ え ず 早め に 突 ね て お く 。 当たれ ば ラッ キー。 ガ 
ー ド され て も こち ら が 有利 な 状況 に な っ て いる の で 、 と 
りあ え ず 問題 な い 。 な お 、 上 彼 ガ ー ド 月 し な の で 、 す 暫 以 
外 で 返さ れる 心配 ほな い 。 


パニ ッッ シャ ーッ ・ ルッ グ 


後手 に 回 り 、 起き 上 が り に 何 も 行動 を 起こ ざさ な い 相 手 
に し ゃ が み 投 げ は 効果 絶大 。 し か も 壁際 で 投げ れ ば ダウ 


スト レー ジ ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ ン 投げ も 入る の で 、 か な り の ダメ ー ジ を 期待 で きる 。 
ee Kr 


ガ 相手 の 反応 が 遅い よう な ら そ の まま 溜め 続け 、 ガ 
ー ド 不能 状態 まで 持っ て いく 。 相手 が モー ショ ン を 
見 て つが し に きそう な ら 途 中 で 出し て し まお う 。 


タダ ウン を 右 つ た 


投げ 技 な ど で ダ ウン を 枚 っ た ら 、 
相手 と の 距離 を 見 る 。 


隠し キャ ラク ター ロ HEL5L の 格闘 スタ イル は ルチャ と いう 空中 殺 法 を 得意 と する も の 。 

は いえ 、 使う 技 は MAHLER の も の が ほとん ど (MIAHILER の スト レー ジ ・ ヒ ー ル ドロ ッ 
は 使用 で き な い )。 よっ て 、 使い 勝手 の いい 技 と 豊富 な 投げ 技 を 兼ね 備え て いる 。 た だ し 、 
に は MAHILER の 使用 で き な い 技 も 持っ て お り 、 それ は PICKY の ロケ ッ ト ミ サイ ル ( 壁 
後 克 K+g)、RAXEL の プロ グレ ッ シ ブ ・ ノ イズ か ら の 投げ コン ポ 、 ロー リン グスト ー ン 
上 (で ①2 ツ >P+5 人 人 YP+ ロ と P+ 量 ) の 二 つ 。 また 、 オリ ジ ナ ル の 技 も あり 、 MIAHLER の 
り リ ケ ー ン パン チ の 代わ り に 使う こと が で きる 太陽 拳 な ど が ある 。 ここ で は 、 DEL5UL オ 
ジ ナ ル の 技 紹介 に 加え 、 MIAHLER と の ちょ っ と し た 違い に つい て 解説 し て いこ う 。 
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MAHLER の ハリ ケー ン バ ン チ の 代わ り に 使う こと が で きる EL ロロ L 必殺 の 太陽 拳 。 独 
自 の 構え で 気合 を 溜め 、 そ の 溜め た 気 を 放出 し て 相手 を 吹き 飛ば す 。 この 技 は ボタ ン を HH ロ LH 
する こと に よっ て さら に 気 を 溜め る こと が で き 、 威力 を 上 昇 さ せら れる 。 だ が 、 技 が 出る まで 
の スピ ー ド が 極端 に 遅い た め 簡 単に 見 切ら れ て し まい 、 溜め が MAXX に な っ た と し て も 上 段 ガ 
ー ド 外し に な る だ け な の で 、 あま り メ リッ ト が な い 。 し か し 、 EL5 ロ L を 使う の で あれ ば 、 ぜ 
ひ 使 いこ な し て 欲し い 技 の 一 つ で は ある 。 
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壁 に よじ 登っ た あと 、 空中 で 回 転 し 相手 に 玉 を 浴び せる 技 。 この 技 は 、 デ ル タ ・ キ ッ ク と 同じ よ 
うに 相手 と の 間合い に よっ て 飛 距離 が 変化 する 。 また 、 上 段 ガ ー ド 外し の 性 質 を 持っ て いて 、 技 
を 出し 終え た 後 、 ダ ウン 状態 に な る と ころ も 同じ 。 技 を 出す まで の フォ ロー モー ショ ン が 長い の 
で 、 大 抵 、 技 が 出る 前 に つぶ され て し まう 。 その た め 、 使い どこ ろ は 皆無 に 等 し い 。 ちな み に 、 こ 
の 技 の 出 掛 か り は 空中 判定 に な っ て いる の で 、 空中 投げ で 投げ られ て し まう 。 


デル タ ・ キ ッ ク : に 
壁 背後 へ < 〇 PK 本 


パニ ッ シ ャ ー・ キ ング の ドロ ッ プ キッ ク 版 。 この 技 も パニ ッ シ ャ ー・ キ ング と 同じ よう に 
上 段 ガ ー ド 外し の 性 質 を 持っ て いて 、 技 を 出し 終え る と ダウ ン 状 態 に な る 。 また 、 技 の 
出 掛 か り は 空中 授 げ で 授 げ られ て し まう 。 さら に 、 前 述 の 二 つ は ダウ ン 人 硬直 を 回 復 すれ 
ば ダウ ン 攻 撃 を 受け な い が 、 こ の デル タキ ッ ク は 硬化 時 間 が 長い た め ス ピッ トキ ッ ク な 
どの すばやい ダウ ン 攻 撃 で 反撃 を 受け て し まう 。 当然 使い どこ ろ は な い 。 見 栄え は する 
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※ 印 の つい て いる 技 名 は 、 編 集 部 が 独自 に 名 付け た も の で す 。 
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自ら 相手 に 背 を 向け 、 ジ ャ ンプ と 同時 に 体 を 回 転 させ て 体 当 た りす る 、 ルチャ 特有 の 攻撃 IPPER 5UARD CRUSHI | 
攻撃 発生 時 間 は 異様 な まで に 遅い の で 、 まず 当たる こと は な い 。 また 、 ガー ド 外 し の 性 質 を 持 | 
っ て いる が 、 技 を 出し 終え た 後 、 ダ ウン 状態 に な っ て し まう た め 、 その 後 攻勢 に 移る こと は 不 
可能 だ 。 この 技 は 、 長い 飛 距離 を 利用 し て 中 間 距 離 で 不意 に 出す 。 近 距 離 で は 、 コマ ンド を 
< ぐ で > だ け に し て フェ イン ト と し て 使い 、 振 り 向い た 後に スピ ン キ ッ ク タ ー ン や ダン ・ キ ッ ク を 
出し て いく 、 と いっ た 使い 方 が いい だ ろう 。 
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ロ > 放 ヒッ ト 時 >< こ 記 + 后 15 . 40n 


側 転 蹴り を 繰り 出し 、 そ の まま 相手 の 首 に 足 を か け て 投げ 技 を 決め る 、 いわ ゆる 打撃 投げ 。 
1 発 目 の 途 中 モー ショ ン で 上 段 攻撃 と 、 一 部 の 中 段 攻 撃 を スカ すこ と が で きる 。 た だ し 、 確実 
に スカ せる わけ で は な い の で 週 信 は 禁物 。 攻撃 発生 の 遅 さ を 逆 に 利用 し て 、 相手 の Ta に 合 
せ て 出す と いっ た 使い 方 が ベス ト だ ろう 。 な お 、 1 発 目 を ガー ド さ れ た 場合 は 投げ 技 に スイ ッ チ 
させ る こと は で き な い が 、 こ ちら が 若干 有利 に な っ て いる の で 問題 な い 。 だ が 、 こ の と き 相 手 
に 背 を 向け た 状態 な の で 注意 し よう 。 
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ダー クス トー ル ・ ブ レイ カー 
敵 近 く 壁 正面 忌 + 暫 


[投げ] と いう か け 声 と 共に 、 一 通 に し て 頭 突 き を ヨ 発 食らわ す 投げ 技 。 この 投げ 単体 だ け 
だ と 威力 は 低い が 、 投げ た 後に ダウ ン 投 げ の デッド マン ・ フ ェ イ スク ラッ シャ ー が 確定 する の で 
合計 の ダメ ー ジ を 与え られ る 。 壁際 に 相手 を 追い つゆ たら 、 ファ イナ ル ・ デ ス ・ ド ライ バー 
より も この ダー クス トー ル ・ ブ レイ カー を 狙っ て いっ た ほう が いい だ ろう 。 
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か つて は フィ ギュ アス ケー ト の 選手 を 志 し て いた が 、 恋人 だ 
つた コー チ に 裏切ら れ ス ケー ト 界 か ら 離 れる 。 そん な 過去 へ 
決別 する た め に あえ て 戦い の 道 を 選ん だ 。 冷た く 知 性 的 な 女 
性 だ が 、 彼女 の 胸 の 内 の 激しい 怒り が 彼女 の 戦い の エネ ル ギ 
ー に な っ て いる 。 現在 は バイ パー 取り 締まり の 影響 か 職場 で 
謎 の 嫌がら せ が 相 次 いで いる 。 
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/ 1 ル カン ビー ト MIDDrE AIDDLE AIRDLE AMIDDLE AIDDLE パン チ を 所 発 繰り 出す バル カン ビー ト は RAFE の 得意 技 と も 言え る 連係 攻撃 。 所 発 中 、 初段 か 
ら ヨ 発 ま で は 連続 で 入る 。 だ が 、 当て た 状態 で も ヨ 発 目 で 止め る と 大 き な ス キ が 生じ 、 食 らい 投げ 
3 折 本 を され る 危険 性 が 出 て くる 。 この た め 、 基本 的 に は 壁際 で の 空中 コン ボ で 使う 方 が いい 。 また 、 牽 
mm 制 な ど 、 地上 で 使う 場合 は 丘 発 すべ て を 出し 切る か 、 スキ の 少な い 選 ,24 発 目 で 止め る よう に し て い 
こう 。 な お 、 相手 の 上 段 ア ー マ ー 
が な い 状 態 な ら 、 最速 で 出せ ば 
すべ て が 連続 で 当たる 。 だ が 、 少 
し で も 入力 が 遅れ る と 4 発 目 で 
ガー ド さ れ て し まう 。 確実 当て 
る こと の で きる 状況 な ら 、 バ ンチ 
ボタ ン を すばやく 連打 し よう 。 


シン グル ビー ト か ら ハ イキ ッ ク を つない だ 連係 の ビー ト ハ イキ ッ ク か ら 、 さら に キッ ク を 繰り 出す 
連係 攻撃 。 ビー ト ハ イキ ッ ク 吾 発 目 は ガー ド ボ タ ン で キャ ン セ ル で き 、 この キャ ン セ ル か ら の 投げ 
技 と いう 連係 は 対戦 で 多用 する 。 また 、 ヨ 発 目 は ディ レイ が か か る 。 この ディ レイ を 利用 し 、 相手 の 
攻撃 を 誘っ て つぶ す の も 対戦 で は 非常 に 有効 だ 。 この よう に ビー ト タ ー ン レッ グ は 多彩 な 攻撃 を 仕 
掛け る こと が で き 、 imRALE の 主戦 力 と な る 技 だ 。 な お 、 
相手 の 上 段 ア ー マ ー を は ぎ 取 っ た 状態 な ら ヨ 発 す べ て が 連 
続 に な る 。 暫 婦 A の 返し 技 な ど に 使っ て いこ う 。 
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上 了 段 パ ンチ か ら 下 段 の スピ ン キ ッ ク に スイ ッ チ する 連係 攻撃 。 例え バン チ が カウ ンタ ー で 当 

た っ て も 連続 で 当たら ず 、 さ ら に ガー ド さ れ た と き の ス キ が 大 きい の で 、 あま り 多用 は で き な 

い 。 と は いえ 、 シン グル ビー ト か ら の 下段 攻撃 な の で 、 相手 が 立ち ガー ド に 徹し て いる と き に 

使え ば 、 簡 単に 相手 の ガー ド を 揺 さ ぶ れる 。 また 当たっ た 後 は 地上 受け 身 し か 取ら れ な い の で 、 0 UM 

起き 攻め を 容易 に 行え る 。 対戦 で は うま く 組 み 込ん で いき た い 技 だ 。 導 吊 吊 M 
M 仙骨 


デ ティップス ラッ プ WipDlE 


uu 


相手 を 払い の ける よう な 攻撃 の ティ ッ プ スラ ッ プ 。 則 HIMEY の キャ ッ ト ス ラッ プ と 似 て いる 
が 、 性 質 が 異な る 。 RACE 側 は 浮か せ 技 に な っ て お り 、 アッ パー と 同じ よう に 相手 の 反撃 に 
合わ せる よう に 使え ば 、 高 確率 で 当て る こと が で きる 。 アッ パー と 違う 点 は 、 哲 交 A 外 し に な 
っ て いる こと 。 その た め 、 アッ パ 
ー よ り は 還 &A に 肛 す る こと な 
く 使っ て いけ る 。 また 通常 時 に 
ガー ド さ れ た と き は 不利 だ が 、 
后 &A を 外し た と き は 五 分 の 状 
態 に な る の で 、 その まま 攻め 続 
ける こと が 可能 だ 。 


財 | 
間 骨 
二 4 了 


igUAIRID ATTACLIK LRU5HI 


Wi 


tag VIPER5 己 5kil ァ 
2 Hararter killZ 


前 Id 


ツ 記 K 


相手 の 攻撃 を 止め た り 、 牽制 と し て 使う こと の 多い シッ トビ ー ト か ら 、 
下段 の スピ ン キ ッ ク を 出す 。 連続 性 は な く 、 ガ ー ド され れ ば 反撃 を 受 
け て し まう が 、 戦術 上 、 シ ッ ト ビ ー ト か ら 中 段 攻撃 を つなげ て 出す こと 
が 多い の で 、 時 折 使 うと 意外 と 当たり や すい 。 戸 発 目 は 当たれ ば ダウ ン 
を 奪え る の で 、 相手 に と っ て も 嫌 な 連係 と いえ る 。 この 技 を 相手 に 意 
識 さ せる こと で 、 シット ビー ト か ら の 中 段 攻撃 と いう つなぎ が より いっ 
そう 効果 的 に な る こと は いう まで も な い 。 


プラッ クア イス po 


前 作 は ガー ド 外 し 技 だ っ た が 、 今回 は 操 吉 A 外 し だ け に な っ て し まい 、 少々 弱体 化し た よう 
に 思わ れる 。 し か し 、 ガー ド さ れ て も 五 分 状態 で 、 さ ら に カウ ンタ ー で 当たれ ば 、 相手 を 回 復 
不可 能 な よろ け 状 態 に で きる の で 、 ある 意味 、 強化 され た と いっ て も いい だ ろう 。 攻撃 発生 時 
間 が 若干 遅 め な の で 、 起 き 上 が りや 受け 身 の 後に 重ね て お く な ど 、 相手 の 反撃 が くる よう な 場 
所 に 置い て お く よ うに 使い 、 常に カウ ンタ ー を 狙っ て いこ う 。 カウ ンタ ー ヒ ッ ト で 、 相手 を よろ 
け 状 態 に し た 場合 は 、 下記 の コン ボ を 入れ て 追加 ダメ ー ジ を 狙 お う 。 


5gUARH ATTACLK LRU5EHI 


ブラ ッ ク ア イス ー テ ィ ッ プス ラッ プ 
ー 小 ダウ ン 攻 撃 

ダメ ー ジ も 割 と 高く 、 全 キ ャ ラク ター に 入る コン ボ 。 注意 
点 は ティ ッ プ スラ ッ プ を 当て る タイ ミン グ 。 最速 で 出し て し 
まう と 、 浮き が 高く な っ て 空中 受け 身 を 取ら れ 、 技 を 出し た 
と き に 生じ る スキ に 反撃 を 受け る こと に な る 。 ティ ッ プ スラ 


ッ ク アイ ス の 他 に 、 ラン ニン グ ビ ー yy 1 相手 が 地上 受け 身 を し て も 、 MD 


ッ プ は 攻撃 判定 が か な り 低い 位置 か ら あ る の で 、 相手 が 倒 ブラ 
れ 込む 寸前 で 当て 、 空中 受け 身 を 取ら れ な いよ うに し よう 。 た っ た と きも 同じ コン ボ を 決め られ る 。 ン し て か ら 出 すこ と = タイ ミン グ を 党 え よう 。 ホー ミン グ す る の で 当て る こと が で きる 。 


ブラ ッ ク ア イス ーーーー=410 es TO 
6 有 ば ド 中 コ 『 時 MNHITt 
ー シ ッ ト ス ピン ョ “ 3 和 P 本 山 貞 | 間 
シッ トス ピン は ヨ 発 まで は すべ て の キャ ラク ター に 当 の が | 上 き UTFFTT1 いみ ィ 理 
WWksssse 


た る 。 また 、 軽い キャ ラク ター や 画面 端 な ら ば 、 発 入 
れる こと も で きる 。 シッ トス ピン を 当て た と き の 浮 き を 
見 て 、 技 を 出す 回 数 を 決め て いこ う 。 


/ 5 し 
ブラ ッ ク ア イス の カウ ンタ ー は すぐ Tn すぐ に シッ トス ピン を 入力 する 。 浮き が 低い の 
れる よう に し よう 。 で 、 空中 受け 身 は で き な い 。 


目 が 当たる 。 相手 が 受け 
身 を 取ら な けれ ば 、 4 発 目 まで 入る 。 


アイ スレ ッ グ ラウ ンチ AO 


18( レ バー 前 入れ 上 ], 己 4 


人 ハイ キッ ク か ら 蹴 り 上 げに スイ ッ チ する 攻撃 。 連続 攻撃 な の で 、 ハ イキ ッ ク が 当たれ ば 確 
実に 相手 を 浮か が せる こと が で きる 。 壁際 な ど で 空 中 コン ボ を 狙え そう な 状況 で 当たれ ば 、 バ 
ルカ ン レ ッ グ より も この 技 で 空中 コン ボ を 狙っ て いこ う 。 地上 で の 使い 道 も な く は な い が 、 
ガー ド さ れ た 後 の 硬 化 時 間 が 長く 、 投げ が 入っ て し まう の で 注意 が 必要 。 対戦 相手 や 状況 に 
よっ て バル カン レッ グ と うま く 使 い 分 け て いこ う 。 また 、 アイ スレ ッ グ は レバ ー を 前 に 入れ 
て 出す と ダメ ー ジ が 1 時 か ら 思 呈 に な る の で 、 アイ スレ ッ グ か ら の 連係 を 使う 際 は 、 常に レバ 
ー を 前 に 入れ て 出す よう に し よう 。 
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ガ リル カン レッ グ MIDbLE MDDLE 7AIDDLE 上 段 攻 撃 だ け で 構成 され た コン ビ ネ ー シ ョ ン キ ッ ク 。 1 発 目 が 当たれ ば ヨ 発 すべ て 
連続 で つが る 。 簡単 な コマ ンド で 強力 な 攻撃 だ が 、 ヨ 発 目 が 当たっ て も ダウ ン さ せる 


HKIKKK  。 。 PPPPPmrm こと が で きず 、 五 分 の 状態 に な っ て し まい 、 相手 と の 読み 合い に な る 。 と りあ え ず こ 
1 昌 【 レ バー 前 入れ 如 , 己 4 ヨ = の 状況 は 攻撃 発生 が 早く 、 相 手 の 技 を 止め られ る シン グル ビー ト か シッ トピ ー ト を 出 


し て お こう 。 ガー ド さ れ た 場合 は か な り 不 利 な の で 、 選択 
肢 は 后 &A か T 呈 だ け に な る 。 使う の で あれ ば 、 還 &A 
を ガー ド し た 後 な どの 返し 技 な ど 、 確実 に 入る 場面 で 使 
う の が 好ま し い だ ろ う 。 


18I レ バー 前 入れ 己 呈 ],1 ロ 


人 ルイ キッ ク か ら パ ンチ に つが る レッ グ ビ ー ト は 連続 攻撃 に な は っ て いる 。 当たっ た と き は 五 
分 な の だ が 、 ガー ド 時 は こち ら 側 が か な り 有 利 に な っ て いる 。 レッ グ ビ ー ト の 後 は 硬化 時 間 
が 短く 、 すぐ に 動き 出す こと が で きる の で 、 ガー ド 後 投げ に いく と 相手 は まず 反応 し きれ な 
い 。 さら に レッ グ ビ ー ト の 後 は 、 シ ング ルビ ー ト の 後 と 同じ 技 に 移行 させ る こと が で きる の 
で 、 レッグ ピー ト か ら 投 げ と 中 段 攻撃 の 豆 択 や 、 連係 を 出し 切る な どの 数 多い 選択 を 相手 に 
迫る こと が で きる な ど 、 対戦 で は 還 RAEE の 攻め の 中 核 を に な う 技 と 考え て いい だ ろう 。 


YSK ーー EE 


中 段 攻撃 の 浮か せ 技 。 同じ よう な 性 質 を 持つ ティ ッ プ スラ ッ プ と 攻撃 発生 時 間 も 同 じ 。 そ 
の た め 、 暫 &A を 外せ る ティ ッ プ スラ ッ プ の 方 が 使え る よう に 思わ れ が ち だ が 、 ブレ ー ド ラウ 
ンチ は ガー ド さ れ て も 五 分 状態 に な る 。 し か も 、 ブレ ー ド ラウ ンチ 後 は 硬化 時 間 が 短い の で 
すぐ に 動き 出せ る 。 この た め 、 ガー ド 後 に 攻撃 発生 の 早い 技 を 出し て いけ ば 、 反撃 を 試み た 
相手 に カウ ンタ ー で 技 を 当て る こと が で きる な ど 、 ティ ッ プ スラ ッ プ と 異な り 攻勢 を 維持 で 
きる の が 特徴 だ 。 


サマ ー ソ ルト キッ ク ee 


ISK ーー ーー 還 Ermi 


RALE の 中 段 攻撃 の 中 で 、 最も 攻撃 発生 の 早い 技 だ 。 さら に 攻撃 判定 が 大 きい の で 、 空 
中 コン ボ か ら 返 し 技 ま で 幅広 い 使い 道 が ある 。 問題 と な る の は フォ ロー の 長 さ 。 ガー ド さ れ た 
と き の ス キ は 非常 に 大 きく 、 反撃 技 を 食らう の は 必至 。 この た め 、 主力 技 と し て は 使う こと が 
で き な い の で 、 還 &A ガ ー ド 後 や ブラ ッ ク ア 
イス カウ ンタ ー 後 の よろ け な ど 、 確実 に 当て 
る こと の で きる 状況 で 使っ て いけ ば 、 その カ 
を 十分 に 発揮 で きる 。 


ざ 2 RACE りな 技 で ある シッ アン 吾 。 ) シッ 
シッ トス ピン 5 后 の 代表 的 な 技 で ある シッ トス ピン 所 その 名 の 通り 回 の シッ トス ピン を 
繰り 出す 技 だ 。 1 発 目 の シッ トス ピン が 当たる と 相手 は 低く 浮き 、 そこ に 避 発 目 以降 の 


| キ K+EIKKIKK wm シッ トス ピン が 当たる 。 発 目 以降 の 打点 が 高い と 空中 受け 身 で 回 避 さ れる 可能 性 が 
15,1,,1H, ヨ ある が 、 語 発 目 に ディ レイ を か け て 低い 位置 で 当て れ ば 、 受け 身 を 取ら れず に 皇 発 す 


べ て を 確実 に 当て る こと が で きる 。 戸 発 目 以降 か ら 当 た っ た 場合 相手 は 倒れ な い が 、 
それ 以降 の シッ トス ピン が すべ て 入り 、 その 後 も 有利 な 状況 に な る の で まっ た く 問 題 は な はい 。 た だ し 、 ガー ド 後 の スキ は 非常 に 大 きく 、 どこ 
で 止め て も し ゃ が み 投 げ が 入っ て し まう 。 1 発 目 が ガー ド さ れ て し まっ た ら デ ィ レ イ を 駆使 し 、 相手 に 攻撃 の 終わ り を 悟ら お れ な いよ うな 工夫 が 
必要 だ 。 また 、 旦 発 目 以外 は 技 の 後に KK+ 還 で クロ スキ ッ ク に 移行 で きる 。 画面 端 な どの 空中 受け 身 が 取ら れ に くい と き に 使 お う 。 


回 転 暑 落と し か ら ハ イキ ッ ク 、 針 落 と し と つなが る 連係 攻撃 。 9 発 目 と ヨ 発 目 は 当たる と 相手 を よろ けさ せる こと が で き 、 
さら に ヨ 発 目 は ガー ド 外 し に な っ て いる の で 非常 に 強力 な 連係 攻撃 と いえ る 。 し か し 、 選 発 目 の 上 段 キッ ク は よろ け 中 に 当 
た ら な いこ と が 多く 、 すばやく よろ け を 回 復 さ れる と 、 ヨ 発 目 を 出し て も 反撃 を 受け る こと に な る 。 だ が 、 これ は あく まで 理 
諭 上 の 話 。 対戦 で は ほとん ど 反 撃 を 受け な い の で ヨ 発 目 ま で 出し 切っ て も 構わ な い だ ろ う 。 な お 、 ガード され た 場合 は 、1、 
ヨ 発 目 の 硬 化 時 間 が 少し 長め だ が 、 忌 発 目 は 短く 、 思 発 目 ま で は 強制 ガー ド と な る の で 、 選 発 で 止め れ ば 問題 な い だ ろ う 。 


LUHNNELTIHN Nn ヨ HEEL 5TAMDP 
UPPER 5UARD LRUSH! 


HIGH HICH 


レ / 口 スス テッ プラ ウン チ AAIDDLE_ MIDDLE MIDDLE 相手 の あご を 狙う 横 蹴り の クロ スキ ッ ク か ら は 数 多く の 連係 攻撃 に スイ ッ チ で き 


る 。 この クロ スス テッ プラ ウン チ は その 連係 攻撃 の ひと つ で 、 クロ スキ ッ ク か ら ハ イ 
キッ ク 、 ブレ ー ド ラウ ンチ を つなげ た 連係 攻撃 。 クロ スキ ッ ク が カウ ンタ ー で 当たれ 
ば すべ て 連続 に な り 、 し か も ヨ 発 目 が 浮か せ 技 に な る 
の で 、 当たっ た 後 は 戦い を 有利 に 進め られ る 。 だ が 、 
ヨ 発 目 を ガー ド さ れる と 大 き な ス キ が 残る の で 、 ヨ 発 
目 は あま り 出 し 切ら ず 、 選 発 目 の ハ イキ ッ ク が キャ ン セ 
ル で きる こと を 利用 し 、 キャ ン セ ル か ら の 投げ 技 と 中 
段 攻撃 の 選択 を 迫る 方 が 効果 的 な 使い 方 と いえ る 。 


16,14, ロ 4 


ダブ ルク ロス ・ ス ラッ シュ 


15,15, ヨ ロ 


クロ スキ ッ ク で 蹴っ た 足 を 振り 下ろ す ダ ブル クロ スキ ッ ク か ら も 派生 技 が 多く 存在 する 。 ダブ ルク ロス ・ ス ラッ シュ は 、 1 
発 目 が カウ ンタ ー で 当たれ ば 、 すべ て が 連続 と な り 、 相手 を よろ け 状 態 に で きる 。 この よろ け は 回 復 で きる が 、 よろ け 中 
に ブラ ッ ク ア イス を 当て る と 回 復 不可 能 な よろ け ダ ウン を 奪う こと が で き 、 た と え 回 復 さ れ て も iaRRAFE 側 が 有利 な の で 
さら に 攻め 込め る 。 また ガー ド さ れ て も 五 分 な の で 、 反撃 を 受け る 心配 は な い 。 か な り 強 力 な 技 だ が 、 加 発 目 と ヨ 発 目 の 
間 に T 還 で 割り 込ま れる 危険 性 だ け は 残っ て いる 。 本 回 に 対し て は 、 ダブ ルク ロス キッ ク で 止め て 、 投げ 技 を な どの 他 の 攻 
撃 に 移す な どの 方 法 で 対応 し て いこ う 。 


CHNNECTIN N ロ ヨコ HEEL 5TAMP 
UPPER BUARID LRU5HI 


クロ ス ブ レ ー ド ラウ ンチ MIDOLE MIDDLE TDDTE クロ スキ ッ ク か ら 出 すこ と が で きる 、 最も 使え る 連係 技 。 カウ ンタ ー で 当たら な く 


と も 連続 攻撃 に な り 、 当たっ た 後 は 相手 が 吹っ飛ぶ 。 また 、 選 , ヨ 発 目 の 両方 に ディ 
KK+ESIKIK 。 。 還 呈 レイ を か ける こと が で き 、 さ ら に ガー ド さ れ て も こち ら が 少し 有利 と いう 、 まさ に 言 
TB,IB,1R  "" パ うこ と な し の 技 だ 。 た だ 、 斜 め 下 と K ボ タン を 同時 に 入力 し な けれ ば な ら な い の で 、 

慣れ る まで は 出す こと が 難し い 。 し か し 、 


ERAEE の 主力 技 と な る の で 、 確 実に 出 
せる よう に し て お こう 。 


ダブ ルク ロス ・ ス ラッ シュ が よろ けさ せる 技 な の に 対し 、 こ の 連係 の 最後 は 相手 を 
吹き 飛ば す 技 。 こち ら も 1 発 目 が カウ ンタ ー で 当たれ ば すべ て が 連続 と な る 。 リン グ 
際 に 追い つめ られ そう な と き な ど 、 相手 と の 間合い を 離し た いと き に 重宝 する 。 ガ 
ー ド され た と き の ス キ は 大 きい が 、 間合い が 離れ る の で 反撃 は 受け な い 。 た だ し 多 
用 し て いる と 昌 。 提 。 操 の 効果 で すぐ に 反撃 
を 受け る よう に な っ て し まう の で 気 を つけ 
よう 。 な お 、 相手 の アー マー が 上 下 と も な 
いと き に 、 通常 で 当たっ て も 連続 攻撃 に 
な る 。 この た め 、 相手 の アー マー が な い 
と き に は 返し 技 と し て も 使え る 。 


LUINNELTIHIN Na KICK 
UINHER iLUARHD LRU5HI 


LUNNECTIHIN Na ロ ヨ KICK 
EEUARID ATTALK LRU5H 


Eo リー チ の 長い 中 段 キッ ク か ら 、 中 段 回 し 蹴り を 出す ロン グ ア クシ スタ ー ン 。 攻撃 発 
LOVV LVy 生 も 意外 と 早い の で 、 中 間 距 離 で 重宝 する 。 1 発 目 が 当たれ ば 選 発 目 も 連続 と な り 、 
相手 を 受け 身 の と れ な い ダウ ン に で き 、 小 ダウ ン 攻 撃 まで 確実 に 入る 。 総合 すれ ば 
か な り の ダメ ー ジ に な る が 、 召 発 目 を ガー ド さ れ た と き は 密 着 し て し まい 、 非 常に 誠 
険 な 状態 と な っ て し まう 。 確実 当て られ る と いう 自信 
が な けれ ば 、 ガー ド さ れ て も 間合い が 取れ 、 反撃 の 受 
け な い 発 目 だ け を 牽制 技 と し て 使 お う 。 


ブ プレー ドス ピン リバ ー ス 


相手 の 側面 に 移動 し こ か ら 下段 の スピ ン キ ッ ク を 放つ と いっ た 技 だ が 、 相手 が ガー ド を し て 
いる か 、 連係 攻撃 を 出し て いる と 、 移動 し て いる 方 向 に ホー ミン グ し て くる 。 その た め 混 戦時 に 
使っ て も 無 意 味 だ 。 また 、 ガー ド 後 は 下段 攻撃 だ が 、 立ち 投げ が 入っ て し まう 。 し か し 、 空中 受 
け 身 後 の 攻撃 な ど 単発 の 技 で あれ ば か わす こと が 可能 な の で 、 相手 を 浮か せ た 後に 使っ て い 
く の が 有効 だ 。 余 談 だ が 、 こ の 技 の モー ショ ン 中 に も う ] 度 + 呈 を 押す と ダブ ル ア ク セル ・ ロ 
ー ス ピン に スイ ッ チ で きる 。 だ が 、 攻撃 発生 が さら に 遅く な る の で 使う 必要 は まっ た く な い 。 


アク セル ダッ チ ヂ の 使い 方 


ブレ ー ド スピ ン リ バー ス 中 に 、 P+IK+ 呈 を 押し て キ 
ャ ン セ ル を か け 、 軸 を ずら し て 相手 の 側面 に 移動 する 
行動 を アク セル ダッ ヂ と 呼ぶ 。 し か し 、 技 を か わす 性 
質 は な い の で 、 相手 の 技 に あわ せ て 使う こと が で き な 
い 。 だ が 、 ジャ ンプ 攻撃 は タイ ミン グ 次 第 で か わす こ 
と が 可能 。 ティ ッ プ スラ ッ プ や ブレ ー ド ラウ ンチ な ど で 
浮か せ た 後 、 相手 の 空中 攻撃 を 誘っ て 出し て いこ う 。 うに 間合い を 詰め て いく と 反撃 を 誘い や す 


い 。 


レデ ティ ・ ア ンダ ー ア ー ム ・ タ ー ン ABDL 

PTK+ ロ ーー ーー ーー 右記 
ジャ ンプ し て トリ ブル アク セル を 決め 、 その 回 転 の 勢い で 回 し 蹴り を 出す 。 攻撃 する まで の モ 
ーション が 非常 に 大 きく 、 混戦 時 に 出す こと は まず で き な い 。 この 技 を 決め られ る 状況 は 、『 哲 
で 側面 に 移動 し た 後 と 相手 の 投げ を 抜け た と き 。 相手 が 投げ 抜け を 下 +K+ 還 で 行っ て いれ ば 、 


こち ら が 投げ に いか な けれ ば Ta が 出る は ず 。 そこ に 攻撃 発生 の 遅い 旧 .IK. ロ 技 を 出せ ば 、T 括 
の 人 硬化 中 に 入れ る こと が で きる 。 相手 の 体力 を 常に 把握 し て 、 一 発 逆転 を 狙っ て いこ う 。 


高く 浮か せ た 後 に 、 空中 コン ボ を 狙う か の よ 相手 の フロ ント エア キッ ク を 完全 に か わし た 相手 が 着地 し た 後 は 完全 に 側面 を 取る こと が 


と ころ 。 他 の ジャ ンプ 攻撃 も か わす こと が 可 で きる 。 一 気 に 攻 め 込ん で いこ う 。 


5.K. ロ & PPER 5UARH LRU5SHI! 


フラ ン ケ ン シ ュ タイ ナー Em 才 TueOW 1 
大 ジャ ンプ 中 , 敵 の 近く ロ +IK 


RAEE の 代名詞 的 な 投げ 技 の フラ ン ケ ン シ ュ タイ ナー。 相手 の 真 上 に 重なる よう に し な 
いと 失敗 モー ショ ン に な り 、 自分 が ダメ ー ジ を 受け て し まう 。 さら に 相手 の ダウ ン 攻 撃 も 受け 
る こと に な る の で 、 か な り リ スキ ー な 技 と 言え る 。 し か し 成功 し た と き の ダ メー ジ は 大 きく 、 ま 
た 相手 に 精神 的 ダメ ー ジ も 与え られ る の で 、 多少 無理 に で も 使っ て いっ て も いい 。 狙い どこ ろ 
は 相手 の 起き 上 が り 時 や 、 画面 端 に 追い つめ て いる と き が ベス ト だ 。 


アイ スネ メシ ス 
敵 の 近く ツ < で や 記 + 暫 の 


相手 の 腕 に し が みつ き 、 全体 重 を か け て 倒し 込 お 投げ 技 。 コマ ンド の 関係 上 、 間合い を 詰 
て か ら 投 げ を 決め る こと が で き 、 ダメ ー ジ も 高く 受け 身 を 取ら れ な い の で 、 最も 使用 頻度 が 高 
い 。 投げ た 後 は お 互い 倒れ 込ん で し まう が 、 こ ちら の ほう が 早く 起き 上 が る の で 、 すぐ に 起き 
攻め に 転じ よう 。 


アン ダー アイ ス ・ メ イデ ン 
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相手 の 股 の 下 を くぐり 、 ド ラゴン スク リュ ー の よう に 相手 の 足 を 取っ て 回 転 し な が ら 地面 に 叩き つけ る 。 正面 投げ の 中 で 
は ダメ ー ジ が 一 番 大 きい 。 また 、 相手 が 最速 で 横転 起 キ 上 が り を し な い 限 り 、 小 ダウ ン 攻 撃 が 入る の で 、 投げ 終え た 後 は と 
りあ えす 小 ダ ウン 攻撃 を 出し て お く よ う に し よう 。 他 の 投げ に 比べ る と コマ ンド 入力 が 少し 難し い が 、 斜め 前 と いう コマ ン 
ド の お か け げ で 授 げ 抜け され に くい と いう 利点 が ある 。 


Nremne VIPER5 己 KillZ 
。sCInar コ CEEr 呈 KillZ 


き 、 


ハン ティ ン エ ッ ジ  ” 訴 で 析 


敵 の 近く / 々 記 + 哲 


投げ の 中 で は ダメ ー ジ が 最も 低い が 、 4 コマ ンド で 入力 で きる 上 、 投げ 抜け され に くい の が 
特徴 だ 。 また 、 投げ た 後に 相手 が 壁 に 当たっ た 場合 、 ダメ ー ジ が 丘 ロ に な り 空 中 コン ボ も 狙い 
に いけ る の で 、 画面 端 に 追い つめ ゆめ られ た と き に 威力 を 発揮 で きる 。 さら に 、 受け 身 を 取ら れ て 
も タダ メー ジ が 4 ロロ と 増え 、 受け 身 を 取ら れ な けれ ば ダウ ン 攻 撃 が 確定 で 入る 。 つま り 、 ダメ ー 
ジ は 最低 で も 4 ロロ 以上 を 与え る こと が で きる の で 、 ア イス ネメシス と 共に 多用 し て いけ る 投げ 
技 だ 。 


エッ ジ ・ カ タバ ルト 


敵 の 近く <PPP+ 暫 - 


人 ハン ティ ング ・ エ ッ ジ と モー ショ ン が 似 て いる が 、 こち ら は 思い っ きり 蹴り 上 げ て いる 。 この 
投げ の 後 も 空中 に 浮か す の で 、 壁際 で 決ま れ ば 相手 は 壁 に 当たり 、 ダメ ー ジ も 増加 する 。 この 
後 は 空中 コン ボ を 狙っ て いこ う 。 壁 に 当たら な か っ た と き は 、 着地 時 に 受け 身 を 取ら れ な けれ 
ば ダウ ン 攻 撃 が 入る の で 、 投げ た 後 は すぐ に 相手 に 近づき 、 相手 の 受け 身 の 有無 を 見 極め て か 
ら 行動 し よう 。 


相手 の 頭上 に 手 を か け 、 身 を ひる 返し な が ら 背後 に 回 り 込 ん で 足下 を 蹴り つけ る 。 RACE 
は シッ トス ピン と いう 強力 な 下段 攻撃 を 持っ て いる の で 、 呈 RACE 戦 で は それ を 警戒 し て 相手 
は し ゃ が み ガ ー ド を する こと が 多い 。 そこ で シッ トビ ピート や シン グル ビー ト な どの 牽制 技 か ら や 、 
相手 の 起き 上 が り 時 に 狙っ て いこ う 。 また 、 ア クセ ル ダ ッ ヂ か ら も ブレ ー ド スピ ン リ バー ス を 警 
戒 さ せ て お く と 決ま りや すい 。 


記 


実は 単発 キャ ラ ? 


攻撃 の 起点 と な る 技 は 、 攻撃 発生 の 早い シン グ 
ルビ ー ト か ら つ な が る ビー ト ハ イキ ッ ク キ ャ ン セ ル 
か ら 。 この キャ ン セ ル と いう 行為 は 、 相手 の 反撃 を 
遅らせ る 効果 が ある 。 また 、 攻撃 の 硬化 時 間 を 短く 
で きる 。 キャ ン セ ル の 場所 に よっ て 硬直 差 が 変わ っ 
て し まう が 、 こ こ で は この 後 の 状態 を 五 分 と し て 話 
を 進め て いく 。 

五 分 の 状況 で 相手 が 反撃 を し て きた ら 、 レ ッ グ ビ 
ー ト 、 ブ ラッ クア イス 、 ブレ ー ド ラウ ンチ で 、 ほ と ん 
どの 攻撃 に 対し て 打ち 勝て る 。 ブラ ッ ク ア イス が カ 
ウン ター ヒッ ト し た ら よ ろ け コン ボ に 、 ブレ ー ド ラウ 
ンチ が ヒッ ト し た ら 空 中 コン ボ や 起き 攻め に いこ う 。 
また 、 立ち ガー ド や 折損 A、T『 后 を し て くる 相手 に 
は 、 投げ と シッ トス ピン キッ ク が 効果 を 発揮 する 。 レ 
ッ グ ビー ト ヒ ッ ト 後 、 ブ ラッ クア イス ノー マル ヒッ ト 
後 と ガー ド 後 、 ブ レー ドラ ウン チ ガ ー ド 後 は 、 再 び 
五 分 の 状態 と な る 。 この 状態 の と き は 再び 同じ 選 
択 を 迫っ て いく 。 

レッ グ ビ ー ト を ガー ド さ せる と 、 こ ちら が 有利 な 
状態 と な る 。 この と き は 、 五 分 と 同じ 攻め 方 の ほか 
に 、 少し 攻撃 発生 の 遅い クロ スキ ッ ク を 出し て いく 
と いい 。 この 後に つなが る 連係 の な か で 、 最も 使え 
る の が ダブ ルク ロス ・ ス ラッ シュ 。 ヨ 発 目 が ガー ド さ 
れ て も 五 分 の 状態 と な る が 、 こ の あと は 反撃 を し て 
くる こと が 多い の で 、 投げ 以外 の 選択 が 効果 的 。 ま 
た 、 ヒ ッ ト 後 は よろ けさ せる の で 、 投げ が 有効 だ 。 ま 
た 、 ダブ ルク ロス ・ ス ラッ シュ を 出す と カウ ンタ ー を 
と りや すい 。 


ピード トバ ルイ キック 


ブラ ッ ク ア イス 
隊 斉 ーーP+06…ーーーー 衣 7・ 


ブラッ クア イス 


ピー トバ ハイキック ど 生 


シッ トス ピン 加 発 目 以降 が 当たっ た と き に は 


シッ トス ピン の 記 発 目 以降 が 、 地上 に いる 相手 に 当たっ た 場合 は 相手 が 倒れ な い 。 こ ゃ が み 状 態 の まま その 後 の 攻 撃 を 食らい 続け る 。 そし て 、 シッ トス ピン を 出し 切っ た 後に 
ん な と き は どう し た らい いか 。 相手 が 立ち 状態 で 当たっ た と き は 、 シッ トス ピン か ら 派 生 立ち ガー ド を し よう と する と 、 立 つま で に し ゃ が み 投 げ を 決め る こと が 可能 だ 。 この と き 
する クロ スキ ッ ク も 連続 と な る 。 この た め 、 クロ スキ ッ ク か ら 連 続 と な っ て いる クロ スプ は 最速 で し ゃ が み 投げ を 入力 し よう 。 
レー ドラ ウン チ を 出せ ば 、 すべて 連続 攻撃 と な る の だ 。 また 、 し ゃ が み 状 態 に 当たる と し 


ダフ ルク ロス ・ ス ラッ シュ 
K+gK+ ロ YK 


レッ グ ビ ー ト ガー ド 後 の 有利 な 状況 で あれ ば 、 ハ イキ ッ ク よ り 攻 撃 発生 の 
遅い クロ スキ ッ ク も 出せ る 。 クロ スキ ッ ク 後 は ヨ 発 目 が ガー ド さ れ て も 五 分 
に な る この 技 が いい だ ろう 。 こ の 技 を 使い すぎ た と き は 、 ダ ブル クロ スキ ッ 
クー リバ パー スク ロス キッ ク を 使 お う 。 ま た 、 ダ ブル クロ スキ ッ ク 一 振り 向き 
も 使う と 、 攻 め の バ リエ ーション が 広がる 。 


ブラ ッ ク ア イス 


ダフ ルク ロス ・ ス ラッ シュ 
で やゆ ツ p ロ 3 


ブラ ッ ク ア イス 


シッ トス ピン 
シッ トス ピン YK+ 


VIK+ 操 
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音 種 投げ 技 
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加 種 投げ 技 


難 種 コ マン ド 


IN 8 


| 目 ・ 当 
El 

白 
| 皿 
回 
| 識 


電 さて べべ 
〆.。、、。 
の 


3 どー 


記 IIEGEEIWIINMIGG や / ョ ヨ 記 記 ERE5 思 品 emWW 用 ヒロ ヨロ ヨレ ヒヒ F に 員 


ト J 


ビ . 
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HIGGH FE ラ EFH 


ジル パン チキ ギ キック 5 


対戦 で 主戦 力 と な る 技 の ひと つ 。 1 発 目 の パン チ の 攻撃 発生 が 早い の に も か か わら ず 、 こ の 連 
係 攻撃 は 連続 性 が ある 。 その た め 、 相手 の 連係 に 割り 込む と き や 技 を ガー ド し た 後 の 反 撃 技 な ど 
に 多用 し て いく こと に な る 。 また 、 加 発 目 の キ ッ ク を 呈 ボ タン で キャ ン セ ル す る こと で 、 フェ イン ト 
と し て 使う こと も で きる 。 キャ ン セ ル か ら は 、 ダブ ル ア ッ パー と 投げ 技 で 加 択 を 迫る の が 定石 だ 。 
ちな み に 、 密着 時 の サン マン パン チ ハ イ キッ クキ ャ ン セ ル 後 の 硬直 差 は こち ら 側が 不利 と な っ て 
いる 。 暴れ る 相手 に は 逆 に 付け 入る スキ を 与え て し まう の で 多用 は で き な い 。 
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ウ ァ た ニー ァ 4 -ー ソ ルン / MIDDLE MAIDDLE 


1 選 ,1 ロ 4 


前 作 で は 猛威 を ふる っ た 連係 攻撃 だ が 、 今 作 で は か な り 弱 体 化 し た 。 弱体 化し た 部 分 を 列挙 する と 、 まず 連続 性 の 排除 。 ヨ 
発 す べ て 連続 だ っ た が 、 今 作 で は 豆 発 目 ま で 。 また 、 密着 状態 だ と 1 発 目 か ら 思 発 目 も つなが ら な い 。 次 に ヨ 発 目 キ ャ ン セ ル 
時 の 硬化 時 間 が 延長 され た 点 。 これ は 前 作 で あっ た 「 ハ メ 技 ] を な くす た め の 処 置 。「 ハ メ 技 ] が な く な っ た 分 、 相手 に 対す る 理 
不 尽 さ は 消え た が 、 旧 AIMIMIAIW に と っ て は スキ が 広がり 、 連係 を 組み 立て に くく な っ た の は 事実 だ 。 だ が 、 こ の 連係 は キャ ン 
セル 、 デ ィ レ イ 両 方 を 兼ね て いる の で 、 キャ ン セ ル 後 は サン マン パン チキ ッ ク 同 様 、 ダ ブル アッ パー や 投げ 技 に 切り 替え て 攻め 
立て 、 反撃 を し て くる 相手 に は ディ レイ で 対応 と 、 強力 な 連係 攻撃 に 変わ り わな い 。 な お 、 相手 の 上 下 ア ー マ ー を は ぎ 取 っ た 場 
合 は ヨ 発 すべ て が 連続 と な る 。 還 交 A な ど 、 硬直 時 間 の 長い 技 を ガー ド し た 後 の 反撃 技 と し て 使 つ て いこ う 。 
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LUHNNELTIHN NH. ヨ KILK 
CAINLELLATIUIM 


ダブ ル バ パワ ー ノ ッ ク 
< や >PP 


前 作 で は ヨ 発 目 ま で あっ た 連係 攻撃 だ が 、 今 作 で は 豆 発 目 ま で と 弱体 化し た 。 た だ 、 刀 発 目 は 
上 段 ガ ー ド 外し の 性 質 を 持つ て お り 、 ガー ド さ れ て も 五 分 の 状況 を 作 つ て くれ る 。 し か も 、 長 時 間 
の ディ レイ が 可能 な の で 1 発 止 めか ら デ ィ レ イ と 投げ 技 の 選択 を 迫 れ る 。 ちな み に 、 相手 が アー マ 
ー 装 着 時 の 場合 、 1 発 目 を 攻撃 力 が 加 1 以 上 の 技 に カウ ンタ ー ヒ ッ ト さ せる と 発 目 に つなが り 、 
アー マー の 上 下 が な い 場 合 は カウ ンタ ー ヒ ッ ト が 礎 件 で つなが る よう に な っ て いる 。 


AMIDDLE MIDDLE 


LUUNECTIHN NH. ど BALK KNLHLKLE 
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MM 
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ダブ ル ア ッ / 1 ピー チ 205DpE ADOtE 0Dpig 呈 AINMAIN の 持つ 中 段 攻 撃 中 、 最も 使用 頻度 が 高い 連係 攻撃 。 対戦 で は 主 に 避 

発 止 め を 使っ て いく 。 思 発 目 は 1 発 目 が ヒッ ト し て いれ ば 連続 で つなが り 、 し か も 相手 を 
浮か すこ と が で きる 。 浮き 自体 は 低い が 、 ブ ー ス トキ ッ ク な ど で 十 分 コン ボ を 狙え る レ 
1 己 , 己 , 己 ろ ベル の 高 さ は ある 。 た だ 、 下方 受け 身 を と られ る と すぐ に 着地 され て し まう の で 、 彰 地 
後 の 相 手 に 投げ 技 と 中 段 攻撃 の 思 択 を 仕掛 
ける こと も 忘れ ず に 。 ヨ 発 目 は 判定 が 弱く 、 
記 発 目 ヒッ ト 後 の 浮き に 対し て は まず 当たら 
な い 。 その た め 、 選 発 目 を ガー ド さ れ た と き 
に 出し 、 相手 の 反撃 を つぶ す と いっ た 使い 
方 し か で き な い 。 


喜一 才 


cm も に に 一 ) 


ワン ツー アッ パー 0 - 林 叶 MIDDtE 
ン P+KPP 1e,14, ロ 


ワン ツー バン チ か ら ア ッ パ ー に つなげ る 連係 攻撃 。 この 技 に 限っ た こと で は な い が 、 旧 AIMMIAIN 
の 持つ 連係 攻撃 の ほとん ど が 投げ を 決め る た め の 布 石 と し て 使う こと に な る 。 この ワン ツー アッ パ 
ー な ら 1 発 止め と 思 発 止め の 両方 か ら 投げ 技 を 狙う の が 定石 だ 。 また 、 すべて の ポイ ント に ディ レ 
イ を か けら れる の で 、 こ の ディ レイ を 使え ば 、 相手 の 反撃 を 阻止 し つつ 、 投 げ 技 を 決め る 確率 は 上 
が っ て いく 。 ちな み に 、 相手 の 上 段 ア ー マ ー が な い 状態 な ら ヨ 発 す べ て が 連続 に な る の で 、 反撃 
技 と し て 多用 する こと に な る 。 ヨ 発 目 ヒッ ト 時 は 相手 を 浮か す の で 、 相手 の 回 避 行 動 を 考え つつ 、 
空中 コン ボ を 狙 つ て いこ う 。 
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ダブ ル ピー チ ボ ン / (一 AippLE MAIDDLE 


ヒッ プア タッ ク を 豆 回 繰り 出す 攻撃 。 1 発 目 で 相手 を 浮か せ て コン ボ を 狙 つ て いく の が 基本 的 な 
使い 方 と な る が 、 思 発 目 は ディ レイ も 効か ず 、 ガ ー ド され る と 大 き な ス キ が 生じ て し まう た め 、 ほ と 
ん ど 使 うこ と は な い 。 な お 、 その 1 発 目 を 出し た 後 は 相手 に 背中 を 向け た 状態 に な る 。 ガー ド され 
た 場合 は 、 相 手 と 逆 方 向 に ダッ シュ すれ ば 、 反撃 を 受け る こと は な い 。 覚え て お こう 。 


に 臣 ) 人 
連 
ピー チ ボ ン バーー タ ー ソ ナック ル ワ ン ツ ー パ ンチ rf 
ーー ランニング ピー チ ポ ボン バー 
ピー チ ボ ン バー の 浮き は 前 作 と 比べ て 高く な っ た た め 、 
コン ボ を 狙え る よう に な っ た 。 相手 の 受け 身 次 第 で 回 避 


され る 可能 性 は ある が 、 コン ボ 内 容 が お も し ろく 、 屈辱 的 
な の で 、 ぜひ 狙っ て いっ て 欲し い 。 


デー ae- 生 に テー ー ュー : 
まず は 、 ビ ー チ ボン バー で 浮か す 。 この 後 は 振り 向き を から の ワン ツー パン チ 、 つま り 記 PP ラン ニン グ ピ ー チ ボン バー。 な お 、 壁際 の 場 
背中 向き 状態 な の で 、 相手 の 浮き に 合せ て 、 を 当て 相手 を バウ ンド させ る 。 こ の バウ ンド に 、 合 は バウ ンド の 跳ね 返り に 合せ て ブー スト キ 
ッ ク を 決め られ る 。 


ジコ ババ) = ター ルツ 球 70bouE Aippu AppuE wppuE ippug 両手 を 振り 回 す よ うに し て 上 発 の パン チ を 繰り 出す 。 相手 が アー マー の ある 状態 だ 
フュ ー ツ ョ ツジ ツェ ネ レ タ ルッ と 1 発 目 一 戸 発 目 、 ヨ 発 目 一 4 発 目 が 連続 に な る 。 この 内 、 偶数 に あたる 攻撃 は ヒッ ト 


apP 記 PE 9 させ て いる の に も か か わら ず 投 げ ら れる 、 いわ ゆる 食らい 投げ を され て し まう の で 、 途 
15,1g,14,114 中 中 め を する 際 に は 気 を つけ な けれ ば な ら な い 。 な お 、 ア ー マ ー 上 下 を 破壊 し た 状態 


な ら ば 地上 で 后 発 すべ て が 連続 ヒッ ト し 、 五 分 の 
状況 を 作る 。 この 後 、 サ ンマ ン パ ンチ キッ ク な ど 
の すばやい 技 を 出せ ば 攻勢 を 維持 する こと が で 
きる 。 な お 、 すべ て が 叩き つけ 系 の 攻撃 で 、 空 
中 に いる 相手 に 当て る と 自動 的 に バウ ンド コン 
ボ に な る 。 この 性 質 を 利用 し て 、 地上 で 使う より 
も コン ボ 用 の 技 と し て 使う の が 妥当 だ ろう 。 


小 ジ ャ ンプ と 同時 に 相手 の 頭上 に 両 拳 を 振り 下ろ す 攻 撃 。 前 作 で は 上 段 ガ ー ド 外し の 性 質 を 
持っ て お り 、 ガー ド さ せる だ け で サン マン パン チ が 確定 する 驚異 的 な 技 で あっ た が 、 今 作 で は 変更 
され 、 ガー ド 外 し の 性 質 が な く な る と 共に 、 スキ が か な り 大 きく な っ て し まっ た 。 し か し 、 技 の 威力 
は ほとん ど 変 わら ず 、 ヒ ッ ト 時 に は ダウ ン 投 げ の ジャ イア ント スイ ング が 確定 する な ど 、 大 ダメ ー ジ 
を 望め る 技 と し て は 健在 だ 。 ジャ ンプ し て か ら 攻 撃 す る の で 下段 すか し の 性 能 が ある 。 相手 の 下 
段 攻 撃 を 読ん で 出し て いけ ば 、 確実 に ヒッ ト を 狙え る 。 し ゃ が み バ ンチ 系 統 の 攻撃 を 連発 する 相 
手 に は ドン ドン 狙 つて いこ う 。 


リ 強力 な アー マー 破壊 技 で ある エル ボー スマ ッシュ 。 前 作 か ら の 変更 点 は ガー ド 外 し 
ボ gas マ りん 7 AIDDLE 
エル 7 % ス ツジ ュ ユ NAS の 性 質 が な く な っ て し まっ た と いう こと 。 旧 AIMIMIAIN に と っ て 非常 に 痛い 変更 点 だ が 、 


后 A 外 し の 性 質 が 付加 され て いる の で 匠 wwA で 返 ぐ れる 心配 は な い 。 な お 、 哲 w&A 
を 外し た 場合 は 通常 の ガー ド 時 と 比べ 、 相手 の 硬化 時 間 が 長く な り 、 普段 不利 な 状況 
の も の が 五 分 に な る 。 その た め 、 ガー ド さ れ た だ け な ら 相手 の 反撃 に る 対応 の み に な 
る が 、 還 &A を 崩し た 後 は サン マン パン チ を 出し て 攻勢 を 維持 する こと も 可能 。 出し た 
後 は 相手 の 状況 を し っ か り と 見 よう 。 な お 、 こ の 技 は を 使う と き は 攻撃 発生 の 遅 さ を カ 
バー する た め 、 相手 の 起き 上 が り に 重ね る か 、 相手 と の 間合い や 攻撃 の タイ ミン グ に よ 
つて 、 その 攻撃 を スカ し て 当て る こと が で きる の で 、 中 間 距 離 で 置い て お く よ うな 感じ 
が いい 。 うま く 当 て た 後 は 相手 が ダウ ン し 、 そ こ に ダウ ン 投 げ の ジャ イア ント スイ ング が 
確実 に 入る の で 忘れ ず に 狙っ て いこ う 。 


サン マン ハン マーnr エ ル ボ ポー スマ ッシュ 
ー ジ ャ イア ント スイ ング 

サン マン ハン マー、 エル ボー スマ ッシュ 、 ダブ ル バ パワ ー ハ 
ンマ ー の 1】 発 目 or2 発 目 単体 レッ ト か ら は ダウ ン 投 げ の ジ 
ャ イア ント スイ ング が 確定 する 。 確実 に 体力 ゲー ジ を 礁 
える ポイ ント な の で ミス の な いよ うに し よう 。 


サン マン ハン マー や エル ボー スマ ッシュ 、 パ サン マン ハン マー と パワー ハン マー か ら は 先 投げ る こと に 成功 し た ら 、 後 は 相手 が 受け 身 
ワー ハン マー か ら は ダウ ン 投 げ の ジャ イア ン 行 入力 で 。 エル ボー スマ ッシュ か ら は 気持 ち を と ら な いこ と を 祈る だ け だ 。 
トス イン グ が 確定 。 遅 ら し て コマ ンド を 入力 し よう 。 


FIEHTIING VIPER5 己 ki 
Fhar コ CEErT KillZ 


ダブ ル バ パワ ー ハ ンマ ー MABDuE MADDlE 


ヨロ , 己 プ 


ハン マー ナッ クル を 妃 回 連続 で 繰り 出す 攻撃 。 1 発 目 ヒッ ト 時 に 相手 を 叩き つけ られ る サン マ 
ン ハ ンマ ー、 エ ル ボ ー ス マッ シュ 同様 、 ダ ウン 投げ の ジャ イア ント スイ ング が 確実 に 入る 。 また 、1 
発 目 に は 后 避 A 月 し の 能力 が あり 、 還 交 AA を 外し た 場合 、 す ぐに 思 発 目 を 出せ ば 相手 の 硬化 中 に 
当て る こと が で きる 。 さら に 1 発 目 か ら 思 発 目 は ディ レイ で 出す こと が で き 、 1 発 止 めか ら の 投げ 技 
と 択 を 迫 れ る 。 己 発 目 を 警戒 する 相手 に は 1 発 止 めか ら 投げ 技 を 狙 お う 。 な お 、 暫 wwA 朋 し 後 
や ディ レイ で 発 目 が 単体 で 当たっ た 場合 も 1 発 目 同様 、 ダウ ン 投げ の ジャ イア ント スイ ング が 確 
定 す る の で 、 確実 に 決め よう 。 


LEUNNELTIHN NH.1 HAMMER-KNLLKLE 
gUARIH ATTALK LRU5HI 


ダブ ル バ パワ ー ハ ンマ ー 

ワウ コ キジ ョ ツジ エネ レー タダ マヤ パ ンチ 
ダブ ル バ ワ ー ハ ンマ ー1 発 目 ヒッ ト 後 の 叩き つけ や ら 

れ 状態 に 、 2 発 目 を 当て る と バウ ンド を 誘発 で きる 。 ここ 

で 相手 が 地上 受け 身 を と ら な か っ た 場合 、 フ ュー ジョ ンジ 

ェ ネ レー ター バン チ が 決ま る 。 前 述 し た 通り 、 フ ュー ジョ 


デー as 


NE AGHis 8 上 * こ で ーー 3 
ンジ ェ ネ レー ター バン チ は すべ て 叩き つけ 系 の 技 な の で まず は 、 ダ ブル バ ワ ー ハ ンマ ー の 1 発 目 を 当選 発 目 を 叩き つけ や られ 状態 の 相手 に ヒッ ト ンジ ェ ネ レ ー タ バン チ を 出す 


すべ て の ポイ ント で 相手 に コン ボ 回 避 の チャ ンス を 与え て る 。 ちな み に 、 こ こ か ら も ダウ ン 投 げ の ジャ させ れ ば バウ ンド を 誘発 。 ディ レイ を か け て だ け 。 た だ し 、 ワ ン テ ン ポ 置 いて か ら 出す の が 
ご ROD RB イア ント スイ ング が 確定 する 。 出さ な いと ヒッ ト し な い の で 注意 。 ポイ ント 。 タイ ミン グ が 悪い と 全 段 決ま ら ず 、 
て し まう が 、 決ま れ ば 大 ダメ ー ジ 。 見 た 目 も 実に 痛快 だ 。 1 We 山 


ダブ ル バ パワ ー ハ ルン マー 

ー ブ ー ス トキ ッ ク 

上 記 の コン ボ と 同じ よう に バウ ンド を 誘発 し 、 そ の バウ 
ンド に ブー スト キッ ク を 決め る だ け 。 他 に も エル ボー スマ 
ッシュ や ジャ ッ ク ナ イフ スロ ー な ど 様 々 な 打撃 が 決ま る 。 


エル ボー スマ ッシュ は 相手 の 上 段 ア ー マ ー 点 滅 時 に 狙っ N : ' 
= ー od ーーーー ーー ィ ーー ーー テー ーー 

て いく と いい だ ろう 。 ド と 同じ よう に 避 発 目 に ディ レイ を ブー スト キッ ク を 出せ ば いい 。 上 記 の コン ボ な お 、 壁 際 な ら ワ ン ツ ー ア ッ パ ー を 決め る こ 
か け て バウ ンド を 誘発 させ 、 の よう に タイ ミン グ を 合せ る 必要 は な い 。 と も で きる 。 


ENNELTIHN NH.1 HAMMER-KNLLKLE 
EUARH ATTALK LRU55HI 


ヨロ , 己 フ 


ダブ ル バ パワ ー ハ ンマ ー の 選 発 目 が 浮か せ 技 に な っ つた の が ラウ ンド トリ ッ プ ・ ハ ンマ ー ス ロ 
ー だ 。 前 作 で は ガー ド 外 し の 性 質 を 持っ て いた の で 、 と りあ え ず 出し て お け ば 相手 を 抑え つ 
ける こと が で きた 。 だ が 、 今 作 で は ガー ド さ れ た と き の ス キ は 大 きく 、 反撃 は 必至 。 また 、 ヒ 
ッ ト 時 の 効果 は 浮か せ 技 の た め 、 確実 に ダメ ー ジ を 奪え る ダブ ル パ ワ ー ハ ンマ ー に 比べ 、 
有利 な 状況 を 作る だ け に 過ぎ な い 。 た だ 、 ダブ ル パ ワ ー ハ ンマ ー の 避 発 目 よ り 攻 撃 発生 が 
早い た め 、 1 発 目 を ガー ド さ れ た 後に ディ レイ で 出す と 割り 込ま れ に くい と いう 利点 が ある 。 


MM 


ジ 


MM | 
MM jm 


すばやい 下段 攻撃 。 前 作 で は 完全 に ダウ ン を 奪え る 技 だ っ た が 、 今 作 か ら は 近 距離 ヒッ ト 、 ま た 
は カウ ンタ ー ヒ ッ ト が 条件 で ダウ ン す る よう に な っ て いる 。 ダウ ン を 奪え な か っ た 場合 は 多少 不利 
な 状況 と な り 、 相手 の 反撃 を 還 &A や T 后 で 対処 する の が 基本 と な る 。 ガー ド さ れ た 場合 は 、 理 
諭 上 、 下段 授 げ で の 反撃 を 受け る が 、 その タイ ミン グ は シビ ア 。 確実 に 決め る の は 非常 に 難し い 
は ず だ 。 また 、 后 。 提 。 提 に よる 硬直 変化 を 考慮 し な けれ ば 打撃 で の 反撃 は 旨 AHIN の 拳 華 火 、 
PICKY の ニー& ハ イス ピン で し か 反撃 を 受け な いた め 、 非常 に 頼れ る 下段 攻撃 だ 。 


ジャ イア ント スタ ンプ AIDDE 7AIDDLE 


上 LUNNELTIUN NH. ど 5TANPIN ロ 
本 ER 5UARID LRU5HI 
1 


アト ミッ クビ ピー チ ポ ボム MAIDDLE 


呈 AINMAIN の 昌 -K. ロ 技 は ビー チ ボ ン バー の 強化 版 。 技 を 出す まで に 姿勢 を 低く する の で 上 
段 攻撃 は 確実 に か わし 、 打点 が 高い 位置 に ある AHIN の 鉄 対 な ど 、 一 部 の 中 段 攻 撃 も か わし な 
が ら 攻 撃 で きる 。 た だ し 、 他 の キャ ラク ター と 比べ 威力 が 低く 設定 され て いる の で 、 相手 の 残り 体 
力 を 十分 調整 し て か ら 出さ な いと 、 こ の 技 で と ど め を 刺す の は 難し い 。 


FIEHTIING VIPER 呈 己 iz 
harCtET 上 KillZ 


ャ ッ ク ナ イフ スロ ー 


上 段 パ ンチ を か わし な が ら 攻 撃 で き 、 ヒ ッ ト 時 に は 相手 を 高く 浮か すこ と が で きる 。 また 、 上段 ガ 
ー ド 外し の 性 質 を 持っ て お り 、 ガー ド さ れ て も 有利 な 状況 を 作り 出す こと が 可能 だ 。 この 後 は 中 段 
と 投げ の 吾 択 を 迫る の が 基本 と な る が 、 サ ンマ ン パ ンチ キッ ク に つなげ て カウ ンタ ー を 狙い 、 キ 
ャ ン セ ル か ら の 投げ を 狙 つ て みる の も 一 興 。 た だ し 、 前 作 と 比べ 攻撃 発生 が か な り 遅 く な っ て い 
る の で 使い どこ ろ が 非常 に 難し い 。 起き 上 が り に 重ね て いく の が 最も 有効 な 使い 方 だ ろう 。 


UPPER 5UARID LRU5H! 


ケン カキ ッ ク か ら 四 股 を 踏 お よう に し て 相手 を 踏み つけ る 連係 攻撃 。 4 発 目 は 上 段 だ が 
リー チ が 長い た め 、 中 間 距 離 で 意外 と 頼れ る 技 だ 。 また 、 その リー チ を 利用 すれ ば 、 相 
手 が 空中 受け 身 後に 出す フロ ント エア キッ ク へ の 反撃 技 と し て も 使っ て いけ る 。 1 発 目 ヒ 
ッ ト 後 は 、 即 空中 受け 身 を 取ら れ な い 限 り 選 発 目 が 空中 で ヒッ ト 。 その 後 相手 は バウ ンド 
し 、 こ こ で 地上 受け 身 を と られ な けれ ば レッ グ ス ロ ー で の 追い 討ち が 確定 する 。 例え ガ 
ー ド され た と し て も 、 選 発 目 が 上 段 ガ ー ド 外し の た め 反 撃 を 受け る こと が な い 。 た だ し 、 き 
発 目 と 思 発 目 の 間 に 草 HAIN、PILIKY、 EIMI 以 外 の 立ち バン チ に 割り 込ま れ て し ま 
い 、 そ れ 以 外 の キャ ラク ター で も T『 還 エス ケー ブ で 割り 込ま れる 可能 性 が ある 。 前 者 に 
対し て は 、 1 発 目 か ら 還 &A、T『 哲 で 対処 する 。 また は 、 コンボ ・ ピ スト ンド ライ バー に つ な 
げ 、 カウ ンタ ー を 狙っ て みる の も いい 。 後者 に 対し て は 1 発 止 めか ら 投げ 技 を 狙え ば 問題 
な い 。 1 発 目 の 硬化 時 間 は 短い た め 、 投げ 技 へ の 連係 は 非常 に 有効 だ 。 


5.K-H & UPPER 5UARD LRU55HI 


コン ボ ・ ピ スト ンド ライ バー 
VIKESS 記 + 哲 


1 己 ,1 己 ヨロ 

ロー キッ ク か ら ボ ディ ブロ ー に つなぎ 、 最後 を パ バイ ルド ライ バー で 締め る コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 つなが る よう に な る 。 上 段 后 開 A や 上 段 本 還 に 対し て 出す の が 基本 的 な 使い 方 と いえ よう 。 
パイ ルド ライ バー は 刀 発 目 が ヒッ ト な い 限 りつ な が ら ず 、 その 選 発 目 は 下段 ガー ド 外 し の た め た だ し 、 ヨ 発 目 の 投げ は 投げ 抜け され て し まい 、 派生 技 が な いた め 、 投げ 抜け に 対し て 思 択 . 
完全 な 中 段 攻撃 と いう わけ で は な い 。 また 、 1 発 目 と の 間 に 立ち パン チ や 白 貞 A で あっ さり 割 。 を 迫る こと が で き な い 。 ここ で 投げ 抜け 返し を で きる よう に し て お け ば 非常 に 心強い 技 に な る 


り 込ま れ て し まう た め 、 普通 に 出す だ け で は 全く 使え な い 連 係 攻撃 で ある 。 この 技 の 真価 は は ず だ 。 
1 発 目 を カウ ンタ ー ヒ ッ ト さ せる こと に あり 、 1 発 目 が カウ ンタ ー の 場合 、 ヨ 発 目 の 投げ 技 まで 


FEHNNECTIHN NH. ど BHHY-BLUW 
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サン マン ナイ スカ ン 
敵 の 近く 記 + 暫 


他 の キャ ラク ター の 基本 投げ と は 違い 、 回 復 さ れる こと が な く 、 確実 に ダヴ メ ー ジ を 与え られ る 。 ま 
た 、 コ マン ド が 簡単 な 割 に 威力 が 高い と いう 利点 が ある 。 た だ し 、 今 作 か ら 導 入 さ れ た 投げ 抜け 
シス テム が ある 以上 は 、 他 の 投げ と の 使い 分 け は 重要 だ 。 ちな み に 、 壁際 で この 投げ を 決め た 場 
合 は 硬化 時 間 が 長い た め 、 受 け 身 後に 反撃 を 受け て し まう 。 注意 し よう 。 


バッ クボ ー ン クラ ッ ク 
敵 の 近く / 々 記 + 暫 シ 


コマ ンド が や < ぐ や P+IK+ 還 か ら ば 刀 + 暫 に 変更 され 、 一 入力 で 投げ る こと が 可能 に な っ た 。 投げ 
た 後 は 地上 受け 身 を 取ら れる 可能 性 が あり 、 この 場合 本 来 の ダメ ー ジ 后 ロ か ら 4 忌 に 下がっ て し 
まう 。 また 、 壁際 で は 確実 に 司 ロ の ダメ ー ジ を 与え られ る が 、 その 後 下方 受け 身 か ら の フレ アト 
ー で 反撃 を 受け て し まう た め 、 サン マン ナ イ スカ ン 同 様 、 壁際 で の 使用 は すす め ら れ な い 。 だ 
が 、 こ の 投げ の 利点 は 提 AINMAIN の 他 の 投げ 技 が 強力 と いう と ころ に ある 。 つま り 、 警戒 され 
に くい と いう こと だ 。 


通常 の 投げ 技 の 中 で 唯一 の 新 投 げ 。 コマ ンド は < や 宮 と 少々 入力 し に くい が 、 バッ ク 
ボー ンク ラッ ク 同 様 、 警戒 され に くい 投げ 技 で ある 。 投げ 成功 後 は 確実 に 小 ダウ ン 攻 撃 
の ヘッ ド バ ッ ト が 決ま る の で 追加 ダメ ー ジ を 与え て お こう 。 投げ 自体 の ダメ ー ジ は 低い 
が 総合 タダ メージ は な か な か の も の だ 。 


ショ ル ダ ー ミ ル 
敵 近 く <PS1 記 + 哲 


ジャ イア ント スイ ング 
敵 近 く < や ば YS マロ + 哲 


言わ ず と 知れ た ジャ イア ント スイ ング 。 最後 に 相手 を 投げ 飛ば す た め 、 地上 受け 身 を 取ら れ 
て し まい 、 ダメ ー ジ を 岳 則 に 軽減 され て し まう 。 だ が 、 壁 に ヒッ ト さ せれ ば 叶 ロ 。 ファ イナ ルオ 
ー バ ー ド ライ ブ が 投げ 抜け され て し まう 今 作 で は 十分 すぎ る ダメ ー ジ だ 。 壁 に ヒッ ト さ せる に 
は 、 ラ ウン ドス ター ト 時 の 足 位置 が 旨 AIWMIAIN か ら 見 て 右側 、 逆 足 の 場合 は 左側 に 壁 が あれ 
ば いい 。 た だ し 、 その 壁 に あま り 密 着 し て いる と 硬化 時 間 が 長い た め 、 受け 身 後に 反撃 を 受け 
て し まう 。 注意 し よう 。 


ロ 


ベア ハッ グ 
敵 近 く >< や P+ 哲 コ 


投げ コン ボ 始 動 技 。 コマ ンド の 性 質 上 、 ク イッ ク フ ォ ワー ド か ら 投 げ る こと が で 
きき 、 こ こ か ら は エレ ファ ント ハッ グ か ビー スト ハン ター に スイ ッ チ させ られ る 。 この 
二 つ は 相手 の 投げ 抜け に 対し て 加 択 に な っ て お り 、 総合 ダメ ー ジ は ビー スト ハン 
ター の 方 が 高い 。 理論 上 、IRE5Ul 投 げ 抜け で 両方 と も 回 避 さ れ て し まう が 、 
投げ コン ボ は 投げ 抜け され て も 組み 合い に は な ら ず 、 その 後 の 状 態 は 仕切 り 直 
し に な る 。 その た め 投 げ 抜 けさ れ て も 問題 な い 。 
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オー バー ドラ イブ meO ツ 
敵 近 く S ツ ダグ < で や 記 + 暫 一 


オー バー ブ プロー 
英 近 く < こ ジロ + 暫 


后 AINMIAIN の 代名詞 と も いえ る ファ イナ ルオ ー バ ー ド ライ ブ へ の 始動 技 。 新た に 
オー バー ブロ ー が 追加 され 、 ふた つの 投げ か ら 投げ コン ボ ヘ へ スイ ッ チ させ る こと が で 
きる 。 また 、 投げ コン ボ も 下記 の フロ ー チ ャ ー ト を 見 れ ば 分 か る 通り 、 数 多く の 派生 
技 が 追加 され た 。 


オー バー ドラ イブ or オー バー ブロ ー か ら の 投げ コン ボ 


フル オー バー ドラ イブ ダブ ルオ ー バ ー ド ライ ブ 


ファ イナ ルオ ー バ ー ド ライ ブ 
ぐ や 2 ひ S> の 人 < や PP+ 


オー バー ドラ イブ 
ウツ SAVI2<PP+ 折 


ヘッ ドキ ャ ノン ラ ツ イ ン キ ャ ノン エレ クト グラ イド 


-P>< や + 折 


ウル ト 


フィ ッシュ テイ ル ・ バ スタ 


寺 Pm が プー スー パー グラ イド 


マッ クス ・ デ スペ ラー ト ハイ ドラ グラ イド 


で 2 び S9>P+ 后 


ウル トラ ツイ ン キ ャ ノン 5.arag 


最も 大 き な ダ メー ジ を 与え られ る の は ダブ ルオ ー バ ー ド ライ ブ を 通っ た ファ イナ ルオ ー バ ー ド ライ ブ 。 相 
手 の 体力 を 半分 近く 碧 う こと が で きる 。 た だ し 、 投げ 抜け され る 可能 性 が ある た め 、 そ の ダメ ー ジ は 確実 
で は な い 。 また 、 他 の 派生 に 関し て も 同じ こと が 言え る 。 し か も 、 相手 が 投げ 抜け コマ ンド 
< ぐ で P+5nr ジ PP+ 器 を 入力 し た だ け で 、 フ ルオ ー バ ー ド ライ ブ 、 フ 
ィ ッ シュ テイ ル ・ バ スタ ー、 マッ クス ・ デ スペ ラー ド の ヨ つ の 派 
生 が 封じ られ て し まう 。 し か も 、WRE5 則 投げ 抜 け で 
< ぐ で PP+5nr ジ >P+ 還 と ツ ロ + 昌 の ふた つ を 入力 され る 
と 、 ア ニ マ ル ハ ウリ ング さえ も 封じ られ る 。 最終 的 に 
は 投げ 抜け の で き な い ウル トラ ツイ ン キ ャ ノン を 使 
っ て いく こと に な る だ ろう 。 


前 作 と 比べ 弱体 化し た 部 分 が 目立つ 呈 AIMIMIAIM で は ある が 、 投げ 技 の 強 


すべ て は 投げ へ の 石 ′ 力 さ は 未だ 健在 。 また 、 その 数 も 豊富 だ 。 この 投げ 技 を 決め る た め に 様々 な 


布石 を 投じ 、 攻め 立て ろ M! 


サン マン パン チ の 性 能 を 知る 難 種 投げ 技 


難 コ マン ド 
パワ ー ハ ンマ ー ラウ ッ ド トリ ッ プ リル ツマ -2 昌 こ 


VP+IK YP+KP+K 


攻撃 発生 が 遅い た め 、 割 り 込 まれ る 可能 性 は ある が 、 パワ ー ハ ンマ ー を 普通 に ガー ド さ れ た 場合 は 、 デ 
ダブ ル ア ッ パー が 完全 中 段 で は な い の で 相手 の し ゃ イィ レイ と 投げ 披 を 使い 分 け て 攻め 立て 、 后 表 A を 外 
が み ガ ー ド を 崩す 手段 と し て 使っ で いく 必要 が ある 。 し た と き は 、 そ の まま つなげ て 相手 の 硬化 中 に 当て 
当て た と き に ジャ イア シト スイ ング (ダウ ン 投 げ ) を られ る よう に し て お こう 。 


決め られ る 点 と ガー ド さ れ て も 攻勢 を 維持 で きる 点 


は 見 逃 せ な い 。 加 種 投げ 技 


各 コ マン ド 


サン マツ パン チキ ッ ク ダブ ル ア ッ パー 
SPP 


PSPK 


棚 手 の 立ち お ガー ド を 月 す 選 択 肢 。 基本 的 に は 投げ 技 と 同じ 意味 合い を 持つ 選 
択 肢 に な る が 、 后 疫 A 投 げ 抜け 、 ま た は T 略 投げ 抜け を 行う 相手 に 対し て は 効果 
的 。 コン ボ ・ ビ スト ンド ライ バ ー で も 代用 可能 だ 。 


ブー スト キッ クキ ャ ン セ ル は 便 化 時 間 が 長い た め 、 他 の 技 に つなげ る 運 係 は あ 
まり 有効 で は な い 。 ブー スト キッ ク ヨ 発 目 の デ ィ レ イ と キャ ン セ ル か ら の 投げ 技 だ 
け に 選択 肢 を 絞っ て 攻め 立て る の が ベス ト だ 。 


* き F パワ ー ノ ッ ク ダブ ル パ バ パワー ノッ ク 
連係 の 出し きり と 投げ の 選択 ーー ーー 思 届 
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ロ 記 + 放 音 コ マン ド 


ウン ウー アッ パー 
ウロ +IKPP 


『y る A 
柴 < 


馬 SMUUUUAM/ 


FIEHTING VIPER5 己 kill ァ 
ビ hraCEEr KillZ 


Py 

間合い が 少し 離れ た と き 、 相手 が こち ら の 様子 を うか が っ て る よう な he 
ら ジ ャ イア ント スタ ンプ を 出し て いく 。 この 技 か ら の 選択 肢 は 右記 の フ Ma 
ロー チャ ー ト の 通り 。 基本 的 に は 1 発 止 めか ら の 投げ 技 と 選 発 目 の 出し 
切り を 使い 分 け て いく 。 た だ し 、 旨 AHIN、PILIKY、 EIVMIH 以 外 の キャ か AS 
ラク ター の 立ち バン チ に は 1 発 目 か ら 台 発 目 の 技 の つなぎ を 割り 込ま ES 
れ て し まう の で 、 上 段 すか し の 性 質 を 持っ た 技 を 出し て 対応 し て いか な 
けれ ば な ら な い 。 完全 に 相手 の 割り 込み を 読ん だ 場合 は 、 Ta アタ ッ ク 
を 仕掛 け て みる の も いい だ ろう 。 刀 発 目 を ガー ド され た 場合 は 不利 な 
状況 に 陥る の で 、 后 &A、 Ta と いっ た 防御 手段 を 取る 。 だ が 、 ここ で 
エル ポー スマ ッシュ を 出す と 相手 の 一 部 の 攻撃 を 迎 可 能 。 その 一 部 
の 攻撃 と は 民 AXEL の エル ボー カッ ト や BAHIN の 鉄 肘 、THIKID の 
オー プン エル ポー な ど で 、 こ うい っ た 状況 な ら 十 分 予測 で きる 反撃 技 
だ 。 また 、 サン マン バン チキ ッ ク に 連係 させ て カウ ンタ ー を 取り 、 キャ 
ン セ ル か ら 前 述 の 攻め に つなげ る の も 有効 な 選択 肢 の ひと つと な る 。 


2 ンド 


2 セア デメ ドキ 汐 多 AE 0 


OPRO 


下段 攻撃 に 対し て は ・・ 


相手 の 下段 攻撃 、 特に し ゃ が み バ ンチ に 対し て サン マン ハン マー を 出し 、 ジャ イア ント スイ ン 

グ に よる 追い 討ち を 決め る 。 これ が 決ま れ ば 、 例え ジャ イア ント スイ ング を 受け 身 で 回 避 さ れ て 

も 、 た っ た 4 回 で その 試合 を も の に で きる 。 この サン マン ハン マー の 狙い どこ ろ は 、 いま まで 紹 

介し た フロ ー チ ャ ー ト の 中 で あれ ば 、 ダブ ル バ パワ ー ノ ッ ク を ガー ド さ れ た 後 の 選 択 肢 に 加え られ 

る だ ろう 。 ここ で 相手 が し ゃ が み パ ンチ を 出す 理由 と し て 、 こ ちら の サン マン バン チ の 迎撃 と 

マッ / ツチ キタ 后 を A に 対す る 対応 が 挙げ られ る 。 後者 は 五 分 、 も し く は 有利 な 状況 で あれ ば 、 しゃがみ パン チ 
を 出し て も ガー ド が 間に合う と いう も の だ 。 この ふた つの 理由 か らし ゃ が み バ ンチ に よる 反撃 が 
予測 で きる 。 ここ で サン マン ハン マー を 出せ ば 相手 の し ゃ が み バ ンチ を 迎撃 可能 だ 。 な お 、 こ う 
いっ た 数 値 的 理論 か ら 相 手 の 反 撃 技 を 割り 出す だ け で な く 、 相手 の 癖 を 知っ た 上 で 使っ て いく の 
も 重要 と 言え る 。 また 、 様々 な 場面 で 相手 が 投げ に くる と 思っ た と き に 出し て お く の も ひと つの 


ヴ ロ ッ グ クボ や が 当て 方 と し て 信 頭 に 置い て お く と いい だ ろう 。 


に が も 0 打 衣 


相手 の 下段 攻撃 に よる 反撃 が 予測 で きた ら サ ンマ ン ハ ンマ リス ク は 大 きい が 、 当 て た 時 の 総合 ダメ ー ジ を 考え れ ば 狙 
ー を 出し て いく 。 っ て いく 価値 は 十分 に ある 。 
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た め 」。 "バイ バー 狩り "も 、 逆 に 目立つ チ 
こせ ず 闘 い 続け て いる 。 
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アバ レル デザ イナ ー を 目 
少女 バイ バー に 変身 する 。 


少女 。 自作 の 


陀 注 て いる と いう ウワサ が ある が 、 
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好き な アー チ ス 


HIGH HH HICH 


ヒ ユ アノ シシ レル た 。 


上 段 攻 撃 の パン チヨ 発 で 構成 され て いる キャ ッ ト ス クラ ッ チ は 、 連続 攻撃 に な っ て お り 、 こ の 後 
に 中 段 の キャ ッ ト ス クラ ッ チ 、 下段 の コン ボキ ャ ッ ト キ ッ ク を 出せ る 。 この ふた つの 攻撃 で 、 お 手軽 
に 思 択 を 迫る こと が で きる の が 特徴 だ 。 中 段 攻撃 の コン ボキ ャ ッ ト キッ ク は 、 当たっ た 後に 浮か せ 
られ 、 下段 コン ボロ ー キ ッ ク は 当たっ た 後 は 五 分 の 状態 に な る 。 し か し どちら の 攻撃 も 呈 &A 


コン ボキ ャ ッ ト キ ッ ク 


中 りり 3 


や Ta で 割り 込ま れる 危険 性 が ある が 、 両 方 と も ディ レイ が 効く の で 、 うま く 活 用 し て いこ う 。 


スナ ッ プ ルイ キッ ク 


HUINEY の 主力 武器 と な る スナ ッ プ ハイ キッ ク は 上 段 攻撃 の 連続 技 に な っ て 
いる 。 当たっ て も 相手 は ダウ ン し な い が 、 五 分 の 状態 な っ て いる の で さら に 攻め 
て いく こと が 可能 だ 。 ガー ド さ れ た と し て も 反撃 は 受け な い の で 、 密着 し た 状態 
な ら ば 共 制 技 と し て どん どん 使っ て いこ う 。 また 、 ハイ キッ ク に キャ ン セ ル を か け 
る こと が で きる の で 、 そこ か ら 吾 択 を 迫っ て いく の も 非常 に 有効 な 攻め 手 と な る 。 


態 な の で 素直 に ガー ド を する か 、 還 怒 A や 本 を し た 方 が 賢明 だ 。 
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ガー ド さ れ に くい 。 また 、 こ の 技 で 相手 に 下段 攻撃 を 意識 させ れ ば 、 ロ ー バ ンチ か ら の 強力 な 中 
段 攻撃 が 活き て くる 。 当たっ た 時 は 五 分 の 状態 に な る の で 、 攻撃 発生 の 早い アッ パー や トー キッ 
ク を 出し て いこ う 。 ガー ド さ れ た と き は 間合い が 離れ る の で 反撃 技 は な い が 、 こ の と き は 不利 な 状 


AIDDLE 


アッ パー の 浮き 方 が 前 作 と は 異な り 、 距離 が 離れ て し まう の で 、 カウ ンタ ー で 当たっ た と き 以 外 
は 空中 コン ボ や 空中 投げ を 狙え な く な っ て し まっ た 。 攻撃 発生 も 若干 遅く な っ た が 、 上 段 攻撃 を 
か わす 性 質 は 変わ つて いな い の で 、 硬直 時 間 の 短い 技 を ガー ド さ せ た 後 の 相手 の 反撃 に 合わ せ 
て 使っ て いこ う 。 また 、 し ゃ が み 状 態 か ら 出 せる アッ パー は 、 立ち 状態 か ら 出 せる アッ パー より も ダ 
メー ジ は 低い が 攻撃 発生 が 早い の で 、 ローバ ンチ の 後 や 起き 上 が り 時 に 出す と 有効 だ 。 


FIEHTIINE VIPER5 選 5ikillZ 


キャ ッ ト ス ラッ プ e 


受け 身 の 取 れ な い ダ ウン を 奪う こと 
が で きる 数 少な い 技 だ 。 技 の ダメ ー ジ UPPER 5UARD LRUS5H& 
自体 は 少な い が 、 当たっ た 後 は ほぼ 確 UPPER ARMIDR LRU5SHI 
実に 大 ダウ ン 攻 撃 が 入る の で 、 ト ー タ ル 
の ダメ ー ジ は な か な か 高い 。 画面 端 で 
当て る と 壁 に 当たっ て 受け 身 を 取ら れ 
て し まう が 、 壁 に 当たら な い ぎ り ぎ り の 
と ころ で 当て る と 、 相手 の ダウ ン モ ー シ 
ョ ン 中 に さら に キャ ッ ト ス ラッ プ を 当て 
る こと が で きる 。 攻撃 発生 時 間 が 遅い 
の で つぶ され や すい の が 欠点 だ が 、 ガ 
ー ド 外し の 特性 を 持ち お 、 ガ ー ド され て も 
五 分 な の で 非常 に 使え る 技 の 一 つ だ 。 


ライ ジン グ キ ャ ッ ト ア ッ バ パー MIDDE 
gs ー 


相手 の 懐 に 潜り 込む よう に 低い 体勢 で 進み 、 そ こ か ら 強 烈 な アッ パー を 繰り 出す 。 上 段 攻撃 を 
か わし な が ら 前 進 す る 性 質 が ある の で 、 中 間 距 離 か ら 近 づき つつ 攻撃 する こと が 可能 だ 。 また 、 
し ゃ が み ダ ッシュ の モー ショ ン 中 に ガー ド を 押せ ば 、 技 を 出さ ず に 移動 だ け で きる 。 何 回 か ガ 
ー ド させ れ ば 、 モー ショ ン を 見 て 立ち ガー ド に 徹する は ず 。 そこ で キャ ン セ ル を か け て 投げ 、 相 
手 の ガ ー ド を 揺 さ ぷ ろう 。 ガー ド さ れ て も 反撃 は 受け な い の で 、 出し きり と キャ ン セ ル を うま 
く 使い 分 け て 戦っ て いこ う 。 


UPPER mLUARID LRUSHI! 


DBE 50E Di すべ て が 中 段 攻撃 の ハニ ー ト リプ ル は 、 カウ ンタ ー 時 な ら 連続 攻撃 と な り 、 その 上 デ 

ィ レ イ も か ける こと が で き 、 さ ら に ヨ 発 目 は 浮か せ 技 に な っ て いる 非常 に 強力 な 攻撃 だ 。 
し か も 、3 発 目 の ハ ニー スイ ング の 後 は 、 し ゃ が み 状態 に な つて いる の で 、 ハ ニー スイ ン 
グ か ら トー キッ クキ ャ ッ ト ヒー ル と いう 強力 な 連係 を 作る こと が で きる 。 攻撃 発生 時 間 が 
遅い と いう 弱点 は ある も の の 、 起 き 上 が り に 重ね る な ど し て 弱点 を カバ ー で きれ ば 主 カ 
と し て 使っ て いけ る 技 だ 。 また 空中 で 1 発 目 の ハニ ー ス イン グ を 当て る と 、 受 け 身 の 取 
り に くい ダウ ン に する こと が で きる の で 、 空中 コン ボ に 用 いて も いい だ ろう 。 


ディ ッ プ スク ラッ チ We 


よう に な っ た 。 その うち の ひと つが この ディ ッ プ スク ラッ チ 。 当たっ た と き は 受け 身 不 可能 な ダウ 
ン を 奪え 、 さ ら に この ダウ ン モ ーション 中 に は ジャ ッ ク ナ イフ キッ ク が 入る 。 また 、 ガー ド さ れ て も 
五 分 の 状態 に な る の で 反撃 を 受け る こと は な く 、 さら に 攻め て いけ る 。 ガー ド 外 し 技 に も な っ て い 
る の で 、 ディ ッ プ ・ ザ ・ レ ッ グ か ら の 派生 技 の 中 で は 、 最も 使用 頻度 は 高い 。 


LHNNELTIHN Nn ら HUMMER KINLULKLE 
UIPPEIR RUAIR LEIRUU 昌 8 


ディ ッ プ スク ラッ チ と 似 た モー ショ ン か ら 、 さらに 前 転 を し て アッ パー を 出す と いっ た 
トリ ッ キ ー な 技 だ 。 この 前 転 中 は 無防備 な 状態 だ が 、 デ ィ ッ プス クラ ッ チ と 使い 分 け 、 
相手 に 意識 させ て お け ば 、 ま ず 反 撃 に は こない だ ろう 。 また 、 この アッ パー は ガー ド さ 
れ て も 硬直 が 短く 、 す ぐに 動き 出せ る の で 、 
ガー ド 後 に 投げ 技 に いく と 決ま りや すい 。 
暴れ そう な 相手 に は 、 キャ ッ ト ア ッ パ ー な ど 
の 攻撃 発生 の 早い 技 を 出し て 、 相手 に 反 
撃 の 暇 を 与え な いで いこ う 。 


AIDDLE 


ーー る ーー コ この ディ ッ プ ・ ロ ー リ ング ディ ッ プ は 、 ディ ッ プ ・ ロ ー リ ング アッ パー と 同じ モー シ 
ディ ッ プ ・ ロ ー リ ング ディ ッ プ ONBGHE 605tE この ディ ッ ディ ッ プ は 、 ディ ッ アッ 加 ショ 


SR ン か ら 下 段 攻撃 が 出せ る 。 この た め 、 相手 は 前 転 を 見 た 瞬間 に 、 中 段 と 下段 の 選択 
S ぐ 1 PPY ツ E+ KT 回 ュー を 迫 られ て いる と いう こと に な る 。 大 抵 相手 は ロー リン グ ア ッ パ ー の 方 を 警戒 する の 
、 呈 避 , 己 5 )。)。。 で 、 こ の 技 が 当たる 確率 は 高い 。 し か し 、 ガ ー ド 時 の 硬直 が 非常 に 長く 、 ガ ー ド 後 は 

確実 に 反撃 を 食らう の で あま り 多 用 は せ ず 、 こ こ ぞ と いう と き に 使っ て いこ う 。 


ディ ッ プ ・ ザ ・ レ ッ グ か ら ス イッ チ で きる 下段 攻撃 。 最後 の 攻撃 が アー マー 破壊 技 に 
な っ て いる が 、 1 発 目 が カウ ンタ ー で 当たっ て も 連続 に な ら な い の で 、 ガー ド さ れ て 
し まう こと が 多い 。 し か し 、 こ の 選 発 目 か ら も ディ ッ プ ・ ス クラ ッ チ と 同じ 性 質 の ダブ 
ルディ ッ プ ・ ス クラ ッ チ を 出せ る 。 この 技 も 使っ て いけ ば 、 相手 の ガー ド を 揺 さ ぶ れる 
の で 、 当 た る 確率 が 上 が る は ず だ 。 ガー ド さ れる と 投 
げ 技 で 反撃 を 食らう こと に な る が 、 数 少な い 下段 アー 
マー 破壊 技 な の で 、 下 段 ア ー マ ー が 点滅 し て いた ら 、 
積極 的 に 狙 つ て いき た い 。 


LUNNELTIHIN Nn ヨ LE ロ SWEEP 
UINIDER ARMIDR LRU5HI 
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ロー ルキ ャ ッ ト ア ッ パ ー em 


前 転 を し て か ら 技 を 出す ロー ルキ ャ ッ ト ア ッ パ ー は 、 前 転 中 に 上 段 攻 撃 を か わす こと が で き 
る 。 また 、 前 転 中 に パン チ を 押せ ば ディ ッ プ ・ ザ ・ レ ッ グ に 移行 で きる の で 、 前 転 後に 中 段 と 下段 
の 思 択 を し か ける こと が で きる 。 し か し アッ パー は ガー ド さ れる と 硬直 が 長く 、 投げ 技 に よる 反 
撃 を 食らっ て し まう 。 そこ で 前 転 か ら の ディ ッ プ ・ ザ ・ レ ッ グ を メイ ン で 使う よう に し て お き 、 た ま 
に ロー ルキ ャ ッ ト ア ッ パ ー を 出す よう に する 。 使用 比率 と し て は プア: ヨ く らい で 使い 分 けれ ば 、 ど 
ちら の 技 も 効果 的 に 使え る は ず だ 。 


ビーチ ポ ボ ポップ MIDDLE ピー チ ツ イス ター AIDDLE 7AIDDE 
選 品 

ピー チ ポ ボップ は 、 中 段 攻撃 の 中 で も 攻撃 発生 が 早い の で 、 HINEY 
の 主力 の 技 と な る 。 ここ か ら 派 生 で きる 連係 技 は 4 種類 ある 。 それ ぞ れ 
を 説明 し て いこ う 。 まず 、 ピ ー チ ツイ スタ ー。 カウ ンタ ー で 当たれ ば 連 
続 に な る 。 相手 を ダウ ン さ せな い の で 、 地上 で 攻め る と き は この 技 が い 
い だ ろ う 。 次 に ビー チタ ッ プ ・ フ ロー キッ ク 。 この 技 は 、 ピー チ ポ ッ プ が 
当たれ ば 連続 攻撃 に な る の で 非常 に 強力 だ 。 また 浮か せ 技 に も な っ て 
いる の で 、 戦い を 有利 に 進め て いけ る 。 ガー ド さ れ て も 反撃 は 受け な い 
の で 、 多少 使 いす ぎ で も いい くら い だ 。 ピー チタ ッ プ キャ ッ ト ア ッ パ ー は 、 
ガー ド 外 し に な っ て いる が 、 ガー ド さ れる と 反撃 を 受け て し まう 。 し か し 、 
アッ パー の モー ショ ン 中 に ガー ド を 押せ ば 、 ラ イジ ング キャ ッ ト ア ッ パ ー 
と 同じ よう に キャ ン セ ル で きる の で 、 ガー ド の 堅い 相手 に は これ を 使っ 
て 攻め て いく と いい だ ろう 。 最後 に ビー チタ ッ プ ・ ム ー ン サル トレ ッ グ ス 
ライ サー。 この 技 は 、 相手 を 飛び 越え て 背後 に 回 り 込 み 、 下段 攻撃 を 出 
す 奇 襲 技 と いっ た と ころ だ 。 ムー ン サ ルト 中 に 間合い を 離さ れる と 、 最 
後 の 下 段 攻 撃 は 当たら な い 。 し か し 、 ムー ン サ ルト に も 攻撃 判定 が ある 
の で 、 画面 端 に 追い 込ん で いる と き に 使う と 、 逃げ る 相手 の 頭上 に 当て 
る こと が で きる 。 


ピー チタ ッ プ ・ フ ロー キッ ク 
PT+IKSA 放 
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キャ ッ ト サ マー AAIDDLE 


MM Pi 租 : bn HUINEY の サマ ー ソ ルト 。 当たっ た と き は 浮か せ 技 に な っ て いて 、 画面 端 か カウ ンタ ー で 
当たれ ば 空中 で の 追い 討ち に も いけ る 。 また 、 ガー ド さ れ た と き は 不利 だ が 、 間合い が か な り 
離れ る の で 反撃 を 受け ず 、 ガー ド 後 は リー チ の ある キャ ッ ト バ ロウ を 出し て お く と 、 相手 の 攻撃 
を か わし な が ら 攻 撃 を 与え られ る 。 攻撃 発生 時 間 は あま り 早 く な い の で 、 通 常時 に 出す と つぶ 
され や すい が 、 上 方 の 攻撃 判定 が 広い た め 、 空中 コン ボ に も 適し て いる 。 画面 端 で 相手 を 浮か 
せ た と き に 狙っ て いこ う 。 


基 


スコ ルビ ピオ ン ア タッ ク BE 


サマ ー ソ ルト を 逆 回 転 さ せ た よ うな キッ ク 。 アッ パー と 同じ よう に 上 段 パ ンチ を か わし な が ら 
攻撃 を 与え られ る 。 アッ パー より も 威力 は 低い が ガー ド 時 の 硬直 が 短い の で 、 反撃 を 受け に くい 
の が 特徴 だ 。 また 、 相手 が 空中 に いる と き に 決め る と 、 受け 身 の 取 り に くい ダウ ン を 奪え る 。 こ 
れ を 決め た 後 は バウ ンド コン ボ を 狙っ て いこ う 。 当たっ た 後 は 、 空中 受け 身 を 取ら れ に くく 、 ま 
た 、 取ら れ て も こち ら の 方 が 先 に 動く こと が で きる の で 、 攻め に いき や すい 。 
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ラン ニン グスト レー トー スコ ルビ ピオ ン キ ッ ク 
ー ラ イジ ング キャ ッ ト ア ッ パ ー 
ラン ニン グスト レー ト 後 の よろ け 中 に スコ ルビ オン キ 
ッ ク が 当たっ た と き は 、 受け 身 が 取り づら い バウ ンド に す 
る こと が で きる 。 この バウ ンド 中 に は 、 さ ら に 攻撃 を 叩き 
込め る 。 確実 に 決ま る コン ボ と は いえ な い が 、 ラ ン ニ ン 
グスト レー ト が 決ま っ た と き は 常に 狙っ て いこ う 。 


ラン ニン グスト レー ト は 回 復 の で き な い ダウ よろけ を 確認 し て か ら コ マン ド を 入力 し て も スコ ルビ オン キッ ク が 当たっ た 時 に 受け 身 を 
ン に な る の で 、 いろいろ な 技 を 決め られ る 。 十分 に 間に合う 。 ちな み に キ ャ ッ ト ス ラッ プ も 取ら れ た ら 、 キ ャ ン セ ル し て 超 き 攻め に いこ う 。 
代用 で きる 。 


LUHNNELTIHN Na1 KILK 
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ハイ キッ ク の 後に 、 中 段 攻撃 の 浮か せ 技 と な る キッ ク を 繰り 出す 。 攻撃 発生 が 早い の で 、 略 机 A 
の 返し 技 と し て も 使え る 。 発 目 が 当たる と 相手 は 浮き 、 そこ に 思 発 目 が 入る が 、 相手 が すばやく 
後方 受け 身 を 取る と 当たら な い 。 また 、 加 発 目 に ディ レイ が か か る の で 、 1 発 目 を ガー ド さ れ た と 
き は これ で タイ ミン グ を ずら し て いこ う 。 ちな み に ハ イキ ッ ク は 、 レ バー を 前 に 入れ て 出せ は W 歩 踏 
の み 出 し て キッ ク を 出す の で 、 間合い が 少し 離れ て いる と き は 、 こち ら を 使っ て いこ う . 


FIEHTIING VIPERG 5kiZ 
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キャ ッ ト テ イル ハイ BE FUNNECTIN Nal KICK 
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[月 コロ 
低い 体勢 か ら 中 段 キッ ク を 出し 、 さら に 上 段 キ ッ ク へ つなげ る 連係 技 。 4 発 目 が カウ ンタ ー 
で 当たれ ば 連続 攻撃 と な り 、 相手 を 吹き 飛ば すこ と が で きる 。 また ガー ド さ れ て も 避 発 目 ま で 
強制 ガー ド に な り 、 上 段 キ ッ ク を か わ さ れる 心配 も な い 。 ガー ド さ れ た 後 も 返し 技 を 食らう 心 
配 も な い の で 、 非常 に 使え る 連係 技 だ 。 し か し この 技 の 最大 の 特徴 は 、 4 発 目 を し ゃ が み ガ ー 
ド し た 相手 の ガー ド を 崩し 、 思 発 目 の キ ッ ク を 確実 に 叩き 込め る と いう こと だ 。 下段 の 連係 技 
(ディ ッ プ ・ ザ ・ レ ッ グ な ど ) で 相手 の し ゃ が み ガ ー ド を 誘発 し て この 技 を 使っ て いく と 効果 的 だ 。 


レッ グ ビー ト MDDLE ダブ ル ロ ー キ ッ ク か ら 中 段 攻撃 の キッ ク を 出す の が この レッ グ ビ ピー ト だ 。 召 発 目 ま で 

SW BI は 通常 で も 連続 攻撃 に な っ て いて 、 1 発 目 が カウ ンタ ー で 当たる と すべ て の 攻撃 が 連続 

ーー。 と な る 。 中 段丘 処 A や T 后 を 出し て くる と ころ に 、 レ ッ グ ビー ト で カウ ンタ ー を 取る よう 

人 1, 己 う に 使っ て いく と 効果 的 。 ガー ド され て も 下段 ガー ド な ら 五 分 に 、 上 段 ガー ド な ら 有利 に 

な っ て いる の で 、 多用 し て いっ て も 問題 は な い 。 ちな み 

に ダブ ル ロ ー キ ッ ク は し ゃ が み 状態 か ら で な いと 、 コ マ 

ンド の 入力 上 キャ ッ ト テ イル ハイ に な っ て し まう が 、 /2 

と 入力 すれ ば 立ち 状態 か ら で も 出す こと が で きる 。 こ 
れ を 覚え て お け ば コマ ンド ミス は 少な く な る は ず だ 。 


LUHNNELTIHIN Nn ヨ KILK 
UINDER iLUARI LRUSHI! 


OL し ーー p ダブ ル ロ ー キ ッ ク か ら さ ら に 下段 攻撃 を 放つ 連係 技 。 この 技 も 1 発 目 が カウ ンタ ー 
em り ゃ w% 

タダ フ ル ロ ヒー ン ク テイ レス フ LOV LOVV EL つ ざ y で あれ ば 連続 で 当たり 、 さら に は ヨ 発 目 が 数 少な い 下 段 ア ー マ ー 破 壊 技 に な っ て いる の 

が 特徴 だ 。 た だ し こち ら の 技 は ガー ド さ れ た と き の 人 硬直 が 長く 、 下段 授 げ や 攻撃 発生 の 


14.1, 己 ロ 早い 中 段 攻 撃 で 返さ れ て し まう 。 下段 アー マー が 点滅 し て いる と き は 狙っ て いき 、 そ の 

他 の と き は レッ グ ビ ー ト を 使っ た 方 が いい だ ろう 。 最後 
LUNNELTIHIN N ロ ヨ の 攻撃 が キッ ク に な っ て いる ロー レッ グ ビ ー ト が ある が 、 
LUHW ARIVIHR LRUHI| アー マー 破壊 技 に は な っ て お ら ず 、 こ れ 以 外 は ほとん ど 
同じ よう な 性 質 な の で 、 特に 使う 必要 は な い だ ろ う 。 


立ち 傍 中 KK+ 回 


トー キッ ク か ら の 派生 技 。 連続 攻撃 に な っ て お り 、 当たっ た 後 の 相手 は よろ け 状態 に なる 。 この よろ け は 回 復 が で き 、 確定 技 は 存 
在 し な い の で 、 よ ろ け た 後 は キャ ッ ト ス ラッ プ な どの 攻撃 発生 の 早い 中 段 攻撃 と 投げ で 加 択 を かけ て いこ う 。 また ガー ド さ れ て も ほ 
ば 同時 に 動け る の で 、 ス ナッ プ ハ イキ ッ ク キ ャ ン セ ル や ロー パン チ で 牽制 し て 攻め 立て て いこ う 。 以外 と リー チ が 長い の で 、 中 間 距 
離 か ら で も 使っ て いけ る の が 強み だ 。 


ジャ ッ ク ナ イフ キッ ク 敵 


キャ ッ ト バ ロウ ee 


後ろ る 向き に か が み 込 み 、 両足 で 思い っ きり 蹴り 上 げ る 中 段 攻撃 。 体勢 が も の すご く 低 く な る 
の で 、 上 段 攻撃 どこ ろか 中 段 攻 撃 ま で も か わす こと が で きる 。 攻撃 発生 は 遅い も の の 、 技 の リ 
ー チ が 長い の で 、 中 間 距 離 で 出し て いけ る の が 強み だ 。 また 攻撃 判定 が 低い こと を 利用 し て 、 
バウ ンド コン ボ で 相手 を 拾う と き に も 使っ て いこ う 。 し か し ガー ド さ れ た と き は 不利 に な っ て 
いる し 、 虹 上 A で 返さ ぐれ て し まう と いう 弱点 も も っ て いる 。 相手 の 反撃 に うま く 合 わせ る よう 
に し て 技 を 出し て いこ う 。 


シュ ー ト ・ ザ ・ ム ー ン に 


HUIWNEY ら し い 華 邸 な 品 .K. ロ 技 。 だ が 、 こ の 攻撃 発生 の 遅い この 技 を 確実 に 当て る すべ は 
な い 。 相手 を 画面 端 に 追い 込み 、 浮か せる こと が で きた ら 狙 つっ て みて も いい だ ろう 。 また 、 Ta で 
横 移動 し た 後に 出す と 、 横 投げ 抜け を 入力 する 相手 に は 当て られ る 。 この よう な シチュ エー ショ ン 
以外 で は 、 当 て る こと は 難し い 。 し か し 、 対戦 で 提 .K. 呈 を 決め た と き の 喜 び は 格別 。 ラウ ンド を 
一 本 以上 取っ て いて 、 アー マー の な い 状 態 に な っ た ら 、 是非 と も 決め た いも の だ 。 


FIEHTIING VIPER 己 ki 
FHargCtET KillZ 


下 か ら 蹴 り 上 げ 、 相手 を 浮か せる こと の で きる 中 段 攻撃 。 技 の 性 質 は キャ ッ ト ア ッ パ ー に 似 て いる が 、 こ ちら の 技 
は HHINEY の 数 少な い 略 喜 A 外 し に な っ て いる 。 この た め 、 アッ パー の 代わ り と し て 使っ て いき 、 相手 の 加 避 A を 
封じ に 込め て いく と いい 。 と ころ が 、 拒 &A を 外し た と き は ほとん ど 不 利 に な ら な い が 、 普通 に ガー ド さ れ た と き は 
投げ が 入っ て し まう 。 そこ で ガー ド さ れ て も 反撃 の 受け な い ア ッ パー と 使い 分 け て いき 、 有効 に 使っ て いこ う 。 また 
攻撃 発生 が 早く 、 低い 位置 か ら 攻 撃 判 定 が ある の で 、 空中 コン ボ や バウ ンド コン ボ を 決め る 際 に も 非常 に 使え る 。 


ELUARH ATTALK ERU5HI 


レッ グ ス ラ イサ ー に 


攻撃 発生 が 他 の 下段 攻撃 より も 遅く 、 ガー ド 後 の 硬直 も 長い が 、 単発 で 相手 を 浮 
か せる こと の で きる 唯一 の 下段 攻撃 だ 。 この 技 で 浮い た と き は 相手 は 空中 受け 身 
が で きず 、 地上 で し か 受け 身 を 取る こと が で き な い 。 この た め 、 相手 が 軽い か カ 
ウン ター で 当たれ ば 、 こ の 浮き の 最 中 に 空中 コン ボ を 確実 に 入れ る こと が で きる 。 
起き 上 が りな ど に 重ね る よう に 技 を 出し 、 攻撃 発生 の 遅 さ を カバ ー し て 使 お う 。 


S.P.K 
敵 の 近く < や SP+ 暫 


HUINEY の 新しい 投げ 技 。 投げ 自体 の ダメ ー ジ は ゴー トゥ へ ブン より も 少な い が 、 小 ダ ウン 
攻撃 が 入る の で トー タル ダメ ー ジ は こち ら の 方 が 高い 。 また 、 ダウ ン 状 態 に 密着 し て か ら 前 小 ジ 
ャ ンプ を する と 、 相手 を 飛び 越え る こと が で きる 。 この と き 自 分 は 背後 を 向く の で 、 起き 上 が り 
を 背後 攻撃 で 攻め る と いっ た マニ アッ ク な 戦い も する こと が 可能 だ 。 


ニン ルム アル ン ノ 


英 の 近く ツジ 記 + 略 


相手 を 飛び 越す よう に ジャ ンプ し 、 その まま 顔面 に HIWEWY の 全体 重 を か け て ダウ ン さ せ 
る 。 投げ 終え た 後 は 、 相手 が すばやく ダウ ン 回 復 を する と ダウ ン 攻 撃 は 入ら な い の で 、 起き 上 
が り を 攻め て いこ う 。 コマ ンド 入力 が 少し 難し い が 、 正面 投げ の 中 で は ダメ ー ジ が 最大 な の で 、 
投げ を 使う 際 は これ を 使っ て いき た い 。 し か し 相手 も この 投げ を 警戒 する の で 、 抜け られ や す 
い の が 欠点 と 言え る 。 


バー ル テ ィ ン グ ホ ー ス meOW 
敵 の 近く の 記 + 暫 


相手 の 頭 の 上 を 馬 飛 び の よう に 飛び 越し 、 相手 の 背後 に 回 り 込む お 。 この 投げ 自体 の ダメ ー ジ 
は な い が 、 先行 入力 で KK+ 呈 と 入れ れ ば 背後 攻撃 の タッ プ を 確実 に 当て られ る 。 他 の 投げ 技 に 
比べ て 相手 に 与え られ る ダメ ー ジ は 低い が 、 投げ コマ ンド が 特殊 な た め 、 ほ と ん ど 投 げ 抜け は 
され な い 。 この た め 、 確実 に ダヴ メー ジ を 与え られ る と いう 利点 び が ある の が 特徴 だ 。 また 、 こ の 
投げ 技 の み PP+a の 代わ り に パン チ ボ タ ン だ け で も 出せ る 。 


ハニ ー エ アリ アル 
両者 空中 近く <P+IK+ 量 ge 


HUINEY の 代表 的 な 技 で ある ハニ ー エ アリ アル 。 投げ 間合い の 広 さ は 健在 し て いる の で 、 
相手 の 空中 攻撃 を も 吸い 込み 、 投げ られ る 。 キャ ッ ト ア ッ パ ー や ジャ ッ ク ナ イフ キッ ク が カウ ン 
ター で 当たっ た と き に 狙い に いき や すい 。 また ジャ ンプ トー を 当て た 後に 投げ コマ ンド を 入れ 
れ ば 、 す ば や い 受 け 身 を 取ら れ な い 限 り 投 げ る こと が 可能 だ 。 だ が 、 ダメ ー ジ が か な り 小 さく 
な っ て し まい 、 さら に は 投げ 終え た 後 、 相手 が すぐ に 起き 上 が る と 、 反撃 を 受け て し まう 。 投げ 
を 狙う の で あれ は ば 自分 の 体力 が 多い と き に し て お こう 。 


スキ の 少な い 攻 撃 で 相手 の ガー ド を 揺さぶり 、 攻 め 立 て る の が HUDIWNEY の 


ネコ まっ し ぐら !! ・ 時 本 。 そ し て 、 そ れ ら の 技 の 後 で いか に 読み 勝つ か が 勝利 の 鍵 を 掘っ て い 


る 。 


基本 は PK キ ャ ン セ ル キャ ッ RES 


立ち 状態 か ら 出せ る 最も 攻 役 
発生 の 早い 中 段 攻撃 。 記 KK キャ 
ン セ ル か ら 出 せ ば 強力 な 連係 と 
な る 。 投 げ 技 と の 慎 択 を 迫 ろ う 。 


スナ ッ プ ハイ キッ ク 


近 距 離 で の キャ ッ ト ス ナッ プ は 相手 を 硬化 させ 后 &A、 ま た は 『 転 に 対す る 選択 肢 。 ノーマル ヒッ ト 時 は ヨ 発 目 に 折 如 A、 
る 時 間 が 短い 。 そ の た め 、 近 距離 で の PKK キャ ン また は 『 四 で 割り 込ま れる の で 、 ロ ー レ ッ グ ビー ト で 対応 。 


セル か が か ら の 連係 は 割り 込ま れ や すい の で 注意 。 


加 種 投げ 技 
各 コ マン ド 


追い 打ち を 含め 、 夫 も 威力 の 高い 投げ 技 は 島 。 昌 MK。 成 力 は 低い が 投げ 抜 
けさ れる 可能 性 が 低い の は バー ル テ ィ ン グ ホ ー ス だ 。 多彩 な 投げ 技 を 使い 分 
け 、 投 げ 抜け され な いよ うに し よう 。 


ロー スナ ッ プ か ら の 連係 ロー バン チロ ー キ ッ ク ーーーーーー 


し ゃ が み 状 態 の た め 、 スナ ッ プ バイ ギ キック 
や フリ ッ プ を 出す て と が で き な い 。 その た 
め 、 す ば や い 中 段 攻 撃 に 対す る 選択 肢 が 、 
と の 暫 貞 AA に な る 。 


キャ ッ ト ア ッ パ ー 


当たれ ば 五 分 の 状況 に 持ち 込め る 。 ロー スナ ッ プ 
の 後 、 お や み に 手 を 出し て くる 相手 に 出し て いく 。 し ゃ が み 状 態 で 記 
な お 、 ガ ー ド され た 場合 は シビ ア で は ある が 、 下段 
投げ で 反 届 を 受け て し まう 。 し ゃ が み 状 態 か ら の キャ ッ ト ア ッ パ ー は 立 


ち 状 態 の も の より 攻 較 発 生 時 間 が 早く な 


ロー スナ ッ プ 剖 種 投げ 技 る 、 相手 が ア ッ パ ー な どの 技 で 反 輸 し て く 


れ ば 打ち 勝て る 。 


コリ 各 コ マン ド レッ グ ビ ー ト 
ロー スナ ッ プ な 立ち ガー ド させ て 、 相手 が ロー バ 
ンチ ロー キッ ク を 警戒 し て し ゃ が み ガー ド し よう と ツ VIKIKIK 
する と 、 し ゃ が む ま で の 時 間 に 投げ る こと が で きる 。 NUMNNMNMOUDOO 
枢 は ガー ド に 徹し こい る 相手 に 有効 は 技 の 出 始め で 上 段 バ ンチ を スカ すこ と が 
で きま な い 。 よっ て 、 上 段 すか し は この レッ グ 
相手 の 連係 を 止め ある と き や 上 段 投げ を 回 避 し た トー キッ クキ ャ ッ ト ヒ ー ル に LM また AT は 全 に も 
いと き に 出し て いく と いい 。 こ こ か ら は ロー パン 
チロ ー キ ッ ク を 意識 させ て 攻め 立て る 。 立ち 途中 民 KK+ 操 


当たっ た と き に は よろ け を 誘発 し 、 ガ ー ド され て 
も 全く スキ が な い 非 常に 優れ た 中 段 攻 撃 。 単純 に 
ロー バン チロ ー キ ッ ク と 記 択 に な る 。 


nONIEY 


FIEHTIING VIPER5 己 5ikill ァ 
CharaCELET KilZ 


最 冶 の 威力 を 誇る 授け 技 を 狙え l 


コマ ンド に 癖 が あり 、 威 力も 4 呈 と それ ほど 高く な い 。 また 、 壁 に 当 た 


レッ グ ビ ピー ト 後 は 五 分 な の で 、 ス 3 さ 
PIK rh っ た 場合 は 威力 が 后 呈 に 上 昇 す る が 、 投 げ モ ーション の 硬化 時 間 が 長い た 
ター を 取り や すい 。 昌 軟 キャ ン セ ル め 、 人 硬化 中 に 反撃 を 受け て し まう と いう イマ イチ 利点 の な い 投 げ 技 キ ャ 


CARNOMGGG4 0 ッ ト ホ イー ル 。 だ が 、 こ の 投げ を 壁 を 背 に し て ある 一 定 の 間合い か ら 決 


め る と 、 通 常 の 投げ ダメ ー ジ と 壁 ダ メー ジ の 両方 が 加算 され 、 成 力 4 ロ 0 
の 最強 の 投げ 技 に な る の だ 。 下記 の 写真 を 参考 に し 、 ス テー ジ ご と に 目 
印 を 付け て 狙っ て みて 欲し い 


SNP 


矯 分 の 状況 な の で 、 当 然 相手 が 上 段 パン チ を 出 
ル で 表 放 らん 語ら の スナ ッ プ 人 ルイ キッ ク と 相打ち 
に な る 。 そ れ を スカ し な が ら 攻 撃 で きる の が と の 
キャ ヤッ ト ア ッ パ ー だ 。 


上 段 パ ンチ を 出さ れ な いか ぎり 、 
ほとん どの 技 に 打ち 勝て る 聞 外 に 強 
力 な 連係 攻撃 。 哲 忌 A に は 要 注 意 。 


上 有 段 パ バン チ に よる 反 英 、 暫 名 A、 ま た は 『 転 に 対し て 有効 。 上 記 の ヨ つの 
選択 肢 を 使い 分 け 相手 が 防御 手段 を 取る よう に な っ た ら 使 っ て いこ う 。 


ウロ 


トー キッ クキ ャ ッ ト ヒ ー 
ル 後 は 相手 と の 間合い が 
離れ る の で 、 リ ー チ の 長 
い キ ャ ッ ト ス ラッ プ を 使っ 
て いく 。 ガー ド さ れ て も 
五 分 な の で 、 上 記 フ ロー 
チャ ー ト の 加 の 選択 肢 を 
取れ る 。 


SS1P+ 折 


トリ ブル ディ ッ プ を 警戒 し て 、 し ゃ が み ガ ー ド に 人 徹 
し て いる 相手 に 有効 。 な お 、 ダ ブル ディ ッ プ が 立ち 
状態 の 相手 に 当たっ た 場合 は 、 上 段 授 げ に 切り 替え 
る と 効果 的 だ 。 


攻撃 発生 が 遅い の で ダブ ルディ ッ プ と 完全 な 罰 択 
に は な ら な い が 、 ガ ー ド に 徹し て いれ ば 五 分 の 状況 
に 持ち 込め る 。 この 後 は 上 記 フ ロー チャ ー ト の 情 の < ちら 記 
選択 肢 へ 。 
ダブ ルディ ッ プ か ら ト リブ ルディ ッ プ の つなぎ は 、 
すばやい 中 段 で 割り 込ま れ て し まう 。 割り 込ん で く 
る 相手 に は 岳 到 AA で 対処 する 。 


SPYP ツ P ロ 


リー チ の 長い 下段 攻撃 。 意外 に 威力 が 高く 、 こ こ 、 ガ ー ド され て も 問題 な し 。 この 技 は 系 制 攻撃 と し 上 記 の 選択 肢 を 意識 させ 、 忘 れ た ころ に 出し 切る 。 
か ら の 連係 で 攻め 立て る こと が で きる 。 て 使い 、 こ の 後 、 相手 の 行動 に 対し て 右記 の 選択 肢 
を と る 。 
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ー ム "ブラ ッ ク サ ンダ ー" に 入る 。 一 時 は リー ダー まで つと め 
た が 、 メン バー の 死に 責任 を 感じ 、 チ ー ム を 去る 。 一 匹 狼 | 


歌舞 伎 役者 の 厳格 な 家 で 育つ た が 、14 歳 の と き に 地元 の チ 
空 斑 寺 基 な っ た 彼 は 、 何 か 熱 い モ ノ を 求め て バイ バー に な る 。 年 前 
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ライ トニ ング アロ ー MAppME MADOME 


TDIKIU と 言え ば この 技 。 中 段 の エル ボー か ら 裏 拳 、 そ し て スト レー ト に つなぐ ヨ 連 攻撃 。 1 発 目 が 決ま れ ば ヨ 発 目 ま で 連続 
と な り 、 ガー ド さ れ た と し て も 強制 ガー ド の た め 、 途中 で 割り 込ま れる こと が な い 。 また 、 そ の ヨ 発 目 は スキ が 少な く 、 旦 , 提 , 呈 
に よる 硬直 変化 が 最大 に な っ て も 反撃 を 受け な いた め 、 多用 し て 問題 な い だ ろ う 。 な お 、 コ マン ド が 少々 複雑 で 、 先行 入力 で 
コマ ンド 入力 を 行わ な いと 出す こと が で き な い 。 また 、 ヨ 発 目 の コ マン ド を ミス する と オー プン アー ム ブ ロウ が 出 て し まい 、 相 
手 に スキ を 与え る こと に な る の で 注意 し よう 。 FUNNELTIDN NH. ヨ PUNCH 


5gUARD ATTACLK CERU5HI 


牽制 攻撃 と し て 使う シッ ト ジ ャ ブ か ら 、 すばやく 中 段 攻撃 に つ な け 、 最後 は ライ トニ ング 
アロ ー の ヨ 発 目 と 同じ スト レー ト で 締め る 連係 攻撃 。 思 発 目 、 ヨ 発 目 と も に スキ が 大 き 
いた め 多 用 は 控え た いと ころ だ が 、 思 発 目 の 中 段 攻 撃 が ある 以上 、 相手 は ガー ド 手 段 を 
行い 、 そ れ を 警戒 する 。 つま り 、 相手 が この 技 を 回 避 す る に は シッ ト ジ ャ ブ を 出し た 時 点 
で 立ち ガー ド 、 還 &A、T ロ の いずれ か と いう こと に な る 。 その た め 、 シッ ト ジ ャ ブ か ら ロ 
ー ス ピン キッ ク や 投げ 技 な ど 他 の 技 に つなげ る 連係 
が 生き て くる 。 ちな み に 、 連続 性 は 加 発 目 が 当たっ 
た 、 ま た は し ゃ が み ガ ー ド を 外し た 場合 に ヨ 発 目 が 
つなが る 。 また 、 上下 ア ー マ ー の な い BAHIN、 
JAINE、 呈 AIMMAIN、 MIAHLER、LHARLIE 
が 相手 の と き に 1 発 目 が カウ ンタ ー ヒ ッ ト な ら ヨ 発 す 
べ て が 連続 と な る た め 、 混戦 時 に は 重宝 する だ ろう 。 


1 ロ ,15=,4 
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相手 の 上 段 攻 撃 を か わし な が ら 攻 撃 で きる アッ パー。 前 作 より 浮き が 低く な り 、 前 方 へ 飛ば す カ 
が 強く な っ て し まっ た た め 、 空中 コン ボ を 狙う の は 難し い 。 だ が 、 カ ウン ター ヒッ ト な ら 話 は 別 だ 。 
この 場合 、 ノ ー マ ル ヒッ ト 時 より も 浮き が 高く 、 真 上 に 浮か すこ と が で きる た め 空 中 コン ボ を 狙い 
や すく な る 。 どちら に し ろ 有 利 な 状況 を 作り 出せ る 点 は 見 逃 せ な い 。 な お 、 し ゃ が み 状 態 か ら SP 
を 入力 する と 技 の 性 能 が 多少 変化 し 、 攻撃 発生 時 間 が 早く な る 分 、 ス キ が 大 きく な っ て し まう 。 知 
識 と し て 覚え て お こう 。 
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下方 向 か ら 上 方 向 に 振り 上 げ る よう に し て 手刀 を 繰り 出し 、 の け ぞ っ た 相手 に 中 段 突 き を 決め る 。 吾 発 目 は ガー ド さ れる と ス 
キ が 大 きく 、 確実 に 反撃 を 受け て し まう 。 だ が 、 中 段 か ら 中 段 の 連係 の 上 、 長 時 間 の ディ レイ が か か る の で 、 戸 発 目 を 警戒 さ 
せ て 、 ロース ピン キッ ク や 投げ 技 と いっ た 立ち ガー ド を 崩す 手段 で 攻め 立て る こと が 可能 だ 。 な お 、 1 発 目 で 相手 の 下段 ガー 
ド 崩 し た 場合 、 また は カウ ンタ ー ヒ ッ ト の 場合 は 思 発 目 を すぐ に 出せ ば 、 相手 の 硬化 中 に 当て る こと が で き 、 相手 の アー マー 
が 上 下 と も な い 状 態 で お あれ ば ノー マル で 当て て も 連続 で 入る 。 
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ツイ スタ ー ラ イト MDDtE 1 歩 踏み 込ん で か ら 腹部 めか け て スト レー ト を 繰り 出す ツイ スタ ー ラ イト 。 リー チ が 

長い た め 中 距離 か ら ロ ー ス ヒン キッ ク と 使い 分 ける と 効果 的 。 この ツイ スタ ー ラ イト か 

ツー ら は 主 に 下記 の 3 種類 の 連係 攻撃 へ スイ ッ チ させ 攻め 立て る 。 その 連係 攻撃 の 内 、 ト 

15 リブ ルツ イス ター は 1 発 目 が ノー マル ヒッ ト で も 43 発 す べ て が 連続 と な る た め 、 提 &A 

を ガー ト し た 後に 決め る 反撃 技 と し て 使う と いい だ ろう 。 た だ し 、 相 手 と 密着 し た 状態 

だ と つなが ら な いこ と が あり 、 相手 が EMI、 PICKY の 場合 は 体格 の 影響 か ら 豆 発 目 

が 空振り し て し まう 。 また 、 相手 と の 足 位置 かず れ て いる 場合 は 空振り し や すい 。 な お 、 

相手 の 上 段 アー マー を 破壊 し た 状態 な ら ト リブ ルツ イス ター に 限ら ず 、 他 の 技 も 確実 

に 連続 で 当たる 。 この と き 使う の は 威力 か 高く 、 相手 を 浮か し 、 その 後 の 追い 打 ち に 
も 期待 で きる ダブ ルツ イス ター・ ト ー キ ッ ク が いい だ ろう 。 


ツイ スタ ー ラ イト か ら の 派生 技 rme 

ツイ スタ ー ラ イト か ら 上 段 回 転 蹴 り を ヨ 発 繰り 出す の が トリ プル ツイ スタ ー『! 以 下 TT1]。 
その 蹴り の 発 目 の 後に 中 段 蹴 り を 出す の が ダブ ルツ イス ター・ ト ー キ ッ ク 『【 以 下 ロ nT1 、 
下段 蹴り に な つた も の が ダブ ルツ イス ター・ ス テッ ピン 【 以 下 ロ 5] だ 。 IT と ロ 呈 で 相手 の 
ガー ド を 揺さぶる の が 基本 的 な 使い 方 に な る 。 また 、 IT を 警戒 させ て TT を 出し 、 その 
後 振り 向き 攻撃 で 攻め 立て る の も お も し ろ い 。 た だ し 、 上 級 者 は ヨ 発 目 を 一 度 し ゃ が ん で 、 
アッ パー な どの 技 を 出し て 割り 込ん で くる 。 これ に 対し て は 選 発 止め か ら の 連係 を 組み 立 
て る 必要 が ある 。 発 目 で 止め る と TT と 同じ よう に 背中 向き に な り 、 振り 向き 攻撃 で 攻 
め 立 て る こと が 可能 。 決し て 有利 な 状況 に 立つ こと は で き な い が 、 ヨ 発 目 を 割り 込 も うと 
し て いる 相手 に は 十分 通用 する は ず だ 。 振り 向き か ら の 攻め は 戦術 ペー ジ で 解説 し て い 
る の で そちら を 参照 し て ほし い 。 


ダブ ルツ イス ター・ ス テッ ピン .。。 


も う 0 ひ と つの 派生 技 グ ラン ド ゼ H に つい て ao 


や 層 PKK を 入力 し た 後 、P+K+G を 入力 する と 横転 する 。 この 後 は KK で ツイ ンダ ー ツ 、K ゞ K で ヒー ル ホ イッ プ 、 ゞ K で ステ ッ ヒ ン ・ キ ッ ク を 
出す こと が で き 、 一 応 、 中 段 と 下段 の ら 択 を 仕掛 ける こと が で きる 。 だ が 、 横転 行動 中 に つ ふ され て し まう た め 、 使い どこ ろ と し て は 前 述 し た 
3 発 目 に 割り 込ん で くる 相手 に 対し て 出す と いっ た くら いな も の 。 割り 込む 気 の な い 相手 に 出し た 場合 は た だ 単に スキ を 与え る こと に な る 。 
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THIKIO の 持つ 中 段 攻 撃 の 中 で 最も 攻撃 発生 時 間 の 早い 技 。 思 発 目 は 1 発 目 を 当て な いと 出す こと が か できない が 、 こ 
れ の お か け で 1 発 目 を 本 還 さ れ て も 豆 発 目 を 出す こと が で き 、『 呈 エス ケー プ を し た 相手 に は ホー ミン グ し て いく 。 た だ し 、 1 
発 目 を 普通 に 当て た 場合 は 、 1 発 目 で 止め よう が 刀 発 目 を 出 そ う が 、 立ち パン チ で 反撃 を 受け て し まう 。 その た め 、 カウ ンタ 
ー ヒ ッ ト さ せる の が この 技 の 最低 条件 と な る 。 カウ ンタ ー ヒ ッ ト さ せれ ば よろ け を 誘発 させ る こと が で き 、 相手 の 回 復 が 間 に 
合わ な けれ ば 思 発 目 が 当たる 。 これ 以外 の 用 途 し て は 1 発 目 の キャ ン セ ル を フェ イン ト と し て 使っ た り 、 空中 コン ボ に 組み 込 
むく らい な も の だ ろう 。 
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ロー スピ ン キ ッ ク 


相手 の 立ち ガー ド を 崩す こと は も ちろ ん 、 上 段 パ ンチ を か わし な が ら 攻 撃 で き 、 リ ー チ も 長い 
た め 、 中 間 距 離 や 有利 な 状況 で の 中 段 と の 思 択 な ど 、 様々 な 場面 で 使 つ て いけ る 優秀 な 下段 攻 
撃 。 この 技 単体 で 止め た 場合 は 背中 向き 状態 に な る が 、 基本 的 に は 下記 の スパ イラ ル 系 コン ビ ネ 
ーション に つない で コン ボ を 狙っ て いく 。 な お 、 今 作 で は 背中 向き 状態 か ら も 出せ る よう に な っ た 。 
この 場合 は 威力 が 変化 し 41 呈 か ら 豆 に な る 。 


ロー スピ ン キ ッ ク か ら の 派生 に つい て 


ロー スピ ン キ ッ ク か ら の 派生 技 は 下記 の フロ ー チ ャ ー ト の 通り で 、 これ ら ス パイ ラル 系 コン ビ ネ ー シ ョ ン に つない で 、 コン ボ を 狙う の が 基本 と な る 。 
た だ し 、 相手 も 空中 受け 身 で コン ボ を 回 避 可 能 な の で 、 ディ レイ を か け て 技 を つない だ り 、 途中 止め か ら 他 の 技 に つなげ る な ど し て 攻め 立て る 必要 が 
ある 。 また 、 体重 の 軽い キヤ ャ ラク ター の アー マー を 破壊 し 、 さ ら に 体重 が 軽く な っ た 場合 に は ロー スピ ン キ ッ ク か ら の バン チ が 当たら な い 。 こう いっ た 
状況 で は ロー スピ ン キ ッ ク を 単発 で 止め 、 タ ー ン ナッ クル か ら の コン ボ を 狙う と いい だ ろう 。 な お 、 地上 で パン チ の み ヒ ッ ト し た 場合 は スパ イラ ル ・ ベ 
ント エッ ジ 、 また は スパ イラ ル ・ ト リッ クス プロ が 連続 ヒッ ト と な る 。 また 、 ガー ド さ れ た と し て も 最後 の 中 段 と 下段 の 選択 を 迫る こと が 可能 だ 。 と は い 
え 、 大 抵 、 ロ ー ス ピン キッ ク を ガー ド し た 後 、 相手 は し ゃ が ん だ 状態 の まま な の で 、 その まま 上 段 パ ンチ を し ゃ が ん で か わ さ れ 、 アッ パー な ど で 反 撃 を 
受け て し まう 。 
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ラン ニン グスト レー トー ロー スピ ン ミ ッ ド 

ライ トニ ング アロ ー な ど 、 相手 を 吹き 飛ば す 攻 撃 の 後 
に ラン ニン グスト レー ト を 狙い 、 ヒッ ト 後 の よ ろ け に ロー 
スピ ン キ ッ ク 始 動 の ロー スピ ン ミ ッ ド を 決め る 。 相手 は 常 
に きり も み ダ ウン の た め 空 中 受け 身 で 回 避 す る こと が で 
きず 、 完全 な 連続 技 と な る 。 スパ イラ ル 系 の 技 に つない 
で も いい が 、 こ の 場合 空中 受け 身 で 回 避 さ れる 可能 性 が 
出 て くる の で 、 こ こ は 確 実に ロー スピ ン ミ ッ ド で ダメ ー ジ 
を 与え て お こう 。 


ラン ニン グスト レー ト ヒ ッ ト 後 の よ ろ け に ロー スピ ビン キッ ク を 当て る 。 この 後 は スパ イ ゞ K+gkK の ロー スピ ン ミ ッ ド を 出せ ば 確定 コ 
ラル 系 の 技 に つなげ て も いい が 、 ン ボ と し て 成立 する 。 


FIEHTIINE VIPER5 5killZ 
FharCtET 上 KillZ 


ヒ ーー ル ド 口 ツ / MIDDLE コマ ンド 入力 に 多少 コツ が 必要 と され 、 還 ボ タン を 押し な が ら 全 と 入力 し 、 后 ボ タン 


を 離し て か ら 典 を 押せ ば 出し や すい 。 相手 の 立ち ガー ド を 外し 、 ガー ド さ れ て も 五 分 の 
状況 に な り 、 ヒッ ト さ せれ ば よろ け を 誘発 で きる た め 、 その 後 を 優位 に 展開 させ て いく 
こと が で きる 。 威力 が 高く 、 攻撃 発生 も 遅く は な い の で 、 いつでも 出せ る よう に し て お け 


ば 非常 に 頼れ る 中 段 攻撃 で ある 。 


スタ ン デ ィング ・ ツ イン ダー ツ 
立ち 傍 中 誰 K 


八 極 拳 の 連環 服 の よう な 技 。 1 発 目 か ら 思 発 目 は 連続 性 を 持つ て お り 、 ヒッ ト 後 に は 相手 を 浮 
か すこ と が で きる 。 シッ ト ジ ャ ブ な ど で し ゃ が み 状 態 を 作っ た 後 、 こ の 技 に 連係 させ る の が 効果 的 
な 使い 方 だ 。 また 、 硬直 時 間 の 長い 下段 攻撃 を ガー ド し た 後に 反撃 技 と し て も 使っ て いけ る 。 た 
だ し 、 ガ ー ド され た と き の ス キ は 大 きい 。 ガー ド に 徹する 相手 に は 1 発 目 を キャ ン セ ル し 、 フェイン 
ト を か け て 投げ 技 を 狙 つ て こみ る と いい だ ろう 。 


LHNNELTIHN Nn1 KICK 
CAINCELLATIHIM 


F ゃ 


し 
で mrYN で ネッ 


だ 人 
NLUDNEWUN Nag KICK 
和 UARTD プ ATTACK FRUSHI 


トブ ナー プア 。 / 1 前 述 の スタ ン デ ィング ・ ツ イン ダー ツ の 1 発 目 か ら 呈 落し に スイ ッ チ させ た の が スタ ン デ 
スタ ン テ ィ ン グ 0 ヒー ル ホ イッ プ PS Gy ィング ・ ヒ ー ル ホイ ッ プ だ 。 ガー ド さ せれ ば 相手 の 上 段 ガー ド を 外し 、 ヒ ッ ト さ せれ ば よ 
立ち 傍 中 KK 


ろ け を 誘発 で きる 。 た だ し 、 どちら も フレ ー ム 的 に は 不利 な 状況 な の で 、 相手 の 反撃 を 
誘っ て T 呈 アタ ッ ク や T 呈 エス ケー ブ で 
側面 に 回 り 込む な ど 、 防御 手段 を 取っ 
た 方 が 無難 だ ろう 。 また 、 1 発 目 を ヒッ 
ト さ せ て か ら 、 選 発 目 を 出し て も 立ち パ 
ンチ な どの すばやい 技 に 割り 込ま れ て 
し まう 。 これ に 対し て は スタ ン デ ィング ・ 
ツイ ンダ ー ツ の 玉 発 目 に ディ レイ を か け 


LUHNNECTIUN Na1 杭 恋 て 、 割り 込み 技 を つぶ し て や ろう 。 


CAINEELLATIDN 得 


に ーー MIDDLE 1 発 目 、 選 発 目 と も に 技 を 出し た 後 は 背中 向け 状態 に な る 。 主 に スキ の 少な い 1 発 目 を 
ガー ド させ て 振り 向き 攻撃 を 駆使 し て 攻め 立て る の が 量 本 的 な 使い 方 だ 。 な お 、 忌 発 
<PIK+EIK 。 PP 居 目 は 1 発 目 と の 連続 性 を 持っ て いる の で 出し 切っ て と も いい が 、 ガー ド され た 場合 に は 背 
1 コ , 巳 。)。。 を 向け た 状態 で 不利 な 状況 に 陥る の で 非常 に 危険 と 言え る 。 避 発 目 は 1 発 止め を 読ん 

で 割り 込ん で くる 相手 に 出し 、 そ の 割り 込み 技 を つぶ す 程 度 の 使い 方 が いい だ 


ろう 。 この と き 、 1 発 目 を ガー ド さ れ て 召 発 目 を 最速 で 出し た 場合 、 強制 ガー ド 
に な る の で 、 刀 発 目 を 出す 際 は 常に ディ レイ を か け て 出す よう に 心がけ よう 。 


フリ ッ プ アッ パー HE 
背 を 向け た 状態 か ら 2 記 1 


相手 に 背 を 向け た 状態 か ら 繰 り 出す アッ パー カッ ト 。 攻撃 発生 は 少し 遅く な る が 、 ヒッ ト 時 の 効 
果 、 ガ ー ド され た と き の 硬 直 時 間 は オー プン アッ パー と 全く 同じ 。 ツイ スタ ー や フリ ッ プ テイ ル で 
振り 向い た 後に 、 背 向 け 状態 か ら の ロー スピ ビン キッ ク で ある フリ ッ プ ロー カッ ト や レッ グ ス ク ー プ 
と 使い 分 け て 加 択 を 迫る の が 最も 有効 な 使い 方 だ 。 


フリ ッ プ ロー ルキ ッ ク ー ヒ ー ル ドロ ッ プ 


育 を 向け た 状態 か ら KYK a ロ 4 


振り 向き な が ら 上 段 回 し 蹴り を 繰り 出し 、 さ ら に 下 沙 し に つなげ る 連係 攻撃 。 4 発 目 さえ 当て 
れ ば 思 発 目 が 空中 で ヒッ ト し 、 その 後 バ ウン ドコ ン ボ を 狙え る 。 吾 発 目 の み 地 上 で 当たっ た 場合 は 
他 の 運 落 し 系 の 技 と 同じ よう に よろ めか すこ と が で きる の で 、 攻め 立て る こと が 可能 だ 。 また 、 ガ 
ー ド され た と し て も 上 段 ガ ー ド 外し 。 その 後 、 五 分 の 状況 な の で 仕切 り 直 し と な る 。 な お 、 1 発 目 
を 出し た 後 選 ボタ ン を 入力 する と 裏 拳 を 繰り 出し 、 こ の 後 は 、 前 述 の か スパイ ラル 系 コン ビ ネ ー シ 
ョ ン の よう に パンチ 数 発 か ら 上 段 、 中 段 、 下段 の 蹴り 技 に スイ ッ チ させ られ る 。 地上 で 裏 業 が ヒッ 
ト す れ ば 下段 蹴り 以外 は 連続 に な る の で 、 1 発 目 を ガー ド さ れ た 後に ディ レイ を か け て 出し て みる 
の も いい だ ろう 。 また 、 裏 業 で 止め た と き に 相手 が ガー ド し て いた 場合 は 有利 な 状況 を 作り 出す 
こと が で きる 。 ここ か ら 連 係 を 組み 立て て みる の も お も し ろ い 。 


LUHNECTIHN Nn ら HEEL-HRHP 
UPPER ELUARI LRU5HI 


フリ ッ プ ロー ルキ ッ ク ー ヒ ー ル ドロ ッ プ 
ー オ ー プ ンス トレ ー ト 

フリ ッ プ ロー ルキ ッ ク ヒ ッ ト 後 、 ヒ ー ル ドロ ッ プ を すぐ 出 
せ ば 空中 で コン ボ と な る 。 この 後 、 相手 を バウ ンド させ ら 
れ 、 地上 受け 身 を 取ら れ な けれ ば オー プン スト レー ト で 
の 追い 討ち が 可能 だ 。 他 に も フリ ッ プ テイ ル ダ ー ツ を 決 
め ら れる 。 


フリ ッ プ ロー ルキ ッ ク で ダウ ン を 奪い 、 ヒ ー ル 空中 で ヒッ ト す れ ば バウ ンド する の で 、 そ こ を オー プン スト レー ト に つなげ る 。 他 に も いろ 
ドロ ッ プ に スイ ッ チ させ る 。 ブレ イク オー プン で 拾い 上 げ ・…・ いろ な 技 を 決め られ る の で 探し て みて 欲し い 。 


フリ ッ プ ロー ルキ ッ ク ー ヒ ー ル ドロ ッ プ 
ー コ ン ポ リア クタ ー・ コ ザッ ク 


ヒー ルド ロッ プ で バウ ンド を 誘発 し 、 クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド で 
半 歩 近づき コン ボ ・ リ アク ター コザ ッ ク を 決め る 。 タイ ミン 


グ 次 第 で 空中 受け 身 を 取ら れ な いた め 、 バ ウン ド を 回 避 さ 
カ ね 回 了 Y へ まず は 、 フ リッ プロ ー ル キッ ク か ヒー ルド ロッ プ の 硬化 時 間 中 に そし て パン チ に つなぐ 。 EMI が 相 後 は コン ボ ・ リ アク ター コザ ッ ク を 

れ な い 限 り 確 定 コ ン ボ と な る 。 相手 が EMI の 場合 は 体重 ら の ヒー ルド ロッ プ で バウ ンド を 必 必 を 入力 し て お き 、 半 歩 進 ん だ 手 の 場合 は ディ レイ を か ける こ 最後 まで 出し 切る だ け だ 。 

が 軽い の で 受け 身 を 取ら れ て し まう 。 だ が 、 思 発 目 の バ パン 誘発 。 ら キ ッ ク ボ タン 。 と 。 


チ に ディ レイ を か け て 浮き を 調整 すれ ば 問題 な い 。 
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FIEHTIING VIPER5 己 killZ 
FharCtET 上 KillZ 


WS TOKTO 
リ 


ベリ ー フ ラッ プ 45 が 委 


その 場 で 伏せ る 特殊 動作 。 相手 の 上 、 中 段 攻 撃 を か わす 性 能 を 持つ て お り 、 こ こ か ら は 後述 する 
ベリ ー フ ラッ プ パ ンチ と ベリ ー フ ラッ プ キ ッ ク を 出す こと が で きる 。 ライ トニ ング アロ ー な ど ス キ の 
少な い 技 を ガー ド さ せ た 後 、 相手 の 反撃 を 誘い 、 か わす と いっ た 使い 方 が 基本 と な る 。 た だ し 、 下 
方 向 へ の 判定 が 大 きい 一 部 の キャ ラク ター の アッ パー や 旧 AHIN の 鉄山 個 、 EMI の ダン クシ ョ 
ッ ト な ど に は つぶ され て し まい 、 ベリ ー フ ラッ プ 中 は 下段 授 げ られ 判定 が 存在 する た め 、 相手 が 完 
全 に 読ん で いた 場合 は 下段 授 げ を 食らう こと に な る 。 


ベリ ー フ ラッ プ キ ッ ク MIDDLE 
ツ 記 + 底 + す 哲弥 


ベリー フラ ッ プ か ら 出 せる 技 の ひと つ で 、 上 段 ア ー マ ー 破 壊 の 性 質 を 持っ て いる 。 一 応 、 浮 か せ 
技 で は ある が 技 自 体 の 硬化 時 間 が 長い た め 、 カ ウンター ヒッ ト さ せな いと コン ボ を 狙う の は 難し 
い 。 また 、 ガー ド さ れ た と き の ス キ は 大 きく 、 投げ 技 に よる 反撃 は 確実 に 受け て し まう 。 この ベリ 
ー フ ラッ プ キ ッ ク を 警戒 し 、 ガ ー ド を 固め て いる 相手 に は ベリ ー フ ラッ プ か ら な に も 出さ ず に 立ち 
上 が り 、 投げ 技 を 狙 つて いく と いい だ ろう 。 


UPPER LUAREH CRLU 呈 | 
UPPEIR ARIVIDIR CRLU 唱 ! 


べ D ニ フウ ッ プ 0 バッチ 論 
ロロ +K+ 后 記 


ベリ ー フ ラッ プ 後 、 大 きく 1 歩 踏み 込ん で アー マー 破壊 の 性 質 を 持っ た スト レー ト を 繰り 出 
す 。 ベリ ー フ ラッ プ キ ッ ク と 比べ 威力 は 多少 低く な る が 、 上 段 ガ ー ド 外し の 性 質 を 持つ っ て いる た 
め 、 ガ ー ド され て も 反撃 を 受け な い 。 また 、 攻撃 発生 時 間 が 早い の で ベリ ー フ ラッ プ で 相手 の 攻 
撃 を か わし た 後に 確定 する 場面 が 数 多く 存在 する 。 


アト ミッ ク ・ フ ファイヤー ダー ツ MDDLE 


TUIKIH の 昌 .K- ロ 技 は ダッ シュ 攻撃 の ファ イヤ ー ダ ー ツ を その 場 で 繰り 出す も の だ 。 技 
の 出 掛 か り の モー ショ ン で 上 段 攻撃 を か わす こと が で き 、 全 キ ャ ラク ター 中 、 最も 攻撃 発生 時 
間 が 早い た め 、 連係 攻撃 に 組み 込ん で 使っ て いけ る 。 また 、 オー プン アッ パー な ど で 相 手 を 浮 
か し 、 空中 コン ボ に 組み 込ん で みて も いい だ ろう 。 な お 、 ガー ド さ れ て も 五 分 の 状況 。 その 後 
は ベリ ー フ ラッ プ で 相手 の 反撃 を か わし た り 、 立ち パン チ な どす ば や い 攻 撃 に つない で 攻勢 を 
維持 する と いい だ ろう 。 


UPPEIR BLUARID CRU 提 HI & .K. ロ 


ショ ル ダ ー ス ロー 
敵 近く < で や 記 + 哲 


柔道 の 代表 的 な 投げ 技 で ある 背負 い 投げ 。 コマ ンド の 性 質 上 、 クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド か ら 投 げ る 
こと が で きる た め 、 使い 勝手 が いい 。 また 、 投げ た 後に は スピ ッ ト キ ッ ク に よる 追い 討ち が 確定 
する 。 た だ し 、 相手 も この 投げ を 警戒 する た め 、 投げ 抜け され る 可能 性 は 十分 に ある 。 故に 、 他 
の 投げ 技 と の 使い 分 け は 必要 だ 。 


と で ] 


グラ ンド アク セル 
英 近 く / 記 + 操 ET 


いわ ゆる 巴 投 げ 。 相手 を 後方 に 投げ 飛ば し 、 そこ に 壁 が 存在 すれ ば 威力 が 品 呈 に 上 昇 する 。 
また 、 相手 が 受け 身 を 取ら な けれ ば ライ トニ ング ボル ト で の 追い 討ち も 可能 だ 。 た だ し 、 壁 が 
存在 し な けれ ば 地上 受け 身 で ダウ ン を 回 避 さ れる 可能 性 が あり 、 こ の 場合 ダメ ー ジ を 4 に 軽 
減 さ れ て し まう 。 その 上 、 起き 攻め に 移行 し に くい と いう 点 も 気 に な る 。 壁 の 位置 を 確認 し て 使 
っ つて いく と いい だ ろう 。 


ボ ポイ ズン ・ ア イ ビ ー 


敵 近 くく PP> 記 十 暫 


も ら っ た !!」 と いう 掛け 声 と と も に 大 外 刈 り を 決め る 。 威力 は ショ ル ダ ー ス ロー と 同じ 4 所 
で 、 投げ た 後 の ス ピッ トキ ッ ク も 確定 する た め 、 総合 ダメ ー ジ は な か な か 。 た だ し 、 一度 < で 方 向 
に 入力 する た め 、 クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド か ら 投 げ る 場合 に は コマ ンド 入力 に 時 間 が か か る 。 使い ど 
ころ と し て は 相手 と の 間合い が 近い と き が ベス ト だ ろう 。 


FIiHTIING VIPER5 己 kill ァ 
7 hrCtr に KillZ 


スピ ン ・ ス トー ル eow_ 1 


敵 近 く <=S1 記 + 暫 っ 


相手 の 背中 を 利用 し て 反対 側 に 回 り 込 み 、 そ の まま 腕 を つか ん で 投げ 飛ば す 。 今 作 か ら 新しく 
追加 され た 投げ 技 で 、 ダメ ー ジ は ショ ル ダ ー ス ロー と 同じ 。 投げ 飛ば す 距 離 が 長い た め 、 壁際 
に 追い つめ や すい と いう 利点 が ある 。 その 上 、 投げ 抜け コマ ンド か ら 見 て も 警戒 され に くい 投 
げ 技 の ひと つと な る だ ろう 。 


ネッ ク ・ ス トー ル 
くく < で や 記 + 后 


投げ 抜け コマ ンド が ショ ル ダ ー ス ロー と 同じ に な る が 、 投げ 技 自 体 の 威力 が 高く 、 ダウ ン 攻 
撃 の スピ ッ ト キ ッ ク も 確定 する た め 、 常に 狙っ て いき た い 投 げ 技 で ある 。 た だ し 、 コマ ンド 入力 
に 時 間 が か か る の が 難点 。 后 交 A を ガー ド し た 後 な ど 、 投げ 技 が 確定 する 場面 で 使っ て いく の 
が 最良 と 言え る だ ろう 。 


デッド エン ド ダ ブル ニー Pos 
敵 近 く 壁 正面 <q ロ >+ 暫 


相手 を 壁 に 押し 付け て 、 腹部 めがけ て 膝 蹴 り を 加 発 食らわ す 。 相手 を 壁際 に 追い つめ 、 ヒ ー 
ルド ロッ プ や 下段 授 げ で ある フェ イス クラ ッ シ ャ ー・ ニ ー で よろ け を 誘発 し た 後に 狙っ つて いく と 高 
確率 で 決ま る 。 投げ 抜け され る 恐れ は ある が 、 壁 授 げ な の で それ は シビ ア 。 も う ひ と つの 壁 投 
げ バ ッ ク ウ ォ ー ル ラッ シュ と 使い 分 け て いけ ば 、 ます 抜け られ な い だ ろ う 。 


多彩 な 略 攻撃 で た た み が け ろ !! 


トリ プル ツイ スタ ー 
有朋 
新 技 の ツイ スタ ー・ ラ イト は リー チ が 長く 、 様々 な 連係 に スイ ッ チ させ られ る 強力 人 
な 技 だ 。 相手 の 技 を ガー ド し た と き の 反 撃 技 と し て 、 中 間 距 離 で 相手 の 出鼻 を くじ 
く と き な ど 、 あ り と あら ゆる 場面 で 使っ て いけ る 。 今 作 の す Q ロ KKI は この 技 を 起点 
と し 、 技 紹介 の と ころ で も 解説 し た よう に 背中 向き に な る ツイ スタ ー と 連係 の 出し 
切り を 使い 分 け て 攻め 立て る 。 まず は 町 品 と 記す の 訪 択 攻撃 を 仕掛 け て いく と いい 
だ ろう 。 相手 が 加 旧 、 IDT を 喚 戒 し 、 立 ち ガ ー ド 、 また は ダブ ルツ イス ター を し ゃ が 
ん で 回 避 し て か ら の アッ パー で 割り 込み を 行う よう に な っ た ら 、 ツイ スタ ー か ら の 多 
彩 な 振り 向き 攻撃 で 攻め 込む お チャ ンス だ 。 な お 、 ここ か ら 始 まる 連係 攻撃 は フリ ッ 
プ テ イ ル か ら で も 組み 立て る こと が 可能 。 こち ら は 単発 の 上 段 攻 撃 と いう 欠点 は あ 
る が 、 ガー ド さ せれ ば 有利 な 状況 を 作り 出せ る 。 また 、 避 発 目 の フ リッ プ テ イ ル ダ 
ー ツ に は ディ レイ が か か る の で 、 それ を 駆使 すれ ば 同等 の 効果 を 発揮 する は ず だ 。 


ダフ ルツ イス ター トー キッ ク 


RI 


ダフ ルウ ツイ スタ ー ぃ ステ ッ ピ ソン 


ツイ スタ ー、 ま た は フリ ッ プ テイ ル で 振り 向い た 後 は 右記 の フロ ー チ ャ ー ト に 記 
し て ある 技 で 攻め 立て る 。 まず 、 基 本 と な る の は フリ ッ プ アッ パー と レッ グ ス ク ー ズ ブ 、 
また は フリ ッ プ ロー カッ ト に よる 中 段 と 下段 の 台 択 。 レッ グ ス ク ー プ は ガー ド さ れ 
る と 背後 投げ で 反撃 を 受け て し まう の で 、 その 反撃 が 気 に な る な ら フ リッ プロ ー カ 
ッ ト を 使っ て いこ う 。 た だ し 、 フリ ッ プ ロー カッ ト は 攻撃 発生 が 遅い 分 、 割り 込ま れ 
や すい の で 注意 。 次 に ター ン パ ンチ に つい て 。 これ は 上 段 攻撃 だ が 、 ヒッ ト 、 ガー 
ド 問わ ず 有 利 な 状況 を 作り 出せ る の で 、 攻勢 を 維持 する た め に は 欠か せな い 技 だ 。 
ここ か ら は ライ トニ ング アロ ー、 ロー スピ ン キ ッ ク 、 投げ 技 の ヨ 択 を 迫る 。 残り の 選 
択 肢 の パフ リップ ロー ルキ ッ ク ー だ が 、 こ れ は 当て た と き に コン ボ を 狙え 、 ガ ー ド さ 
れ て も 攻勢 を 維持 で きる と いう も の 。 た だ し 、 上 段 攻撃 と いう 点 と 攻撃 発生 の 遅 さ 
が ネッ ク に な る 。 フリ ッ プ アッ パー を 十分 意識 させ て か ら 使 つて いく よう に 。 な お 、 
これ ら の 振り 向き か ら の 連係 攻撃 は 、 相手 と の 間合い を 一 度 離 し て か ら 『 相 手 と 逆 
方 向 に クイ ッ ク フ ォ ワ ー ド 】』 行 う の も 重要 。 相手 が 技 を 出し て きた と 寺 き の フ ォ ロ ー に 
な り 、 その 技 の 硬化 中 に 技 を 決め られ る 可能 性 が ある か ら だ 。 


フリ ッ プ テイ ル 


フリ ッ プ テイ ル タ ダー ツ 


基 制 攻撃 と し て 多用 する こと に な る シッ ト ジ ャ ブ 。 フロ ー チ ャ ー ト 内 で あれ ば 、 フ 
リッ プロ ー ル キッ クー ヒー ルド ロッ プ 後 の 五 分 の 状況 で 使っ て いけ る 。 『nIKIOD は 
この 技 か ら 中 段 に つなげ る ライ トニ ング ボル ト を 持っ て いる の で 、 他 の キャ ラク タ 
ー と 比べ 、 非 常に 連係 を 組み 立て や すい 。 ライ トニ ング ボル ト の 吾 発 目 を 警戒 する 
相手 に 投げ 技 、 ロ ー ス ピン キッ ク を メイ ン に 立ち ガー ド を 崩し て いこ う 。 


防御 手段 に つい て 


相手 の 上 、 中 段 攻撃 、 そ れ に 加え 上 段 投げ を 回 避 で きる ベリ ー フ ラッ 
プ 。 ライ トニ ング アロ ー を ガー ド さ れ た 後 な ど 、 多少 不 利 な 状況 下 で 出 
せ ば 非常 に 有効 な 防御 手段 と な る 。 た だ し 層 点 も あり 、 か わせ る は ず の 
中 段 攻撃 の 中 に も ベリ ー フ ラッ プ が つぶ され て し まう 技 も ある 。 その 技 
と は アッ パー 系 の 技 や RAXEL の スカ イス クリ ー マ ー の よう な 、 下方 向 
に 判定 の 強い 攻撃 だ 。 これ に 対し て 提 &A、T『 呈 で 対処 し て いく 。 な お 、 
この ふた つの 防御 策 が 負け る 下段 攻撃 に 対し て だ が 、 こ こ は 基 本 通り ロ 
ー リ ング ソバ ッ ト 、 また は 下段 純 &A で 対処 する 。 だ が 、 こ れ に 関し て は 
非常 に リス ク が 大 きい の で 、 相手 の 癖 を 読ん だ 上 で 出し て いく よう に 。 


ー 
ー を Sc で Roen 


ライ トニ ング アロ ー を ガー ド さ れ た ら ベ リー フラ ッ プ を 出 相手 の 反撃 技 が 上 段 、 下 方 向 へ の 判定 が な い 中 段 、 投 げ 技 


ラ 
す 。 な ら す べ て に 対応 。 


ター ン バ ン チ 吾 種 投げ 技 ベ ペリー フラップ 
背 を 向け た 状態 か ら 記 各種 コマ ンド iP+K+ 
異様 な まで に 技 の スキ が な く 、 ヒッ ト 、 ガー ド 問 
わ ず 有 利 な 状況 を 作り 出せ る 。 その た め 、 こ こ か ら 


の 怠 択 攻撃 は か な り 強 力 。 基 本 は ライ トニ ング アロ 
ー と 投げ の 選択 だ 。 


= ュ 相手 の 上 自 、 中段 、 投 げに よる 反撃 に 対し て 出し 
ライ トニ ング アロ ー て お け ば か わす こと が で きる 。 か わし た 後 は ペリ ー 


ロ 記 記 ツ ロロ 記 フラ ッ プ キッ ク mr バ ンチ を 出し て いく 。 


フリ ッ プ アッ パー 


背 を 向け た 状態 か ら /? 記 ブロ ッ ク バ スタ ー 
ロー スピ ン キ ッ ク < や K 
YK+ 后 ペリ ー フ ラッ プ で は 一 部 の 中 段 攻 撃 ( ア ッ パ ー 系 ) 


を か わす こと が で き な い の で 、 と の ブロ ッ ク バ スタ 
ー で 返し て いく 。 本 呈 で も 代用 可能 だ が 、 タイ ミン 
グ に は 注意 。 


ター ン パ ンチ, フリ ッ プ ロー カッ ト を 殴 戒 する 相手 
に 有効 。 当て た 後 は 相手 を 浮か すこ と が 可能 だ 。 
た だ し 、 カウ ンタ ー ヒ ッ ト さ せな いと 雇 中 コン ポ を 


狙う の は 難し い 。 
ここ か ら は スバ イラ ル 系 コン ピ ビ ネ ーション に ス 
イッ チ さ せ 、 空中 の 相手 に 対し て 連係 を 組み 立て 
る 。 下方 受け 身 を 取る 相手 に は スパ イラ ルス ター 
ト で 上 め 、 落 地 際 に ツイ スタ ー・ ラ イト を 重ね て み 

w 

フリ ッ プ ロー カッ ト よう 。 相手 が な に か し ら の 行動 を 起こ そう と すれ 
ば 、 受 け に 生じ る スキ に 当たり 、 腹 抱え 
背 を 向け た 状態 か ら 導 族 + 革 受け 身 落 地 時 | る スキ に 当たり 、 腹 抱え 


込み よろ け を 誘発 で きる 。 この 後 は ロー スピ ン ミ 
ッ ド で 追い 討ち だ 。 


フリ ッ プ ロー カッ ト 後 は ロー スピ ン キ ッ ク 同 様 、 ス 
バイ ラル 系 コン ビ ネ ー シ ョ ン に つなげ て 空中 の 相 ライ トニ ソン グ ポ ボ ルト 


手 に 対し て 旭 係 を 組み 立て て いく 。 な お 、 こ の 技 は 


攻撃 発生 が 遅い の で 、 相手 の 反撃 に つぶ され る 可 PES ゆ ジ 記 


能 性 が 高い 。 状況 に 応じ で レッ グ ス ク ー プ と 使い 
分 け て いこ う 。 


フリ y7 ロ ルキ リク ーッ rb ド ロップ 
背 を 向け た 状態 か ら IKVIK 


次 種 投げ 技 


各種 コマ ンド 

発 目 は ガー ド され る と 五 分 の 状況 に な り 、 当 て 
る と よろ け を 誘 界 で きる 。 ディ レイ が か か る の で 相 ベリ ー フ ラッ プ を つぶ す た め に 出し て くる アッ パ 
手 の 反 疫 を 誘っ て 出し て みる の も いい だ ろう 。 よろ 一 系 の 技 を つぶ すこ と が で きる 。 この 後 は ライ トニ 
け を 請 発 させ た ら ロ ー タ ー ン バン チ 後 の 選択 肢 と ング ボル ト と 投げ 技 mr ロ ー ス ピン キッ ク で 回 択 を w N 
同じ よう に 岩 、 ヨ 択 を 辿っ て いく 。 た だ し 、 相手 が そ 迫っ て いこ う 。 ロー スピ ン キッ ク 
の よろ け を 最大 回 復 し た 場合 、 こ ちら が 不利 に な っ 
て し まう 。 回 優 する 相手 に は 防御 策 を と る よう に 。 る 2 YK+ga 

ベリー フラップ 
iP+IK+ 哲 


使用 目的 は ライ トニ ング アロ ー 後 と 同じ 。 す ば や 
い 技 の な いす KN に と っ て 五 分 の 状況 で は 非常 
に 頼れ る 選択 肢 だ 。 
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校生 。 幼い 頃 親 | 
人 シス ター が 親代わり に な っ て くれ て いる 。 BIMI の 達人 で 


幼い 頃 か ら の ライ バル で ある ピッ キー が バイ バー に な っ た た 


め 対 抗 心 を 燃やし 、 自ら も バイ バー に な っ た 。 
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性 格 補 血 の 
ーー 


ライ ド 状 態 に つい て 


新 キ ャ ラク ター の FHARILIE に は 、 背中 に 背負 っ た BIMXX に 乗る と いう 一 種 の 構え 状態 が ある 。 この 状態 を ライ ド 状 態 と 呼ん で いる 。 この ライ ド 状 能 
で は 前 進 、 後退 、 ダ ッシュ 、 ジャ ンプ と いっ た 立ち 状態 で 行え る 基本 動作 は も ちろ ん 、 こ の 状態 か らし か 出せ な い 強 力 な 技 を 繰り 出せ る 。 また 、 投げ られ 
判定 が 存在 し な い の で 、 相手 の 投げ 技 を 受け な い の が 特徴 だ 。 た だ し 、 ガー ド を 行う 場合 は 後述 する カブ ー ス を 使わ な く て は な ら ず 、 カブ ー ス 自体 、 立 
ち ガ ー ド の 能力 し か な い の で 、 下段 攻撃 で 簡単 に つぶ され る と いう 弱点 が ある 。 な お 、 こ の と き 攻 撃 を 受け た 場合 、 無 条 件 で ダウ ン す る こと に な る 。 


ライ ド 状 態 に BMX ラ イド 
移行 する た め に は 


この ライ ド 状態 に 区 行 する 方 法 は SN 
つ : ひと つ は レバ ー を ひひ と 入力 し 、 邊 oommpx キ と な と し まう Oc、 相 ま を タウ ン 
ら ラ イド 状態 を 作る 方 法 。 も う ひ と つ は た 後に 行っ た 方 が いい だ ろう 。 ちな み に 、 ライ ド 状 態 
は 、 一 連動 作 と し て ライ ド 状 態 に 移行 す "で ?? と 入力 し た 場合 、 Mx か ら 降 り る こと が で きる 。 
る 技 を 使っ た 場合 。 移行 で きる 技 は 、 
EBMX サ マー、 バー ホッ プ 、 バー ホッ プ 
フリ ッ プ 、 バ ッ ク フ リッ プ ・ ラ イド 、 
品 .K. ロ 技 の スー パー マン の 上 つ だ 。 そ 
の 内 、 バー ホッ プ フ リ ッ プ の み 後 ろ 向 き 5 
ライ ド 状 態 と な っ て いる 。 この 中 で ガー 技 名 備考 

ド さ れ て も 連係 を 組み 立て られ る の は  」 EEMX サ マー 

バー ホッ プ と スー パー マン の み 。 結果 バー ホッ プ 

と し て 対戦 で 主 に 使用 し て いく の は バー バー ホッ プ フ リ ッ プ 後ろ る 向き ライ ド 

ホッ プ と な る だ ろう 。 立 を 入力 し て 自 II 
ら ラ イド 状態 を 作っ つて いく 場合 は 、 投 げ 2 

閉 2 電電 な ど : 遇 圭二 5 ーー に 盾 Jo 披 
に 移行 で きる と き が ベス ト だ 。 


ンー 。 | ーー 


た ねー ニー ニー 


ライ ド 中 に 出す パン チ 。 ガー ド さ えさ せれ ば 有利 な 状況 を 作り 出す こと が で きる 。 街 制 技 と し 
て 使い 、 こ こ か ら 再 度 ライ ドジ ャ ブ 、 中 段 の バー リー、 下段 の テイ ル ホ ッ プ 、 特殊 ガー ド の カブ ー ス 
を 使い 分 け て 攻め る と いい 。 また 、 ライ ド 状 態 で 決め る 空中 コン ボ の つなぎ に も 使え る 。 


テイ ル ホ ッ プ 6 


ライ ド 中 導 ーー 


ライ ド 中 に 出せ る すばやい 下段 攻撃 。 ライ ドジ ャ ブ を ガー ド さ せ て か ら 出 し て いけ ば 強力 な 連 
係 攻撃 と な る 。 また 、 中 段 攻 撃 の バー リー と 使い 分 けれ ば 、 相手 の ガー ド を 簡単 に 揺 さ ぶ れ る 。 
当て た 後 は 確実 に ダウ ン を 奪え る の で 、 ラ イド 状態 を 維持 し た まま 、 起き 攻め 、 また は 受け 身 攻め 
を し て いこ う 。 


YY 4 E 8 
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レッ キン グ ハ ン マー HE 


ライ ド 状 態 を 維持 で きる 唯一 の 完全 中 段 攻撃 だ 。 当て れ ば カブ ー ス 、 テ イル ホッ プ と いっ た 技 で 
追い 討ち 可能 。 空中 受け 身 で 回 避 さ れる 可能 性 は ある が 、 そ の タイ ミン グ は シビ ア な た め ほ ぼ 確 
実に 決ま る 。 また 、 ガー ド さ れ て も 五 分 な の で 、 カブ ー ス を 使っ て 相手 の 反撃 を 防い で いく こと が 
で きる 。 この カブ ー ス を 下段 攻撃 で つぶ し に くる 相手 に は ペグ ウィ リー で カウ ンタ ー を 狙う か 、 フ 
ロン ト ホ ッ プ ・ ブ ー メ ラン mr バッ ク ホ ッ プ ・ ブ ー メ ラン で 対応 し て いけ ば いい 。 


UPPER ELUARIH LRU5HI 


バー リー(BMX サ マー ソル ト ) Mos 


ライ ド 中 か ら 出 すこ と の で きる サマ ー ソ ルト キッ ク 。 ライ ド 中 で は 、 純粋 に 中 段 判 定 を 持っ て い 
る 技 は 攻撃 発生 時 間 が 遅い レッ キン グ ハ ン マー し か な い 。 その た め 、 し ゃ が み ガ ー ド で 固まら れ 
る と 出す 技 が な く な る 。 この 大 き な 穴 を 埋め る 技 が この バー リー だ 。 ちな み に 、 技 を 出す 際 に ボ 
タン を ホー ルド し て お く と ダメ ー ジ が 上 昇 し て いく 。 だ が 、 ガー ド 不 能 攻 撃 に な る わけ で も な く 、 キ 
ャ ン セ ル で きる わけ で も な い 。 つま り 、 立ち ガー ド を 固め られ た ら 、 その まま ガー ド さ れ て し まい 、 
反撃 を 受け る こと に な る 。 その た め 、 こ の ホー ルド に よる バー リー を 使う 場面 は 皆無 に 等 し い 。 


ペグ ウィ リー ApDLE 


この 技 の 真価 は 起き 攻め 、 受け身 攻め を 行う と き に 発揮 され る 。 攻撃 持続 時 間 が 長い の で 起き 
上 が り に 重ね て お け ば 、 悪く て も ガー ド さ せる こと が で き 、 し か も 状況 は 五 分 に な る 。 その 後に カ 
ブー ス な ど を 使っ て 、 相手 の 反撃 に 対応 で きる と いう わけ だ 。 また 、 カウ ンタ ー ヒ ッ ト さ せ た 場 合 
は 腹 抱 え 込 みよ ろ け を 誘発 で き 、 そ こ で コン ボ を 決め る こと が で きる 。 この と き 、 決め る 追い 討ち 
は ライ ド 状 態 を 維持 し た まま 次 の 行動 に すばやく 移 れ る テイ ル ホ ッ プ か ペグ ウィ リー が ベス ト だ 。 


ライ ド 中 民 mr<G 族 


ライ ド 中 の ジャ ンプ 攻撃 と 思っ て も ら え ば 分 か りや すい 。 必 放 で 前 方 
へ 、< や 放 で 後方 に ヴ ャ ンプ し な が ら 技 を 繰り 出す 。 下段 攻撃 を か わし な が 
ら 攻 撃 で きる の で 、 カ ブー ス を つぶ そう と 下段 攻撃 を 出し て くる 相手 に 使 
つて いく と いい 。 ガー ド さ れ た 後 は 五 分 。 この 後 も レッ キン グ ハ ン マー 同 
様 、 カ ブー ス な ど を 駆使 し て 相手 の 行動 に 対応 し て いけ ば 問題 な い 。 


UPPER & UINDER ELUARIH ERU5HI 


カブ ー 4 本 来 ガ コー ド の で き な い ライ ド 状態 だ が 、 こ の カブ ー ス を 使う こと に よっ て 上 段 攻撃 と 中 
段 攻撃 を 防ぐ こと が で きる 。 また 、 こ の カブ ー ス 中 に 出せ る 技 を 利用 すれ ば 反撃 に 移る 

ラ イ ド 中 記 二 KK+ 操 ーー こと も で きる 。 ガー ド を 受け 付け て くれ る 時 間 は 約 ロ フレ ー ム 。 後述 する カブ ー ス か 
ーー 。。  。 ら の 攻撃 は この 尋 ロ フレ ー ム 中 、 4 呈 フ レー ム ま で に 入力 し な けれ ば な ら な いと いう 条 

件 が ある 。 つま り 、 長い 時 間 出し て いる と 攻撃 が 出せ な く な っ て し まう と いう こと だ 。 ち 
な み に カ ブー ス 中 に 上 段 ガ ー ド 外し 技 を 受け た 場合 は 強制 的 に 立ち 状態 に 戻っ て し ま 


う 。 この と き の 状 態 は 通常 ガー ド 時 と 同じ な の で 、 その 後 の 対 応 は 冷 表 に 行う よう に 心 
が けた い 。 


カブ ー ス か ら 出 せる 下段 攻撃 の ひと つ 。 男 VPX で 相手 の 足下 を すく う 技 だ 。 当たれ 
ば 相手 を ダウ ン さ せる こと が で き 、 その ダウ ン に 対し て 下方 受け 身 を と る 相手 に は 
着地 際 に 中 段 と 投げ の 吾 択 を 迫る こと が で きる 。 そ れ 以 外 の 受け 身 に 対し て は アシ 
ッ ド ビー ト ・ ニ ー を 出し て お け は ば 高 確率 で 決ま る 。 


カブ ー ス ・ ア タッ ク MIDDtE 


ライ ド 中 PP+IK+iEIK ーー37 


カブ ー ス か ら の 中 段 攻撃 。 攻撃 発生 時 間 が 早い た め 、 カブ ー ス で 相手 の 単発 攻撃 を 防い だ 後に 
すぐ 出せ ば 相手 の 硬化 中 に 返し 技 と し て 入る 。 また 、 コ ン ビ ネー ショ ン の 技 と 技 の 間 に も 割り 込ん 
で いく こと が 可能 だ 。 た だ し 、 ガー ド さ れ た と き の ス キ は 大 きく 、 確実 に 反撃 を 受け て し まう 。 状 
況 に よっ て は カブ ー ス ・ ロ ー フ ッ タ ー、 カ ブー ス ・ ボ トム アタ ッ ク と いっ た 下段 攻撃 と 使い 分 け て い 
く こ と も 重要 と 言え る 。 


エル ガリ オ ・ フ レア AippIE 
ライ ド 中 選 +K+a く K 


カブ ー ス か ら 側 転 蹴り し を 繰り 出し 、 再度 ライ ド 状態 へ 移行 する 技 。 攻撃 発生 時 間 が 遅い た め 、 


カブ ー ス ・ ア タッ ク の よう な 使い 方 は で き な い が 、 ガー ド さ れ て も 五 分 の 状態 に な り 、 反撃 を 受 
ける こと が な い 。 この 後 は 上 段 、 中 段 攻撃 に よる 反撃 に 対し て カブ ー ス で 防ぎ 、 下段 攻撃 に 対 
し て は ペグ ウィ リー で カウ ンタ ー を 狙う 、 ま た は フロ ント nr バッ ク ホ ッ プ ・ ブ ー メ ラン で 対応 し 
て いく と いい 。 


IINE VIPER 呈 己 5kilZ 
CharaCtET KilZ 


と や HiGH Hi CHARLIE の 近 距 離 戦 で 主力 と な る 技 だ 。 1 発 目 か ら 豆 発 目 、 ヨ 発 目 か ら 4 発 目 

アシ ッ ド ビー ト ・ ニ ー APPLE DPLE が 連続 性 を 持っ て いる の で 、 吾 発 目 と ヨ 発 目 の 間 に ディ レイ を か け て 、 ダウ ン を 奪え る 

4 発 目 当て て いく と いっ た 使い 方 が メイ ン と な る 。 この ディ レイ を 称 戒 し 、 ガー ド 手 段 

1 記 記 1 記 昌行 っ て くる よう で あれ は 、 安易 に 選 発 止め か ら 投げ を 狙っ て いく 。 な お 、 相 手 の 上 段 ア 

ーー 。 マー が な い 状態 な ら 4 発 すべ て が 連続 に な る 。 その た め 、 混 戦時 に 切り 込ん で いく 
と き や 怒 A な ど を ガー ド し た 後 の 反撃 技 と し て の 性 能 が 高まる 。 


いく 二 較 の が 
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肘 打 ち 思 回 か ら 膝 蹴 り へ つなげ る 連係 攻撃 。 一 見 強力 そう に 見 える が 、 ど こ 
で 止め て も フレ ー ム 的 に は 不利 な 状況 に な つて し まう 。 た だ し 、 その 弱点 も す 
べ て に か か る ディ レイ と 途中 止め か ら の 投げ 技 を 駆使 すれ ば 十分 補え る は ず 
だ 。 さら に 、 後述 する バー ホッ プ と 使い 分 けれ ば 、「 攻 撃 判定 が 強く 、 相手 を 
押さ えつ ける こと が で きる 」 と いう この 技 の 本 来 の 効果 も 発揮 され る 。 ちな み 
に 、 思 発 目 か ら ヨ 発 目 は カウ ンタ ー ヒ ッ ト し た 場合 つなが る 。 1 発 目 か ら 思 発 
目 に ディ レイ を か け て 出す 際 は これ を 狙っ つて いく と いい だ ろう 。 


LUHNNELTIHN NH.1 ELBHW 
UNIDER LUARID LRU5HI! 


バー ホッ プ MilpptE TE TH 


ダブ ル エ ル ボ ー か ら 臣 MIXX を 支え に し て ドロ ッ プ キッ ク を 繰り 出し 、 その 後 ラ イド 状態 へ 移行 する 。 この 技 の 使用 目的 は と 
に か く ガ ー ド させ る こと 。 上 段 攻撃 な の で し ゃ が まれ る 可能 性 は ある が 、 ダブ ル エ ル ボ ー・ ニ ー を 十分 意識 させ て お け ば 、 相 
手 は 立ち ガー ド し が ち に な る は ず 。 ガー ド さ せ た 後 の 状態 は 五 分 に な る の で 、 ここ か ら は ライ ド 中 の 技 で 攻め を 展開 させ て 
いく 。 最も 有効 な の が 特殊 ガー ド の カブ ー ス 。 相手 が 上 段 また は 中 段 攻撃 で 反撃 し こく る と 思っ た ら 使っ て いく と いい 。 ガ Mo 『 
ー ド に 成功 し た ら 状 況 を 見 て カブ ー ス アタ ッ ク と カブ ー ス ・ ロ ー フ ッ タ ー を 使い 分 ける 。 下段 攻撃 で カブ ー ス を つぶ し に くる 0 ーー ん 。 
相手 に は ペグ ウイ リー で カウ ンタ ー を 狙 つ て いく と いい だ ろう 。 こ い . 和 


LUHNNELTIHN NH. ヨ RUHP-KILK 
UPPER BLUARI LRU5H! 


LHNNELTIHN NH.1 ELBHW 
UINDER ELUARD LRU5HI 


お 姿勢 を 低く し て 技 を 繰り 出す た め 、 上 段 攻撃 は お ろか 一 部 の 中 段 攻撃 まで を か わし な が 
LO て OVy ら 攻 撃 で きる 。 た だ し 、 攻撃 発生 時 間 が 異様 な まで に 遅い の で 起き 上 が り に 重ね て いく 
以外 で は 、 使い どこ ろ が 難し い 。 1 発 目 が 当たれ ば 受け 身 不可 の ダウ ン モ ーション に な り 、 
記 発 目 が 空中 で 当たる 。 また 、1 発 目 で 岳 怒 A を 外せ ば 発 目 が 硬化 中 に 当たる よう に 
な っ て いる 。 さら に 、 思 発 目 の 入力 を ボタ ン ホ ー ル ド 
asa に すれ ば 最大 溜め で ガー ド 不 能 攻 撃 、 ア ンク ル ・ デ ス 

に スイ ッ チ し 、 そこ に 達する まで の ホー ルド 時 間 に よっ 
て 威力 を 忌 ロ か ら 5 ロ まで 増加 させ る こと が 可能 だ 。 
し か も 、 そ の 溜め は 先行 入力 で も 受け 付け て いる た 
め 、1 発 目 を 出し て いる 最 中 に パンチ ボタ ン を 押し っ 
ば な し に し て お け ば 、 いき な し 威力 5 の 記 発 目 を 出 
すこ と が で きる 。 この 技 を 出す 際 は 常に この 入力 を 心 
掛け る と いい だ ろう 。 
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LUHNNELTIHN NH.1 BMX-ATTALK 
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1【< う 5 


トリ プル ラッ シュ ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ ai sss io 


この 技 は 4 発 目 の 叶 落 し が 上 段 ガ ー ド 外し に な っ て いる た め 、 先行 入力 の T 呈 で し か 割り 込ま 
れる こと が な い 。 また 、 当て た と き は よろ け を 誘発 し 、 そ の まま 攻め 立て る こと が 可能 。 ガー ド さ 
れ て も 五 分 の 状況 で 仕切 り 直し と な る 。 た だ し 、 4 発 す べ て ディ レイ が きか な い W 一 応 、 加 発 目 と 
ヨ 発 目 の 間 は ディ レイ が か か る が 、 攻撃 判定 の ずれ が 生じ て いる せい か 当たら な い 』 の で 常に 一 
定 の タイ ミン グ で 技 を 出す し か な い 。 これ を 補う た め に ラッ シュ ー 振 り 向 き を 使っ て 相手 の 意表 を 
つき 、 振 り 向き 攻撃 を 駆使 し て 攻め 立て て いく 。 ちな み に 、 こ の 技 に は PP>PPK と ゆ PPK の 
上 ふた つの コマ ンド が 存在 する 。 後者 は 前 者 と 比べ 攻撃 発生 が 弱冠 遅く な る が 、 1 発 目 か ら ヨ 発 目 
の まで の 連続 性 を 得る こと が で きる た め 、 後 者 を 使っ て いっ た 方 が いい と 言え る 。 


LHNNELTIHN NH. 人 4 HEEL-HRHP 
UPPER ELUARI LRUS5HI 


育 を 向け た 状態 か ら 思 ーー 


相手 に 背 を 向け た 状態 か ら パ ンチ を 押す と 、 中 段 攻 撃 の ター ン ビ ー が 出る 。 攻撃 発生 が 早い の 
で ラッ シュ ーー 振り向き の 後に 出し て いく と 強力 な 連係 と な り 、 相手 は ガー ド し か で き な い た め 、 ロ 
ー タ ー ン パン チ と 完全 思 択 を 迫 れ る 。 また 、 こ の 技 を 出し た 後 は ダブ ル エ ル ボ ー・ ニ ー、 バー ホッ 
プ と いっ た 技 に スイ ッ チ させ て いく こと が 可能 。 途中 止め か ら の 投げ や ディ レイ な ど を 駆使 し 、 攻 
撃 の 手 を 休め な いよ うに し よう 。 


LUNINELTIUN NH. ど KNEE 
ELUARI ATTALK LRU5HI 


レー/ = ニュ マク ーー ニー MIDDLE MIDDLE 


1 発 目 の ター ン キ ッ ク は ター ン ビ ー と 比べ 攻撃 発生 が 遅い 。 その 分 、 1 発 目 は ガー ド さ せる と 
有利 な 状況 を 作り 出す こと が で き 、 攻勢 を 維持 する こと が 可能 。 忌 発 目 は ガー ド さ れる と 多大 な 
スキ が 生じ て し まう た め 、 むやみ に 出し 切る こと は で き な い 。 だ が 、 1 発 目 が 当たっ つて いれ ば 選 発 
目 に つなが る の で 、 間 に か か る ディ レイ を 活か し 、 1 発 目 が 当たっ た の を 確認 し て か ら 戸 発 目 を つ 
な げ ら れる よう に し て お きた い 。 


LUNNELTIHN NH.1 THE-KICK 
CAINEELLATIHIN 


スタ ンド ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ 6 4455 
立ち 館 中 IKIK+ 語 gan 


立ち 途中 に 出せ る すばやい 中 段 キ ッ ク か ら 引 落 し に つなげ る 連係 攻撃 。 4 発 目 か ら 思 発 目 は 連 
続 性 を 持っ て お り 、 当たれ ば よろ け を 誘発 。 その 後 は 、 相手 に 加 択 を 迫る こと が で きる 。 ガー ド 
され て も 硬直 差 は ほとん ど な く 、 仕切 り 直し と いっ た 感じ 。 し か も 、 強制 ガー ド の た め 割 り 込 ま 
れる 心配 が な い 。 使い 方 と し て は シッ ト ジ ャ ブ で 相手 の 動き を 止め 、 投げ 技 と 使い 分 け て 妃 択 
を 迫る 。 また 、 1 発 目 を 還 ボ タン で キャ ン セ ル し て 投げ 技 を 狙 つ て みる の も お も し ろ い だ ろう 。 


ーー ES 交 く 記 夫 1 
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ファ ン キ ー ヒー ル AAIDDLE MIDDLE 


己 口 , 己 五 


上 段 す か し の アッ パー か ら ヒ ー ル ドロ ッ プ に つなぐ 連係 攻撃 。 1 発 
目 が 当たれ ば 豆 発 目 が 空中 で 当たり 、 自動 的 に コン ボ と な る 。 そ 
の 上 、 発 目 は 相手 を 叩き つけ る た め バ ウン ドコ ン ボ も 狙え る と い 
う 優れ た 技 だ 。 た だ し 、 空中 受け 身 の 無敵 時 間 を 利用 され 、 下方 
受け 身 を と られ た 場合 は 思 発 目 を 回 避 さ れる 。 これ に 対し て は 1 発 
止め か ら 六 地 際 に 吾 択 を 迫る か 、 思 発 目 に ディ レイ を か ける か し て 
対処 し て いく 。 な お 、 思 発 目 は ガー ド さ れ て も 反撃 を 受け な い 、 ほ 
ほ 五 分 の 状況 。 また 、 硬化 時 間 の 減算 を 考慮 し な けれ ば 、 還 &A 
外し の 性 質 を 持っ て いる た め 、T『 還 で し か 割り 込ま れる こと が な い 。 
1 発 目 の 攻 撃 発生 の 遅 さ を 上 手 く カ バー し て 使っ て いこ う 。 


LUNNELTIHIN NH. HEEL-HRIHP 
ELUARH ATTACK LRU5HI 


ファ ン キ ー ヒ ー ル ー ラ ン ニ ング ニー 


ら 発 目 を 空中 で 当て る と 相手 を バウ ンド させ る こと が 
で きる 。 この 後 、 取 ダ ッシュ コマ ンド を 入力 し 、 ラン ニン 
グ ニ ー を 出せ ば 、 バウ ンド に 当て る こと が で きる 。 他 に も 
スラ イダ ー ド リフ ト を 決め られ る の で 、 下段 アー マー 点滅 
時 に は オス ス メ 。 また 、 壁際 な ら 相手 は 壁 に 当たっ て 跳ね 


返っ て くる の で 、 アシ ッ ド ビー ト ・ ニ ー を 決め る こと が 可能 上 段 すか し の 性 質 を 持っ て いる の で 、 相 手 の 記 発 目 の 中 落 と し を 当て た ら バ ウン ド さ せら ラン ニ グ ニー。 他 に も スラ イダ ー ド リフ ト 、 壁 
だ 。 立ち バン チ に 合わ せ て 出せ ば 当て や すい 。 れる 。 その後 は … 際 な ら ア シッ ドビー ト ・ ニ ー を 決め られ る 。 


ーー で T ニル イータ ィ ム me 
ww 1 ロ ,18 
攻撃 発生 の 早い 中 段 の 膝 攻 撃 か ら 上 彼 の ハイ キッ ク に つなげ る ハイ タイ ム 。 1 発 目 が 当たれ ば 
記 発 目 に つなが り 、 相手 を 浮か すこ と が で きる CHARILIE 主 力 の 中 段 攻撃 。 ガー ド さ れ て も 反撃 
を 受け る こと が な く 、 ほ と ん ど 五 分 の 状況 に 近い 。 また 、 デ ィ レ イ を か け て 出す こと が で きる の で 、 


1 発 目 で 止め て 相手 の 反撃 を 誘い 、 デ ィ レ イ で つぶ す と いっ た 使い 方 が で きる 。 た だ し 、 刀 発 目 は 
上 段 。 し ゃ が まれ て か わざ さ れれ ば 確実 に 反撃 を 受け て し まう の で 注意 。 


LUNNELTIHN NH.1 KNEE 
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ハイ ・ タ イム の 始動 技 が ロー キッ ク に な っ た 技 。 この 技 は 1 発 目 を カウ ン 
ター ヒッ ト さ せる と 発 目 に つなが り 、 相手 を 浮か お すこ と が で きる の で 、 主 
に 上 段 還 本 A、 上 段 T 還 を つぶ す た め に 用 いる 。 相手 の アー マー が 上 下 
両方 と も な い 場 合 は 、 ノ ー マ ル ヒッ ト で つなが る の で 、 ハイ ・ タ イム と 使い 
分 け て 強力 な 加 択 を 迫 つ て いく と いい だ ろう 。 ちな み に 、 1 発 目 の ビ ー ト ・ 
ロー 単体 で 止め て し まう と 当て て いる に も か か わら ず 、 アッ パー や 下段 投 
げ で 反撃 を 受け て し まう 。 常に 出し 切っ て 使っ て いっ た 方 が いい だ ろう 。 


フー キー・ エ ルポ ボー ApptE AIpDLE 


リー チ の 長い 中 段 キ ッ ク か ら 上 段 キ ッ ク に つなげ 、 ワン テン ポ 遅 ら せ て 肘 を 繰り 出す 。 ガー ド さ れ た と し て も 反撃 を 受け ず 、 
CHARIE の 持つ 連係 攻撃 の 中 で 高 性 能 を 誇る 。 ヨ 発 目 に 医 &A、 ま た は Ta で 割り 込ま れる 可能 性 は ある が 、 後述 する ダ 
ブル フロ ント キッ クー ロー スピ ン キ ッ ク の 下段 に スイ ッ チ させ て いけ ば 問題 な い 。 ちな み に 、 加 発 目 の フ ー キ ー 思 は 最速 入力 
で 出す と スカ っ て し まう こと が ある 。 多少 ディ レイ を か け て 出し 、 確実 に 当て て いく よう に し よう 。 


フー キー か ら ロ ー ス ピン キッ ク に スイ ッ チ させ る の が ダブ ルフ ロン トキ ッ ク ー ロ ー ス ピン キッ ク だ 。 思 発 目 と ヨ 発 目 の 間 に 
割り 込ま れる 可能 性 は ある が 、 フー キー・ エ ル ボ ー が ある 以上 、 相手 は うか つ に 手 を 出せ な い 。 た だ し 、 ヨ 発 目 は 攻撃 発生 が 
遅い た め 、 技 の モー ショ ン を 見 て か ら ガ ー ド が 間に合っ て し まう 。 ガー ド さ れる と 反撃 は 必至 。 下段 授 げ で の 反撃 を 確実 に 受 
ける 。 こう な ら な いた め に も 了 臨機 応変 に 加 発 止め か ら の 連係 攻撃 を 組み 立て て いく 必要 が ある 。 幸い に も 発 止め と ヨ 発 目 が 
出る まで の 体 を 回 転 さ せる モー ショ ン が 似 て いる た め 、 そ れ を フェ イン ト と し て 使う こと が で きる 。 ヨ 発 目 を 警戒 する 相手 に は 
発 止め か ら の 中 段 攻 撃 、 ま た は 下段 投げ の ステ ィ ン ガ ー キ ャ ッ チ を 狙 つて いく と 効果 的 だ 。 


ロー スピ ン キ ッ ク の 性 能 の 違い 


ダブ ルフ ロン トキ ッ ク 後 の ロー スピ ン キ ッ ク は 最速 入力 で 
出し た 場合 と ディ レイ 入力 で 出し た 場合 と で 性 能 が 違う 。 最 
速 で 出せ ば ダメ ー ジ 己 品 、 ディ レイ で 出す と 忌 ロ に 下がっ て し 
まう 。 また 、 硬直 と 浮き の 違い か ら デ ィ レ イロ ー ス ピン キッ ク 
後 は 後述 する コン ボ を 狙う こと が で き な く な っ て し まう 。 


国 電 


最速 ロー スピ ン キ ッ ク 


m 。 号 真 を 比べ れ ば 分 か る が 、 最 速 で 
上 出し た 場合 は 回 転 系 の 技 に よく 見 

られ る 軌跡 が つい て いる 。 また 、 

ディ レイ で 出す と 効果 音 が 鳴る 。 


と 


amal 


ー ス タン ド ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ 1 


人前 


ロー スピ ン キ ッ ク を 当て た 後 は 、 ス タン ド ・ ヒ ー ル ドロ 
ッ プ で 追い 討ち する こと が で きる 。 た だ し 、 相手 が アー マ 
ー を 装着 し て いる BAHIN、JAINE、 呈 AINMAIN、 

MAHLER、FHARLIE の 場合 は 、 体重 が 重い の で 決 ン ィ 
ビ に 


め る こと が で き な い 。 また 、 ヒー ルド ロッ プ の 1 発 目 を 当 な 3 
sa ロー スピ ン キ ッ ク を 当て る と 相手 は 受け 身 の ロー スピ ン キ ッ ク 後 は し ゃ が み 状態 その ま 台 発 目 は 受け 身 で 回 避 さ れる 可能 性 が ある の 
て た 後に 受け 身 を 取ら れる 可能 性 が ある の で 、 時 折 デ ィ と れ な い ダ ウン に な る 。 ま ス タン ド - ヒ ー ル ドロ ッ プ を 出す だ け だ 。 で 、 舞 英 時 間 対策 と し て 、 た ま に ディ レイ を か 


レイ を か け て 出す よう に し よう 。 け て いく と いい 。 


用 上 に 
EEEEFE 


El 過 
Ji 1 


BMX サ マー MIDDg 


サマ ー ソ ルト キッ ク を 出し た 後 、 紅 MX の ハン ドル を つか み 、 そ の まま ライ ド 状 態 へ と 移行 する 。 他 の キャ ラク ター の サマ ー ソ ルト キッ ク 
と 比べ 攻撃 発生 は 遅い が 、 ライ ド 状 態 に 移行 し て いる た め 投 げ 技 に よる 反撃 を 受け る こと が な い 。 た だ し 、 JAINE の レッ グ ス バ イラ ル 、 
MIAHLER の レボ リュ ーション ・ ツ ー、 EHAIRL 華 の ビー ト ・ ロ ー・ ハ イ と いっ た 下段 か ら 上 段 へ スイ ッ チ する 連係 攻撃 を 出さ れ た 場合 は 、 こ 
ちら が と れる 手段 は な い 。 単発 の ロー キッ ク を 持つ キャ ラク ター に 対し て は フロ ント ホッ プ ・ ブ ー メ ラン を 出す 。 また は 、 派生 技 で ある ダブ ル 
EBMX サ マー を 出し て お け ば つぶ すこ と が で きる が 、 TDIKIH の ロー キッ ク に 対し て は 打 

ち 負 け て し まう 。 また 、 還 MIX サ マー を 忌 回 以上 ガー ド さ せ て 相手 の 硬化 が 短 
く な っ て いた 場合 は 、 当然 割り 込ま れ て し まう 。 と は いっ て も 、 こ れ ら 以 

外 の 攻撃 で あれ ば カブ ー ス で 回 避 可 能 。 また 、 当て た と き は 相 

手 を 浮か すこ と が で き 、 有利 な 状況 を つく り 出せ る の で 、 そ 。 ヾ 。。 
の くら い の 反 撃 は 覚悟 の 上 、 使っ て いっ て 欲し い 。 グ ^ 


Riding BreathThrow に 一 デー= 


So 


ライ ド 中 は レバ ー 公 方 向 ま た は 、 P+ 后 を 押す こと で 
ジャ ンプ する こと が で きる 。 この ジャ ンプ 中 は 一 切 技 を 
出す こと が で き な い が 、 相手 が 空中 に いて 、 な お か つ 密 王 き を ざー 
着 し た 状態 な ら や P+K+ ロ で 空中 投げ を 決め る こと が rec yas 

MX サマ ー が 当たっ た 後 は 相手 を 浮か し つ 空中 投げ を 決め る 感じ で ジャ ンプ し 、 成功 すれ ば 相手 を 吸い 込み 、 地 面 に 投げ つけ 
可能 だ 。 ダ メー ジ は 通常 の 空中 投げ ロケ ッ ト エ ア と 同じ 。 っ も ぅ イド 状態 に な っ て いる た め 、R。 昌 ,T を < ぐ や P+IK+ 后 を 入力 。 失敗 し て も 技 が 出る こ る 。 威力 は ロケ ッ ト エ ア と 同じ だ 。 
狙う 絶好 の チャ ンス 。 と が な い の で フォ ロー と し て コマ ンド を 連打 し 


BBMIX サ マー カウ ンタ ー ヒ ッ ト 後 、 また は 壁際 で 当て た て お く と いい だ ろう 。 
後 が 狙い 目 だ 。 


BMX サ マー を 当て た 後 の 選 択 肢 


EBMX サ マー を 当て る と 相手 は 浮く 。 これ が ノー マル ヒッ ト だ っ た 場合 、 追い 
討ち を 狙わ ず そ の 場 で 待機 。 空中 受け 身 を 行い ジャ ンプ 攻撃 を 出し て き て も 相 
手 の 技 は 届か ず 、 自動 的 に スカ すこ と が で きる 。 スカ し た 後 は ライ ド 状態 か ら の 
技 で ある テイ ル ホ ッ プ 、 ペグ ウィ リー を 重ね て いく 。 カウ ンタ ー ヒ ッ ト の 場合 は 
浮き が 高く な る の で 前 述 の R, 日 ,T を 狙う チャ ンス だ 。 また 、 壁際 で 浮か し た 場 
合 も 問 合 い が 近 い の で R, 昌 ,T を 狙え る 。 た だ し 、 後 者 の 場合 は 下方 受け 身 を 取 で を 人生 
られ る と 決め る こと が で き な い の で 、 こ れ に 対し て は ライ ドジ ャ ブ を 数 発 決め て ーー 
テイ ル ホ ッ プ で 締め る コン ボ を 狙っ て いき た い 。 

スー パー マン に 


w 四 HG-HE-ーーーーーーーーー ヨロ 


CHARILIE の 提 .K. ロ 技 は IM に よる 攻撃 。 一 見 、 姿勢 を 低く し て か ら 攻 撃 す る の で 上 段 攻撃 を か わせ そう だ が 、 
意外 と つぶ され や すい た め 相 手 の 攻撃 に 合わ せ て 出す と いっ た 使い 方 は で き な い 。 狙い どこ ろ と し て は 相手 の 技 を T 后 エ 
スケ ー プ し て 有利 な 状況 を 作り 、 相手 の 側面 投げ 抜け に 対し て 出す と いっ た も の が ある 。 また 、 コン ボ と し て 決め る 場合 は 、 
下段 授 げ の ステ ィ ン ガ ー ス ロー 後に 生じ る バウ ンド に 当て る こと が で きる 。 た だ し 、 地上 受け 身 で 回 避 さ れる 可能 性 が ある 
の で 確実 に 決ま る と いう わけ で は な い 。 な お 、 ガー ド さ れ た 場合 だ が 、 
五 分 の 状況 で ライ ド 状 態 に な つて いる 。 バー ホッ プ を ガー 
ド さ せ た 後 の よう に カブ ー ス 、 ペグ ウィ リー な ど 
を 使い 、 相 手 の 反 撃 に 対処 し て いこ う 。 


た だ し 、 下 方 受け 
身 を と られ る と 投 
げ る こと が で き な 
昌 い の で 、 ラ イド ジ 
。 ヤブ で 着地 際 を 


壁際 で 浮か し た 場合 は 、 カ ウン タ 
ー ヒ ッ ト 同 様 妥 。 棋 。『 の チャ ンス 。 


UPPER iLUARID LRUSH! & 5.K. ロ 


還 フリ ッ プ ・ ス クリ ュー ドラ イ バ ー 上 叶 
ーー 者 人 :b 責 の 近く < や P+ 呈 EE 


相手 を 抱え 上 げ 、 向き を 変え て バ パワーボム を 決め る 投げ 技 。 コマ ンド が 1 コマ ンド な の で 、 
と っ さ に 投げ を 決め た いと き に 重宝 する 。 投げ た 後 は ダウ ン 攻 撃 が 決ま ら な い の で 、 起き 攻 
め に 備え る 。 この と きす ぐに 草 MX ラ イド を 行い 、 ライ ド 状 態 で 起き 攻め する の も いい だ ろう 。 
な お 、 同じ 投げ 抜け コマ ンド に な る サー カス チャ ー リ ー は 威力 は 高い 分 、 コ マン ド 入 力 に 時 間 
が か か る 。 それ に 加え 、 投 げた 後 は お 互い ダウ ン 状 態 に な り 、 起き 攻め を 行え な いと いう 欠点 


が ある 。 その た め 使う 必要 は な い 。 
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HUUMUUUIU 


了 隊 


MM M 府 


ワ ソ エイ ティ ー・ ス クリ ュー ドラ イー 証 ーー 
敵 近 く SG> 記 + 暫 ニー 


モー ショ ン は フリ ッ プ ・ ス クリ ュー ドラ イ バ ー と 似 て いる が 、 最後 の 相手 を 叩き つけ る モー シ 
ョ ン が ツー ム ス ト ン パ イル ドラ イ バ ー の 様 な 技 に な っ て いる 。 FEHARLIE の 持つ 投げ 技 の 中 
で 最高 の 威力 を 誇り 、 相手 の 回 復 次 第 で か わ さ れ る こと も ある が 、 小 ダウ ン 攻 撃 が 高 確率 で 決 
まる 。 また 、 フ リッ プ ・ ス クリ ュー ドラ イ バ ー の と ころ で も 述べ た よう に 、 曹 IM ライ ド で ライ ド 
状態 に 移行 し 、 起 き 攻 め を する こと も 可能 だ 。 その た め 、 常 に 使っ て いき た い 投げ 技 で は ある 。 


6 FIEHTIING VIPER 己 5killZ 
ア CHargCtEr KillZ 


イー ビル ・ ウ ィ リ ー で Por 
ライ ド 中 英 近く 璧 正面 P+ 后 四 


ライ ド 状 態 か ら の 壁 投 げ 。 投げ 抜け され な い の が 最大 の 特徴 だ 。 壁 投げ の た め 打撃 の 攻撃 
発生 フレ ー ム の 半分 まで を 吸う 」 と いう 特性 を も っ て いる の で 、 ライ ドジ ャ ブ な ど で 和 牽制 し て 狙 
っ つて いき た いと ころ 。 た だ し 、 投げ 失敗 時 に は 思 + 還 を 入力 し て いる た め 、 ジャ ンプ が 出 て し ま 
う 。 相手 に スキ を 与え る こと に な る の で 狙う 際 に は 注意 が 必要 だ 。 


SS1P+aP+TIK+ 哲 


下段 授 げ で ある ステ ィ ン ガ ー ス ロー が 決ま る 時 間 に 、 P+IK+ 后 の 追加 コマ ンド を 入力 すれ ば 
ステ ィ ン ガ ー キ ャ ッ チ に スイ ッ チ する 。 この コマ ンド の 受付 時 間 は ステ ィ ン ガ ー ス ロー が 成立 し 
て か ら ほ フレ ー ム まで 。 た だ し 、 誤 入力 を 見 て いる た め 連 打 や 先行 に よる 入力 は 認め られ な い 。 
また 、 投 げ 成 立 時 間 の 異な る ノー マル 投げ と タ 人 
ッ チ 投げ で は 入力 タイ ミン グ が 変わ る の 
で 、 状況 に 応じ て 入力 タイ ミン グ を 
変え て いく 必要 が ある 。 総合 ダメ ー 
ジ が 大 きい の で 常に 決め られ る よ 
うに し て お きた い 技 だ 。 


ステ ィ ン ガ ー ス ローー フ ロン ト ジ ャ ンプ トー 
ー ロ ケッ ト エ ア 

「 ス ティ ン ガ ー キ ャ ッ チ は 常に 決め られ る よう に し て お き 
た い 」 と 言っ た が 、 壁際 な ら 話 は 別 。 ステ チ ィ ン ガ ー ス ロー は 
壁際 で 決め る と 壁 に 当たり 、 跳ね 返る 。 この 時 点 で 4 ロ の 
ダメ ー ジ を 確実 に 与え られ 、 ここ か ら ジ ャ ンプ トー、 さら に 


ら ロ ケッ ト エ ア を 決め られ る 。 ここ まで 決め れ ば ステ ィ ン ガ ph 8 2 と 
0 ) 際 で 下段 投げ を 決め る と き は ステ ィ ン ガ ー 壁際 な ら 壁 に 当たり 、 その 跳ね 返り に フロ ント そし て ロケ ッ ト エ ア が 決ま る 。 入力 は すべ て 最 
ー キ ャ ッ チ より も 大 き な タ ダメージ を 与え られ る の だ 。 スロ ー に し て お く 。 2 ジャ ン フ トー… 速 。 つま りお 手軽 


_ 見 た 目 と は 裏腹 に 使い 勝手 の いい 技 ば か り を 持つ HAIRILIE。 通常 の 立ち 状態 で 相手 を 


自 指 せ ラ イド マス ター m。 え 2 うそ し て 、 ラ イド が Wef チ の WNW み 、 知 し て いく 。 これ が HHRALTE 


醍醐 味 と 言え よう 。 


ター ッ ン ビー タダ ウル エ ルポ ホー 
育 を 向け た 状態 で P 一 ーー 


振り 向き か ら の 戦術 


ダブ フルラ ッシュ ー 掘 り 向 き 
必 PPP+K+ っ 


振り 向き 後に すぐ 出せ ば 条 電 AA、 本 折 以 外 で 割 
わり 込ま れる と と が な く 、 非 常に 強力 な 運 係 と な る 。 
この 後 は 授 げ 技 、 デ ィ レ イダ ブル エル ポ ボー・ ニ ー、 
バー ホップ に つない で いく 。 


ロー ター ソン) ンチ 


攻撃 発生 の 早い 上 段 バ ンチ か ら 背 を 向け る 。 ヒ ッ ト 、 ガ ー ド 問わ ず 有利 な 
状況 を 作り 出せ る の で 、 攻 め 込む 際 に は 非常 に 燥 れ る 軍 係 技 だ 。 痛 を 向け た 状態 で ツ 選 ーーー- 


ダブ プル ラッ シュ ー 振 り 向き み タ ー ソ ビー。 と の 
連係 を 割り 込 も うと 帆 胡 AA。 和 『 伯 を 出し て くる 相 
手 に カウ ンタ ー 狙 いで 出し て いく 4 


ライ ド 状 態 に よる 対応 記 択 


相手 の 素早 い 技 に よる 反 貢 に 対し て 用 いる 。 ガ ー ド 成功 後 は 状況 に 応じ 
て 、 カ ブー ス ・ ア タッ ク 、 カ ブー ス ・ ロ ー フ ッ タ ー、 エル ガリ オフ レア の ヨ 
つ を 使い 分 け よ う 。 


ペグ ウィ リー ライ ド 中 PP+IK 


2 


カブ ー ス つ 応 し の 下段 に 対し て カウ ンタ ー を 狙う め 。 カウ ンタ ー ヒ ッ ト 後 
は 腹 抱え 込み よろ け に な る の で 、 テ イル ホッ プ で 追い 討ち し 、 右 記 の 
PHIIMT で 解説 し て いる 戦術 に 持ち 込む 。 


五 分 の 状況 を 作り 出せ る バー 

ホッ ズ . そし て ライ ド 状態 か ら 出 
せる ペグ ウィ リー、 レ ッ キ ング ハル 

7: 議 ンマ ー、 エ ル ガ リ オ - フ レア こ 
れ ら 4 つ の 技 を ガー ド さ せ た 後 
は 右記 の 選択 肢 で 攻め 立て る 。 


テイ ル ホ ッ プ と の 選択 。 ポ タン 四 ロ LMD の 技 が あめ る の で 、 ポ タン を 押す 時 
間 の 長 さ は な る べく 短め に 。 押し て いる 時 間 が 長い と 攻 役 発生 時 間 が 遅く 
な っ て し まう 。 


テイ ル ホ ッ プ ライ ド 中 必 p 


上 の ふた つの 選択 肢 を 嫌がり 、 相 手 が こ と ちら の 様子 を うか が う よ う に な 
つた ら 、 バ ー リ ー と の 吾 択 を 迫る 。 当 て た 後 は 右記 の P 加 MINT で 解説 し て 
いる 戦術 へ 。 


も と レン FIEHTIIWE VIPER 選 ici 昌 ァ 
FrCEEr 呈 Kil レ 


7 リエ | 思 ー ニ ー 背 を 向け た 状態 で PPK 


自生 投 け 拉 上 一 モコ マン ャ ーー 


スタ ンド 世 ェ ルド Hy ッ ツー 0 


受け 身 後 を ペグ ウィ リー で 攻め る 


テイ ル ホ ッ プ が 当たっ た 後 な ど 、 地上 受け 身 し か 取れ な い 状 況 を 
作り 出し 、 相手 に 地上 受け 身 を 取ら せ て 受け 身 中 に ある ガー ド 不 能 
時 間 に ペ グ ウ ィ リ ー を 重ね る 。 攻撃 持続 時 間 が 異様 に 長い た め 、 そ 


の ガー ド 不 能 時 間 に 当て や すく 、 上 手 く タイ ミン グ が 合え ば 腹 抱え 
込み よろ け を 誘発 で きる 。 その 後 は 再度 テイ ル ホ ッ プ を 決め 、 次 に 
備え る 。 相手 が 受け 身 を と ら ず ダウ ン し た 場合 は 起き 上 が り に バー 


リー、 また は レッ キン グ ハ ン マー と テイ ル ホ ッ プ で g 択 を 迫っ て いこ 

2 Cp さ トー ーー に に テイ ル ホ ッ プ を 当て た させ た 後に 相手 の 相手 が 地上 受け 身 を と っ た ら 、 タ イミ 腹 抱え 込み よろ け に な れ ば 成功 。 この 後 
う 。 ちな み に 、 レ ッ キ ング ハン マー を ガー ド さ れ た 後 は 五 分 の 状況 行動 を 見 極め … ング を 合わ せ て ベ グ ウィ リー。 は コン ボ を 決め る 。 CHARLIE 使 いな ら 
に な る の で 、 前 述 の バー ホッ プ か ら の 攻め に つなげ られ る 。 ぜひ マス ター し た い 戦 術 だ 。 


EC 還 是 且 FIEHTITNG VIPER kill 


QUAKE」 と いう 今世紀 最後 の 傑作 グ 
ー ム に 明け 斐 れ 、 ひ と まず は 卒業 。「 な に か お も し ろ い ゲ ー 
ム は な いも の か ?」 と 、 こ の ゲー ム に た どり 着い た 。 昔 ほ どの 欠い も な 
い 私 に と っ て 、 格闘 ゲー ム の 攻略 は た だ ひたすら 「 厳 し い 」 の 一 言 。 それ で も あ 
えて や っ て みた か っ た 。 別に 頼ま れ た か ら で も 、 で きそう な メン ツ だ っ た か ら で も な い 。 
個人 的 に FV 独特 の 呈 &A な ど 、 戦 術 を 不 完全 に する シス テム が 前 作 か ら 気 に な っ て お り 、 そ 
れ ら が 今 作 で どれ だ け ま と まっ て いる か に 興味 が あっ た か ら だ 。 攻略 が 始ま り 、 その や り 込 み の 遇 
い は VF1 並 の ペー ス 。 その 分 、 思 い 入れ も 強く 、 攻略 中 は キャ ラク ター 間 の バラ ンス で 、 新 た な 発見 に 
勝手 に 大 喜び し まく っ た り 、 攻略 チー ム に 記 声 を 治 び せ た り 、 まさ に 一 喜一 愛し まく る 状態 だ っ た 。 攻略 チー 
ム 的 に も ここ まで 盛り 上 が っ た の は 久々 だ っ た 。 キャ ラク ター 差 が 激 し 
く て も 、 何 と か な る 的 な シス テム だ か ら か も し れ な い 。 この こと は 担当 だ 
っ kJAMED よ < し c く hk。 と の キャ ラク ター は 、 は っ き bm っ c、g 本 W 記 の 
仁 的 に 強く は な い 。 だ が 、 それ だ け に 扱う 人 間 の 能力 に 左右 され る 。 攻略 | N 補 人 千 ざさ 」 に 
チー ム 内 で も 、 WAKATU が 使う JAINE と 私 の JAINE で は 対応 も 戦術 ーー」 
sm うき 人 の JANE 強 キャ ラ を も の と も し な か っ た .「 マ スッ ーッ 』 目 間 見 た 
ラス が 戦え ば 、 キ ャ ラク ター で 了 勝 用 が は っ きり する 」 こ れ が 近年 の 格 園 ゲ 委 呈 ゆな か / バ パラ ンス 
ー ム バラ ンス で 聞か され る 言葉 だ 。 それ は 食物 連鎖 的 な バラ ンス の ゲー 
ム が 多い こと を 意味 する 。 彼 の JAINE を 見 、 そし て 、 自分 な り に や り 込 
ん で いく うち に 、 FV は 戦術 を 不 完全 に する シス テム ゆえ に 、「 マ スタ ー ク ラス 」 で も うか うか で き な い と 
いう こと を 改め て 実感 。 そ ん な 最近 の 格闘 ゲー ム に な い 仕 上 が り 具合 に 楽し さ を 隠せ ず に は いら れず 、 
運 日 事務 所 内 で の 対戦 に 明け 暮れ た 。 この 本 は そん な 中 か ら 生 まれ て きた 。 本 を 読む こと で 、 
その 不 完全 さ の 中 の 楽し さ を 理解 し て も らい 、 少し で も FV の お も し ろ さ が 伝わり 、 ゲ 
ー ム セン ター で 盛り 上 が り を 見 せ て くれ る こと を 期待 し つつ 、 ペン を 置く と し よう 。 


IO 企画 代表 工藤 浩司 (KK 当 風 ) 


攻略 チー ムラ イタ ー  WAKAT ロ 


最近 の VFaTB の 対戦 に つい て いけ ず 、 引 退 。 そし て 、 この FVe に 出会っ て 、 つい で に 攻略 本 を 出す こと に 。 で 、 精魂 尽く し て 、 誕生 し た の が この 本 で す 。 長かっ た ッ ス 。 い 
ろ ん な 人 に 迷惑 を か け な が ら も 原稿 を 完遂 。 今 は 「 ホ ッ 」 と し と り ま す 。 た だ 一 つ 、 コア ユー ザー が 最も 欲し が る 、 攻撃 発生 時 間 な どの デー タ を 掲載 で き な か っ た の が ある 
意味 で 残念 ッ ス 。 で も 、 ゲ ー ム を プレ イ す る と き に 重要 な の は 感覚 。 数 値 に 束縛 され て ゲー ム を プレ イ す る の は 御免 だ と 、 僕 は 思い ます 、 ハイ 。 


攻略 チー ムラ イタ ー BAN ちよ 


今回 、 5 キャ ラク ター も 担当 を や ら せ て も ら っ た BAIN ち ょ で す 。 そもそも 、 不 器用 な 性 格 な ん で 、 格 園 ゲー ム は 1 キャ ラク ター し か まとも に や ら な い 僕 が 、「 こ ん な に で きる 
の か ?」 と 、 始ま る 前 は か な り 不 安 で し た 。 し か し 、 今回 一 緒 に 仕事 を し た WAKATn 氏 と 超 凄 腕 プ レイ ヤーAgTRn 氏 の 強力 で 、 な ん と か まとも な 攻略 が で きま し た 。 この 
本 で FVe の シス テム を 理解 し て 、 多少 な り と も 、 そ の お も し ろ さ 、 奥深 さ を 感じ て も ら え ば 幸い と 思っ て ます 。 


FV 選 制 作 後記 


開発 者 の お 二 人 に 、 開 発 を 終え た 今 の 心境 と FV 忌 に 対す る 思い を 語っ て も らい まし た 。 


FV= デ ィ レ クタ ー 
片岡 洋 氏 

そもそも 「 バ イ パ ー ズ 」 は 、「VF の 技術 を 生か し て 何 か が 別 
の 格闘 ゲー ム を 作ろ う 」 と いう と ころ か ら 始 まり まし た 。 
当然 、 い か に VF と 違う ゲー ム に する か が 課題 に な り 、 濃 
い キ ャ ラ や 壁 、 ア ー マ ー 等 の シス テム が そこ か ら 生 まれ 
まし た 。 前 作 で 模索 し て 苦し ん で 作っ た これ ら の シス テ 
ム は 、 今回 や っ と 完成 出来 た の で は な いか と 思い ます 。 
で すか ら “ 軒 "は これ か ら も 長く 遊ば れる ゲー ム に な る と 
いい な 、 と 思っ て いま す 。 


FV= ゲ ー ム コー ディ ネー ター 

片桐 大 劉 氏 
初め は 、 前 作 で の 手ごたえ と 反省 を 踏ま えて 、 こ の ゲー 
ム を 作り 始め まし た 。 新しい ゲー ムシ ステ ム や 、 ダメ ー 
ジ 調 整 、 モ ーション な ど 、 沢山 の 所 に 手 を 加え て 、 と て 
も 豪快 で 壮快 な 、 駆け 引き の 出来 る 楽し い ゲ ー ム に し 
上 が っ た と 思っ て いま す 。 開発 の 終わ っ た 今 で も 、 スタ 
ッ フ と ゲー ムセン ター な ど で こ の ゲー ム を 対戦 し て いる 
くら いで すか ら 。 これ か ら も 、 皆さん や 私 達 が 笑顔 で い 
られ る ゲー ム を 出し て いき た いと 思っ て いま す 。 


人 還 還 に 還 : 較 際 FEHTITVE VIP ビ ER ご ki 上 
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フロ ッ ガ ー テ ね ころ び 

フロ ッ グ ス 

フロ ッ グ ス 葉 ね ころ び 

リ ビ ッ ト 

スワ ッ ト 

E ス ワッ ト 

ロコ モー ティ ブ 

スー バー ロコ モー ティ ブ 

アス トロ フラ ッシュ 
アフ ター バー ナー 
アフ ター バー ナー 

パッ シン グ シ ョ ッ ト 
テイ ル ガ ン ナー 
シャ ドー ダン サー 

シャ ドー ダン サー ラテ イル ガン ナー 
ウォ ー ル ジャ ンプ 

ウォ ー ル ジャ ンプ キッ ク 

ウォ ー ル ジャ ンプ キャ ン セ ル 
ヘッ ド オ ン 

ヘッ ド オ ン 

ヘッ ド オ ン ラ ね ころ び 

UFn 戦 士 よ うこ ちゃ ん ※ 昌 IiKD 
スペ ー ス ハリ アー 
ムー ン ウ ォ ー カ ー 

フラ ッシュ ギャ ル 

タッ パー 


寝 , 相手 に 足 向け 区 

寝 , 相手 に 足 向け MKP+ 后 (ヒッ ト 時 の み ) 
寝 , 相手 に 足 向 け で 

寝 , 相手 に 足 向 け KK+ 哲 

寝 , 相手 に 足 向 け P+IK+ 折 (1 発 目 ) 
寝 , 相手 に 足 向 け + 工 + 折 ( 記 発 目 ) 
寝 , 相手 に 足 向 け P+K+aP+IK+ 折 
寝 , 相手 に 頭 向け 工 

寝 , 相手 に 頭 向け KIK 

寝 , 相手 に 頭 向け 下 

寝 , 相手 に 頭 向け PP+K+ 操 
寝 , 相手 に 頭 向け PP 

寝 , 相手 に 頭 向け PPP 

寝 , 相手 に 頭 向け PPPP 

寝 , 相手 に 頭 向 け PP ロ PPP 
寝 , 相手 に 頭 向け (1 発 目 ) 
寝 , 相手 に 頭 向け ツ P( 思 発 目 ) 
寝 、P+IK 

寝 、P+IKP+K 
敵 の 近く P+ 操 

敵 の 横 近く + 折 ( 右 ) 

敵 の 横 近く PP+ 哲 ( 左 ) 

敵 の 近く V+ 后 

敵 の 近く ば P+ 哲 

敵 の 近く < ぐ や PP+ 操 

敵 の 近く SSY グ や で P ロ + 后 
敵 の 近く ウマ グ や PP+ 折 ジロ + 碧 
敵 の 近く で SPP+ 哲 
敵 の 近く 全 Y ロ + 哲 

敵 の 近く , 敵 し ゃ が み SSP+ 括 
敵 の 背後 近く P+ 括 

敵 の 近く 壁 正面 + 后 

敵 の 近く 壁 背面 + 加 
両者 空中 や P+K+ 哲 

公記 

修 

全 ロ 

人 人 K 

小 ジ ャ ンプ 中 KK 

小 ジ ャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 IK 

大 ジャ ンプ 中 KK 

大 ジャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 必 族 

大 ジャ ンプ 中 で 上 

大 ジャ ンプ 中 

ダッ シュ 中 思 

ダッ シュ 中 上 KK 

ダッ シュ 中 YK 

ダッ シュ 中 YEP(1 発 目 ) 

ダッ シュ 中 YE(2 発 目 ) 

ダッ シュ 中 P+ 蜂 

背 を 向け た 状態 か ら P ~ 

痛 を 向け た 状態 か ら PP 

背 を 向け た 状態 か ら \p ロ 

育 を 向け た 状態 か ら K 

背 を 向け た 状態 か ら gK 

背 を 向け た 状態 か ら や 

背 を 向け た 状態 か ら 全 上 放 

育 を 向け た 状態 か ら K+ 后 
YE ロ 

YK 

全 思 


攻撃 判定 


中 中 空中 X 選 
中 中 空中 x ヨ 


是 


呈 


Ed 
党 
芋 


け 訂 隔 唐 護 閣 護 - コ 護 半 せ 記せ 議 昌 記す 庄 


ょ 


サテ コー 


由 


MA 
Ns: 
SS 
和 
帽 旧 帆 


0101101 


ボ レ ン チ 

ハン グ オ ン 

グラ ンド クロ ス 
ティ ッ プ タッ プ 

ホッ トロ ッ ド 

ホッ トロ ッ ド 

ホッ トロ ッ ド ね ころ び 
ロイ ヤル アス コッ ト 
ロイ ヤル アス コッ ト WM 
チョ ッ プ リフ ター 

チョ ッ プ リフ ター ラ ね ころ び 
チョ ッ プ リフ ター 己 
チョ ッ プ リフ ター ヨ 

チョ ッ プ リフ ター4. 
チョ ッ プ リフ ター 后 
サン ダー ブレ ー ド 
サン ダー ブレ ー ド 
ジャ ンプ バグ 

ジャ ンプ バグ 忌 

ロッ クン バー ク 
R ヨ 5 (WIIND WAR) 
R ヨ 5 (RA RALLY) 
グル グル ッ チ ョ 

4 
ウォ ー ル スロ ー 

スポ ー ツ フィ ッ シ ン グ 
ゲッ トバ ス 

ギャ ラク シー フォ ー ス 
UF ロ HH キャッチャー 
ステ ィ ン ガ ー・ ス ロー 
ニシ ジャ プリ シセ ス 
スク ラン ブル スピ リッ ト 
タグ ハン ドウ ォ ー ル クラ ッシュ 
エア レス キュ ー 
ナッ クル ハン マー 

ロー リン グ ソ バッ ト 
アレ ックス キッ ド 

ホッ パー ロボ 
ホッ ピン グ キ ッ ク 

ロー カッ トキ ッ ク 

エア ロー リン グ ソ バッ ト 
5 に 

フレ アキ ッ ク 

エア ダイ ブ 

フロ ント エア キッ ク 
バッ クエ アキ ッ ク 
ナッ クル ハン マー 

ラシン ニシ クス ドレ ー ト 
カウ シタ ー ラ シ 

バ ワ ー ド リフ ト 

スー パー ブレ イク オー プン 
スエ バー デブ レイ クオ ー ブ プシ 
ラン ニン グ タ ッ ク ル 
ター ン パ ンチ 

ター ンダ ブル パン チ 
ロー ター ン パ ンチ 
ター ン キ ッ ク 
テイ ル ガ ン ナー 

フラ ッシュ ポイ ント 
ター ン ソ バッ ト 
オ パ オ パ 

テト リス 

ロ - ロ . ク ルー 

アラ ビア ン フ ァ イ ト 


FIEHTING VIPER5 ご 5kil ァ 


FIGHTITNG VIPER ki 邊 テ 


し ゃ が み 状 態 SP 
立ち 途中 選 


敵 の 横 近 く P+ia( 左 ) 
敵 の 横 近 く P+a( 石 ) 


敵 の 近く , 敵 し じゃ が み SASAP+ia 
敵 の 近く 壁 正面 >P+ia 

敵 の 近く 壁 正面 P+ia 

敵 の 近く 壁 背 面 P+ia 

敵 の 背後 近く P+ia 


小 ジ ャ ンプ 中 KK 
小 ジ ャ ンプ 中 KK 
小 ジ ャ ンプ 中 Yi 
大 ジャ ンプ 中 KK 
大 ジャ ンプ 中 KK 
大 ジャ ンプ 中 YK 
大 ジャ ンプ 中 YK 
大 ジャ ンプ 中 必 放 
大 ジャ ンプ 中 < ぐ で 
大 ジャ ンプ 中 


耳 是 日 H 是 上 肘 志 是 是 耳 耳 耳 是 耳 


革 


革 


鉄 対 (て つ ヒ ジ ) 
超 衆 賭 豚 斗 ( ス ー パ ー ス トレ ー ト ) 
鋼 肘 (は が ね ヒジ ) 

肘 根 ラ 苦 ( ヒ ジコ ン ボ ) 

肘 鉄 山 ( ヒ ジ て つ ざ ん ) 

座 拳 骨 ( ざ げ ん こつ ) 

拳 華 火 (こぶ し は な び ) 

肘 鉄 砲 ( ひ じ で っ ぽう ) 

武 串 津 苦 仁義 (ブロ ッ ク じ ん ぎ ) 
仁義 撃 闘 破 ( じ ん ぎ げ きとう は ) 
根性 対 ( こ ん じょう ヒジ ) 

怒 維 魂 圧 破 ( ド ラゴン アッ パー) 

蛇 武 流 奴 羅 魂 圧 破 (ダブ ルド ラゴン アッ パー) 
烈 甲 破 弾 ( れ っ こ う は だ ん ) 

烈火 甲 破 弾 ( れ っ か こう は だ ん ) 
烈風 甲 破 弾 ( れ っ ぷ うこ う は だ ん ) 
拳 華 火 (こぶ し は な び ) 

辿 立 圧 破 ( ス タン ディ ング アッ パー) 
超 仏 苦 ( ス ー パ ー フ ッ ク ) 

不 壊 韻 砥 仁義 (フェ イン ト じ ん ぎ ) 
不 壊 閣 砥 鬼 苦 ( フ ェ イ ント キッ ク ) 
裏 対 (うら ヒジ ) 

鳩 尾 突 ( み ぞ お ち づ き ) 

肩 童 狗 留 ( シ ョ ル ダ ー タ ッ ク ル ) 

浪 河 愚 対 (ロー リン グ ニ ー) 

裏 肘 衆 賭 麗 斗 ( う ら ヒ ジス トレ ー ト ) 
訓 般 ( チ ョ ー パ ン ) 

斑 灯 返 ( が ん どう が え し ) 
鉄山 軍 ( て つ ざ ん こう ) 
鉄山 徹 ( て つ ざ ん こう ) 
足 蹴 ( あ し げ ) 

足 蹴 ( あ し げ ) 

厄 挫 鬼 苦 (ヤク ザキ ッ ク ) 

下 足 蹴 ( し た あし げ ) 

速攻 足 蹴 (そっ こう あし げ ) 

傍 蹴 (か た わら げ り ) 

愚 麗 賭 華 音 (グレ ー ト キャ ノン ) ※ 呈 Ki 
瓦 砕 ( か わら くだ き さ ) 

病 突 (し ゃ く づ き ) 
壁 投 ( か べ な げ ) 

弟 那 落 ( せ つ な お と し ) 

激 朋 (げき チョ ー パ ン ) 
真空 投 ( し ん くう な げ ) 

倒 ( た お し ) 

豪放 知 落 (ご うほ うら いら く ) 

基 砕 (いわ くだ き ) 

激 軸 股 ( げ き チ ョ ー パ ン ) 

卸 金 ( お ろ し が ね ) 

手 愚 般 怒 壁 砕 ( タ グ ハ ン ドウ ォ ー ル クラ ッシュ ) 
骨盤 割 ( こ つば ん わり ) 

擦 苦 流 般 魔 ( ナ ッ ク ル ハン マー) 

浪 洒 愚 素 罰 徒 ( ロ ー リ ング ソバ ッ ト ) 
浪 光 患 素 罰 徒 ( ロ ー リ ング ソバ ッ ト ) 
擦 苦 流 般 魔 ( ナ ッ ク ル ハン マー) 
跳 爪 先 ( ジ ャ ンプ トー) 

跳 爪 先 鬼 苦 (ジャ ンプ トー キッ ク ) 
費 怒 鬼 苦 (サイ ドキ ッ ク ) 

狼 喝 斗 鬼 苦 (ロー カッ トキ ッ ク ) 

空 浪 准 愚 素 罰 徒 ( エ アロ ー リ ング ソバ ッ ト ) 
浮 麗 店 爪先 (フレ アト ー) 

餌 品 醍 舞 (エア ダイ ブ ) 

舞 降 足 鬼 苦 (フレ アキ ッ ク ) 

前 餌 品 鬼 苦 ( フ ロン ト エ アキ ッ ク ) 
後 餌 品 鬼 苦 (バッ クエ アキ ッ ク ) 

捧 苦 流 般 魔 ( ナ ッ ク ル ハン マー) 


大 ジャ ンプ 中 Vp ロ 

ダッ シュ 中 選 

ダッ シュ 中 上 K 

ダッ シュ 中 VIK 

ダッ シュ 中 P+ 絡 

ダッ シュ 中 PP+IK 

ダッ シュ 中 の 旗 

背 を 向け た 状態 か ら P 
背 を 向け た 状態 か ら Yp ロ 
育 を 向け た 状態 か ら 工 
背 を 向け た 状態 か ら YK 
背 を 向け た 状態 か ら 公 KK 


すす すす] 


攻撃 判定 
空中 
中 
中 
下 
中 
中 
中 
中 
下 
= 
下 
中 


ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 


空 般 魔 (エア ハン マー) 

疾走 衆 賭 胡 斗 (ラン ニン グスト レー ト ) 
疾走 膝 ( ラ ン ニ ング ニー) 

滑 込 鬼 苦 (スラ イデ ィング キッ ク ) 

疾走 竜 狗 留 ( ラ ン ニ ング タッ クル ) 

礁 首 鉄 山 ( ダ ッシュ て つ ざ ん 

疾走 飛 鬼 苦 ( ラ ン ニ ング ジャ ンプ キッ ク ) 
躍 返 擦 苦 流 ( タ ー ン ナッ クル ) 

下 中 返 番 治 (ロー ター ン パ ンチ ) 

忠 返 鬼 苦 ( タ ー ン ロー ルキ ッ ク ) 

下 回 転 鬼 苦 路 返 (ター ン ロ ー ス ピン キッ ク ) 
中 返 素 罰 徒 (ター ン ソ バッ ト ) 
止 ( と ど め ) 

引導 (いん どう ) 

対 明 足 蹴 ( た いま ん キッ ク ) 
特攻 (と っ こう ) 


人 還 還 に 古 CR 較 且 FTTVE Vi ビ ER ご Ki テ 


( 。 ロロ ー 衣 計 加 拓 提 E 生 昌 生生 HP 


K 
KK 
ツ 放 
SNk 
Yk 
に 
太 K 
人 KK 
人 KK 


Y+k 
+IKiK( ヒ ッ ト 時 の み ) 


V+KIK+a 

全 VK(1 発 目 ) 
全 ツ K( 思 発 目 ) 
VS>K 
P+K 


P+KPPSP 

P+KPVIK 

P+KPPPVIK 

P+IKPP+IK+ ロ 
P+IKPP+TIK+EP 
P+IKPP+IK+EPP 
P+KPP+IK+EXIP 
P+KPP+K+5PVK 
PT+IKPP+IK+EPP+K+ 

IK+ ロ 

YK+ig 

VIK+EP>IK+ 加 

KK+ 

KK+E<GP+IK+ 還 (ヒッ ト 時 の み ) 
ば KK+E>P+K+a( ヒ ッ ト 時 の み ) 
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レレ し 、___ パパ や 5 や 5 や 5 ぞ 議 Pkz】 mW = ナリ リー/T 人 C 


ボー ダー パン チ 

ダブ ル ボ ー ダ ー パ ンチ 

パン チコ イン 

パン チコ イン ・ ダ ブル 

コン ボテ ー ル キッ ク 
ボー ド バ ッ シュ 

ワン ツー アッ パー 

ワン ツー アッ パー・ 人 ハイ 

ワン ツー アッ パー・ ミ ッ ド 
ワシ ジ ツ コイン 

ワン ツー コイ ンダ ブル 
ジウ Sm 

コン ボス キッ ピン グ ニ ー 
ワン ツー トー キッ ク 

コン ボ ト ー& ハイ キッ ク 
コン ボ ト ーS ヒ ー ル ドロ ッ プ 
アッ パー 

アッ パー ハイ スピ ン 

アッ パー ミド ルス ピン 

ロー パン チ 

ロー パン チ テ ー ル キッ ク 
ブロ ッ ク ア ッ パ ー 

ボー ドス ラッ プ 

ボー ドス ラッ プ 

オー バー ヘッ ド ボ ー ド バッ シュ 
コー クス クリ ュー パン チ 
コー クス クリ ュー・ ソ バッ ト 
コー クス クリ ュー・ テ イル ブレ イク 
コー クス クリ ュー・ ヘ ッ ド スプ リン グ 
コー クス クリ ュー・ バ ッ ク ロ ー ル 
スタ ジ デ ィ ジ シグ 三 一 
ニー& ハイ スピ ン 

スズ デップ ニー 

ミド ルス ピン キッ ク 

テー ルキ ッ ク 

ブロ ッ ク ニ ー 

ブロ ッ ク ・ ブ レイ ク 

コイ ン 

ダブ ルコ イン 

トー キッ ク 

トー& ハイ キッ ク 

トーS ヒ ー ル ドロ ッ プ 

ヒー ルド ロッ プ 

ヒー ルド ロッ プ 
ハイ スピ ン キ ッ ク 

フッ ク 

ダブ ルフ ッ ク 

トリ プル フッ ク 

ラビ ピット フッ ク (34) 

ラビ ピッ ト フ ッ ク ( 擬 ) 
フッ ク ・ ア ッ パ ー 

トリ ブル フッ ク ・ ア ッ パ ー 
ツイ ン フ ッ ク ・ レ ッ グ スロ ー 
ラ ピ ッ ト フッ ク ・ レ ッ グ スロ ー 
ツイ ン ・ ダ ッ ジ 

ツイ ン ・ ダ ッ ジ ・ フ ッ ク 

ツイ ン ・ ダ ッ ジ ・ ツ イン 

ツイ ン ・ ダ ッ ジ ・ ア ッ パ ー 
ツイ ン ・ ダ ッ ジ ・ レ ッ グ スロ ー 
ツイ ン ・ ダ ッ ジ ・ ダ ッ ジ 
ホッ ビジ シグ 三 一 
ロー スピ ン キ ッ ク 

ロー スピ ン キ ッ ク ラ ジャ ンプ ニー 
テイ ル ブ レ イク 

テイ ル ブ レ イク ・ バ ッ ク ロ ー ル 
ヘッ ドス プリ ング ・ キ ッ ク 


YK+a 

ウジ 旗 + 后 
>K+EIK+ 
PKK+EVIK+ia 
>K+<PPTIK+ 哲 

で で SYSP>K+ 后 

壁 背後 ぐ で WIK+ia 

壁 背後 で <PIK+ia 

壁 背後 <P<PIK+iaP 

壁 背後 ぐ <PIK+EP+IK+5 
PP+IK+ 后 

ジャ ンプ 中 P+IK+ia 
敵 の 横 近 く P+ia( 石 ) 

敵 の 横 近 く 思 + 折 ( 左 ) 
敵 の 近く PP+ 加 

敵 の 近く 必 <P+ 

敵 の 近く VP+ia 

敵 の 近く YP+iz<PIK 

敵 の 近く ぐ や ジロ P+ 折 

敵 の 近く < ぐ CSAP+ 后 
敵 の 近く , 敵 し ゃ が み SSAP+ 后 
敵 の 近く 壁 正面 P+ia 
敵 の 近く 壁 正面 く P>IK+a 
敵 の 近く 壁 背面 選 +ia 

敵 の 背後 近く P+|a 
両者 空中 近く VP+IK+ia 


小 ジ ャ ンプ 中 KK 

小 ジ ャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 上 K 

大 ジャ ンプ 中 

大 ジャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 必 旗 

大 ジャ ンプ 中 < ぐ で K 

大 ジャ ンプ 中 

ダッ シュ 中 選 

ダッ シュ 距 

ダッ シュ 中 Yi 

ダッ シュ 中 VIKIK 

ダッ シュ 中 YKVIK 

ダッ シュ 中 IK+a 

ダッ シュ 中 IK+iaK 

ダッ シュ 中 IK+EVIK 
育 を 向け た 状態 か ら P 
背 を 向け た 状態 か ら PP 
背 を 向け た 状態 か ら ツ p ロ 
背 を 向け た 状態 か ら IK 
痛 を 向け た 状態 か ら VKK 
背 を 向け た 状態 か ら 公 


も 


攻撃 判定 


投げ (中 段 ) 
投げ 
投げ 
投げ 
投げ 
投げ 
投げ 
投げ 
投げ 


革 


ゴ 芋 是 廿 是 耳 量 是 上 肌 コ 耳 了 是 耳 廿 


ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 


スキ ッ ピ ング ニー 
カー ト ホ イ ー ル 

カー ト ホ イ ー ル ララ ター トル 
カー ト ホ イ ー ル ・ ロ ー ス ピン 
カー ト ホ イ ー ル ・ バ ッ ク ロ ー ル 
ター トル 

ロケ ッ ト ミ サイ ル 
ウォ ー ル スラ イド 

フロ ント サイ ド ・ ア ー リ ー ウ ー プ 
ウォ ー ル スラ イド キャ ン セ ル 


フラ クチ ャ ー ド ・ バ ックス ピン ※ 加 KiH 


フラ イン グ ヘ ッ ド シザー ス 
スト マッ ク ・ ア ルカ ー 
スト マッ ク ・ ア ルカ ー 
ウォ ー ル スロ ー 

ブレ イン ツイ スタ ー 
フォ ー ク スル ー 

フォ ー ク スル ー キ ッ ク 
オー バー ヘッ ドキ ャ ノン 
エル ガリ オ ・ バ ッシュ 

フェ イス クラ ッ シ ャ ー・ ニ ー 
ウォ ー ル IDT 
デッド エン ド ダ ブル ニー 
タグ ハン ドウ ォ ー ル クラ ッシュ 
バッ クス ー プ レッ クス 

還 の の ジウ ヴ 
ホッ プ バ ッシュ 

ジャ ンプ ・ バ ッシュ 

ジャ ンプ トー 
ホッ ピン グ キ ッ ク 
ロー カッ トキ ッ ク 

エア ロー リン グ ソ バッ ト 
フレ アト ー 

フレ アキ ッ ク 

ハッ チ 

フロ ント エア キッ ク 
バッ クエ アキ ッ ク 

ジャ ンプ バッ シュ 

ラン ニン グ ボ ポー ドス ラッ プ 
ラン ニン グ ニ ー 

スラ イデ ィング キッ ク 
フリ ッ プ キッ ク 1 

フリ ッ プ ロー キッ ク 1 

ダッ シュ エア 
フリ ッ プ キッ ク 2 

フリ ッ プ ロー キッ ク 2 
ター ン パ ンチ 

ター ンダ ヲ ル パシ チ 

ロー ター ン パ ンチ 
ター ン キ ッ ク 

ロー スピ ビン キッ クタ ー ン 
ター ン ソ バッ ト 
モー ル バ ッ シュ 

フッ トス タン プ 

ダブ ルス タン プ 
トリ プル スタ ンプ 

フラ イン グ ド ル フィ ン ア タッ ク 
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コマ ンド 

ロ 則 ロ クラ ッ プ ナッ クル 

1 リ 嘩 ダブ ルク ラッ プ 

PPP 上 上 中 トリ プル バッ シュ 

PPK 東員 下 ダブ ルク ラッ プ ・ ハ イキ ッ ク 
PPYK 上 上 下 ロー スピ ンコ ン ボ 

PP>IK 上 上 投げ 1 コン ボ レ イ ドニ ー 

PP<CP 上 上 中 コン ボブ ロッ クス トレ ー ト 
PKK 3 ナッ クル ハイ キッ ク 

PKP 上 上 中 コン ボス イッ チア ッ パ ー 

K 四 スマ ー ト キッ ク 

K E スマ ー ト キッ ク 

選 旗 中 カッ トニ ー 

SIK 中 スピ ン キ ッ ク 

SMKP 中 中 スピ ン ・ パ ワー フッ ク 

YK 下 ロー スピ ン キ ッ ク 

YikiK 下 上 レッ グ ス バ パイ ラル 

YikikP 下 上 中 レッ グ ス パ イラ ル ラ パワ ー フ ッ ク 
YikVk 下 下 タブ ル テ イ ル バス ター 

立ち 途中 K+ 加 中 スタ ン デ ィング ・ ス ピン キッ ク 
立ち 途中 KK 中 スタ ン デ ィング ハイ キッ ク 
立ち 途中 5> 旗 中 ニー ラン チャ ー 

YP 特殊 下 ロー ナッ クル 

YPK 特殊 下 下 ロー ナッ クル スピ ン 

ウツ B 中 ボディ ブロ ー 

に ジー 中 中 ダウ ンス マッ シュ 

PPP 中 中 中 ダブ ル ダ ウ ンス マッ シュ 
PSNP 中 中 ボディ ブロ ー・ ア ッ パ ー 
PPP+IK+ 還 中 中 ボディ ー ブ ロ ー ラ テラ パ ワースト レー ト 
PP+K+a(Max) 中 中 ボディ ー ブ ロ ー ラ パワ ー ス トレ ー ト 
> 記 中 パワ ー ス マッ シュ 

Po> 記 記 中 中 ダブ ル パ ワ ー ス マッ シュ 

SP 中 トス アッ パー 

し ゃ が み 中 SP 中 トス アッ パー 

立ち 途中 中 スタ ン デ ィング アッ パー 

< で 中 ブロ ックス トレ ー ト 

/( リ 下 ブロ ッ ク ・ ス イン グ 

SNP+K 中 スイ ング アッ パー 

YP+K 特殊 下 クラ ウチ ング ・ ブ ロー 

P+IK 中 パワ ー フ ッ ク 

立ち 途中 P+IK 中 パワ ー シ ョ ル ダー 

YK+ia 下 アシ ルズ ・ ヒ ー ル 
<O2VSPp 中 トル ネー ド パ ン チ 

< で OSVS ジ P(Maxx) 中 トル ネー ド パ バンチ 
<2YSP> (2 mr mr SO)P 下 クロ ー ル トル ネー ド パ ン チ 
PT+K+ 中 ブレ イブ キャ ノン ※KD 

敵 の 横 近 く P+|( 石 ) 投げ ロケ ッ ト ブ レイ カー 

敵 の 横 近く PP+|a( 左 ) 投げ フォ アヘ ッ ド ブレ イカ ー 

敵 の 近く P+ 后 投げ クリ ンチ パン チ 

敵 の 近く P+E< で PP 投げ ダブ ルク リン チ パ ンチ 

敵 の 近く P+a ジ > 放 投げ クリ ンチ ス トラ イク ニー 

敵 の 近く K+ 操 投げ ウリ ジル チ 三 三 

敵 の 近く 必 P+ia 投げ フリ ング アッ プ ブ レイ カー 
敵 の 近く ><PP+a 投げ ブレ ン バ ス ター 

敵 の 近く <C2YSP>iK+ 后 投げ クリ ンチ ニー グラ ブ 

敵 の 近く <JJ2VS>K+gVG>K 投げ スー パー コン ボニー ラン チャ ー 
敵 の 近く < ぐ で >P+ 投げ ハン ギン グ ・ ニ ー ラ ンチ ャ ー 
敵 の 近く , 敵 し ゃ が み SSP+ 投げ フェ イス クラ ッ シ ャ ー・ ニ ー 
敵 の 近く 壁 正面 選 + 加 投げ ウォ ー ル スク ラッ チ 

敵 の 近く 壁 正面 K+l 投げ ウォ ー ル スト ライ クニ ー 

敵 の 近く 壁 正面 K+EIK+i 投げ ダブ ルウ ォ ー ル スト ライ クニ ー 
敵 の 近く 壁 背面 + 加 投げ タグ ハン ドウ ォ ー ル クラ ッシュ 
敵 の 背後 近く PP+ 折 投げ ブレ ー ク ネッ ク ド ラ イ バ ー 

敵 の 背後 近く <PP+a 投げ タイ ガー スー プレ ックス 

人 npP 中 ジャ ンプ ハン マー 

公 族 中 ロー リン グ ソ バッ ト 


人 PP 中 ジャ ンプ ハン マー 


全 K 

小 ジ ャ ンプ 中 IMK 
小 ジ ャ ンプ 中 

大 ジャ ンプ 中 K 

大 ジャ ンプ 中 上 K 

大 ジャ ンプ 中 Yi 

大 ジャ ンプ 中 

大 ジャ ンプ 中 必 旗 

大 ジャ ンプ 中 < ぐ で や 区 

大 ジャ ンプ 中 選 

ダッ シュ 中 選 

ダッ シュ 中 

ダッ シュ 中 Vi 

ダッ シュ 中 PP+ 操 

ダッ シュ 中 の 

育 を 向け た 状態 か ら P 
背 を 向け た 状態 か ら \p ロ 
育 を 向け た 状態 か ら IK 
背 を 向け た 状態 か ら Y 放 
背 を 向け た 状態 か ら 公 


攻撃 判定 


革 革 


コロ ゴビ 是 廿 ゴゴ 是 是 芋 耳 耳 具 是 肘 ゴ 是 是 


ダウ ン 攻 撃 


由 


届 
せ 
品 
帳 


ダウ ン 攻 撃 


ジャ ンプ トー 
ホッ ピン グ キ ッ ク 
ロー カッ トキ ッ ク 

エア ロー リン グ ソ バッ ト 
フレ アト ー 

フレ アキ ッ ク 

エア ダイ ブ 

フロ ント エア キッ ク 
バッ クエ アキ ッ ク 

ジャ ンプ ハン マー 
ラン ニン グ ナ ッ クル 
ラジ ニシ クニ 

スラ イデ ィング キッ ク 
ラン ニン グ タ ッ ク ル 
ラン ニン グ ジ ャ ン プ キ ッ ク 
ター ン ナ ッ ク ル 

ロー ター ン ナ ッ ク ル 
ター ン キ ッ ク 

ロー スピ ン キ ッ ク タ ー ン 
ター ン ソ バッ ト 

ナッ クル バッ ト 
スピ ッ ト キ ッ ク 

ナッ クル ダイ ブ 


CDIfTirTia コ HH 


人 還 還 PC 是 是 且 FIEHTITNE VIPER ご ki 昌 ァ 


seessswwesssssesscescesos [本 有人 枝 1。。、、 パ 5 ぞ 計 と さ :】 
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ジャ ブ 

ライ トス ピン 
ジャ ブ ハ イ キッ ク 

ライ トス ルー 

ルッ クス ・ ザ ッ ト ・ キ ル 
エル ボー カッ ト 

ナッ クル ブラ ッ ク ク ロウ 
ライ ト ハ ンド 

ナッ クル クロ ウキ ッ ク 

ナッ クル シャ ニク 

ジャ ー タ クジ レジ ジー 

シャ ー ク ・ フ レン ジー・ ロ ー 
アッ パー 

ダブ ル ア ッ パー 
シッ ト ジ ャ ブ 
ライ トニ ング アッ パー 

デス スピ ビン アッ パー 

デス スピ ン ア ッ パ ー ラ ギタ ー ト ラス ト 
スタ ン デ ィング アッ パー 
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ハイ キッ ク 

バッ クオ フ ・ キ ッ ク 

バッ クオ フ ・ デ ィ ッ チ 

バッ クオ フ ・ デ ィ ッ チ 十 

キッ クア ウェ イ 

ミド ルキ ッ ク 

モー ター・ ク ルー 

ロー スピ ンコ ン ボ 
SMKPVIK+5 中 上 下 デス スピ ンコ ン ボ 
YK 下 ロー サイ ドキ ッ ク 
アバ いく 下 ブロ ッ ク ・ ブ レイ ク 
に 中 ブロ ッ ク バ スタ ー 
人 人 K 中 スピ ン ・ ス タッ プ 
IK 中 サマ ー ソ ルト キッ ク 
立ち 途中 IK 中 スタ ン デ ィング ハイ キッ ク 
P+IK 中 スラ イサ ー 
SIPTIK 中 スイ ー プ 
SNP+IKP 中 中 スイ ー プ ラフ ライ ング V 
YP+K 中 クリ ム ゾ ン 
YP+KP 中 中 クリ ム ゾ ン ・ デ ス 
YP+kKPVP 中 中 下 ダブ ルク リム ゾン ・ デ ィ ッ グ 
VP+Ikik 中 三 オル タネ イト キッ ク 
YP+KiKP 中 中 中 オル タネ イト スイ ー パ ー 
YP+IKikIK 中 中 下 オル タネ イト スト ロー ク 
YVP+IKIKP+IK 中 中 中 オル タネ イト ステ ィ ッ ク 
YP+KIKP+KP+IK 中 中 中 中 オル タネ イト ステ ィ ン ガ ー 
YPrkVKk 中 中 クリ ム ゾ ン ・ ア ウェ イ 
壁 背後 PP+K 中 ハー モニ クス ポイ ント 
m+IK 中 ギタ ー ト ラス ト 
SSP+IK 下 ロ ガ ロ ・ ア クセ ル 
ぐ P>P+IK 中 プリ ング ・ オ フ 
IK+ 加 中 スカ イス クリ ー マ ー 
PiK+ 操 由 デス スピ ン キ ッ ク 
PiK+ 持 密着 時 訓 デス スピ ン キ ッ ク 
PiK+5P a 当 デス スピ ン キ ッ ク ラ ジャ ブ 
>IK+EPP 上 上 中 デス スピ ン キ ッ ク ラ ライ トス ピン 
>IK+EPPP 上 上 中 中 デス スピ ン キ ッ ク ラ ライ トス ルー 
ウツ KK+EVS や >K 世 堪 デス スピ ン ・ ス ラッ シュ 
KT+EVSP>IK く PP2YS セ >K 市 デス スピ ン ・ ロ ー ラ ー 
VIK+ia 下 スラ イデ ィング キッ ク 
YK+a ヒ ッ ト 後 P+ia 下 一 投げ バル カン ・ デ ス ・ グ リッ プ 
全 P+IK+ 操 特殊 移動 フラ ッ プ ジャ ッ ク 
全 P+IK+EOP 中 フラ ッ プ ジャ ッ ク ・ ア タッ ク 
敵 の 横 近 く P+l( 右 ) 投げ マグ ・ ネ ッ ク 
敵 の 横 近 く P+ 操 ( 左 ) 投げ スタ イラ ス ・ バ ッ ク ボ ー ン 
敵 の 近く P+ia 投げ ウォ ー ル スロ ー 
敵 の 近く o+ 投げ デス キャ ノン 


敵 の 近く <m ジ >P+i 

敵 の 近く St<CP+ 后 

敵 の 近く ウツ ば p+ 哲 

敵 の 近く 全 VP+ia 

敵 の 近く , 敵 し ゃ が み SSP+ia 
敵 の 近く 壁 正面 P+la 

敵 の 近く 壁 正面 P+g>P+i 
敵 の 近く 壁 正面 P+a<PP+ia 
敵 の 近く 壁 背 面 P+a 

敵 の 近く <J2YSP>P+a 


敵 の 近く <Q2YSPPP+EOYP+ 
敵 の 近く <J2YSP>P+EOYP+ER>P+ 后 


敵 の 背後 近く P+ 
人 人 P 
人 PP 
リロ 
人 PP 
全 K 


小 ジ ャ ンプ 中 KK 

小 ジ ャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 KK 

大 ジャ ンプ 中 上 K 

大 ジャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 kk 

大 ジャ ンプ 中 層 放 

大 ジャ ンプ 中 < ぐ で KK 

大 ジャ ンプ 中 選 

ダッ シュ 中 選 

ダッ シュ 中 上 K 

ダッ シュ 中 YK 

ダッ シュ 中 

ダッ シュ 中 PP+a 

育 を 向け た 状態 か ら P 
背 を 向け た 状態 か ら Yp 
育 を 向け た 状態 か ら K 
背 を 向け た 状態 か ら YK 
背 を 向け た 状態 か ら 公 KK 
Vp 

YYp 

YK 

公 下 


攻撃 判定 


中 中 


革 


革 


コロ コロ 是 是 ゴ 是 耳 是 草 草 陰 量 遇 ゴ 是 廿 


ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 


デン ジャ ラス ノイ ズ 
パラ シュ ー ト フレ ア 
ブラ ッ ク カ ラー 
デトロイト ロッ クダ ウン 
カス ケー ド ・ ク ラッ ク 
スケ ー プ ゴー ト ・ ハ ン ギ ング 
スケ ー プ ゴー ト ・ ベ リエ ル 
チョ ー キ ング ・ ハ ンマ ー 
タグ ハン ドウ ォ ー ル クラ ッシュ 
プロ グレ ッ シ ブ ・ ノ イズ 
ブル ー ス カイ ・ バ レッ ト 
ロー リン グスト ー ン 
デス ドロ ッ プ 

ハン マリ ング 
ハン マリ ング ・ オ ン 
ハン マリ ング 
ハン マリ ング ・ オ ン 
ジャ ンプ ドニ 
ホッ ピン グ キ ッ ク 
レッ グ キ ラー 

エア ロー リン グ ソ バッ ト 
フレ アト ー 

フレ アキ ッ ク 

エア ダイ ブ 

フロ ント エア キッ ク 
バッ クエ アキ ッ ク 

ワン ハン ド 

ラジル シグ スズ ドル ド 
ラン ニン グ ニ ー 

スラ イデ ィング キッ ク 
ラ シ ニ シグ ジャ ジ シブ キッ ク 
ラン ニン グ タ ッ ク ル 
ター ン パ バンチ 
ロー ター ン パ ンチ 
ター ン キ ッ ク 

ロー スピ ン キ ッ ク タ ー ン 
ター ン ソ バッ ト 
ギタ ー ク ラッ シュ 

グレ イブ ポス ト 
スピ ッ ト キ ッ ク 
フラ イン グ タ スク 
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3 


ッ 
E 


1 


>P+IK+ 后 

壁 背面 <<PIK+|a 
敵 の 近く P+a 

敵 の 横 近 く P+|5( 石 ) 

敵 の 横 近 く P+|( 左 ) 

敵 の 近く ツジ 記 +|a 

敵 の 近く ば P+ 后 

敵 の 近く YP+ia 

敵 の 近く VS や >p+a 

敵 の 近く Y ツ P+ig 

敵 の 近く < ぐ P+|a 

敵 の 近く ぐ P>< で PP+ 后 

敵 の 近く ゆ ツ SW2 で P+5 
敵 の 近く , 敵 し ゃ が み SSAP+ 
敵 の 近く 壁 正面 P+ 還 

敵 の 近く 壁 正面 く P>P+a 

敵 の 近く 壁 正面 く P>P+igV/2<O く 公 P+ 哲 
敵 の 近く 壁 背面 選 + 操 

敵 の 近く 壁 背 面 <P+ 

敵 の 背後 近く PP+a 


スト ロン グフ ィ ス ト 

エク スト リー ム ・ ブ ロー 

ブロ ー コ ン ポ ・ ア ッ パ バー 

ブロ ー コ ン ボ ・ ス トレ ー ト 

ブロ ー コ ン ボ ・ ハ イキ ッ ク 

フィ スト S&S ハ イキ ッ ク 

コン ボ ・ ス イッ チア ッ パ ー 

ロー フィ スト 

エル ボー 

スリ ッ プ エル ボー 

ダブ ルス リッ プ エ ル ボ ー 

スト ロン グ ア ッ パー 
ハリ ケー ン パ ンチ 

ブロ ックス トレ ー ト 

フッ クタ 

フッ クア ッ パ ー 

スロ ウフ ッ ク 

スロ ウフ ッ ク ラ アッ パー 

スロ ウフ ッ ク ラ ダブ ル ア ッ パー 
スト ロン グ ハ イ キッ ク 

スト ロン グ ハ イ キッ ク 

ハイ キッ ク ・ フ ィ ス ト 
ハイ ・ コ ン ボ 

ハイ ・ コ ン ボ アッ パー 

ハイ ・ コ ン ボ スト レー ト 

ハイ ・ コ ン ボ ハイ キッ ク 

ハイ ・ コ ン ボ スイ ッ チ 

ハイ ・ コ ン ボ スイ ッ チ アッ パー 
ハイ ・ サ イド キッ ク 

アク セル ロー ル 

ハイ ・ ダ ブル アク セル 

レボ リュ ーション ・ ワ ン 

レボ リュ ーション ・ ツ ー 

ブロ ッ ク ・ ブ レイ ク 

ジョ ウ ク ラ ッ ク ・ キ ッ ク 

リバ ー ス スピ ン ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ 
ヒー ルド ロッ プラ ロー スピ ン 
ヒー ルド ロッ プラ ロー スピ ン ・ ハ イキ ッ ク 1 
ヒー ルド ロッ プラ ロー スピ ン ・ ハ イキ ッ ク 豆 
ヒー ルド ロッ プラ ロー スピ ン ・ ミ ドル キッ ク 
リバ ー ス スピ ン ・ サ イド キッ ク 
スト レー ジ ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ 
スト レー ジ ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ 
レッ グ キ ャ ノン 

リバ ー ス ピン ロー キッ ク 

ニー ルキ ッ ク 

ノッ ク ・ オ ー バ ー・ ヘ ル ※ 台 KID 
ウォ ー ル ウォ ー カ ー 
ウォ ー ル スロ ー 

フラ ンク スラ ム 

フラ ンク ドロ ッ プ 
ネッ ク ホ イッ プ 

デス バレ ー ボ ム 
ブレ ン バ ス ター 

ピー ナツ クラ ッシュ 

ジャ ン ピ ビング ブレ ン バ ス ター 
スパ イン ・ ウ ォ ー ル クラ ッ シ ャ ー 
ブラ ッ ク レ イン ボー 

ダー クス トー ル ・ ブ レイ カー 
パニ ッッ シャ ー・ ハ ング 

ウォ ー ル グラ スタ ー 

エク スト リー ム ・ デ ス ・ ド ライ バー 
ファ イナ ル ・ デ ス ・ ド ライ バー 
ウォ ー ル アタ ッ ク ・ バ ッ ク ド ロッ プ 
スパ イン ・ ウ ォ ー ル クラ ッ シ ャ ー 
リア ドロ ッ プ 


敵 の 背後 近く <PP+a 
敵 ダ ウン , 敵 の 足 近く <PSVS>P+ ia 
両者 空中 近く <PP+IK+ 操 


小 ジ ャ ンプ 中 KK 

小 ジ ャ ンプ 中 Vi 

大 ジャ ンプ 中 上 K 

大 ジャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 

大 ジャ ンプ 中 必 放 

大 ジャ ンプ 中 <PK 

大 ジャ ンプ 中 選 

大 ジャ ンプ 中 PP+IK+a 
ダッ シュ 中 選 

ダッ シュ 中 上 K 

ダッ シュ 中 ViK 

ダッ シュ 中 PP+ 回 

ダッ シュ 中 の 放 

背 を 向け た 状態 か ら ロ 
背 を 向け た 状態 か ら Yp ロ 
育 を 向け た 状態 か ら IiK 
痛 を 向け た 状態 か ら YK 
育 を 向け た 状態 か ら 公 KK 


攻撃 判定 


洋 
em 


ニュ ー ト ロン ・ ボ ム 
デッド マン ・ フ ェ イ スク ラッ シャ ー 
ブラ ッ ク ホ ー ル 
ジャ ンプ ハン マー 
ロー リン グ ソ バッ ト 
スラ スト パン チエ ア 
ジャ ンプ トー 
ホッ ピン グ キ ッ ク 
ロー カッ トキ ッ ク 
エア ロー リン グ ソ バッ ト 
エア ダイ ブ 
フレ アキ ッ ク 
フレ アト ー 
フロ ント エア キッ ク 
バッ クエ アキ ッ ク 
ジャ ンプ ハン マー 
ダウ ン ハ ンマ ー 
ラン ニン グスト レー ト 
ラ シ ニ シグ 三 王 
スラ イデ ィング キッ ク 
ラン ニン グ タ ッ ク ル 
ラン ニン グ ジ ャ ン プ キ ッ ク 
ター ンジ フィス ト 
ロー ター ン フ ィ ス ト 
ター ン ハ イキ ッ ク 
ダン ・ キ ッ ク 
ター ン ソ バッ ト 
ら エル ボー ドロ ッ プ 

522 スト ライ クス タン プ ブ 

ダウ ン 攻 撃 レッ キン グ ダ イ ブ 


ダウ ン 投 げ 


呈 
洪 
en 


革 是 


コロ ゴロ 是 是 刀 ゴ 是 芋 耳 廿 量 是 装 耳 肘 志 是 是 是 耳 耳 豚 


層 層 
V ! 寺 
きき 
和 
帳 由 


FIEHTIING VIPER5 5ki ァ 


人 還 還 に 還 「 還 = 王 較 FIGHTITVE VIPER ご ki 昌 テ 


ザー ツ mm 回 有 技 。 ニ ーー 一 時 林 技 


属 「 民 /4 r フ mmm | げ 技 meeoooe ダウ ン 攻 撃 


シン グル ビー ト 
1 リ 時 央 民 デュ アル ビー ト 
PP 正 . 此 トリ プル ビー ト 
PP BE 虹 二 3 選 クア ッ ド ビー ト 
PPPPP 六 北 下 モ バル カン ビー ト 
PK BE ビー ト ハ イキ ッ ク 
PKK 上 EEE ビー ト タ ー ン レッ グ 
1 上 上 中 ビー トブ ロッ ク バ スタ ー 
PVK 正調 ビー トロ ー ス ピン 
YP 特殊 下 シッ トビ ー ト 
YpVk 特殊 下 下 シッ トビ ー ト スピ ン 
で 特殊 中 ブロ ックス ラッ プ 
> 記 中 ティ ッ プ スラ ッ プ 
立ち 途中 選 中 スタ ン デ ィング アッ パー 
K 加 アイ スレ ッ グ 
KP 還 世 レッ グ ビ ー ト 
KK E 玉 ター ン レ ッ グ 
IKIKIK CN バル カン レッ グ 
IKIK+i 上 中 アイ スレ ッ グ ラウ ンチ 
SMK 中 キャ メル キッ ク 
SKK 中 中 キャ メル スピ ン 
SkikiK 中 中 中 キャ メル スピ ンカ ッ タ ー 
Yk 下 シッ トキ ャ メル 
いい 吊 N ブロ ッ ク ・ ブ レイ ク 
で 特殊 中 ブロ ッ ク バ スタ ー 
NSK 中 サマ ー ソ ルト キッ ク 
全 放 品 コイ ン 
人 KK 中 中 コイ ン サ マー 
ey 旗 中 ブレ ー ド スピ ン 
>IKIK 中 上 ブレ ー ド スピ ン 喜 
mo>IKIKVK 中 上 中 ブレ ー ド スピ ン ラ ブレ ー ド スラ ッシュ 
pp> 族 全 放 中 中 ブレ ー ド スピ ン ・ コ イン 
PKKCK 中 中 中 ブレ ー ド スピ ン ・ コ イン サマ ー 
に | 中 ブレ ー ド ラウ ンチ 
人 YK 中 ブレ ー ド スラ ッシュ 
人 YKkik 中 上 スラ ッシュ ・ ハ イ 
人 VIkik ツ K 中 上 中 スラ ッシュ ・ ハ イ ・ ス ラッ シュ 
人 Vik 人 AIK 中 中 スラ ッシュ ・ リ バー ス 
人 Vik 人 AKIK 中 中 中 スラ ッシュ ・ リ バー ス ・ サ マー ソル ト 
P+IK 中 ブラ ッ ク ア イス 
IK+a 上 クロ スキ ッ ク 
Kr+EK 由 クロ スス テッ プ 
IK+iEiKIK 上 上 中 クロ スス テッ プラ ウン チ 
IK+iEXIK 上 中 クロ ス ブ レ ー ド 
IK+ESUKIK 上 中 上 クロ スプ ブレー ドラ ウン チ 
IK+iEIK+ 后 上 中 ダブ ルク ロス キッ ク 
IK+EK+E5VIK 上 中 中 ダブ ルク ロス ・ ス ラッ シュ 
IK+EK+E で K+ ロ 上 中 中 ダブ ルク ロス ・ リ バー スコ イン 
IK+EIK+E>IK+ 上 中 中 ダブ ルク ロス キッ クラ リバ ー ス クロ スキ ッ ク 
IK+EK+EPTIK+i ロ 上 中 振り 向き ダブ ルク ロス キッ クラ 振り 向き 
KK+ 哲 中 ロン グ ア ク シス 
PiK+EIK 中 中 ロン グ ア ク シス ター ン 
YK+ia 下 シッ トス ピン 
YKrgiK 下 下 シッ トス ピン 忌 
YKk+EiKIK 下 下 下 シッ トス ピン ヨ 
YK+EiKiKIK 下 下 下 下 シッ トス ピン 4 
VIK+EIKIKIKIK 下 下 下 下 下 シッ トス ピン 上 
YK+EK+ 還 BE シッ トス ピン ラク ロス キッ ク 
ウジ 旗 + 折 下 ブレ ー ド スピ ン リ バー ス 
>K+EIK+ ロ 下 ダブ ル ア ク セル ・ ロ ー ス ピン 
io> 旗 +EPTIK+ 還 アク セル ・ ダ ッ ジ 
壁 背後 ぐ <PIK+ 操 ウォ ー ル スラ イド 
壁 背後 で <PK+EK 中 ウォ ー ル スラ イド ・ エ ッ ジ 
壁 背 後 ぐ <PIK+EP+IK+ ウォ ー ル スラ イド キャ ン セ ル 
PP+IK+ 回 中 レデ ィ ・ ア ンダ ー ア ー ム ・ タ ー ン ※K 
敵 の 横 近く P+5( 石 ) 投げ メア リー・ シ ュ タ イナ ー 


敵 の 横 近く PP+ 折 ( 左 ) 
敵 の 近く P+a 

敵 の 近く ><PP+ 后 

敵 の 近く < で P+i 

敵 の 近く ば P+la 

敵 の 近く <CSAP+ 括 

敵 の 近く く <P>P+a 

敵 の 近く , 敵 し ゃ が み SSP+ 后 
敵 の 近く 壁 正面 P+i 

敵 の 近く 壁 背面 P+i 

敵 の 背後 近く P+la 
空中 , 敵 の 近く YP+K+ 后 


小 ジ ャ ンプ 中 上 KK 
小 ジ ャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 KK 

大 ジャ ンプ 中 K 

大 ジャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 

大 ジャ ンプ 中 必 放 

大 ジャ ンプ 中 < で K 

大 ジャ ンプ 中 選 

ダッ シュ 中 選 

ダッ シュ 中 

ダッ シュ 中 YK 

ダッ シュ 中 PP+ 

ダッ シュ 中 K+ 操 

背 を 向け た 状態 か ら P 
背 を 向け た 状態 か ら YP ロ 
育 を 向け た 状態 か ら K 
背 を 向け た 状態 か ら YK 
背 を 向け た 状態 か ら 公 放 
YK 

全 下 


攻撃 判定 
投げ 
投げ 
投げ 
投げ 
投げ 
投げ 
投げ 
投げ 
投げ 


時 浴 江 
きき 


: 昌 コロ ゴロ 是 芋 ゴ 是 是 是 日 了 是 時 ゴロ 上 遇 ゴ 是 耳 是 


メア リー・ シ ュ タ イナ ー 
ウォ ー ル スロ ー 

アイ スネ メシ ス 

ショ ル ダ ー ス ルー 

ハン ティ ング ・ エ ッ ジ 
アン ダー アイ ス ・ メ イデ ン 
エッ ジ ・ カ タバ ルト 

カス ケー ド ・ ス ライ サー 
スク ラッ チ ハ ー ト 

タグ ハン ドウ ォ ー ル クラ ッシュ 
バッ クス ー プ レッ クス 
フラ ン ケ ン シ ュ タイ ナー 
ナッ クル ハン マー 

ナッ クル ハン マー 

ジャ ンプ トー 
ホッ ピン グ キ ッ ク 
ブレ ー ド カッ ター 

エア ロー リン グ ソ バッ ト 
フレ アト ドー 
シン ・ ス ライ ス 

ブレ ー ド スラ ッシュ ・ エ ア 
フロ ント エア キッ ク 
バッ クエ アキ ッ ク 

ナッ クル ハン マー 
ラン ニン グ ビ ー ト 
2 は 

スラ イデ ィング キッ ク 
フリ ッ ク ・ フ ラッ ク 

ダッ シュ コイ ン 
ター ン ビ ー ト 

ロー ター ン ピ ー ト 
ター ン キ ッ ク 

ロー スピ ン キ ッ ク タ ー ン 
ター ン ソ バッ ト 

カッ ティ ング ボー ド 

ズ マ ー ド ダイ ブ 


( 。 ロロ ーー 司 EIE ま | ヨコ: 日 生 = 芋 は む HP2 


に ーー 。。 敵 四 Ez4 mmmsssssasssaasg まま ト ] 支 


| 庄 :Pgz = 議 24 ア ウル の 2541 


人 ML 


FrTrTian ロ 


人 還 還 還 に 還 - 還 症 是 昌 ) FIEHTITNG VIPER ご kill ァ 


日 


マン ド 


HEHHHHHD 


5 


MM 


手提 
( 抽 主 


2P+K 

2P+KP+IK 

PT+IK+ 后 

敵 の 横 近 く 記 + 央 ( 右 ) 

敵 の 横 近 く P+la( 左 ) 

敵 の 近く PP+ 

敵 の 近く ぐ CSP+ 

敵 の 近く 必 <PP+a 

敵 の 近く ツジ < や P+ig<P<PP+ 5 

敵 の 近く ツジ < で P+E<P>P+ 后 

敵 の 近く < や P+E< ぐ P>P+5< く PTSYS や >P+ 括 
敵 の 近く PP+ 

敵 の 近く <CU2VS や >P+ 操 

敵 の 近く , 敵 し ゃ が み SSNP+ 括 
敵 の 近く , 敵 し ゃ が み , 壁 正面 VP+ia 
敵 の 近く 壁 正面 + 操 

敵 の 近く 壁 正面 ぐ マ >P+ 操 

敵 の 近く 壁 背面 + 操 

敵 の 背後 近く P+ 

敵 仰向け ダウ ン 足 側 ぐ 2VSP>P+ia 
敵 仰向け ダウ ン 頭 側 P>S べ 2< で P+ 后 
敵 う つ 伏せ ダウ ン 足 側 ぐ 2VS や >P+E 
敵 の 近く 必 SV2< で PP+ 

敵 の 近く ぐ P>> 記 + 后 


攻撃 判定 


ダウ ン 投 げ 
ダウ ン 投 げ 
ダウ ン 投 げ 
投げ 
投げ 


サン マン パン チ 
ワン ツー パン チ 
ツール ジマ ー 
サン マン パン チキ ッ ク 
ワ ジ ツー ビ ピーチ 
サン マン パン チア ッ パ ー 
ブー スト キッ ク 
ウジ ッ 
ダブ ル パ バ パワ ー ノ ッ ク 
サン マン アッ パー 
ダブ ル ア ッ パー 
ダブ ル ア ッ パー ピー チ 
イグ ニッ ショ ン パ ンチ 
ジェ ネ レ ー タ ー パ ンチ 
ファ イヤ ー ジ ェ ネ レー ター パン チ 
アト ミッ クジ ェ ネ レー ター パン チ 
フュ ー ジ ョ ンジ ェ ネ レー ター バン チ 
災 要 バツ 多 
スピ ンス パン ク ・ ハ ンマ ー 
ジェ ネ レ ーション ・ ビ ピス トン ドラ イ バ ー 
ブロ ッ ク ・ ス イン グ 
ロー バン チ 
サン マン ハン マー 
エル ボー スマ ッシュ 
サン マン キッ ク 
サン マン キッ ク 
ミド ル サ ン マ ン キ ッ ク 
ブロ ッ ク ボ ン バ ー 
ロー サン マン キッ ク 
ロー キッ ク ・ ミ ドル フッ ク 
コン ボ ・ ビ ピス トン ドラ イ バ ー 
レッ グ ス ロ ー 
ジャ イア ント キッ ク 
ジャ イア ント スタ ンプ 
ロー ル ホ イー ル 
ジャ ッ ク ナ イフ スロ ー 
ダス ター ハン ド 
ダス ター ハン ドリ バー ス 
ワン ツー アッ パー 
バ パワー ハン マー 
ダブ ル パ ワ ー ハ ンマ ー 
ラウ ンド トリ ッ プ ・ ハ ンマ ー ス ロー 
ピー チ ボ ン バー 
ダブ ルピー チ ボ ン バー 
アト ミッ クビ ピー チ ボ ム ※ 上 。 旗 . 則 - 
サイ ドス ロッ ト ・ ド ロッ プ 
ネッ グ カ ッ ト ス ロー 
サン マン ナイ スカ ン 
ショ ル ダ ー ミ ル 
ベア ハッ グ 
エレ ファ ント ハッ グ 
シー ライ オン ハッ グ 
ビー スト ハン ター 
バッ クボ ー ン クラ ッ ク 
ジャ イア ント スイ ング 
パイ ルド ライ バー 
パ バ パワー ハンティング 
スパ ー ク スク ラッ チ 
サン マン ボム 
タグ ハン ドウ ォ ー ル クラ ッシュ 
ウイ リー ドロ ッ プ 
ジャ イア ント スイ ング 
マッ クス トリ ッ プ 
ドラ ッ グ ・ デ ッ ド マン 
オー バー ドラ イブ 
オー バー ブロ ー 


人 共通 投げ コン ボ 1 
で PP+a 

人 PT+gg 

人 共通 投げ コン ボ 

ウツ < で P+ia 

< で SYS の 人 AS で PP+ 后 
共通 投げ コン ボ ヨ 

< で eS の 人 AS で PP+ 后 
人 @ 新 投げ コン ボ 
VAP+ga 
VGP+gV 人 AP+ia 
YAP+E ぐ PP+ 

Y 人 で P+ ジ > く <PP+ 后 

で OSYSP>P+ 折 

< く >P+ 丘 


の K 

全 選 

全 K 

小 ジ ャ ンプ 中 KK 

小 ジ ャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 K 

大 ジャ ンプ 中 IK 

大 ジャ ンプ 中 履 

大 ジャ ンプ 中 < で 

ダッ シュ 中 選 

ダッ シュ 中 PP 

ダッ シュ 中 上 K 

ダッ シュ 中 の KK 

ダッ シュ 中 YK 

背 を 向け た 状態 か ら P 
背 を 向け た 状態 か ら Y ロ 
背 を 向け た 状態 か ら IiK 
痛 を 向け た 状態 か ら YK 
背 を 向け た 状態 か ら 人 


攻撃 判定 


革 


ゴロ ゴロ ゴ 是 芋 是 耳 是 時 是 明 日 ゴ 是 是 耳 是 耳 耳 


由 


ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 


層 
せ 
We 
計 
帆 


フル オー バー ドラ イブ 
アニ マル ハウ リン グ 


ダブ ルオ ー バ ー ド ライ ブ 
ファ イナ ルオ ー バ ー ド ライ ブ 


ファ イナ ルオ ー バ ー ド ライ ブ 


フィ ッシュ テイ ル ・ バ スタ ー 
ハイ ドラ グラ イド 

エレ クト ラグ ライ ド 

スー パー グラ イド 

マッ クス ・ デ スペ ラー ド 
ヘッ ドキ ャ ノン 

ウル トラ ツイ ン キ ャ ノン 
サン マン ハン マー 

ロー リン グ ソ バッ ト 
スカ イ バ ー ナ ー 

ジャ ンプ トー 
ホッ ピン グ キ ッ ク 
レッ グ ブ レイ カー 

ライ ダー キッ ク 

エア ダイ ブ 

ライ ダー トー 

フレ アト ー 
ーー ヂ デ ジラ ォ ー 此 

フロ ント エア キッ ク 

バッ クエ アキ ッ ク 

サン マン アタ ッ ク 

ラン ニン グ ジ ェ ネ レ ー タ ー バ パシ ジ チ 
ラン ニン グ ピ ー チ ヂ ポ ボン バー 
ラン ニン グ ジ ャ ン プ キ ッ ク 
スラ イデ ィング キッ ク 
ター ン ナ ッ ク ル 
ロー ター ン パ ンチ 
ター ン キ ッ ク 

ロー スピ ン キ ッ ク タ ー ン 
ター ン ソ バッ ト 
ヘッ ド ボ ム 

メガ トン スタ ンプ 

ビ ピー チバ ー ガ ー 


LUITiETIE 


還 還 EE- 四 症 還 日 TVE Vi ビ ER デコ ki テ 


「 。 。 m G D 衣 記 避 計 二 生計 5 に 生 = ま は P 


P+KP+K 全 P 
P+KP+IK 全 PK+ 操 
P+IKP+IKP 
P+KP+IKSUK 
PP+K 
PP+IKPTIK 
PP+IKP 
PP+IKSAIK 
PP+IK 全 P 
PTIK 全 PIK+ 


芋 


ヒエ 


す 肖 時 王 織 革 舞 栖 隆 定 呈 


キャ ッ ト ス ナッ プ 

キャ ッ ト パ ッ ト 

キャ ッ ト ス クラ ッ チ 

コン ボキ ャ ッ ト キ ッ ク 

コン ボロ ー キ ッ ク 

スナ ッ プ ハイ キッ ク 
ハニ ー ス イン グ 

/ 八 三 こ ウジ ツー 
ハニ ー ト リブ ル 
キャ ッ ト ス ラッ プ 
キャ ッ ト ア ッ パ ー 

キャ ッ ト ア ッ パ ー 

スラ ッ プ オン ザ チ ー ク 
スラ ッ プ ピー チ 

ムー ン サ ルト キテ ィ 

ムー ン サ ルト レッ グ ス ラ イサ ー 
スラ ッ プ キャ ッ ト ア ッ パ ー 

キャ ッ ト ・ フ ロー リッ ク 

ビ ピーチ ポ ッ プ 
ピー チ ツ イス ター 

ピー チタ ッ プ ・ キ ャ ッ ト ア ッ パ ー 
ピー チタ ッ プ ・ フ ロー リッ ク 

ビ ピーチ タップ ・ ム ー ン サル ト 
ピー チタ ッ プ ・ ム ー ン サル トレ ッ グ スラ イサ ー 
ロー スナ ッ プ 

ロー パン チロ ー キ ッ ク 

ライ ジン グ キ ャ ッ ト ア ッ バ パー 
キディ ング ・ キ ャ ッ ト 

キディ ング ・ キ ャ ッ ト テ イル 
キディ ング ・ キ ャ ッ ト テ イル ハイ 
ロー ルキ ャ ッ ト ・ ア ッ パ ー 

ロー ルディ ッ プ 

ロー ルディ ッ プ ・ ス クラ ッ チ 
ロー ルディ ッ プ ・ ロ ー リ ング アッ パー 
ロー ルディ ッ プ ・ ロ ー リ ング ディ ッ プ 
ロー ルキ ャ ッ ト ・ ト リプ ルディ ッ プ 
ロー ルキ ャ ッ ト ・ ダ ブル ディ ッ プ ・ ス クラ ッ チ 
ディ ッ プ ・ ザ ・ レ ッ グ 

ディ ッ プ ・ ス クラ ッ チ 

ディ ッ プ ・ ロ ー リ ング アッ パー 
ディ ッ プ ・ ロ ー リ ング ディ ッ プ 
ダブ ルディ ッ プ 

ダブ ルディ ッ プ ・ ス クラ ッ チ 
トリ プル ディ ッ プ 

ブロ ックス ラッ プ 
ブロ ッ ク デ ィ ッ プ 

スタ ン デ ィング アッ パー 

ハイ キッ ク 

フリ ッ プ 

ハイ キッ ク 

スコ ルビ ピ オン ア タッ ク 
キャ ッ ト テ イル 

キャ ッ ト テ イル ハイ 

ピー チア タッ ク 

ダブ ルビ ー チ アタ ッ ク 

ジャ ッ ク ナ イフ キッ ク 

ムー ン サ ルト ・ ス タン プ 

ムー ン サ ルト ・ タ ッ プ 
ムー ン サ ルト ・ ト リッ プ 
ムー ン サ ルト ・ ト リッ プ ・ サ マー 
ブロ ッ ク サ マー 
レッ グ ス ラ イサ ー 
キャ ッ ト バ ロウ 
ブロ ッ ク ボ ン バ ー 
キャ ッ ト サ マー 

シュ ー ト ・ ザ ・ ム ー ン ※gKH 


立ち 途中 K 

立ち 途中 IKIK 

立ち 途中 IKIK+ 回 

立ち 途中 IKKIK 
敵 の 横 近く P+|( 右 ) 

敵 の 横 近 く 思 +|( 左 ) 
敵 の 近く P+a 

敵 の 近く YP+ia 

敵 の 近く < で や P+ 后 

敵 の 近く /2>P+|a 

敵 の 近く <CSP+a 

敵 の 近く < ぐ P+| 

敵 の 近く の P+5 
敵 の 近く , 敵 し じゃ が み SSAP+ 操 
敵 の 近く 壁 正面 P+ia 
敵 の 近く 壁 背面 P+ia 
敵 の 背後 近く P+a 
両者 空中 近く < ぐ や PP+IK+ 
敵 の 背後 近く < ぐ P+ 

敵 の 背後 近く 壁 正面 <P+ia 
全 P 


の K 


小 ジ ャ ンプ 中 K 

小 ジ ャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 上 K 

大 ジャ ンプ 中 上 KK 

大 ジャ ンプ 中 Vi 

大 ジャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 必 放 

大 ジャ ンプ 中 < ぐ で や 

大 ジャ ンプ 中 選 

ダッ シュ 中 選 

ダッ シュ 中 IK 

ダッ シュ 中 VIK 

ダッ シュ 中 Y ロ 

ダッ シュ 中 PP+a 

ダッ シュ 中 の 

背 を 向け た 状態 か ら E 
背 を 向け た 状態 か ら YP 
背 を 向け た 状態 か ら IK 
背 を 向け た 状態 か ら YK 
背 を 向け た 状態 か ら IKK+a 
背 を 向け た 状態 か ら 人 KK 


YP 
YPP 
YPPP 
VPPPP 
PPPPP 
YK 
人 


攻撃 判定 


手記 記紀 打開 せ 


革 


昌 コレ エゴ レロ 是 是 ゴ コ ゴ 是 耳 是 耳 耳 


ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 
ダウ ン 攻 撃 


ウォ ー ル ジャ ンプ 

フラ イン グ ・ キ ャ ッ ト 

ウォ ー ル ジャ ンプ キャ ン セ ル 
ロー キッ ク 
ダブ ル ロ ー キ ッ ク 
レッ グ ビ ピー トド ト 

ダブ ル ロ ー キ ッ ク & ディ ッ プ 
ロー レッ グ ビ ー ト 

トー キッ ク 

トー キッ クス コル ピオ ン 
トー キッ クキ ャ ッ ト ヒ ー ル 
トー キッ クキ ャ ッ ト サ マー 
メア リー・ シ ュ タ イナ ー 
メア リー・ シ ュ タ イナ ー 
ウォ ー ル スロ ー 
ウォ ー ジ メリ レー 
キャ ッ ト ホ イー ル 

ゴー トゥ へ ブン 

5.K. 選 

バッ クウ ォ ー ル スロ ー 
バー ル テ ィ ン グ ホ ー ス 
キャ ッ ト ・ チ ェ ア ー 

ウェ ッ ト ・ ザ ・ ク ロウ 

タグ ハン ドウ ォ ー ル クラ ッシュ 
バッ クス ー プ レッ クス 
ハニ ー エ アリ アル 

べ ベリ ベリ チェ ッ ク 

ベリ ベリ ピー チ 
ナッ クル ハン マー 

ロー リン グ ソ バッ ト 

ロー リン グ ソ バッ ト 
キャ ッ ト ハ ンマ ー 

ジャ ンプ トー 

フリ ッ ク ・ フ ラッ ク 
ホッ ピン グ キ ッ ク 
ロー カッ トキ ッ ク 

エア ロー リン グ ソ バッ ト 
ウレ アド 品 

フレ アキ ッ ク 

エア ダイ ブ 

フロ ント エア キッ ク 

バッ クエ アキ ッ ク 
ナッ クル ハン マー 
ラシン ダス ドレ ー ト 
ラジ ニシ グ ピ ー チ アタ ッ ク 
スラ イデ ィング キッ ク 
ディ ッ プ ・ ザ ・ レ ッ グ 

ラン ニン グ タ ッ ク ル 
ラン ニン グ ジ ャ ン プ キ ッ ク 
ター ンス ナッ プ 

ロー ター ンス ナッ プ 
ター ン キ ッ ク 
スピ ッ ト キ ッ ク 

タッ プ 

ター ン ソ バッ ト 

エイ 

エイ エイ 

エイ エイ エイ 

エイ エイ エイ エイ 

エイ エイ エイ エイ エイ 
スピ ッ ト キ ッ ク 
罰 ツ ウラ ジ チ ィ シグ 


ココ ドー 呈 Y4 に コー ま ー 生 一 疾 す 1 ビ 2 
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IK+EiKIK 
IK+EVIK 

SNK+ 后 
SIK+EE>KK( ヒ ッ ト 時 ) 
YK+ig( 後 ろ に 振り 向く ) 
YK+EP 

YK+EPP 
VIK+EPPP 


攻撃 判定 


中 中 
中 

中 上 

中 上 上 
中 上 上 上 
中 上 上 下 
中 上 上 中 

中 上 上 一転 が り 
転がり 一 中 
転がり 一 中 中 
転がり 一 中 中 
転がり 一下 


ジャ ステ ィ ス ジャ ブ 
オー プン シン チェ スト 

オー プン スピ ン 

オー ブン ダブ ルス ピン シ 

オー プン ダブ ルス ピン ロー 
ダブ ルス ピン ・ ダ ー ツ 

オー プン アー ム 

オー プン ロー ル 
オー プン エル ボー 

エル ボー ブロ ー 

オー プン アー ム ブ ロー 
バー クレ ー ホ ッ プ 

ライ トニ ング アロ ー 

オー プン アッ パー 
シッ ト ジ ャ ブ 

シッ ト ジ ャ ブ エ ル ボ ー 

ライ トニ ング ボル ト 
ブレ イク オー プン 

オー プン スト レー ト 

ツイ スタ ー・ ラ イト 

ツイ スタ ー 
ダブ ルツ イス ター 

トリ プル ツイ スタ ー 

ダブ ルツ イス ター・ ス テッ ピン 
ダブ ルツ イス ター・ ト ー キ ッ ク 
グラ ンド ・ ゼ ロ 

グラ ンド ・ ゼ ロラ トー キッ ク 
グラ ンド ・ ゼ ロラ ツイ ンダ ー ツ 
グラ ンド ・ ゼ ロラ ヒー ル ホ イッ プ 
グラ ンド ・ ゼ ロラ ステ ッ ピ ン ・ キ ッ ク 
ロー ルキ ッ ク 

カッ トキ ッ ク 

リア クタ ー 

コン ボ ・ エ ッ ジ 

コン ボ ・ リ アク ター 

コン ボ ・ マ キシ エッ ジ 

コン ボ ・ ト リッ クス 

コン ボ ・ リ アク ター プラ ス 
コン ボ ・ ベ ント エッ ジ 

コン ボ ・ ト リッ クス プロ 

コン ボ ・ リ アク ター コザ ッ ク 
スピ ント 一 

ツウ イシ ダー ツ 

ヒー ル ホ イッ プ 

スナ ッ プ ニー 

ミド ルキ ッ ク 
クラ ッ チ ステ ッ プ 

ダブ ルク ラッ チキ ッ ク 

ロー キッ ク 

ブロ ッ ク ・ ブ レイ ク 

ブロ ッ ク バ スタ ー 

トリ ックス 

スタ ン デ ィング トー キッ ク 
スタ ン デ ィング ・ ツ イン ダー ツ 
スタ ン デ ィング ・ ヒ ー ル ホイ ッ プ 
ヒー ルド ロッ プ 
スピ ン オ フキ ッ ク 

スピ ン オ フサ ン ラ イズ 
スピ ン フ ロー ト 

スピ ンコ ザッ ク 

プロ ダン サー 

スタ ー ラ イト ダン サー 
ロー スピ ン キ ッ ク 

スパ イラ ルス ター ト 

スパ イラ ル ・ ダ ブル ジャ ブ 
スパ イラ ル ・ ト リプ ル ジ ャ ブ 


攻撃 判定 


YK+EPIK 下 上 上 スパ イラ ル ・ サ イド キッ ク 
YK+EPPIK 下 上 上 上 スパ イラ ル ・ マ キシ エッ ジ 
YK+EPPUSIK 下 上 上 中 スパ イラ ル ・ ト リッ クス 
YK+EPPPIK 上 半 串 調 計 上 スパ イラ ル ・ ベ ント エッ ジ 
VIK+EPPPUSIK 下 上 上 上 中 スパ イラ ル ・ ト リッ クス プロ 
YK+EPPPVIK 下 上 上 上 下 スパ イラ ル ・ リ アク ター コザ ッ ク 
YK+EiK 下 上 ロー スピ ン ハ イ 
YK+giKiK 下 上 中 ロー スピ ン ・ ミ ッ ド 
V+rgikVKk 下 上 下 ロー スピ ン ハ イラ レッ グ ブ レイ ク 
YK+igVK 下 下 ロー スピ ン ロ ー 
YK+gVikik 下 下 下 トリ プル ロー スピ ン 

< で KK+ 折 (後ろ に 振り 向く ) フリ ッ プ テイ ル 
<HK+EK( 後 ろ に 振り 向く ) フリ ッ プ テイ ル ダ ー ツ 
PTIK+5( 伏 せ ) ベリ ー フ ラッ プ 

伏 け か ら 思 ベリ ー フ ラッ プ パ ンチ 
伏せ か ら IKK ベリ ー フ ラッ プ キ ッ ク 

壁 背面 く P<PIK+ 后 ムー ン サ ルト ・ バ ッ ク フ リッ プ 
敵 の 横 近 く P+ 操 ( 右 ) 投げ バレ ル ロ ー ル 

敵 の 横 近く P+ 操 ( 左 ) 投げ サイ ド ワ イ ン ダー 

敵 の 近く P+a 投げ ウォ ー ル スロ ー 

敵 の 近く P+|a 投げ グラ ンド アク セル 

敵 の 近く <PP+a 投げ ショ ル ダ ー ス ロー 

敵 の 近く < ぐ で P+a 投げ スナ ッ プ スト ー ル 

敵 の 近く < ぐ P>P+ 操 投げ ポイ ズン ・ ア イ ビ ー 

敵 の 近く < ぐ CSP+ 操 投げ スピ ン ・ ス トー ル 

敵 の 近く 必 SYzaP+i 投げ ネッ ク ・ ス トー ル 

敵 の 近く , 敵 し ゃ が み SSP+a 投げ フェ イス クラ ッ シ ャ ー・ ニ ー 
敵 の 近く 壁 正面 P+a 投げ バッ クウ ォ ー ル ラッ シュ 

敵 の 近く 壁 正面 く マ >K+ 還 投げ デッド エン ド ダ ブル ニー 

敵 の 近く 壁 背面 選 +ia 投げ タグ ハン ドウ ォ ー ル クラ ッシュ 
敵 の 背後 +a 投げ バッ クス ー プ レッ クス 
PTIK+ 后 アト ミッ ク ・ フ ファイヤー ダーツ ※5IKD 
全 下 中 ジャ ンプ ハン マー 

人 人 K | ホッ ピン グ キ ッ ク 

の 力 三 ミド ル ホ ッ プ スピ ン キ ッ ク 
信也 中 レン シア 4 ヴ AWw ツ 中 

條 K 中 ジャ ンプ トー 

小 ジ ャ ンプ 中 KK 中 ホッ ピン グ キ ッ ク 

小 ジ ャ ンプ 中 Yi 下 ロー カッ トキ ッ ク 

大 ジャ ンプ 中 KK 空 呈 エア ロー リン グ ソ バッ ト 

大 ジャ ンプ 中 上 K 過 フレ アト ー 

大 ジャ ンプ 中 YK 中 フレ アキ ッ ク 

大 ジャ ンプ 中 YK 空中 エア ダイ ブ 

大 ジャ ンプ 中 必 放 中 フロ ント エア キッ ク 

大 ジャ ンプ 中 < ぐ で 族 中 バッ クエ アキ ッ ク 

大 ジャ ンプ 中 選 中 ジャ ンプ ハン マー 

ダッ シュ 中 選 中 ラン ニン グスト レー ト 

ダッ シュ 中 KK 中 ファ イヤ ー ダ ー ツ 

ダッ シュ 中 YK 下 スラ イデ ィング キッ ク 

ダッ シュ 中 中 ラン ニン グ ジ ャ ン プ キ ッ ク 
ダッ シュ 中 PP+a 中 ラン ニン グ タ ッ ク ル 

痛 を 向け た 状態 か ら 半 ター ン パ ンチ 

背 を 向け て し ゃ が み 状 態 か ら \p ロ 下 ロー ター ン パ ンチ 

背 を 向け て 立ち 状態 か ら \p ロ 下 レッ グ ス ク ー プ 

育 を 向け た 状態 か ら K E バッ ク フ リ ッ プ キッ ク 

背 を 向け た 状態 か ら IKVIK 上 中 バッ ク フ リ ッ プ キッ クラ ヒー ルド ロッ プ 
育 を 向け た 状態 か ら KP 上 上 バッ ク フ リ ッ プ ハン ド 

背 を 向け た 状態 か ら IKPP 3 了 バッ ク フ リ ッ プ ジャ ブ 

育 を 向け た 状態 か ら IKPPP 時 玉 玉 バッ ク フ リ ッ プ ラッ シュ 
背 を 向け た 状態 か ら Yi 下 フリ ッ プ ロー スピ ン キ ッ ク 
背 を 向け た 状態 か ら \K+ia 下 フリ ッ プ ロー カッ ト 

背 を 向け た 状態 か ら 太 記 中 フリ ッ プ アッ パー 

背 を 向け た 状態 か ら 公 放 中 ター ン ソ バッ ト 

YK ダウ ン 攻 撃 スピ ッ ト キ ッ ク 

人 人 P ダウ ン 攻 撃 イー グル ラン ディ ング 


全 還 斬り 四 - 四 半 還 本 EIGHTITVE VIEER ご ョ ki 旧 テ 


「 。 ロロ 首 思 引 寺 邊 に 生ま = まま 


P 少 し 遅く や P 


HH 
ロ 


太 械 + 后 

ロ P+IK+ 加 

YY 

ライ ド P 

ライ ド ツ Vp 

ライ ドウ ツ BE ロ 
ライ ド cBP 

ライ ド IK 

ライ ド k HL 
ライ ド ツ や iK 
ライ ド < で K 
ライ ド P+IK 
ライ ド VP+K+ia 
ライ ド P+IK+ 操 
ライ ド P+IK+P 
ライ ド P+IK+EP>P 
ライ ド P+IK+Em ン PP 
ライ ド P+IK+EdPPP 


攻撃 判定 


中 中 
中 ガー ド 不 能 


NI 
へ 
プア 


生還 還 胃 | 量 申 


耳 量 是 コ 普 
時 芋 准 演 
専 軸 

葵 芝 


areasssssssesessescsinssssssi [古寺 支 


し 計 pkz】 


ビ ピート 1 

ビー ト 思 
アシ ッ ド ビー ト 
アシ ッ ド ピー ト ・ ニ ー 
アシ ッ ド ジャ ブ 
ダブ ル ラ ッシュ 
ダブ ル ラ ッシュ 

トリ プル ラッ シュ 


トリ プル ラッ シュ ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ 


ラッ シュ ララ 振り 向き 
エル ボー 
ダブ ル エ ル ボ ー 

ダブ ル エ ル ボ ー・ ニ ー 
バー ホッ プ 

バー ホッ プ フ リ ッ プ 
アッ パー 
ファ ン キ ー ヒ ー ル 
シッ ト ジ ャ ブ 

ブロ ッ ク ア ッ パ ー(G& A) 
スタ ン デ ィング アッ パー 
ハイ キッ ク 

ハイ ・ タ イム 

フロ ント キッ ク 
ウル SG 

フー キー 喝 

フー キー・ エ ル ボ ー 


ダブ ルフ ロン トキ ッ ク ラ ロー スピ ン キ ッ ク 


ビー ト ・ ロ ー 

ビー ト ・ ロ ー・ ハ イ 

ブロ ッ ク ・ ブ レイ ク 
ブロ ッ ウ ニー 

弄 MIX サ マー 愛 還 MIK ラ イド 


ダブ ル バ ー リ ー ラ 還 VMIX ラ イド 


ダブ ル バ ー リ ー 

ョ ジジ 

ヒー ルド ロッ プ 

ヒー ルド ロッ プ 
ハイ スピ ン キ ッ ク 
スタ ンド ・ ヒ ー ル 

スタ ンド ・ ヒ ー ル ドロ ッ プ 
タツ ヲリ ジグ 

フェ イキ ー・ タ ン ブ リ ング 
グル ー ブ エ ル ボ ー 

スイ ング ・ チ ャ ー リ ー 

ダブ ルス イン グ ・ チ ャ ー リ ー 
アン クル ・ デ ス 
ファ ン キ ー・ ニ ー 
バッ ク フ リ ッ プ 

バッ ク フ リ ッ プ ・ ラ イド 

スー バー マン ※KH 

氏 VMIX ラ イド 

ライ ドジ ャ ブ 
テイ ル ホ ッ プ 

スリ ー シ ッ クス ティ ー 

レッ キン グ ハ ン マー 

バー リー( 還 VIX サ マー ソル ト ) 
ウイ リー& バー リー 

フロ ント ホッ プ ・ ブ ー メ ラン 
バッ ク ホ ッ プ ・ ブ ー メ ラン 
ペグ ウイ リー 

スプ リン ト ポ ジ ショ ン 

カワ ンズ 

カブ ー ス ・ ロ ー フ ッ タ ー 
クレ イジ ー・ ヒ ッ チ ハイ カー 
オー バー・ ザ ・ ヘ ッ ド 


オー バー ヘッ ド ・ ス イン グ ・ チ ャ ー リ ー 


| シマ :】 


し 剛 2 ん アレル 4 1 


ライ ド P+K+Em>PPP HOLD 


ライ ド P+IK+ EK 

ライ ド P+IK+iE5VIK 
後ろ 向き ライ ド < で KK 
後ろ 向き ライ ド < で KK 
ライ ド 壁 正面 選 +la 
敵 の 近く P+a 

敵 の 横 近 く P+|( 右 ) 
敵 の 横 近 く P+ 加 ( 左 ) 
敵 の 近く YP+ 

敵 の 近く < ぐ CPP+ 操 

敵 の 近く VS や >P+a 
敵 の 近く SYS<GP+a 


敵 の 近く , 敵 し ゃ が み SSAP+a 
敵 の 近く , 敵 し ゃ が み SSAP+EP+IK+a 


敵 の 近く 壁 正面 P+l 
敵 の 近く 壁 背面 +a 
敵 背 後 P+a 
両者 空中 < ぐ P+IK+ 丘 


小 ジ ャ ンプ 中 KK 

小 ジ ャ ンプ 中 KK 

大 ジャ ンプ 中 KK 

大 ジャ ンプ 中 上 KK 

大 ジャ ンプ 中 

大 ジャ ンプ 中 YK 

大 ジャ ンプ 中 必 放 

大 ジャ ンプ 中 < ぐ で 

大 ジャ ンプ 中 選 

ダッ シュ 中 選 

ダッ シュ 中 KK 

ダッ シュ 中 YK 

ダッ シュ 中 PP+a 

背 を 向け た 状態 か ら P 
背 を 向け た 状態 か ら Yp ロ 
背 を 向け た 状態 か ら IK 
育 を 向け た 状態 か ら IKKIK 
背 を 向け た 状態 か ら YK 
背 を 向け た 状態 か ら 公 KK 


も 


攻撃 判定 
中 中 ガー ド 不 能 


中 


革 


アー バー ヘッ ド ・ ア ンク ル ・ デ ス 


カブ ー ス ・ ア タッ ク 

カブ ー ス ・ ボ トム アタ ッ ク 
ハン グラ イダ ー 

ダブ ル ・ ハ ング ライ ダー 
イー ビル ・ ウ イリ ー 
ウォ ー ル スロ ー 
ネッ ク ド ラ イ バ ー 

ショ ル ダ ー ブ レー ド 

ジャ イロ ドラ イ バ ー 


フリ ッ プ ・ ス クリ ュー ドラ イ バ ー 
ワン エイ ティ ー・ ス クリ ュー ドラ イ バ ー 


サー カス チャ ー リ ー 
ステ ィ ン ガ ー・ ス ロー 
ステ ィ ン ガ ー・ キ ャ ッ チ 
ウォ ー ル プレ ス 

ショ ル ダ ー プ レス 

カン カン 

ロケ ッ ト エ ア 
ジャ ンプ ハン マー 
ジャ ンプ ハン マー 
ジャ ンプ トー 
ホッ ピン グ キ ッ ク 

ロー カッ トキ ッ ク 

エア ロー リン グ ソ バッ ト 
フレ アト ー 

フレ アキ ッ ク 

エア ダイ ブ 

フロ ント エア キッ ク 
バッ クエ アキ ッ ク 
ジャ ンプ ハン マー 

ラン ニン グスト レー ト 
ラジ ニシ ジグ 三 一 

スラ イダ ー ド リフ ト 
ラン ニン グ タ ッ ク ル 
ター ジン ビー ド 
ター ン エ ル ボ ー 
ター ン キ ッ ク 
ター ジ 三 デ 

ロー スピ ン キ ッ ク タ ー ン 
ター ン ソ バッ ト 

ツイ スト スタ ンプ 

ダブ ルツ イス トス タン プ 
スタ ン ピ ン グ バ ッ ク ロ ー ル 
セン トー ン 
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